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平成２６年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（平成２６年３月４日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

    ○ 行政方針の表明 

   第３ 議案第１号から議案第３６号まで 

      議案第 １号 宿毛市名誉市民の選定につき同意を求めることについて 

      議案第 ２号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

      議案第 ３号 平成２５年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ４号 平成２５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ５号 平成２５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ６号 平成２５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第 ７号 平成２５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第 ８号 平成２５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 平成２５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第１０号 平成２５年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

      議案第１１号 平成２５年度幡多西部介護認定審査会特別会計補正予算について 

      議案第１２号 平成２５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１３号 平成２５年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

      議案第１４号 平成２５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１５号 平成２６年度宿毛市一般会計予算について 

      議案第１６号 平成２６年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

      議案第１７号 平成２６年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

      議案第１８号 平成２６年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

      議案第１９号 平成２６年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

      議案第２０号 平成２６年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

      議案第２１号 平成２６年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

      議案第２２号 平成２６年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

      議案第２３号 平成２６年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

      議案第２４号 平成２６年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

      議案第２５号 平成２６年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 
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      議案第２６号 平成２６年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

      議案第２７号 平成２６年度宿毛市水道事業会計予算について 

      議案第２８号 宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定め 

             る条例の制定について 

      議案第２９号 宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護 

             予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する 

             基準等を定める条例の制定について 

      議案第３０号 宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関 

             する基準を定める条例の制定について 

      議案第３１号 宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び 

             運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた 

             めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定につい 

             て 

      議案第３２号 宿毛市社会教育審議会条例の一部を改正する条例について 

      議案第３３号 宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第３４号 宿毛市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一部を改正する 

             条例について 

      議案第３５号 宿毛市水道事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例の一 

             部を改正する条例について 

      議案第３６号 財産の取得について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 議案第１号から議案第３６号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 
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   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
滝 本   節 君 

   保健介護課長  児 島 厚 臣 君 
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午前１０時００分 開会 

○議長（今城誠司君） これより平成２６年第

１回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において山上庄一君及び山戸 寛

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（寺田公一君） 議会運営委

員長。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

２月２８日、議会運営委員会を開きまして、今

期定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎重

に審査した結果、本日から３月２６日までの２

３日間とすることに、全会一致をもって決定い

たしました。 

 以上、報告をいたします。 

○議長（今城誠司君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長の報告のとおり、

本日から３月２６日までの２３日間といたした

いと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から３月

２６日までの２３日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告期限を本日午後５時と定めますので、

質問者は期間内にその要旨を文書で通告してく

ださい。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりであります。これにより御了承願いま

す。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 続いて、市長の行政方針の表明を行います。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） おはようございます。 

 本日は、平成２６年第１回宿毛市議会定例会

を招集いたしましたところ、議員の皆様におか

れましては、何かとお忙しい中、御参集いただ

きましてまことにありがとうございます。 

 議案の説明に先立ち、平成２６年度の私の市

政運営に対する基本方針並びに主要な施策につ

いての所信の一端を申し上げ、市民並びに議員

の皆様方の御理解と御協力を賜りたいと思いま

す。 

 我が国では、昨年７月の参議院議員選挙によ

り「ねじれ国会」が解消し、政府による「大胆

な金融緩和」、「機動的な財政出動」、「民間

投資を喚起する成長戦略」のいわゆる「三本の

矢」の推進により、景気動向が改善に向かって

ていることが、各種の経済指標をもとに報道さ

れています。 

 しかしながら、国の財政は、負債が資産を上

回る、いわゆる債務超過がこれまでで最悪の数

字となるなど、決して楽観できない状況が続い

ています。 

 その打開策の一つとして、本年４月には社会

保障の充実及び安定化のための安定財源の確保

と、財政健全化の同時達成を図るために、消費

税率がこれまでの５％から８％に引き上げられ

ることが決定しています。 

 これにより生じました財源は、医療や介護な

どの社会保障給付に使われることになっており、

本市も扶助費の財源として期待をしています。 

 次に、本市におきましては、昨年は１０月に
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ねんりんピックよさこい高知の剣道大会、１１

月には、ＮＨＫのど自慢大会や、私の公約の一

つである産業祭などのさまざまなイベントを開

催いたしました。 

 特に、産業祭は、市内外から多くの方々に会

場を訪れていただき、本市の魅力を十分ＰＲで

きたのではないかと考えています。 

 平成２６年度も秋に第２回の産業祭を行う予

定としており、第１回の反省点も踏まえてより

よいイベントとするため、取り組んでまいりま

す。 

 また、平成２４年度から地域懇談会を開催し

てまいりましたが、平成２６年度も引き続き、

市内８カ所で開催し、市民の方々と、市政運営

に対するさまざまな意見交換を行ってまいりま

す。 

 平成２６年度は、宿毛市制施行６０周年の節

目の年にも当たります。 

 ６０周年記念事業として、本市の名誉市民で

あります奥谷 博先生の絵画展や、平成２６年

度に限り、本市に婚姻届や出生届を提出いただ

いた方に記念証を無料でお渡しする事業などを

予定しています。 

 それでは、市政運営の基本方針について申し

上げます。 

 財政状況及び予算編成の概要について申し上

げます。 

 平成２４年度決算に基づく財政健全化比率は、

全ての項目について、早期健全化基準を下回る

数値となっています。 

 懸案事項でありました市の借金であります市

債の負担比率を示す実質公債費比率は、公債費

負担適正化計画に基づく削減の努力が実り、平

成２４年度決算におきまして、計画目標の１

８％以下を達成することができました。 

 しかしながら、東日本大震災以降、本市では

市民の生命、財産を守るための南海地震対策事

業により、市債の借り入れは増加しており、決

して楽観できる財政状況ではありません。 

 このため、平成２６年度の予算編成に当たっ

ては、既存事業の見直し、事業の優先順位など

を考慮し、効率的・効果的な予算編成に努めま

した。 

 平成２６年度一般会計の歳出予算の特徴とし

ましては、消費税増税に伴う経済対策としての

臨時福祉給付金などの交付金や、小筑紫保育園

の新園舎建設工事、市内小・中学校の耐震補強

工事を初めとする南海地震対策事業などにより、

対前年度比１１．３％増の１１２億４，９４３

万１，０００円の予算となっています。 

 歳入予算の特徴としましては、自主財源であ

る税収は、大幅な増収は見込めない中、国・県

支出金、建設事業の財源としての市債などの依

存財源がふえており、不足する一般財源を補う

ため、財政調整基金から３億３，１１０万８，

０００円を取り崩しすることとしています。 

 今後も、南海地震対策に関連する大型事業も

多く見込まれていますので、引き続き、国の動

向を注視しながら、新制度の活用や必要な事業

の精査に鋭意努め、健全な財政運営を目指して

まいります。 

 防災対策について申し上げます。 

 南海地震対策を最重要課題と捉え、これまで

津波避難場所などの整備を促進するとともに、

地域防災計画などの各種計画の見直しや、作成

を行ってまいりました。 

 平成２６年度も引き続き、津波避難場所など

のハード整備に取り組むとともに、業務継続計

画などのソフト対策につきましても、現状での

課題の対応策を講じる中、研修や訓練などの実

施・検証を通じて、継続的に見直しを行ってま

いります。 

 また、本市は、南海地震発生時に、最大２．

４メートルの地盤沈降により、海面よりも低く
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なる土地が、広範囲にわたって長期浸水する予

想も示されているところですが、昨年立ち上げ

ました検討委員会におきまして、平成２６年度

末までに対策の最終取りまとめを行う予定とし

ています。 

 さらに、平成２６年度の新たな取り組みとし

まして、防災行政無線設備の更新に向け、具体

的な検討を開始するとともに、避難所などにお

ける水・食糧につきましても、現在行っている

毛布や簡易トイレなどの生活必需品の備蓄とあ

わせて、計画的に整備していきたいと考えてい

ます。 

 加えて、防災拠点施設及び避難場所の電源対

策として、総合運動公園、平田小学校及び山奈

小学校の３カ所に、太陽光発電及び蓄電池を整

備する予定です。 

 何よりも、市民の防災意識を高めていくこと

が、減災につながると考えていますので、自主

防災組織の結成促進や活動の活性化のための取

り組みとともに、住宅の耐震化やブロック塀の

改修、家具の転倒防止などの耐震対策につきま

しても、引き続き進めてまいります。 

 なお、宿毛消防庁舎に併設しました防災セン

ターにつきましては、昨年５月の稼働以来、救

急救命講習会や防災研修会の開催など、多くの

方々に活用していただいており、今後も地域の

防災拠点としての機能を果たしてまいりたいと

考えております。 

 また、避難路の安全性の確保などを目的とし

て、住宅が立ち並ぶ地域の避難路などに隣接し

た老朽空き家の取り壊しに対する補助制度を新

設しましたので、御活用をいただきたいと思い

ます。 

 教育環境の整備について申し上げます。 

 建設場所などの選定によりおくれています宿

毛小学校と松田川小学校の統合につきましては、

平成２５年度は、保護者との意見交換を重ねる

中、萩原地区の高台への移転に向け、基礎調査

を実施してまいりました。 

 平成２６年度も、引き続き調査を進め、高台

造成の早期の完成に向け、取り組んでまいりま

す。 

 また、耐震性が確保されていない学校施設に

つきましては、子供の安心・安全を確保するた

めに、平成２７年度中に耐震化が図れるよう、

取り組んでまいります。 

 今後も、保護者や地域の皆様の御理解と御協

力をいただく中で、子供たちにとって、よりよ

い教育環境づくりに努めてまいります。 

 企業誘致について申し上げます。 

 高知西南中核工業団地では、現在、製造業２

０社、物流センター協同組合２５社が操業し、

約７８０名が就労しています。 

 昨年、新たに進出が決定した株式会社グリー

ンエネルギー研究所につきましては、本年１月

に木質バイオマス発電施設及び木質ペレット製

造施設の建設に着手し、本年秋ごろより順次稼

働する予定となっています。 

 創業までには、解決すべき課題もありますが、

本事業がスタートすることにより、幡多地域の

豊富な森林資源の活用など、林業振興や新たな

雇用の創出に大きく貢献していただけるものと

考えており、本市としても、大きな期待を寄せ

ています。 

 一方、宿毛湾港工業流通団地では、新たな企

業進出はありませんが、高知県とともに企業立

地に向け、訪問活動を継続して実施しています。 

 今後も、新たな設備投資を検討している企業

などに対して、関係機関と連携を図る中で、積

極的に企業訪問を行うなど、さらなる雇用の場

の確保に向け、取り組んでまいります。 

 交通運輸体系の維持、確保について申し上げ

ます。 

 土佐くろしお鉄道は、地域の公共交通の基幹
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路線として、市民の通勤・通学などの日常生活

はもとより、観光振興などにおきましても、重

要な役割を果たしています。 

 しかしながら、沿線地域における人口の減少

や、高速道路などの延伸などにより、利用者が

減少し、非常に厳しい経営状況が続いています。 

 今後も、高知県や沿線市町村と連携して、利

用促進に向けたさまざまな取り組みを推進する

とともに、鉄道を存続させるため、引き続き経

営の安定化に向けた財政支援を行ってまいりま

す。 

 鉄道とともに、地域公共交通の一端を担うバ

ス路線についても、少子高齢化に伴う人口減少

やモータリゼーションの進展に伴い、利用者の

減少に歯どめがかからず、路線維持が困難な状

況になっておりますので、引き続き、支援して

まいりたいと考えています。 

 一方、公共交通の空白地域における高齢者な

どの交通手段の確保につきましては、過疎・高

齢化が急速に進展する中、喫緊の課題となって

います。 

 このため、平成２５年度より、舟ノ川・石原

地域及び藻津や宇須々木、西町などの西地域を

対象として実証運行を行っており、交通空白地

域における維持可能な生活交通の確保策につい

て、検証をしています。 

 今後は、１年間の実証運行を通じて、利用状

況や課題などを精査し、利便性と効率性との調

和を図りながら、本格運行に向けた取り組みを

進めてまいりたいと考えています。 

 宿毛佐伯航路につきましては、これまで景気

の低迷や口蹄疫問題、東日本大震災、さらには

燃油価格の高騰も相まって、非常に厳しい経営

状況にあったため、高知県や幡多地域の市町村

が中心となって、さまざまな支援を行い、航路

維持に取り組んでまいりました。 

 平成２５年度は、前年実績を上回る利用が見

込まれるなど、改善しつつありますが、燃油価

格の高止まりなど、依然として厳しい状況にあ

ります。 

 本航路は、四国西南地域と九州を結ぶ海の国

道として重要な航路であることから、今後も安

定した経営がなされるよう、高知県や大分県、

関係市町村とも利用促進などの支援を継続して

まいります。 

 中山間地域対策について申し上げます。 

 本市の中山間地域では、小規模な高齢化が進

んだ集落が多数点在しており、一部の集落では、

道路や水路の清掃、防犯・防災活動、集会施設

の管理など、集落の中で生活するために必要な

活動や、祭りなどの季節行事の開催、冠婚葬祭

時の相互扶助、文化や技能の伝承などの集落と

しての機能が低下しています。 

 このような状況を改善するためには、複数の

集落で広域的に支え合う取り組みや、新しい発

想を有する外部人材などの協働を行う仕組みづ

くりが必要不可欠です。 

 そのためには、地域として何ができるのか、

何をしたいのか、そのためにはどうするのかを

明確にする必要があり、その合意形成には高い

意欲と粘り強い議論が必要となります。 

 これらの取り組みを市内全域に広げていくた

めには、身近にノウハウの提供や助言を行う存

在が必要だと考えており、その役割を担ってい

ただくモデルケースとして、鵜来島地区に続き、

橋上地区を選定し、地域おこし協力隊の導入な

ど、支援を行ってまいります。 

 産業振興について申し上げます。 

 本市にとっての基幹産業である農林水産業を

取り巻く状況は、厳しさを増していますが、地

域を活性化させるためには、１次産業の活性化

が不可欠であり、農林水産業に従事する方々が

安心して生活できる環境をつくり上げていきた

いと考えています。 
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 農業につきましては、国において、平成２６

年度より農業構造改革を進めるためのさまざま

な、新たな政策が進められることとなっており、

これらの制度を有効に活用しながら、本市の農

業を守っていく取り組みを進めてまいります。 

 平成２６年度も、引き続き持続可能な農業の

確立を図るために、農地集積や集落営農組織の

組織化の推進を図るとともに、新規就農研修支

援事業や、新規参入を促進するレンタルハウス

整備事業の実施により、重要な課題である後継

者の育成・支援に取り組んでまいります。 

 また、被害が増加している有害鳥獣対策とし

て電気牧柵機の設置におきましては、地理的な

要因から、被害対策が困難であった沖の島・鵜

来島地区におきましても、防護柵の設置のため

支援を行い、農作物の被害の軽減を図ってまい

ります。 

 畜産業につきましては、畜産物価格の下落傾

向が続く中、餌料価格は依然として高い水準で

推移しており、畜産経営は非常に厳しい状況と

なっています。 

 今後とも疾病予防対策や所得向上に向けて関

係機関と連携し、取り組んでまいります。 

 林業につきましては、林業を取り巻く厳しい

状況が続く中、株式会社グリーンエネルギー研

究所の木質ペレットの製造施設、及び木質バイ

オマス発電施設の操業により、大きな木材需要

が見込まれていることから、森林の持続利用を

目指し、県内でもトップクラスとなる再造林へ

の支援策を実施することとしています。 

 また、林業従事者の雇用対策として、県の雇

用対策事業を活用し、引き続き市有林の除間伐

を実施してまいります。 

 水産業につきましては、漁業者の所得の向上、

経営の安定化などを図るべく、水産物のブラン

ド化による魚価の向上を目指し、地産外商の推

進、販路拡大に向けて関係機関と連携を図り、

取り組んでまいります。 

 宿毛湾は、県内でも有数の養殖魚の出荷量を

誇ることからも、県・市・漁協などの関係機関

により、宿毛湾養殖魚外商推進協議会を組織し、

平成２６年度から養殖魚の外商推進の実践に向

けた戦略の策定などに取り組んでいく予定です。 

 また、近年発生しています赤潮対策として、

養殖事業者の避難漁場の設置や、豊かな宿毛湾

の水産資源を持続的なものとするため、宿毛湾

の主要魚種であるイサキなどの放流事業を継続

して行うとともに、オニヒトデや巻貝の食害に

より被害を受けているサンゴ礁の保全や、藻場

の造成などの環境保全事業にも支援してまいり

ます。 

 本市の地域資源を活用した６次産業化の取り

組みにつきましては、事業者と連携を図りなが

ら、施設整備や販路拡大に向けた取り組みに支

援をしているところです。 

 昨年は、直七関連製品が、大手量販店のギフ

ト商品として採用されるなど、着々と成果も上

がってきているところです。 

 今後におきましても、引き続き、６次産業の

推進のため、事業者と連携を図りながら、取り

組みを進めてまいります。 

 商工観光について申し上げます。 

 平成２５年度に、高知・西南地域観光キャン

ペーン「楽しまんと！はた博」が、幡多６市町

村の行政、商工会議所、観光協会などが一体と

なって、広域観光キャンペーンを行いました。 

 このキャンペーンには、本市の産業祭を初め、

数々のイベントに１４６万人もの観光客に訪れ

ていただきました。 

 こうした官民一体の取り組みを一過性のもの

とせず、継続していくためにも、幡多広域観光

協議会を中心に、関係者が一丸となって幡多観

光のブランド化を進め、広域観光地として、全

国から選ばれるエリアとなるよう努めてまいり
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ます。 

 特に、本市の商工観光の振興につきましては、

宿毛商工会議所や宿毛市観光協会との連携を引

き続き強化し、だるま夕日や篠山、歴史文化な

どの本市の観光資源はもとより、豊富な魚種を

有し、大きな魅力であります海に着目した事業

に取り組むとともに、宿毛湾のチヌ釣りや、沖

の島・鵜来島のグレ釣り、海洋レジャーなど、

宿毛の青い海の魅力発信に努めてまいります。 

 また、総合運動公園を初めとする本市のスポ

ーツ施設の利用は、市内への入込客など、経済

波及効果が見込まれますので、平成２６年度は、

市内への宿泊を伴うスポーツ大会の開催につい

ての補助金を創設するとともに、関係機関とも

連携しながら、地域の活性化につなげてまいり

たいと考えております。 

 宿毛湾港について申し上げます。 

 宿毛湾港につきましては、湾港の静穏度を保

つため、平成２１年度より第２防波堤の整備が

進められています。 

 今後も、湾港機能の充実のため、第２防波堤

３８０メートルの早期完成に向け、関係機関へ

要望を継続してまいります。 

 また、利活用面では、本年５月２３日に「に

っぽん丸」、７月９日及び８月２２日に「飛鳥

Ⅱ」の入港が予定されており、昨年以上の利用

が見込まれています。 

 クルーズ客船の寄港につきましては、これま

での「おもてなし」が高く評価され、着実に寄

港実績を重ねています。 

 客船の寄港は、本市の観光資源や、特産品な

どの地元産品をＰＲする絶好の機会であり、今

後も寄港促進に向けた取り組みを強化するとと

もに、地元産品の販売促進に積極的に活用して

まいりたいと考えています。 

 道路整備について申し上げます。 

 中村宿毛道路につきましては、昨年より宿毛

インターチェンジ予定地である和田地区で工事

が着手されています。今後も、引き続き早期完

成に向けて、積極的に要請してまいります。 

 四国８の字ネットワークにつきましても、佐

賀から四万十間が計画段階評価に着手し、中村

宿毛道路を介し、本市と高知県内の各地域が接

続されるよう、着実に進んでいるところであり

ます。引き続き、宿毛・内海間につきましても、

早期事業化に向け、愛南町を初めとした関係市

町村と連携し、取り組んでまいります。 

 さらに、地域の主要幹線である国道、県道の

整備促進につきましては、地域の要望が早期に

実現できるよう、引き続き、関係機関へ強く要

請してまいります。 

 市道につきましては、現道拡幅や維持修繕の

必要な個所も多い中、部分的な補修など暫定的

な改修のみでなく、一体的な改修も視野に入れ、

施設の長寿命化を図るための調査・点検を実施

する中で、緊急性、優先度を十分勘案し、計画

的に整備してまいります。 

 具体的な路線といたしましては、大島に至る

市道大島北線の大島橋、四季の丘入り口にある

新田１号線の廻角橋の設計に取りかかっており、

引き続き、整備に向けて取り組んでまいります。 

 横瀬川ダムについて申し上げます。 

 横瀬川ダムの建設事業につきましては、平成

２５年１月に国土交通省より事業継続の対応方

針が決定され、工事用道路やつけかえ市道工事

などに再着手されています。 

 今後も、横瀬川ダム建設促進を図るとともに、

河川改修や排水ポンプ施設の設置などの内水対

策にも、関係機関へ要請してまいります。 

 都市計画について申し上げます。 

 都市計画につきましては、安心・安全はもと

より、高齢者に優しいまちづくり、街路事業に

よる防災機能に特化した無電柱化事業の推進、

道路空間の高質化による町並みの再構築に取り
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組んでまいります。 

 都市防災事業による津波浸水予想地域に配慮

した大規模な高台避難地、復興の拠点となる敷

地造成事業をさらに加速化し、重点的に推進し

てまいります。 

 都市公園事業につきましても、市民の健康増

進はもとより、地域振興のための総合運動公園

の施設の拡充に努めてまいります。 

 国土調査について申し上げます。 

 国土調査事業につきましては、平成２６年度

も引き続き、山奈町の西竹石地区付近の現地確

認による筆界調査などを推進します。 

 また、平成２６年度以降、調査箇所の追加も

視野に、積極的に検討し、市民の財産の保全、

土地の利活用の促進に努めてまいります。 

 市営住宅について申し上げます。 

 老朽化の進む公営住宅につきましては、平成

２５年度に、宿毛市公営住宅等再編計画を策定

し、手代岡地区改良住宅の基本計画及び基本設

計に着手しています。平成２６年度も、引き続

き住民との協働による具体的な計画策定に取り

組んでまいります。 

 また、時代のニーズに沿った高齢単身者世帯

向け住宅として、西町振興住宅の１階部分を増

改築し、快適な住宅の提供に努めるとともに、

既存建築物の適切な改修・維持保全に努めてま

いります。 

 水道事業について申し上げます。 

 水道事業につきましては、安全で安定的な給

水の確保に向け、計画的に市内の配水管の更新

を行っています。 

 平成２６年度は、市道宿毛団地２６号線外７

路線の配水管整備工事などを実施する予定です。 

 また、本年４月から、用途別料金から口径別

料金に変更いたします。 

 下水道事業について申し上げます。 

 市民の生活環境の向上と公共水域などの環境

保全を図ることを目的として、宿毛地区で公共

下水道、二ノ宮地区で農業集落排水事業、大海

地区で漁業集落排水事業を実施し、管渠整備が

完了した範囲の約３，０００戸が、下水道を利

用可能となっています。 

 平成２６年１月末現在の加入率は、全体の５

９．２％と伸び悩んでいます。下水道事業の安

定経営には、多くの方々に下水道に接続してい

ただくことが必要であります。 

 平成２６年度は、未加入世帯への戸別訪問や、

従来からある水洗便所等改造資金利子補給制度

に加え、４月から新規に加入した方を対象に、

加入後の１年間、下水道使用料を免除するキャ

ンペーンを行い、加入促進に努めてまいります。 

 一方、設備の老朽化が進む宿毛ポンプ場につ

きましては、国の下水道長寿命化支援制度を活

用し、平成２６年度から５カ年計画で機械電気

設備の長寿命化を図り、市街地の浸水対策に努

めてまいります。 

 生活環境について申し上げます。 

 環境問題につきましては、二酸化炭素などの

温室効果ガスによる地球温暖化や生活排水によ

る水質汚濁、さらには廃棄物処理の問題など、

解決しなければならない多くの課題があります。

これらの課題を、行政の力で全て解決するのは

困難で、市民の方々の協力が必要不可欠です。 

 幡多クリーンセンターへの本市からのごみの

持ち込み量は減少傾向にあるものの、処理費用

として、年間で約１億３，０００万円の負担を

しているのが現状です。 

 このため、ごみ減量化のための家庭用電気式

生ごみ処理機などの購入者に対する補助制度を

継続するとともに、ごみの発生抑制、再資源化、

再利用を市民に対して積極的に啓発してまいり

ます。 

 また、ごみ収集業務に関しましては、平成２

６年度から、大型連休中の５月３日から５月５
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日間、及び年末年始の１２月３１日から１月３

日を除く祝日につきまして、祝日収集を開始す

るとともに、平成２５年度から行っています、

支援を要する世帯に対しての安否確認も含めた

戸別収集を継続してまいります。 

 沖の島地区のし尿処理対策につきましては、

平成２４年度以降、台船借り上げによるし尿運

搬を実施しており、今後も継続してまいります。 

 環境保全につきましては、市民の皆様に御協

力をいただく中、宿毛市クリーンデーを年２回

実施するとともに、不法投棄や野焼きの防止に

ついても、パトロールを行ってまいります。 

 生活排水による水質汚濁を防ぐため、下水道

が整備されていない地域につきましては、引き

続き、合併処理浄化槽の補助を行ってまいりま

す。 

 福祉について申し上げます。 

 地域福祉並びに高齢者・障害者福祉につきま

しては、宿毛市地域福祉計画や第５期宿毛市高

齢者保健福祉計画、幡多西部障害者計画などに

基づき、全ての市民が、住みなれた地域で、安

心して生活ができるような地域社会の実現を目

指して取り組んでいくとともに、国の各種制度

も勘案しながら、今後も福祉施策の充実に努め

てまいります。 

 児童福祉につきましては、各種児童福祉施策

及びひとり親世帯の支援施策を推進し、次代を

担う子供たちを、心身ともに健やかに育む子育

て環境の充実に努めてまいります。 

 また、児童虐待など、あらゆる児童問題の解

決に向けて、関係機関と連携し、要保護児童の

早期発見と、その家庭への継続した支援に努め

てまいります。 

 保育所につきましては、平成２５年度に計画

した木造平家建ての新小筑紫保育園を、旧田の

浦小学校跡地へ建設するための予算を計上し、

平成２６年度末の完成を目指してまいります。 

 また、国が平成２７年４月にスタートを予定

しています子ども・子育て支援新制度に向け、

平成２５年度に実施したニーズ調査結果をもと

に、平成２６年度は、本市の子ども・子育て支

援事業計画を策定し、子育て支援の推進を図っ

てまいります。 

 人権について申し上げます。 

 私たちの社会の中には、部落差別を初め、女

性差別、障害者差別など、基本的人権を侵害す

る問題が存在しています。 

 平成２６年度におきましても、人権施策に関

する宿毛市総合計画、すくも男女共同参画プラ

ンに基づき、人権意識の高揚を図り、市民一人

ひとりの人権が尊重され、差別のない社会の実

現を目指した取り組みを進めてまいります。 

 人権啓発事業としましては、部落差別をなく

する運動強調旬間や、人権週間などでの各種事

業を開催するとともに、あらゆる機会を通じて

人権教育・啓発に努めてまいります。 

 また、今まで懸案事項になっています住宅新

築資金等償還推進事業につきましては、個々の

事案を精査し、法的措置を含め、早期解決に向

けて取り組んでまいります。 

 保健事業について申し上げます。 

 本市では、生涯を通じて、健康で安心して暮

らすことのできる地域づくりを目指し、乳幼児

から高齢者までを対象とした保健事業の積極的

な推進を図るとともに、自分の健康は自分で守

るという意識啓発に取り組んでいるところです。 

 母子保健事業につきましては、少子化対策の

一環として、本市在住の妊産婦が安心して出産

できるよう、妊婦一般健康診査の公費負担を継

続してまいります。 

 また、出産後は子育ての不安が解消できるよ

う、乳幼児健診や相談事業により、きめ細やか

に対応し、より一層の子育て支援の向上に努め

てまいります。 
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 健診事業につきましては、宿毛市特定健康診

査等実施計画に基づき、特定健康診査及び特定

保健指導が、効果的かつ効率的に実施できるよ

う努めてまいります。 

 健診の受診率の向上を目指し、健診料金は、

引き続き無料化で取り組むとともに、保健指導

につきましても、生活習慣改善のための自主的

な取り組みを、継続的に行うことができるよう、

食生活改善と運動教室を組み合わせた、より実

践的な指導となるよう、積極的に努めてまいり

ます。 

 精神保健事業につきましては、心の相談業務

を継続する中で、相談窓口の充実を図るととも

に、気づき、つなぎ、見守りをポイントに、意

識啓発や人材育成を進めるなど、自殺予防活動

へとつなげてまいります。 

 介護保険事業につきましては、第５期宿毛市

介護保険事業計画に基づいて、さらなる地域包

括ケアの推進を行い、安定的な介護保険事業の

運営に努めてまいります。 

 介護予防事業につきましては、高齢者の生活

実態などの把握を積極的に行い、高齢者が元気

で、生きがいを持って生活が続けられるよう、

介護予防サービスの充実を図るとともに、高齢

者のさまざまな相談に対応するための地域包括

支援センターの機能強化・充実も図ってまいり

ます。 

 また、特別養護老人ホーム千寿園につきまし

ては、平成２５年度中には、民間視点の意見を

聞くため、市内の介護保険事業者の方々を委員

として、運営検討協議会を設置し、今後の運営

についての経営診断を行っていただきました。 

 協議会の結論としては、民間の経営による指

定管理者制度の導入が望ましいとの提言があり、

私としても、指定管理者制度による運営が最も

適していると判断いたしました。 

 現在、庁内のメンバーで指定管理者制度導入

についての問題点などを整理しつつ、職員組合

にも私の考え方を説明しているところです。 

 今後は、具体化に向けて、作業を進めてまい

りたいと考えています。 

 国民健康保険事業について、申し上げます。 

 国民健康保険事業の財政状況は、長引く景気

低迷による税収入の減少や、高齢化社会の進展

及び高度先進医療の普及などに伴う医療費の増

大により、依然として厳しい運営となっていま

す。 

 特に、本市では、平成１９年度より医療費な

どの不足する歳出を補うため、国民健康保険事

業財政調整基金を取り崩して収支を保っている

状況が続いており、その改善策として、平成２

４年度には税率改正を行いました。 

 しかしながら、平成２５年度決算見込みでは、

財政調整基金を全額取り崩しても、なお財源不

足となる可能性が極めて高く、繰り上げ充用も

避けられない状況であります。 

 今後は、国保運営の都道府県化を初めとする

抜本的な医療保険制度改革が、平成２９年度ま

でに実施されることとなっており、国の動向を

注視しながら、医療費の適正化に取り組むとと

もに、引き続き、適正な賦課、さらなる徴収率

の向上に努めてまいります。 

 最後に、宿毛市土地開発公社について申し上

げます。 

 公共用地の先行取得などを目的に設立されま

した宿毛市土地開発公社は、高知県や本市から

の先行取得依頼土地並びに土地開発公社の事業

により取得した土地で、平成１５年度には、保

有する土地が７０億円余りに上っており、出資

団体の独力では、経営の抜本的な健全化の達成

が困難であると考えられる第１種経営健全化公

社に該当となりました。 

 そのために、本市では、平成１７年度から平

成２１年度の間、宿毛市土地開発公社経営健全
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化計画を定めて、市債の借り入れなどにより、

土地を取得するとともに、計画終了後も毎年度、

計画的に土地を引き取ってまいりました。 

 また、宿毛湾港整備事業に伴い、高知県から

の依頼により先行取得した土地につきましても、

県において計画的な引き取りを実施していただ

き、平成２６年度の県の当初予算に残っている

全ての土地を引き取る予算を計上していただい

ています。 

 土地開発公社の保有している土地が全てなく

なれば、平成２６年度中に土地開発公社の解散

に向けた作業を進めてまいります。 

 以上、平成２６年度を迎えるに当たりまして、

市政運営の基本的な考え方を申し上げましたが、

依然として厳しい財政状況が続く中、南海地震

対策や地域振興のための各種事業など、今後、

一層、推進しなければならない課題が山積して

います。 

 この上は、本市のおかれている現状を積極的

にお知らせし、ともにこの現状を乗り越えてい

ただきたいと考えています。 

 市民並びに議員の皆様方におかれましては、

より一層の御理解と御協力をいただきますよう

お願いを申し上げまして、所信の一端といたし

ます。 

○議長（今城誠司君） 以上で、市長の行政方

針の表明を終わります。 

 この際、１０分間休憩いたします。 

午前１０時５１分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時００分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程第３「議案第１号から議案第３６号ま

で」の３６議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） 御提案申し上げました

議案につきまして、提案理由の説明をいたしま

す。 

 議案第１号は、「宿毛市名誉市民の選定につ

き同意を求めることについて」でございます。 

 内容につきましては、株式会社小松製作所の

代表取締役会長などを歴任されました萩原敏孝

氏を本市の名誉市民として選定することについ

て、宿毛市名誉市民条例第３条の規定により議

会の同意を求めるものです。 

 議案第２号は、「教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについて」でございます。 

 内容につきましては、任期満了に伴う松田典

夫氏の後任として、名倉寛文氏を本市の教育委

員として任命したく、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第１項の規定により議

会の同意を求めるものです。 

 議案第３号は、「平成２５年度一般会計補正

予算」についてでございます。 

 主な内容は、職員の早期退職による退職手当

や国の経済対策による増額や決算見込みによる

補正です。 

 総額で１億１，１９４万３，０００円を減額

しようとするものです。 

 歳入で増額する主なものは、市税２，７２６

万６，０００円、地方交付税１億３８０万３，

０００円、財産収入１，２５５万６，０００円

などです。 

 また、歳入で減額する主なものは、国庫支出

金１，９３２万４，０００円、県支出金４，６

０１万９，０００円、繰入金６，７８４万３，

０００円、市債１億２，８４０万円などです。 

 一方、歳出で増額する主なものとしまして、

総務費では、職員退職手当１億９万５，０００

円、宿毛市住宅耐震改修促進費補助金１，６５

０万円、宿毛市ブロック塀等対策推進補助金６

００万円。 
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 民生費では、生活保護費国庫負担金返還金２，

６８２万８，０００円、生活保護扶助費９００

万円。 

 農林水産業費では、農業用ポンプの更新など

を行う農業基盤整備促進事業工事費９１０万１，

０００円。 

 土木費では、土地区画整理事業特別会計繰出

金４，０７０万３，０００円、西町地域振興住

宅にシャワーなどを整備する給湯整備工事費２，

９４０万円、住宅が立ち並ぶ地域や避難路等に

隣接する老朽空き家の取り壊しに対する空き家

再生等推進事業費交付金１，６００万円。 

 教育費では、宿毛小学校改修工事費２，５０

０万円などを計上しています。 

 また、歳出で減額する主なものとしまして、

民生費では、国民健康保険事業特別会計繰出金

１，１３０万１，０００円、ねんりんピックよ

さこい高知２０１３宿毛市実行委員会補助金１，

０５０万円、後期高齢者医療療養給付費市町村

負担金１，６４８万３，０００円。 

 労働費の緊急雇用創出臨時特例基金事業委託

料２，１１７万４，０００円。 

 農林水産業費では、高知県中山間地域生活支

援総合補助金１，１４０万円。 

 土木費では、地方道整備事業２，４３３万１，

０００円、港湾国直轄事業負担金５，２４８万

９，０００円。 

 教育費では、要保護、準要保護児童生徒援助

費５４６万円。 

 災害復旧費では、農業施設災害復旧費２，１

２９万１，０００円、土木施設災害復旧費４，

７６９万８，０００円。 

 諸支出金では、宿毛市土地開発公社保有土地

購入費７４０万円などを減額しています。 

 議案第４号から議案第１４号までの１１議案

は、平成２５年度各特別会計の補正予算です。 

 いずれも決算見込額として必要最小限の経費

を補正しています。 

 議案第１５号は、「平成２６年度一般会計予

算」です。 

 総額で、１１２億４，９４３万１，０００円

を計上しています。 

 財政状況につきましては、行政方針の中で申

し上げましたので、省略させていただきますが、

前年度より１１億４，４４４万８，０００円の

増額となっています。 

 歳入の主なものを申し上げます。 

 市税２１億３，６２１万５，０００円、地方

交付税４１億５，０００万円、国庫支出金１４

億３１８万３，０００円、県支出金１０億７，

４８８万１，０００円、繰入金４億２，８９０

万２，０００円、市債１２億５，４６０万円な

どを計上しています。 

 一方、歳出の中で主なものを申し上げます。 

 総務費では、職員の定年退職に伴う退職金１

億３１３万円、人口減や高齢化が進む橋上地区

において、地域力の維持・強化のための地域お

こし協力隊事業費として２４７万８，０００円、

災害時に必要となる食糧等の備蓄品を整備する

備蓄用食糧等購入費３００万円、総合運動公園

などに、太陽光発電システム並びに蓄電池設備

を導入する再生可能エネルギー等整備事業費と

して７，５００万円、市制６０周年を記念して、

平成２６年度中に宿毛市において婚姻届または

出生届を提出される方に、記念証を交付する事

業費として３１万８，０００円。 

 民生費では、消費税増額に伴う低所得者への

臨時福祉給付金費として１億５，７５５万３，

０００円、宿毛幼稚園を運営している学校法人

栄光学園が、幼児期の教育及び保育を総合的に

提供し、地域における子育て支援を実施するこ

とを目的に、認定こども園事業を行うための補

助金として２，９５１万１，０００円、小筑紫

保育園を旧田の浦小学校跡地に建設する小筑紫
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保育園建設工事費として３億９，０７３万円。 

 衛生費では、本年度から新規で開始する肺炎

球菌予防接種委託料４４０万７，０００円。水

質及び環境保全に向けた取り組みとして、水洗

トイレの普及を図るための、宿毛市浄化槽設置

整備事業補助金１，５６０万円。 

 労働費では、緊急雇用創出臨時特例基金事業

などの雇用事業として１２事業、総額で１億４，

８２３万８，０００円。 

 農林水産業費では、農地の保全等を目的とす

る、宿毛市多面的機能支払交付金１，２０３万

４，０００円、用水路等の更新を行う農業基盤

整備促進事業２，５００万円、ポンプ施設の整

備を行う高知県中山間地域生活支援総合補助金

１，４００万円、有害鳥獣捕獲に伴う報償費と

して２，７５０万６，０００円、伐採跡地の再

造林や幼齢期に必要な下刈りを行う森林資源再

生支援事業費補助金２４３万３，０００円、生

産性の向上を目指し、高性能林業機械を導入す

る木材加工流通施設整備事業費補助金９９６万

５，０００円、養殖事業者の赤潮時の避難場所

を整備する水産業総合支援事業費補助金３７２

万３，０００円、漁港内のしゅんせつ等の市単

独工事費３，０００万円。 

 商工費では、「はた博」から続く幡多観光の

ＰＲ事業等を行うための、幡多地域広域観光振

興事業費補助金２９３万７，０００円。 

 土木費では、一般国道５６号 中村宿毛道路

の周辺の公共施設の整備を行う工事費１，０４

０万円、市道平井蕨尾線等の道路改良工事を含

む地方道整備事業１億１，７７０万３，０００

円、国が行う宿毛湾港の第２防波堤整備の負担

金として１億３，５００万円、中央線の道路整

備等を行うための都市再生整備事業費１億２，

６８８万円、西町振興住宅を高齢単身者向けに

改修するための市営住宅改修工事費５，３７３

万７，０００円。 

 教育費では、宿毛小学校の耐震補強等工事費

１億２，５００万円、宿毛中学校の耐震補強及

び改修工事費７，０００万円、林邸建造物調査

業務委託料１０８万円、スポーツ大会の開催に

より、地域の活性化を図るため、宿毛市内にお

いて宿泊を伴う大会を実施する団体に対して補

助をするスポーツ大会開催補助金１００万円。 

 諸費では、宿毛市土地開発公社保有土地購入

費２億６，４７３万７，０００円などを計上し

ています。 

 議案第１６号から議案第２７号までの１２議

案は、平成２６年度各特別会計及び水道事業会

計予算です。 

 １１特別会計の総額は、７１億１，３０１万

２，０００円で、企業会計の水道事業会計は、

８億２，８４２万３，０００円を予算計上して

います。 

 議案第２８号「宿毛市地域包括支援センター

の職員及び運営に関する基準を定める条例の制

定について」、議案第２９号「宿毛市指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準等を定める条例の制定

について」、議案第３０号「宿毛市指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の制定について」、議案

第３１号「宿毛市指定地域密着型介護予防サー

ビスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める

条例の制定について」、及び議案第３２号「宿

毛市社会教育審議会条例の一部を改正する条例

について」までの５議案は、地域の自主性及び

自立性を高めるための改革の推進を図るための

関係法律の整備に関する法律の制定により、こ

れまで関係法律で定められていた事項が、市町

村の条例において制定することになったことか
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ら、これまでの国の基準に準じて条例を制定及

び改正しようとするものです。 

 議案第３３号は、「宿毛市立体育館の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」です。 

 内容につきましては、旧田の浦小学校跡地に

小筑紫保育園の建設することに伴い、田の浦体

育館を取り壊しする必要がありますので項目を

削除しようとするものです。 

 議案第３４号は、「宿毛市水道事業給水条例

の一部を改正する条例の一部を改正する条例に

ついて」です。 

 内容につきましては、本年４月１日から水道

料金体系が変更となりますが、飲料水供給事業

においても、４月１日以降に確定する水道料金

に３月使用分が含まれている場合、現行の料金

体系を適用する必要があるため、事項を追加し

ようとするものです。 

 議案第３５号は、「宿毛市水道事業の利益及

び資本剰余金の処分等に関する条例の一部を改

正する条例について」です。 

 内容につきましては、平成２６年度からの地

方公営企業法施行令の改正に伴い、条例で制定

の必要となった組入資本金制度を、これまでど

おりの取り扱いとすることなどの改正をしよう

とするものです。 

 議案第３６号は、「財産の取得について」で

す。 

 内容につきましては、宿毛市土地開発公社と

の間で、宿毛市平田町戸内字雁ヶ池南平６２８

３番１１ほか２２筆、地積８，７９９．７５平

方メートルを１億６，３０４万１，１７３円で

取得することについて、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定により議会の議決を求めるも

のです。 

 以上が、提案申し上げました議案の内容です。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 議案の説明の中で、若

干、数字間違っておりましたので、訂正をさせ

ていただきます。 

 「宿毛市平田町戸内字雁ヶ池南平６２８９番

１１ほか２２筆」のところを、「６２８３番」

と説明いたしましたが、「６２８９番」に訂正

していただきたいと思います。 

 そして、最後になりますけれども、「地方自

治法第９６条第１項第８号の規定により議会の

議決を求めるものです。」というところを、

「９６条第１項第５号の規定による」と説明を

いたしました。訂正をさせていただきたいと思

います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月５日から３月７日ま

で休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月５日から３月７日まで休会する

ことに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月５日から３月９日までの５日間休会し、

３月１０日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時２２分 散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（今城誠司君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 １番髙倉真弓君。 

○１番（髙倉真弓君） おはようございます。

１番、髙倉でございます。 

 まず、震災から３年目を迎えようといたして

おります。深い痛手を負い、辛く、悲しみの中、

それでも必死に頑張っていただいております皆

様方に、心よりのおねぎらいとお見舞いを申し

上げますとともに、早い段階での復帰がかない

ますようにお祈りいたしております。 

 遠い地にありましても、このことは我が身、

我が事として、寄り添う心は常に離れぬよう、

国民、県民、そして私ども宿毛市民の皆様が願

っていることをお伝えいたしたいと存じます。 

 今後は、御健勝にあられまして、語り人とし

て、この教訓を何とぞ後世にお伝え賜りたいと

存じます。 

 一般質問をいたします。 

 社会的養護が必要な方への支援は次回にさせ

ていただき、今回は少子化対策について、独断

で問題点を３点に絞り、検証しながら、子細、

対策をお伺いいたしたいと存じます。 

 社会や地域の発展のためには、少子化対策は、

防災や社会保障と並び、さまざまな分野と複雑

に関連しており、特に重要視されなければなら

ず、早急に対策を立てなければならない問題と

考えております。 

 日本の将来推計人口によりますと、２０６０

年には、２０１０年に比べまして総人口４，０

００人の減、生産人口におきましては、７，５

６４万人から４，１０５万人へ、年少人口にお

きましては、２，２９３万人から１，１０５万

人と、それぞれ半減となり、高齢者を支える現

役世代約２．６人が、約１．２人となります。

世界に例のない超高齢社会を迎えることとなり

ます。 

 高知県の出生率におきましても、昭和４９年

が１万２，４０３人のところが、平成２４年に

は５，２６６人、全国と同じ状態で、大変に少

なくなっております。 

 一方、一人の人を数字に置きかえますと、そ

の経済波及効果は、２次、３次など、隅々まで

検証いたしますと、実に３００億円になると言

われております。 

 このことを考えますと、少子化対策の重要性

を御理解いただけると存じます。 

 まず、１番目に、宿毛版若者サポートステー

ションの設置について、お伺いをいたします。 

 結婚に至るまでの問題として、一つ、めぐり

会いがない。これは、県民世論調査で約４０％

となっております。 

 一つ、今、充実をしているので自由でいたい。

必要性を感じない。 

 一つ、仕事がなく、結婚資金など経済的に難

しい。 

 ほかにも理由はありましょうが、民間の婚活

情報を手に入れるには、２０万円から４０万円

かかると聞いております。ワーキングプアなど

で若い世代の経済力が弱く、結婚に結びつかず、

子供を産み、育てる余裕がないことも大きな要

因と思われます。 

 そのため、若い世代に対する就職やスキルア

ップトレーニングなど、行政のサポートが、今

後ますます必要ではないかと考えます。 

 市内には、就職相談やスキルを上げるための、

総合的に対応可能な窓口がないように思われま

すが、今後、そのような窓口を設置し、積極的

に若者のサポートを実施する市役所の支援体制

の強化を図ることができないか、市長にお伺い
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いたします。 

 ２番目に、子育て支援金の支給について、お

伺いいたします。 

 結婚後の子育てについての問題点ですが、一

つ、出産後、子育てと仕事を両立できずに、や

めざるを得ない。 

 一つ、育児の負担、経済的に両立できない。 

 一つ、子育て後の仕事のある、なし、また、

現場へ戻る不安などがあります。 

 このほかにも、さまざまな問題点はあると思

います。結婚後の子育てについて、特に女性の

場合、仕事との両立が難しく、仕事をやめざる

を得なくなり、再就職も難しい現状があります。

無理をしてでも仕事をする、またパートなど、

収入が不安定などのことから、第２子、第３子

の出産を諦めるなど、少子化に拍車がかかる社

会情勢ではないかと思います。 

 この解決方法の一つとして、子育て世代に対

し、一定の条件のもとに子育て支援金を支給し、

また再就職に向けてのスキルアップ講座などの

開設をして、子育てに、また再就職に直接手助

けできる対策を推進してはいかがでしょうか、

市長のお考えをお伺いいたします。 

 ３番目に、他市の進学校に行かなくても、確

かな学力が身につく教育の推進について、教育

長にお伺いいたします。 

 誤解のないようにお願いをしたいのですが、

他市に行くのがだめだと言っているわけではあ

りません。反対に、誰もが行ける現状にないか

らです。誰でも最高の教育を受けさせたい、受

けたいと思っていると思います。 

 問題点は、一つ、教育にお金がかかる。一つ、

経済面の負担が高過ぎる。このことが、また一

つの少子化の理由になるからと思うからであり

ます。 

 地元で最高レベルの教育を受けられるのが、

最大の解決策です。宿毛の人材の里の面目を保

つためにも、ここに多くの頭脳が集まる教育環

境を完成していただきたいのです。 

 長い目での判断、乳幼児期からの教育改革、

教育革命により、夢を実現できる学力の保障、

充実を、宿毛で完成すれば、子供の教育は宿毛

でと、子育て世代の方から、また他市町村の方

からも、宿毛を選んでいただけるでしょう。教

育長にお伺いいたします。 

 １回目の質問を終わります。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） おはようございます。

１番、髙倉議員の一般質問にお答えをいたしま

す。 

 まず、少子化対策の若者サポートステーショ

ンの設置についてという御質問でございます。 

 宿毛市としても、さまざまな人口をふやす取

り組み等の中で、若者の皆さんの出会いが可能

なような、婚活であるとか、さまざまな支援に

ついては、現在、民間の動きもございますので、

行政として、できるだけの支援をしてまいりた

い、このように考えております。 

 ヒアリングのほうでお聞かせいただいた質問

内容と、若干、食い違いがございますので、十

分な答弁にはならないかもしれませんけれども、

このようなことを加味しながら、さまざまな若

者が、例えば、中学校を卒業した後においても、

引きこもりとかいう課題があるわけですけれど

も、若い皆さんで、独身の皆さんが、なかなか

結婚に結びつかない、あるいは仕事に復帰でき

ないとかいうことがあるわけですけれども、そ

ういうものについても、高知県の黒潮若者サポ

ートステーション、こういうところを紹介する

などして、対応しておりまして、保護者や本人

に対してのカウンセリングや、コミュニケーシ

ョン、そういうセミナーやカウンセリング等、

職業人セミナーなどが実施され、本人のスキル

アップや就職に向けた研修が取り組まれており
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ます。 

 本市におきましても、社会に出ていく若者を

直接サポートする部署を、現在、設置しており

ませんけれども、当面は福祉事務所や教育委員

会、生涯学習課でも、社会に出て行きにくい若

者の相談体制を確保しており、相談内容によっ

ては、先ほど申しましたように、高知黒潮若者

サポートステーションと連携をする中で、この

ような対応をしてまいりたいと思っております。 

 このような少子化の課題というのは、非常に

大きな課題でございますので、国や県と連携を

しながら、進めていく大きな取り組みが必要で

はないかというふうに思っております。 

 その中で、次に、少子化対策としての子育て

支援の支援金の支給についてという質問でござ

います。これに対しましては、多くの自治体で、

出産祝い金という名目で、第１子が生まれたら

幾ら、あるいは第２子が生まれたら幾らという

ふうに、給付金を支給している事例がございま

す。 

 現在、宿毛市では、出産祝い金の支給は行っ

ておりませんけれども、三原村では、第３子が

生まれたら３万円を支給し、大月町では、第２

子から３万円を支給しているようです。 

 福島県の矢祭町では、何と第３子には、出産

時に１００万円、育成奨励金として５０万円を

支給しているようです。 

 給付金を支給することで、少子化対策及び移

住対策としての効果がどの程度あるのか、把握

が難しいとは思いますが、愛南町や大月町、あ

るいは四万十市などの幡多・愛南エリアで、就

職や子育てをする世代にとっては、宿毛市で子

育てを行おうとする動機になるとは思います。 

 現在、宿毛市においては、中学校まで医療費

の無料化を、宿毛市単独で実施をしておりまし

て、子育て世代におきましては、大きな評価を

いただいているものと認識をいたしております。 

 しかしながら、財政基盤の脆弱な本市におき

ましては、単独予算を投じての各種施策の充実

には、一定、限界があることも事実であります

ので、直ちには御提案の子育て支援金の実施は

困難と考えております。 

 いずれにしても、先ほど申しましたように、

少子化対策は市町村の単独ではなくて、国策と

して取り組むべき、非常に大きな課題であると

考えますので、議員御質問の御提案のような、

子育ての支援対策につきましては、市長会等の

各種会議を通じて、国や県、あるいは市町村の

三者の連携が図られるような、具体的な提案も

していかなければならない、このように考えて

いるところでございます。 

 私に対しての、最初の質問にお答えさせてい

ただきます。 

○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） おはようございます。

１番、髙倉議員の一般質問にお答えをいたしま

す。 

 直接的な少子化対策にはなりませんけれども、

宿毛市では、子供たちが将来、どんな職業につ

いて、どのような生き方をするのかということ

を、年齢に応じて子供たちに考えさせ、宿毛の

子供たちの夢や志をかなえる基となる力を育て

ることを目的に、学力向上、それから基本的生

活習慣の確立、社会性の育成の三つの取り組み

を柱にしまして、キャリア教育を、小中学校で

推進をしております。 

 特に中学校におけるキャリア教育の一環であ

る職場体験活動を通じて、自己の理解を深め、

望ましい勤労観、職業観を身につけることはも

とより、地域や事業所に対する理解を深め、地

元への愛着や誇りを持つことで、子供たちの将

来に対するビジョンの中で、地元で家庭を築く

といった人生観を育てることとなり、ひいては、

このことが将来的な地域の少子化対策につなが
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っていくのではないかと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １番髙倉真弓君。 

○１番（髙倉真弓君） 再質問いたします。 

 丁寧な御答弁をありがとうございます。 

 １番目の問題として、若者に手を差し伸べる

こと。お答えの中では、国と県と連携して、大

きな取り組みをとございました。雇用問題とも、

予算とも関連し、市長さんのお立場に立てば、

簡単にはいきませんということになりましょう

が、時間的に待てません。 

 過日、成人式にて、市長さんがお祝いの言葉

を述べられました。２０年かかります。宿毛市

独自の対策がないと、手おくれになります。 

 同じく、２番目の問題として、出産時の費用

に対するものは、現在、国保とかで、あるとは

聞きましたが、お祝い金、奨励金など、現在は

ないんですね。そういうものを充実することに

より、子育てしやすい環境が生まれ、生活の場

に宿毛を選んでいただけたらと考えます。 

 と同時に、親がゆとりを持ち、子育てができ、

結果的に女性の労働力の確保につながると考え

ます。 

 ３番目の問題といたしましては、学力、基本

的、社会的、そういうキャリア教育をやってい

ただいていることをうれしく思います。 

 教育長のお答え中にもありましたように、豊

かな自然環境や、教育環境で育ったお子様たち

は、必ず子育てしたい宿毛、自分が育った宿毛

を選んでいただけると確信します。 

 この件については再質問いたしませんが、教

育長のお立場の変更がありそうで、今まで以上

に、重い荷物が御双肩にかかると存じます。 

 新年度、希望を胸に、多くのお子様たちが進

学し、入学をしてまいります。教育長に、宿毛

の宝物をお預けいたします。よろしくお願いを

しておきます。 

 市長に再質問いたします。 

 このように少子化対策は、あらゆる分野に及

び、さまざまな課題がありますが、今、手を打

たなければ、大変な事態になります。予算がと

いう前に、この少子化問題について、どのよう

にお考えなのか、改めてお伺いしたいと思いま

す。 

 市長のお言葉の中からは、いま一つ熱いもの

が感じられません。よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 髙倉議員の再質問にお

答えをいたします。 

 少子化対策ということの中で、私自身に熱い

ものを、答弁等の中で感じられなかったという

再質問でございます。 

 私としては、先ほど申しましたように、直接

的な支援金等については、これはいろんな制度

として、今後も考えてはいかなきゃいけないと

は思いますけれども、何よりもやはり、一番こ

の少子化対策として重要なのは、この宿毛市で

働く場を、若者が働く場を確保すること。私は、

このことが一番の、今、重要な課題だと。そう

した中で、初めてここに若者が定着し、結婚を

され、そして子供を生み育てていく、そういう

流れをつくるためには、ここでやはり生活基盤

を確保することが一番必要だと。ここに力を入

れた、今、予算投下を行っております。 

 それは、一次産業の振興であり、農業、漁業、

林業、さまざまな分野での今回の予算措置もし

ておりますけれども、エネルギー問題にしても、

さまざまな、ここで雇用の場を何とか、県と国

と連携をしながら、確保していきたい、このこ

とを今、重点的に取り組んでいるところでござ

いまして、先ほど申しましたような、直接的な

支援金の制度については、先ほどお答えしまし

た、他市町村のそのような、していることが、

どういう形で効果があるのか、その辺も、情報
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もいただきながら、勉強もしながら、そういう

形の制度についても、当然のことながら、考え

ることは、勉強していかなきゃいかんというふ

うに思っておりますので、どうかその辺のとこ

ろ、御理解をよろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） １番髙倉真弓君。 

○１番（髙倉真弓君） 御答弁ありがとうござ

います。 

 ぜひとも、働く場の確保をよろしくお願いし

たいと思います。 

 今回、新規事業にもありますように、認定こ

ども園など、子育ての応援できる事業を取り入

れてくださいましたことなども評価いたします。 

 ３月７日の高知新聞に、馬路村保育負担ゼロ

の記事があり、村長さんは、収入減となっても、

人が来てくれたら大きなプラス。無料化を起爆

剤に、子育てしやすい村をＰＲしたいとありま

した。 

 この原稿を書いた後でしたので、大変、勇気

をもらいました。規模の違いはありましても、

問題は同じでございます。 

 尾﨑知事は、少子化対策は待ったなしの国家

的課題と位置づけられ、チーム長を務められま

す全国知事会での次世代育成支援対策プロジェ

クトチームは、国に政策を提言し、自治体独自

の少子化対策を支援する交付金制度が創設され

たとお聞きしております。 

 現に２０１４年当初と、２０１３年の２月、

補正予算で７０億の予算を盛り込んでいらっし

ゃいます。 

 平成２４年度５５億円の予算、平成２５年度

は、当初予算で５７億円を見ますと、すごい予

算であることがうなずけます。 

 このことから考えましても、市長の早期対応、

対策を、今後一層期待いたしまして、一般質問

を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時２５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３５分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ２番、山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） ２番、山上でございま

す。質問通告書に従いまして、一般質問をさせ

ていただきます。 

 今回も早い順番で質問をさせていただくため

に、一括質問とさせていただきました。私見や

提案などを交えて質問させていただきます。 

 また、質問も多岐にわたりますので、雑多に

思われるかもしれませんけれども、的確な御答

弁をいただきますことをお願いをいたします。 

 前回の定例会より、議場へのタブレット端末

持ち込みの利用が可能になりましたので、私も

加齢とともに、字などが見にくくなっておりま

すので、文字などの拡大が容易にできますこと

から、試しに使用させていただきます。 

 少し余談になるかもしれませんけれども、先

月、議会基本条例の関係で、徳島のある市の議

会を視察した際に、議員全員にタブレットが支

給されておりまして、当日、視察に行った当日

ですけれども、議員の方々からは、膨大な資料

がこれ一つにおさまり、すぐに検索できて重宝

しているというような話を、私より年配と思わ

れる議員から、誇らしげに、まるでテレビのチ

ャンネルでもいじるような感覚で説明してくれ

ました。 

 そこで、このデータはＰＤＦですかという質

問をすると、それは何ですかと言っていたこと

が、非常に印象に残っております。 

 その市の議会事務局によりますと、タブレッ

トを支給し、通信費の半額を支給しても、紙情
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報による紙やコピー代、最近ではカラーの資料

も多くなっているということもありますけれど

も、ペーパーレスにすることで、資料の配付に

伴う人件費などが削減できており、経費の縮減

につながっているということでありました。 

 それでは、本題に入りたいと思います。 

 まず、初めに、介護費の不正受給問題につい

てでございます。 

 宿毛市にも大いに関係があると思っておりま

すが、宿毛市内の介護施設への介護費不正受給

の返還請求訴訟が、四万十市を初めとする４市

町により、平成２３年１１月１８日に行われ、

係争しておりましたが、昨年１２月に４市町と

も和解をしております。 

 その和解につきまして、大月町の平成２５年

１２月５日に、議会に提出されておりました訴

訟上の和解についてという資料を入手すること

ができましたので、その内容を確認してみます

と、和解内容としましては、介護施設側は、当

初より不正利得であったことなどを認めており、

大月町に対して、当初からの介護費の不正取得

支払い義務と、その４割に当たる加算金の支払

い義務があることを認めております。 

 結果的には、当初よりの介護費の全額を返還

することとなる一方で、和解の条件として、加

算金を免除するということになっております。 

 本来ですと、宿毛市でも、約１，７００万円

の介護費と、加算金の約７００万円の合計２，

４００万円になりますけれども、そのうち、約

８２万円の納付がありますので、約２，３００

万円強になりますけれども、その額を請求すべ

きではなかったかと思いまして、平成２４年３

月の第１回定例会には、宿毛市も四万十市など

４市町の裁判の結果いかんによっては、それな

りの対応が必要となるのではないかと申し上げ

ました。 

 沖本市長からは、顧問弁護士にも意見を聞く

中で、勉強してまいりたいという答弁をいただ

きました。 

 市長は、顧問弁護士にも意見を聞いたと思い

ますので、その勉強の結果をお聞かせください。 

 次は、公共施設の管理状況について、お尋ね

いたします。 

 公共施設の耐震改修などは、当然のことで、

言うまでもないことですが、片島公民館を初め、

建築基準法に抵触する施設があることをどれだ

け把握しているのかも、あわせてお伺いしたい

と思います。 

 片島公民館では、鉄骨造の屋外階段が腐食し

て、使用できなくなっており、建築基準法によ

ります、２階における２方向避難が定められて

おります施設でありながら、それが不可能な状

態になっております。 

 施設管理という意味では、旧国民宿舎の図面

の有無を担当課に確認しますと、図面がないよ

うであります。このようなことでは、当然のこ

とながら、建築基準法に適合しているかどうか

もわからないというふうに思います。 

 ほかの施設でも、片島公民館と同様に、違法

な状態になっている施設があるのではないかと

想像されますが、実態調査などはされているの

でしょうか。 

 公共機関としては、施設の違法状態の改善は

率先垂範すべきであり、市は違法なまま放置す

ることなく、積極的に適法にしなければならな

いと思います。 

 片島公民館を含めて、違法性のある施設など

があった場合、それらの対応を、市長は今後、

どのようにされるお考えであるのか、お示しい

ただきたいと存じます。 

 次も公共施設の管理に関係しますが、防犯防

災などに問題のある公共施設について、お伺い

します。 

 なかば放置されているように見える公共施設
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がありますが、防犯面や防災面などでも、問題

があるような施設を、このまま放置するのでし

ょうか。 

 来年度より、老朽化した、不要になった学校

や庁舎、住宅などの地方自治体の施設について、

総務省が解体撤去費を地方債で賄うことを認め

る制度を発足させるようでございまして、条件

的には、施設の管理計画の策定などが必要にな

るようですけれども、現在、取り壊しに多額の

費用がかかるために、放置されております施設

によりましては、防犯、防災、あるいは景観面

で問題となっているような厄介者のケースもあ

りますので、それらの解体撤去をすることで、

防犯、防災などに役立つのであれば、財政的に

苦慮している宿毛市にとっては、朗報ではない

かと思います。 

 大島の旧国民宿舎などは、放置されているよ

うに見える典型的な施設ではないかと思います

が、旧国民宿舎が本当に使い物にならないので

あれば、あの場所ですと、解体撤去しますと、

咸陽島や桜公園と一体となった跡地利用も考え

られるのではないかと思います。 

 また、一方で、利活用が可能な施設について

は、国の既存の補助制度で空き家再生等推進事

業があり、四万十町の海洋堂ホビー館のような

例もありまして、リニューアルにより、別の機

能の施設にすることも可能になってきておりま

す。 

 この制度を活用して、旧国民宿舎や旧小筑紫

小学校など、放置されているように見える公共

施設に対して、何らかの方法で対策をとってい

ただきたいと思いますが、市長はどのようにさ

れるお考えであるのか、お伺いします。 

 次は、民間の空き家等の適正管理についてで

ございます。 

 以前、平成２４年６月の第２回の定例会にお

きまして、空き家等への対応につきまして、質

問をさせていただきました。そのとき、市長か

らは、空き家等に対しては、宿毛市廃棄物処理

及び清掃に関する条例に基づいて、所有者など

に対し、清掃等のお願い、指導を行っていると

の内容のお答えをいただきましたが、現実的に

は、機能していないのではないかというふうに

思います。 

 近い将来、必ず来ると言われております南海

大地震に備えて、津波に対する避難場所が随時、

整備が進んでおりますけれども、その避難道路

に面するところに空き家があったりして、地震

時には倒壊のおそれがあり、避難道路が寸断さ

れるおそれがあるようなものもあります。 

 また、通学路にも同様な空き家があったりし

ています。 

 このような物件に対して、何も手だてがされ

ていないのが現実であり、実際に困っている地

区では、対応に苦慮をしております。 

 昨年には、議会の産業厚生常任委員会でも、

空き家等の適正管理に関する条例を制定してい

る先進地であります所沢市に視察に行かれてお

り、所沢市の職員から、条例ができたことで、

よりどころと言いますか、条例という根拠がで

きたことで、対応がしやすくなったとの話があ

ったと聞いております。 

 私どもの会派であります市民クラブも、平成

会と一緒に政務活動の一環として、空き家の解

体撤去の代執行ができる条例を持った九州の自

治体２カ所を訪ねて、話を伺ってまいりました。 

 実際には、代執行まで行ったという実例はあ

りませんでした。しかしながら、伝家の宝刀と

して、代執行ができるといった条例があること

で、空き家等への対策の実効は上がっていると

の話もありました。 

 国においても、今国会で空き家対策、空き家

等に対する法制化の動きもあるようですので、

その動向も重視しなければならないのは当然で
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すけれども、宿毛市でも、現在の廃棄物処理法

に準拠した条例ではなく、宿毛市の実情に即し

た空き家等への対応が可能な条例の制定が必要

であろうと思います。 

 また、市長の行政方針で説明がありましたが、

老朽空き家の取り壊しに対する補助制度を新設

したとのことですが、補助要綱でもあれば、お

示しいただきたいのですが、補助金額によって

は、活用の度合いも変わってくると思いますし、

さらには、このような助成制度だけでは解決し

得ない、持ち主さえ特定できない物件もあった

りしますので、やはり宿毛独自の条例の制定を

するべきではないでしょうか。 

 名古屋市でも、２月定例会に、議員提案で空

き家等に関する条例が提出されるとの新聞報道

がされておりました。 

 これらのことも参考に、私ども市民クラブで

も、議員提案をするように、先進地の条例など

を参考に、宿毛市に即知的に対応する条例を準

備しておりましたが、行政内の所掌事務の問題

や、人員配置、さらには予算を伴うことから、

やはり執行部での制定が望ましいのではないか

ということに至っておりますが、市長の御所見

をお伺いいたします。 

 次に、宿毛市のお宝の活用についてというこ

とですけれども、その一つが、名誉市民である

奥谷先生の絵画でございます。 

 ことしは市制６０周年の記念事業として、奥

谷先生の絵画展を開催するとのことですが、宿

毛市には、このような宝物が眠っているのかと

思う人も多いのではないでしょうか。 

 宿毛市の名誉市民であります奥谷先生の絵画

は、現在、２４点ほどあると伺っておりますが、

大部分が、先生より御寄贈をいただいている作

品であるとのことでございますけれども、これ

まで、文教センターの倉庫に眠っていたという

のは、全くもって宝の持ちぐされになっている

と思います。 

 そこで、名誉市民を顕彰する意味におきまし

ても、ぜひとも常設展示ができるところを構え

ていただきたいと思います。 

 単なる展示の美術館では経費倒れになり、行

政のお荷物になるとの話もあります。単に展示

するだけなら、そのようになる可能性もあろう

かとは思います。 

 そこで、さまざまなイベントなどを盛り込み、

せっかくのお宝を眠らせることのないようにし

なければならないと思います。できましたら、

旧国民宿舎の跡地を利用して、奥谷美術館、あ

るいは奥谷記念館などのネーミングで利用を図

ってもらえないものかと願っております。 

 先ほどは、旧国民宿舎を何とかしていただき

たいと申し上げましたが、本当に使い物になら

ないのか。外観等を見た感覚で言われているの

ではないかと思ったりもしております。もし改

修が可能であれば、再利用を図っていただきた

いものですし、耐震改修にあわせて、外観を木

造のようにして、かわら屋根でもかけていただ

くと、片島方面からの景観形成にも一役買う施

設になるのではないかと思います。 

 大島には、ちょうど市道中央線も整備されま

して、車での交通の便もよくなっておりますの

で、これらの施設の有効活用にもつながってく

ることは、申すまでもありません。 

 絵画の観覧者を市外の方も対象にすることは

もちろんですが、宿毛市の子供たちが絵画に触

れる、これはさわるわけではないんですけれど

も、目にすることで、第二、第三の奥谷先生の

ような画家が生まれることも、十分、考えられ

ます。そのためにも、ただもの絵を見せるだけ

でなく、絵画教室なども開けるような工夫も必

要になろうかとは思います。 

 また、奥谷先生を顕彰する意味におきまして

は、賞を創設して、全国から作品を公募する芸
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術コンペと、あわせて芸術祭を開催してもよい

のではないかと考えます。 

 毎年には及びませんので、ビエンナーレやト

リエンナーレといった、２年あるいは３年に１

回といった開催の仕方もあるので、ぜひとも考

えていただきたいと思います。 

 そうすることで、現在、休眠状態にある作品

や施設の有効活用になりますし、そのことで、

交流人口の拡大につながれば、一石数鳥になる

のではないでしょうか。 

 宿毛市に第二、第三の奥谷先生のような芸術

家が生まれましても、宿毛で創作活動をしてい

ただけるようにしなければならないと思います。 

 宿毛で創作される作品を、県外はもとより、

海外からも見に来てくれるようになれば、まち

おこしにもつながってくると思います。瀬戸内

芸術祭でも御承知のとおり、瀬戸内の島々など

で開催され、開催期間には１００万人を超える

来場者があったとのことです。経済波及効果も

１３０億円を超えると言われております。 

 このようなことから、沖の島や鵜来島なども

対象にした芸術祭を考えてもよいのではないか

と思います。 

 以上の件につきまして、市長の御所見をお伺

いいたします。 

 次も、お宝の活用ということですが、この意

味におきましては、最たるものは、宿毛市が全

国に誇る優秀な職員の方の能力の活用ではない

かと思います。 

 職員の方々の優秀さは、難関であります採用

試験を突破されていることでも明白であること

は、誰しも認めるところでございます。それだ

け優秀な職員の方々ですので、大いに潜在能力

を発揮していただきたいと思います。 

 その優秀な職員の中でも、えりすぐりの方々

が、管理職の方々ですので、その方々の政策能

力に期待するところでございます。 

 そこで、これだけ優秀な管理職の皆さんを、

ルーティンワーク、通常業務だけでは能力をも

てあましているのではないでしょうか。 

 大きなお世話と言われるかもしれませんけれ

ども、職員は、市民の貴重な財産でもあるとい

えます。 

 釈迦に説法になりますが、職員の方々は、地

方公務員法の「全て職員は全体の奉仕者として

公共の利益のために勤務し、かつ職務の遂行に

当たっては、全力を挙げてこれに専念しなけれ

ばならない」という条文を認識した上で、一定

の目的を持って、役所に入ってきているわけで

すので、その自己実現を図る意味も含めて、管

理職の方々を対象にした政策提言制度という場

を設けていただきたいと思うところでございま

す。 

 要するに、この場に同席している管理職の

方々に、毎年でも隔年でもよいのですが、政策

提言を義務づけるというものでございます。 

 ここにおられる管理職の方々は、宿毛市の頭

脳集団ですので、アイデアの宝庫であると思い

ますし、その潜在能力である知恵を出していた

だき、宿毛市がもっと豊かになるように、政策

提言をしていただくことは、皆さんにとっては、

そんなに難しいことではないと思います。 

 事例的には、松阪市では幹部職員に政策宣言

ということを義務づけているようでありまして、

総合計画などをどのようにして実現するのか、

といったことを、次年度に向けた政策課題を設

定して、それを公表しているようで、その政策

宣言も、単に報告書の提出だけではなく、プレ

ゼンテーションまで行っているようであります。 

 宿毛市でも、優秀な頭脳集団を、宝の持ちぐ

されにならないように、ぜひ課長クラスの方々

に、政策提言の機会をつくるべきであると思い

ます。 

 現在、議会におきましても、議会基本条例の
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策定に向けて検討を進めております。今のとこ

ろ、まだできるかどうかというところは未定で、

多分としか言えませんが、できた暁には、議員

の質問に対し、執行部からの反問もできる可能

性もありますので、我々自身も、提案等に対し

て、反問に耐えるような理論武装も必要になっ

てくると思いますので、我々議員も、これまで

以上に勉強していかなければならないことは、

当然のことと考えております。 

 執行部と議会が適度の緊張関係をもって、政

策を議論し、切磋琢磨して、宿毛市をよりよい

方向に向けて行けたらと願っておりますが、以

上の件に対しまして、市長の御所見をお伺いい

たします。 

 最後の質問項目になりますが、宿毛市の人口

減少防止対策について、というよりも、積極的

な人口増加策といったほうがよいのかもしれま

せんが、このことについて、お伺いいたします。 

 既に、日本全体が人口減少に向かっており、

御承知のとおり、毎年２０万人以上が消えてい

く時代となっております。 

 このような中、宿毛におきましても、近年、

人口減少のスピードが加速しているように見え

ます。 

 このことが、やがて限界集落どころか、集落

が消滅する可能性もささやかれております。全

国的な傾向ですので、宿毛だけが人口を増加さ

せることは、非常に難しいことではありますけ

れども、人口減少に対する認識を改めなければ

ならないと思いますし、本腰を入れて対応しな

ければならない、重要な課題であると思ってお

ります。 

 今後は、防災対策とともに、人口減少防止対

策を重点施策にして、政策のメインテーマに据

えて対応しなければならないと思いますし、全

ての政策が、これらのために行うように、施策

のベクトルをそちらに向けてもよいのではない

でしょうか。 

 それだけ、人口減少問題は重い課題であり、

克服が困難なテーマでもあると思います。人口

減少防止には、特効薬があるわけではありませ

ん。さまざまな施策を講じなければならないと

思います。宿毛市の将来人口については、この

ままですと、今後ますます人口減少が進むと想

定されておりまして、国立社会保障人口問題研

究所の人口予測によりますと、２０４０年には

１万３，０００人台にまで減少すると予測され

ております。 

 それも、高齢者は余り変化はないのに対して、

就労人口は半分以下になるということです。と

いうことは、人口の再生産が可能な人口も減少

してしまいますので、ますます人口減少のスピ

ードが上がってくることになり、人材輩出も困

難になってくると思います。 

 さまざまな社会問題の根源には、人口減少に

起因するものも少なくないように思います。 

 例えば、前述しましたような空き家等の問題

もそうです。また、学校の統廃合などは、その

典型例でありますし、せっかく投資した社会資

本が非効率になったり、廃棄となったりしまし

て、費用の無駄になりますし、地域経済への影

響も大きく、税収などにも関係してきます。 

 このような社会状況の中で、注目を集めてい

る村があります。長野県の下條村という、４，

０００人強の村ですが、さまざまな少子化対策

を講じて、特殊出生率を１．９２人にまで引き

上げております。 

 また、先ほど髙倉議員の質問の中で、市長の

ほうから答弁がありました、福島県の矢祭町で

は、少子化対策として、出産祝い金等、第１子、

第２子それぞれ１０万円、第３子は１００万円、

第４子は１５０万円、第５子以上は２００万円

を支給しているということで、特殊出生率も、

現在、１．８まで回復しているということのよ
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うです。 

 さらには、島根県の隠岐郡海士町では、Ｉタ

ーンやＵターンの受け入れに力を入れており、

人口減少防止につながっているようでございま

す。 

 翻って、宿毛市の人口データをネット検索し

ますと、平成２４年のデータがありまして、出

生数を総人口で割った出生率の値が０．６％で

ございました。死亡率として、死亡者数を総人

口で割ったものが１．０％で、人口が自然減少

であることを示しております。 

 これに、社会減の数字を加えますと、減少率

はもっと高くなると想像されます。マクドナル

ドのような外食産業などが撤退した理由も、う

なずけるような気がします。 

 願わくは、宿毛市の人口の増加をと思います

が、このままですと、天変地異、あるいは福島

原発のような原発事故が発生して、あってはな

らないことですが、放射能汚染で大都市などに

人が住めなくなって、親戚縁者を頼って宿毛に

来るとか、このようなことでもないと、人口の

ふえる要因は極めて少ないように思います。 

 他力本願ではなく、現実的で能動的な積極策

としては、やはり下條村などのように、人口増

加策に特化した政策をとることではないかと考

えます。 

 それにしても、予算を伴うことですので、や

りくりをしなければいけませんので、施策の選

択と集中が必要になってきます。 

 以前、質問させていただいたとき、各種の計

画が３．１１以降の津波想定高さが発表されて

以降、計画は破綻しているのではないかと申し

上げたことがございますが、今後、総合計画を

初めとして、都市計画のあり方や住宅政策等々

を見直すべきではないかと思います。 

 市長は、行政方針でも、都市計画や住宅政策

にも触れておりましたが、若い方々が住みよい

まちにしていくためには、土地利用のあり方な

ども変えていかなければならないと思いますし、

住宅につきましても、若い子育て夫婦が低家賃

で入居できる住宅の供給も求められると思いま

す。 

 各種計画づくりや、何かことを始める際には、

若い方々から意見を聞くようにして、特に次世

代を担ってもらう中高生などにも、積極的に働

きかけて、中高生自身が住みたいと思えるまち

にするにはどうすべきかといった意見を抽出し、

その実現に向けた取り組みもしなければならな

いと思います。 

 持続可能な地域づくり、宿毛づくりのために、

人口の減少をいかに防止していくかが大きな課

題であることは論をまたない状況でございます。 

 いろいろと申し上げましたが、要するに、現

在の施策の体系ですと、少子化対策は方法論に

すぎない状況のようですので、防災とともに、

人口増加を目的とする施策の体系に改変しては

どうかということでございますが、市長の御所

見をお伺いします。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ２番、山上議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、介護費不正受給問題について、お答え

をいたします。 

 今回、４市町と当該事業者との和解の報を受

け、顧問弁護士による法律的な見解について、

担当課より説明を受けています。 

 まず、当該事業者と宿毛市においては、平成

２１年１０月１６日付で債権確認兼返還同意書

を議会議決を経て交わし、同意書の内容に基づ

き、同年１１月２０日に返還金が納入されてお

ります。 

 顧問弁護士によると、この債権確認兼返還同

意書は、法的に和解調書と同等の効果を有して
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いるものと解釈するべきものであり、宿毛市は

訴訟することなく和解した。他の４市町は、訴

訟を経て和解したということであって、和解に

至るまでのプロセスや、和解に至った時期が異

なるだけであって、いずれもそれぞれの内容で

紛争を終結したものである。 

 また、この件について、宿毛市は実質的に考

えて判断をした。他の４市町は、形式的に考え

て判断したものであり、宿毛市が他と違った判

断を下したとしても、宿毛市が間違っていたと

はいえない。たとえ間違っていたとしても、そ

の判断に過失があったかどうかが問題になって

くるものであり、いずれにしても、他市町の和

解内容は、宿毛市の和解内容に影響を及ぼすも

のではないとのことでした。 

 さらに、双方合意の上、和解し、解決済みと

なった以上、宿毛市はその時点で合意した返還

額以外の請求を放棄したものであり、民法第６

９６条により、既にした和解契約の内容に拘束

され、後日、これと異なる法律関係を主張する

ことは許されないものであり、今後、新たな返

還請求はできないとの認識に至っております。 

 次に、公共施設の管理状況で、市の公共施設

の管理状況は、どのような方法をとっているか

との質問に対しまして、お答えいたします。 

 本市所有の土地建物などの公共施設は、公用

で使用している土地建物などの行政財産は、各

担当課で管理しています。 

 現在、公用で使用していない建物や、売却可

能な土地などの普通財産については、総務課で

管理をしています。 

 これらの施設の管理などについては、市が直

接、管理している場合や、各地区などへ委託し

ているケースなどがあります。 

 御質問の片島公民館においては、御指摘のと

おり、外づけの避難階段が使用中止としている

ことは承知をしております。 

 片島公民館の維持管理につきましては、現在

の片島公民館の建設段階から、片島地区と、こ

れまで相互に調整をしてきておりますので、今

後の対応も含めて、片島地区と協議を継続して

いきたいと考えております。 

 本市の建物の中に違法な建物があるのではな

いかという御質問もいただきましたけれども、

今後、このようなことについては、当然ながら

調査をしていかなければいけない、このように

思っております。 

 続きまして、防犯防災などに問題のある公共

施設についてということの中で、中でも旧国民

宿舎についての質問がございました。 

 来年度より、老朽化して不要になった学校や

庁舎、住宅などの地方自治体の施設について、

総務省が解体撤去費を地方債で補うことを認め

る制度を発足させるようでございます。 

 現在、取り壊しに多くの経費がかかるために

放置されている施設によっては、防犯防災、あ

るいは景観面で問題になっているような厄介者

のケースもあるので、それらを解体撤去するこ

とで、防犯防災などに役立つようになれば、財

政に苦慮している宿毛市にとっては、吉報では

ないかと思っております。 

 旧国民宿舎などは、放置されているような、

典型的な施設ではないかと思われますが、――

訂正いたします。 

 最初から、一般質問のお答えをさせていただ

きます。 

 防犯防災などの問題のある公共施設について、

中でも旧国民宿舎につきましては、看板やイベ

ント用の灰皿等を収納する倉庫として利用して

いますが、昭和４３年３月に完成してから、既

に４６年経過し、老朽化が進行しているために、

耐震補強を行い、再利用するとなれば、設備や

内装のリニューアルも含め、多額の費用がかか

ることが予想されますので、再利用することは
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困難である、このように考えております。 

 現時点では、跡地利用の計画もございません

ので、すぐに解体する予定はございませんが、

議員御指摘のように、防犯、景観面から見れば、

解体撤去を行うべき施設であると思います。 

 議員の質問の中でありましたように、平成２

６年度より、総務省が長期的な視点で公共施設

の更新、統廃合、長寿命化などを計画的に実施

するため、公共施設等総合計画の策定について

の指針の概要が示されており、その計画策定に

要する経費について、特別交付税が２分の１措

置されるということになっております。 

 また、計画策定後も、当分の間、計画に基づ

く公共施設の除去について、地方債の特例措置

の適用により、償還に対して、後年度の基準財

政需要額への算入はありませんが、地方債が活

用できることとなっております。 

 今後、国からの計画策定についての正式な指

針が示されることとなっておりますので、正式

な指針が示されれば、本市の公共施設の総合管

理に向けた計画策定に向けて、取り組む必要が

あると考えます。 

 しかし、行政方針でも触れておりますように、

本市は東日本大震災以降、市民の生命財産を守

るための南海地震対策事業により、市債の借り

入れは増加しており、決して楽観できる財政状

況ではありませんので、具体的な事業の実施に

ついては、優先順位などを考慮し、効率的、効

果的な予算編成に努める中で、旧国民宿舎など、

老朽化し、不用となった公共施設の取り壊し等

を検討してまいりたいと考えております。 

 次に、宿毛市の実情に即した空き家等への対

応が可能な条例の制定が必要ではないかとの質

問でございます。 

 ２４年の第２回及び第４回市議会定例会にお

いても、空き家等への対応について、一般質問

で御指摘をいただきました。 

 問題が多岐にわたることから、関係各課が集

まり、条例制定に向けた検討協議会を開催しま

したが、個人情報の収集や危険家屋の判断基準

等、さまざまな課題が浮き彫りとなり、国の法

制化がない状況では、条例を制定しても実行力

に乏しく、問題の解決には至らないのではない

かと判断し、廃棄物の処理及び清掃に関する条

例を改正をし、周囲の生活環境に悪影響を及ぼ

すことのないように、適正に管理することを明

記した所有者、管理者の管理責任を明確化した

ものとしました。 

 その後、市民の皆様から、空き家に関する問

い合わせは、現在までに坂ノ下、本町地区など、

１０件の相談があり、現地も確認する中で、所

有者が判明した場合は、取り壊しなどの対応を

お願いしましたが、資金面で問題があり、取り

壊すまでには至っていない状況でございます。 

 こうした状況の中で、国の制度を活用した空

き家再生等推進事業費交付金を、３月補正で１，

６００万円計上し、住宅の除去等に要する費用

を補助しようと計画しています。 

 市の交付要綱等につきましては、現在、作成

中ですが、交付要件としましては、市内で不良

住宅等を除去するものに対し交付するもので、

交付金の内訳としては、国が５分の２、県が５

分の１、市が５分の１ですが、補助限度額が１

６０万円となっていますので、個人負担は５分

の１以上となります。 

 この制度だけでは解決できない物件があろう

かとは思いますが、この制度を活用していただ

くことで、老朽化した空き家等の除去を進めて

いきたいと考えております。 

 さまざまな質問の中で、執行部での条例制定

をすべきではないかという質問もございました

けれども、現在、国では市町村が指導や命令が

でき、行政代執行も可能となる空き家対策に関

する法律を制定する動きもありますので、現段
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階では宿毛市独自の条例を制定することは考え

ていませんが、今後、法整備の動向を注視しな

がら、問題解決に向けた取り組みを進めていき

たいと考えております。 

 次に、宿毛市のお宝、宿毛市が所有している

奥谷画伯の絵画の活用との質問でございます。 

 現在、宿毛市所有の奥谷先生の作品は、購入

した物、寄贈された物を合わせて２４点所有し

ており、大きい作品では、２００号、１６９セ

ンチ掛ける２６０センチの大作もあり、歴史館

の収蔵庫で温度、湿度など、厳重な管理のもと

で保管をしているところでございます。 

 御質問の常設展示でございますが、ことしの

７月下旬から８月にかけての１週間程度、市制

６０周年記念事業として、文教センター多目的

ホールにおいて、展示会を実施する予定でござ

いますし、これまでも教育委員会により、平成

１５年に文教センター会館１０周年記念事業や、

先生の文化功労者顕彰などの記念行事など、節

目となる年、またその後におきましても、歴史

館の特別展示室におきまして、年間を通じて展

示を行い、宿毛市はもとより、近郊の美術愛好

家の皆様に、宿毛市の生んだ偉大な芸術家の作

品を見ていただいております。 

 旧国民宿舎などを活用した美術館での常設展

示の件でございますが、旧国民宿舎につきまし

ては、御承知のとおり、老朽化が激しく、当然、

耐震工事も耐震改修も行われておりませんので、

実際に使用することは、新築するほどの膨大な

予算が必要となり、学校などの耐震改修が優先

されることなどから、実現には困難ではないか

と考えております。 

 絵画教室の開催についてでございますが、現

在、中央公民館のサークル活動におきまして、

日本画、洋画の教室を開催しておりますが、残

念ながら、児童生徒などの若年層の参加がなく、

今後は学校現場の美術顧問の先生方とも協議を

行い、若年層の掘り起こしが必要ではないかと

考えております。 

 廃校などを利用したアトリエ、オフィスなど

の件でございますが、廃校などの活用もござい

ますが、市内には空き店舗も年々増加しており、

空き店舗を活用することも、中心市街地活性化

とあわせ、検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 芸術祭の開催の件についてでございますが、

離島での開催につきましては、作品の輸送や展

示会場の整備、管理など、さまざまな難しい問

題もございますので、現在、実施しています宿

毛市美術展覧会の会期の延長など、何らかの催

しを行うことができないかを含めて検討してま

いりたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、宿毛市の生んだ偉

大な芸術家の先生でございますので、市の記念

行事など、節目になるようなときなどには、教

育委員会と連携をして、できるだけ多くの皆様

に作品を見ていただく機会をつくってまいりた

いと考えております。 

 続いて、宿毛市のお宝の活用について、職員

の政策提言ということの中で、職員をお褒めい

ただきましてありがとうございます。 

 職員による政策提言についてでございますけ

れども、過去の当初予算編成時には、職員提案

枠を別枠で設け、すぐれた提案事業には予算を

配分したという経緯もありますが、三位一体改

革により、財政状況の悪化などを理由に、その

制度は廃止しております。 

 また、以前は、行政事務の改善及び能率の向

上について、広く職員の総意による建設的な改

善意見を提案することを推奨し、職員の行政意

欲の向上と、行政事務の効率的運営を図ること

を目的として、宿毛市職員提案規定を定めてお

りましたが、平成２０年第１回定例会において、

松浦議員より、その規定の活用状況についての
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質問があり、前市長が、本規定に基づく職員か

らの提案はなく、市職員が市民の公僕として、

事務の効率化や経費削減等を念頭に置いて日常

業務に当たるのは当然のことで、庁議、課長補

佐会議、係長会議等で職員の意見は吸い上げて

いるという趣旨の答弁をして、宿毛市職員提案

規定を廃止したという経過がございます。 

 宿毛市についての夢を考えるという点につい

ては、現在も、先に述べた会議を定期的に開催

し、職員からの自由闊達な意見、提案を受けて

おります。 

 また、予算編成時に、各課からの提案として

上がってくる新規事業については、必ず市長査

定の中で判断することとしておりますので、今

後も職員の提案しやすい状況をつくっていきた

いと考えておりますので、御理解をよろしくお

願いをいたします。 

 続いて、人口減少防止対策について、御質問

をいただいております。 

 現在の人口の減少は、議員の御指摘のように、

消費市場の縮小、労働人口の減少、社会保障に

対する負担の増大、税収の減収など、社会基盤

を揺るがす重大な問題であり、この課題に対応

するため、国においても、これまでさまざまな

取り組みがなされております。 

 本市においては、少子化の進行に加え、若年

層の流出に歯どめがかからないことから、さら

なる人口減少につながっています。 

 このため、これまで新たな雇用の場の確保を

目的として、高知西南中核工業団地や、宿毛湾

港工業流通団地等への企業誘致に積極的に取り

組んでおり、現在、両工業団地で約８４０名の

雇用を確保しているところです。 

 また、若者の定住を促進するため、中学校卒

業までの医療費無料化や、学校給食の実施、安

心して就労するための保育所機能の充実や、子

育て支援センターの設置等、子育て支援の強化

にも努めております。 

 さらに、雇用の場の確保、創出や、子育て支

援と並行して、平成２４年度から高知県が強力

に推進している都市部からの移住促進に向けた

取り組みと連携し、本市への移住対策について

も、取り組みを始めております。 

 このように、本市といたしましても、人口減

少に歯どめをかけるための施策を、国や県の協

力をいただく中で取り組んでおりますが、大き

な効果を生むに至っていないのが現状でありま

す。 

 しかしながら、議員の御指摘のように、日本

全体の人口が減少していく中で、宿毛市だけが

大幅に人口を増加させることは、非常に困難で

あると考えており、今後もこれまでの取り組み

を地道に推進していくことが重要であると考え

ています。 

 いずれにいたしましても、人口減少対策は防

災対策と同様、本市の最重要課題であると認識

をしており、今後も関係機関とも協力する中で、

取り組みを強化してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上、１回目の答弁を終わります。 

○議長（今城誠司君） ２番、山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） ２番、再質問をさせて

いただきます。 

 御丁寧な御答弁、ありがとうございました。 

 介護費の不正受給につきましては、既に、約

８２万円で和解していると解釈されているとの

ことで、既に介護施設側との関係がなくなって

いるということであるということは理解をいた

しましたが、先ほど言いました同意書ですか、

また後日、和解の契約書など、情報公開制度な

どを利用して入手したいと思います。 

 この件につきましては、私も市長と同じよう

に、弁護士を訪ねて勉強させてもらっておりま

す。そこでさまざまなアドバイスをいただいて
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おりますけれども、この後、私ども市民クラブ

の代表であります松浦議員が質問されますので、

そちらに譲りたいと思います。 

 公共施設の管理状況についてということで御

答弁をいただきましたが、管理については、適

法にしていただきたいと思いますし、片島公民

館につきましては、いろいろな過去の経緯など

があるということをお伺いしました。その辺を

明確にして、対応していただきたいと思います。 

 話をお聞きする中で、公共施設の管理は、各

主管課がやられているということで、しかし、

その情報の一元化ができていないようでありま

すので、管理はそれぞれの課でやられても結構

なんですけれども、情報を共有化するという意

味では、庁内ＬＡＮなどを活用していただいて、

どこかがデータをアップしておくようにすれば、

庁内どこの課からでもアクセスができるという

ふうになると思いますので、リストなどをつく

って、たまには法的なチェックなどをしていた

だけたらというふうに思います。 

 さらには、ＧＩＳとか、地図情報などとリン

クされますと、位置とか平面とかというところ

まで入力できると思いますので、せっかくの庁

内ＬＡＮがありますので、そういう庁内ＬＡＮ

の活用を図っていただきたいというふうに思い

ます。 

 次の、空き家等の問題ですけれども、これは

行政でも民間でも問題がある物件につきまして

は、できるだけ速やかに対応していただきたい

というふうに願っております。 

 それと、奥谷先生の絵画でございますけれど

も、できるだけ常設展示をお願いしたいという

ふうには思います。奥谷先生のネームバリュー

とか、作品を活用することで、芸術祭などが開

催されるには、十分可能性があると思います。 

 宿毛市だけではなく、幡多地域全域での、他

の市町村に関係します芸術家などと連携するこ

とで、瀬戸内芸術祭には及ばないかもしれませ

んけれども、育て上げることで、それに負けな

いほどの芸術祭が可能ではないかと思いますの

で、ぜひ奥谷先生の作品の集客力、そういう資

源を活用して、まちおこしにつなげていくこと

が、お宝の活用でありますし、先生への恩返し

になるのではないかと思います。 

 それと、もう一つのお宝ですが、職員の活用

につきましては、以前、提案制度があったとい

うことでございますけれども、できれば、そう

いうものを復活させていただけたらというふう

に思いますが。とにかく実効のあることをやっ

ていただきたいというふうに思います。 

 最後の人口減少防止対策ですけれども、先ほ

どの髙倉議員の答弁の中にもございましたけれ

ども、市長は、若者の就労の場づくりが一番の

少子化対策であるというような内容の御答弁が

ありました。いろいろ施策を重ねて、とにかく

本腰を入れて対応していただきたいというふう

に思います。 

 再質問ということで、このまま終わるわけに

はいきませんので、何か聞かなきゃいけません

ので、最後になりますが、最近、市長が、非常

に言いにくいことですが、職員に使われている

のではないかというようなことを耳にします。

そのようなことはないと思っておりますが、市

のお宝の活用に関連しまして、市長は市民のた

めに、市の優秀な職員を使いこなしていると思

いますでしょうか、ということに対してお答え

いただけますでしょうか。 

 もう一度申し上げます。市長は、市民のため

に市の優秀な職員を使いこなしているとお思い

でしょうか。お答えいただきたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 山上議員の再質問にお

答えいたします。 

 市長は職員に使われているのではないかとい
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うふうな表現の再質問がされたんですけれども、

私は、ある意味で見たら、職員が非常に活発に、

積極的に動いているというところも、これは評

価していただける面としてあるのではないかな

というふうに思っています。 

 そういうところを前提としながら、私として

は、大局的な、政策的な方向の中で、職員と協

働しながら、そういう形での、間違った方向で

見られないように、本当に職員が伸び伸びと自

分の力も発揮しながら、そして市長としては、

宿毛市の将来に向けて、きちんとした政策方向

を持っている。そういう形で見られるように、

今後も努力はしてまいりたいと、このように思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ２番、山上庄一君。 

○２番（山上庄一君） どうも、模範解答のよ

うな御答弁ありがとうございました。 

 最後に、一つ提案です。 

 たわ言とお聞き流していただいても結構です

が、来年度の人事は、もう間に合わないと思い

ますので、再来年度の人事になりますが、課長

と課長補佐を、全ての課で入れかえてみるとい

った人事を考えてもいいのではないかと思いま

す。 

 ドラスティックな人事をやりますと、組織は

活性化すると思いますし、市長の求心力も、俄

然上昇するのではないかと想像いたします。 

 以上で私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（今城誠司君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時３９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○副議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） ９番、一般質問をいた

します。 

 初めに、正しい地図を活用した教育の推進に

ついて、お聞きをいたします。 

 近年、領土領海の問題が、今まで以上にクロ

ーズアップされるようになっておりますが、中

でも、２０１０年９月に発生した海上保安庁の

巡視船に、中国漁船が衝突した中国漁船衝突事

件では、衝突のときの映像が流出されるなど、

大きなニュースとなりました。 

 また、島根県が、平成１７年に条例により定

めた記念日「竹島の日」の２月２２日には、韓

国政府の抗議など、多くのニュースを目にいた

します。 

 では、こうした領土問題などを、学習指導要

領では、どのように小・中・高で教えることに

なっているかというと、小学校の段階では、北

方領土について、中学校の段階では、北方領土

に加えて竹島問題について、高校の段階では、

我が国が当面する領土問題について、それぞれ

発達段階に応じて教えることになっております。 

 今年１月２８日に中学と高校の学習指導要領

の解説書を改訂いたしましたが、これについて

は、平成２８年度の教科書から反映されるよう

であります。 

 しかし、私たち大人が子供のころ、領土問題

の認識を持って授業を受けてきたかというと、

多くの大人はそうではないと思います。私自身、

そうではなかったように思っております。 

 そこで、ある調査結果を御紹介させていただ

きます。 

 平成２０年に、内閣府が全国の２０歳以上の

３，０００人を対象に行った北方領土に関する

特別世論調査では、有効回答者数１，８２６人

のうち、この問題について９割以上の人が認識

していると答えていますが、この問題を何で知
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ったかの質問には、約９割の方が、テレビ、ラ

ジオと回答をしており、学校の授業と答えた人

は３割にも満たない結果だったそうであります。 

 ちなみに、複数回答ができるので、合計する

と１０割を超える形になっております。 

 さらに、昨年８月に内閣府が同じ調査を竹島

に関して行ったところ、その認知度は９割ある

にもかかわらず、学校の授業で知ったと答えた

人は１割にも満たなかったそうであります。 

 このような社会情勢の中、熊本県議会では、

一昨年の９月議会で、次のような取り組みをし

ております。 

 それは、子供たちに正しい日本地図を見て、

図形から日本を学んでもらおうということで、

議会で取り上げ、そして教育委員会とともに取

り組みをし、国土地理院の地図をＡ１サイズに

して、昨年４月から県立学校の各クラスや各教

育事務所など、関係機関に１，２００カ所に配

布をし、張ってもらっているそうであります。 

 また、同じ取り組みを、昨年９月より岐阜県

でも行っているようであります。そこで、宿毛

市内小中学校の日本地図の状況を、まず確認し

ておきたいと思いますが、授業にはどのような

日本地図を使用しているのか。また、学校内の

掲示状況は、現在、どのようになっているのか

を、教育長にお伺いをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 中平議員の一般質問

にお答えをいたします。 

 市内の小中学校で所有する日本地図につきま

しては、授業等で持ち運びができる、議員も御

承知と思いますが、ロール式、巻くようにでき

ておりまして、黒板にかける、そういうロール

式の地図と、教室や廊下等に常時、掲示してあ

る地図の２種類がございます。 

 ロール状の地図の内訳といたしましては、北

海道、沖縄島が切り張りされていない、全体地

図を使用している学校は、小学校が２校、中学

校が３校でございます。 

 また、北海道、沖縄島が切り張りされている

地図、それを使用している学校は、小学校が７

校、中学校が２校でございます。 

 教室等に常時掲示してある地図につきまして

は、全体地図を掲示している学校が、小学校が

２校、切り張りされた地図を掲示している学校

が、小学校が３校となっております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） ９番、再質問をいたし

ます。 

 ただいま、教育長のほうから詳しく説明をい

ただきました。 

 まず、切り張りされている地図のほうが、切

り張りされていない地図よりもたくさん使われ

ているんだなということが感じ取れましたし、

また、教室等への掲示といいますか、張りつけ

はされていないのではないかなというふうに思

います。 

 先日、咸陽小学校にも行ってみましたが、教

室には張ってなくて、それで廊下のほうに１枚、

かなり古い地図でしたが、切り張りされたもの

が張られておりました。 

 なかなかわかりにくいと思いますので、少し

小さくなるんですけれども、プリンターの関係

で、切り張りされたというのは、こういったよ

うな地図になります。 

 この場合は、極端な形で、北海道までも切ら

れた状況でありますが、できるだけ限られたス

ペースの中に、大きく映したいということで、

こういうことを行っているようでありますが、

このことによって、沖縄であるとか、北方四島

を含めた、また小笠原諸島であるとか、そうい

ったところは、地図のあちこちに張られてまし

て、全体の形がわからない、そういったような
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地図になっております。 

 そこで、一つ御紹介したい地図がこちらなん

ですが、これが実際に、熊本県が取り組みをし

ている地図でありまして、１枚の地図の中で、

全く切り張りせずに、これでしたら、例えば尖

閣がこのあたりにあるとか、小笠原はこのあた

りにあると。日本とか中国、韓国との位置関係

がわかるという地図になっております。 

 そこで、やはり沖縄や小笠原などの離島を切

り張りして、隅に貼りつけたような地図ではな

くて、このような、私が今回、正しい日本地図

という言葉を引用しておりますが、こういった

地図を、毎日教室で見ることのできる環境をつ

くって、そういったことによって、正しい位置

関係で、日本の領海や、そして海の名前、また

島の名前を知ることが大切だと思っております。 

 そこで、少し、たとえでお話をさせていただ

きますが、こちらのほうに、宿毛市のホームペ

ージのほうから印刷してきた地図でありますが、

沖の島が宿毛湾の中のほうに入って、写ってお

ります。これ、観光用に使われている地図なの

で、これで事は足りるということだと思います

が、例えば、宿毛市も沖の島、以前、明治まで

は、弘瀬側は土佐、そして母島側は伊予だった

というふうに聞いております。 

 こういった地図を見ながら、歴史的なことを

考えても、なかなか理解が深まらないんではな

いかなというふうに思います。やはり宿毛湾の、

愛媛と高知との間の宿毛湾の中に、その位置関

係として、沖の島があり、鵜来島があって、そ

してその向こうに愛媛県があると、そういった

ような位置関係を見たからこそ、そういった歴

史的な背景がわかるのではないか、そのように

思っております。 

 そこで、教育長に再質問いたしますが、宿毛

市でも熊本県や岐阜県が取り組みを行っている

この正しい地図を、宿毛市が所管する学校の教

室や、それから教育施設のほうに掲示をすべき

ではないかと考えますが、教育長の所見をお伺

いいたしたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 市内の小中学校全ての教室に日本全図を掲示

するようにすることは、テストとの兼ね合いで

あるとか、それから時間割りなどのほかの掲示

物が多くありますので、学校によっては、掲示

が難しい状況にあると思われます。 

 しかしながら、日本の全体図を子供たちの目

に触れる場所に掲示することで、日本の国土や

位置関係について、知識を、あるいは認識を深

めることは大事なことであると考えております

ので、今後は、学校内に掲示できる日本全図の

配布について、検討はしてまいります。 

 なお、現在、宿毛市内の中学校が使っている

地図帳ですけれども、これは、あるメーカーの

地図帳を使っておりますが、その中には、非常

に小さい、２ページに見開きの部分ですけれど

も、日本全図、先ほど議員がお示しくださった

内容とほとんど同じ内容の地図がございますの

で、御承知おきください。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 続けて質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 教育長のほうから、見開きの地図、実は私も

息子が中学生でして、ちょっと持ってきてくれ

ということで見させていただいて、内容的には

問題はないんですが、確かに参考書代わりとい

いますか、そういった教科書として持っている

というのは承知をしております。 

 ただ、日ごろ目にする場所、学校の廊下であ

るとか、そういったところにあれば、視野とし

て日ごろから見るわけですから、そういった中

で、またいろんな意味で、理解が深まるものだ
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と思いますので、ぜひそういった方向で検討を

していただきたいと思います。 

 また、その配付に当たっては、ぜひ活用して

もらいたいということで、学校の先生であると

か、関係者の方々に指導もしながら、配付をし

ていただければ、より効果があるのかなという

ふうに思っておりますので、よろしくお願いを

いたします。 

 次に、宿毛市立小中学校再編計画について、

お伺いをいたします。 

 今定例会の初日の議員協議会の場において、

新たな宿毛市立小中学校再編計画が示されまし

た。再編計画については、私自身、平成２０年

９月の一般質問から何度も質問をさせていただ

いており、昨年９月には、教育長より新たな再

編計画を策定したいといった答弁もいただいて

いるところであります。 

 そういった経過も踏まえて、この計画につい

て、何点かお伺いをしたいと思います。 

 まず、いろいろなものを見ていただいていま

すが、これをまず見ていただきたいと思います。 

 このように、平成１９年１１月の計画にも、

そして平成２２年５月の計画にも、平成３３年

までの学校建築等計画表が添付をされておりま

した。今回ないのはどうしてでしょうか、その

点について、まず教育長にお伺いをしたいと思

います。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 今回の学校再編計画につきましては、学校及

び学級の適正規模及び適正配置について、津波

浸水が予測される学校の高台移転、施設の耐震

化の三つの項目を基本的な考えといたしまして、

計画を策定をしております。 

 この三つの項目のうち、学校の高台移転につ

きましては、現状において、高台が確保できて

おりませんので、今後の高台の整備状況と、不

確定な要素がございますので、現時点で具体的

な計画を策定することが困難であったため、前

回までの計画でお示しをしてきました、何年に

どの学校とどの学校を統合するという学校建築

等計画表は、策定はしておりません。 

 しかしながら、今後の高台整備の進捗状況、

それから状況の変化により、再度、本再編計画

を見直していかなければならないと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 続けて質問をいたしま

す。 

 ただいま、答弁のほうで、高台がまず確保さ

れていないので、不確定な部分がたくさんある

と。その中で、いろいろと決めていくには困難

があったんだよという答弁だったというふうに

思います。 

 要するに、あえて示さなかったということに

なるとは思いますが、この計画を見たときに、

このままでは、例えば私も思うんですが、内容

のない計画、そのように思わざるを得ないとこ

ろがあります。 

 私以外の方からも、内容のない計画だよとい

うふうに言われかねないと思いますので、その

点については、この後の質問で理解を深めてい

きたいと思いますので、よろしくお願いをいた

します。 

 そこで質問ですが、今回の計画と前回の計画

を比べてみたときに、中学校において、１学年

２０名程度といった、その基本は同じなんです

が、前回の計画では、地域性を考慮しても、学

校全体の生徒数が３０人未満となった場合は、

沖の島、篠山中学校を除き、統合を基本とする

とありました。要するに、学校全体、中学校で

すから、学校全体の生徒数が３０人を切れば統

合するんですよと。それを基本としますよとい
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う言葉がありましたが、今回の計画には載って

おりません。 

 この学校全体の生徒が３０人を切ったら、統

合することを計画から外されたその理由につい

て、教育長にお伺いをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 小規模校の学校統合における私の考えといた

しましては、小規模校には小規模校のよさがあ

り、教育効果が上がっている状況においては、

前計画にあったように、３０人未満になった場

合、直ちに統合しようという考えではございま

せん。 

 議員より御指摘がございましたように、例え

ば橋上中学校については、御承知のように、現

在の生徒数が１１名でございます。前計画に従

えば、橋上中学校については、直ちに統合する

ということになろうかと思います。 

 ただ、私といたしましては、現在の橋上中学

校は、学力の問題はもちろん、生活面や社会性

等を加味して考えても、教育効果は一定上がっ

ていると考えております。 

 また、橋上地区の地理的条件を含めて考えた

ときには、生徒数が現状の予測で推移をするな

らば、当面は存続をすることが望ましいのでは

ないかと考えております。 

 そういった観点も含めまして、今回の計画で

は、地域性を考慮しても、学校全体の生徒数が

３０人未満となった場合は、沖の島、篠山中学

校を除き、統合を基本とするという表現を外さ

せていただいております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 続けて再質問をさせて

いただきます。 

 今の教育長の答弁で、自分なりに考えると、

小規模校には小規模校の効果がある。それは、

以前からあったと思います。それを踏まえた中

でも、３０人を切ったら統合するということで、

前回は載せていたというふうに、自分は理解を

していたわけですが。 

 裏を返せば、最初の１学年２０人程度といっ

た基本ということ自体も、そういうことをいう

のであれば、必要なのかなというふうに考えら

れるんじゃないかというふうにも思います。 

 そこのあたりを、もう少し次の質問で入れて

まいりたいと思います。 

 津波が予想される学校の高台移転についてな

んですが、高台移転については、まずは高台に

移転することが望ましいとした上で、しかしな

がら、浸水予測地域周辺に、適地となる高台が

希少であるという宿毛市の地理的条件を考慮す

ると、施設の高台移転により、子供たちの安全

を確保するためには、移転時においては、適正

規模を有する学校についても、統合することは

やむを得ないとあります。 

 要するに、適正規模を有する学校についても、

今度は統合することはやむを得ないんだよとい

うふうに、今回の計画はなっております。 

 これは、津波が予想される学校については、

適正規模を無視するというふうに、そのように

理解してよいのか、教育長にまずお伺いをいた

したいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 今回の再編計画におきましては、先ほど答弁

いたしましたように、基本的な考え方といたし

ましては、津波浸水予想地域における学校施設

の高台移転をあげております。 

 このことは、各学校で保護者の皆さんと意見

交換をする中で、多くの保護者の方々から出さ

れた御意見でございますし、私といたしまして

も、東北での震災を考えますと、学校施設は高

台にあり、避難の必要がない状況が、子供たち
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の安全安心を確保する上では、望ましいと考え

ております。 

 しかしながら、御指摘のように、宿毛市の地

理的な状況を考えますと、例えば大島、片島周

辺の小学生が通う大島小学校校区内には、学校

が移転するのに望ましい適地はございませんし、

大島小学校の高台移転を考えた場合には、隣接

をする咸陽小学校との統合も含めて、検討する

必要があるのではないかと考えております。 

 そういったことも、総合的に考えまして、子

供たちの安全安心を確保する上では、仮に適正

規模を有する学校であっても、その場合には、

統合の検討が必要ではないかと考えておる次第

でございます。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 質問を続けます。 

 例えばというところで、大島小学校の名前が

出てこられました。私も地元でもありますので、

大島小学校、またその周りを見たときに、高台

になるような土地があるのかなというところで、

確かに教育長の言われること、理解もできます

し、例えば、以前、大島保育園の話になります

が、大島のほうですよね。咸陽島の大島のほう

に移らないと、高台がないんじゃないかなとい

うふうな相談も、議会としても受けたこともあ

りますので、理解はできますが、そこでこの計

画として、逆にもう少し見させてもらうと、先

ほども少し触れましたが、まずこの計画の中で、

適正規模というのは、何のためにあるのかとい

う疑問が、一つ湧いてきます。 

 特に、今の教育長の御説明を聞いていると、

余計、そういったものが大きくなってまいりま

す。 

 津波が予想される学校を外して、沖の島と橋

上を、地理的条件で外すということになると、

市内の１５の小中学校のうち、残り４校だけに

なってしまいます。 

 一つずつ言うとあれなんですが、小筑紫の小

中学校、そして咸陽、大島、宿毛の小学校、片

島中学校、宿毛中学校は津波。沖の島の小中、

中学校はありませんが、小中、それから橋上の

小中は地理的条件、これを外してしまうと、残

り４校になってしまいます。 

 そのときに、幾ら適正規模をうたったところ

で、その適正規模が反映されるのは、松田川小

学校、山奈小学校、平田小学校、東中学校の４

校だけであります。 

 幾らこの計画で適正規模をうたっても、これ

無理なんじゃないですか。そういう計画になっ

ているんじゃないかというふうに思いますが、

その点について、教育長の御所見があれば、願

いたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 先ほどもお答えをいたしましたように、津波

浸水地域にあっては、特別な事情がございます

ので、その点については、その時々の状況を判

断しながら、統廃合については考えるべきであ

ると、かように思います。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 質問を続けさせていた

だきます。 

 その時々の状況を判断というふうな答弁でご

ざいました。 

 そこで、次の質問に移ってまいりたいと思い

ますが、その時々に誰が決めるのかということ

を、少し質問させていただきたいと思いますが。 

 この計画の中に、現状において高台が確保で

きていないことから、現時点で具体的な計画を

明記することが困難であり、本再編計画につい

ては、この後なんですが、今後の高台の整備状

況によって、移転・統合についても、適宜見直
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しすることとあります。 

 これが、先ほど教育長が言われた、その時々

に合わせてということが、ここにうたわれてい

るんだというふうに理解をしておりますが。 

 先ほども質問をいたしましたが、高台の土地

次第で、適正規模とは関係なく統合をされる計

画になっております。そして、高台の土地次第

で、本再編計画をも見直すと書かれております。 

 こういう計画が、さて計画と言えるのでしょ

うか。そういった疑問がわいてきます。 

 確かに、この７年間で、先ほど、私も何度も

質問させていただいたということも冒頭に申し

上げましたが、３回目の再編計画になっており

ます。見直しが２回目の再編計画になっており

ます。少し腰が引けている、そういった計画に

なっているのではないかというふうに思います。  

 もう少し鮮明に、いつまでに、どこの学校を、

どうする、そういった計画にするべきであった

んではないかと、そういうふうに思いますが、

その点について、教育長にお伺いをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 私といたしましても、本来は議員が御指摘の

ように、いつまでに、どの学校をどうするとい

う、具体的に明記することのほうが、当然、望

ましいと考えております。しかしながら、今回

の再編計画におきましては、先ほど、答弁させ

ていただきましたように、高台の整備が不確定

なままで計画にうたうものではなく、現状にお

いては、あえて方向性のみ記載にとどめ、今後、

状況を見ながら、再度、計画を見直すべきと考

えて、本再編計画については、今後の高台の整

備状況によって、移転統合についても、適宜見

直すこととするとさせていただきました。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 続けて質問をさせてい

ただきます。 

 高台の整備が、場所も含めてだと思うんです

が、不確定な中で、あえて謳わなかったという

ことのようであります。 

 そこで、先ほど、少し、大島小学校の話も出

てきましたが、この計画の中では、西部ゾーン

という一つのエリアとして捉えて、大島小学校、

そして咸陽小学校のことを考えておりますので、

そこについて、質問をさせていただきたいと思

います。 

 咸陽小学校と、その中を見たときに、咸陽小

学校と大島小学校は、適正規模ではあるが、津

波の浸水が予想されており、高台への移転が望

ましい。しかし、現状では、適地となる高台が

整備されていないと、まず初めに書いておりま

す。 

 そして、今後は高台の整備状況により、長期

的には両校の統合を視野に入れた整備を検討し

ていくとなっております。 

 現在、西部ゾーンには、先ほどからお話にも

出ておりますように、学校の高台移転のための

土地はございませんし、また、そういった整備

計画もございません。 

 既に高台整備に向け、取り組んでおられると

いうか、取り組んでいる宿毛小学校とは違って、

そういった高台の整備計画が、咸陽小学校と大

島小学校、そういった西部ゾーンにはないにも

かかわらず、今後は、高台の整備状況によって、

統合を視野に入れて検討をしていくとなってお

ります。 

 要するに、整備計画がないのに、その整備状

況によって検討すると言ってます。計画がない

のに、その状況を見ながら検討していくと言っ

ています。卵が先か鶏が先かじゃないですけれ

ども、これ、見ててどういうことなのというふ

うに思ったわけですが、そこで教育長にお伺い

をいたします。 
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 この西部地区の高台整備を、いつ、どこにす

る。また、そういったことは、一体、誰が決め

るのでしょうか、その点について教育長にお伺

いをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 この再編計画をもとに、高台整備を、いつ、

どこにするのか。それは、また誰が決めるのか

との質問でございますが、まず、高台等の用地

の取得については、教育委員会の意向、防災上

の必要性、財政的な問題等を、総合的に判断を

して、最終的には、市長の権限で決定するもの

と考えております。 

 また、西部ゾーンにおきましては、現在、小

深浦地区の高台造成に向け、市長部局で説明会

等を開催する中で、用地交渉に向けて、取り組

んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 質問を続けさせていた

だきます。 

 再編計画をもとにして、今後、どういうふう

に高台整備に取り組むのかということで、質問

を少しさせていただきましたが、教育長のお話

を聞くと、この再編計画というのは、あっても

なくても一緒なのかなというような思いもいた

しました。教育委員会の意向を示しながら、市

長の権限において、最終的には決めていくんだ

ろうと。その中には、いろんな要素が取り込ま

れてくるのだろうということでありましたが。 

 その教育委員会の意向というのが、まず再編

計画をもとに、意向を市長に示していくのだと

いうふうに、本来は理解すべきところであるん

ですが、そのために使うにしては、余りにも方

向性が示されていない、そういったものになっ

ているのではないかと思います。 

 そこが、先ほど言っていた、いろいろな不確

定な部分というところになるわけですが、余り

にも不確定な部分がたくさんあり過ぎて、この

先の選択肢が余りにも多い。よく言えば、柔軟

な計画になっていますし、悪く言えば、曖昧な、

どうにでもなるような計画になっているように

思えてなりません。 

 逆に言うと、この計画だけを見ると、どうい

うふうな形に、これからの宿毛市の小学校、中

学校がなっていくのかなというのを、イメージ

が余りできない。ただ、津波浸水エリアの学校

は、高台にいきますよと。そのときには、統合

するかしないかわかりませんよと。高台に行く

必要のない学校については、地域性も考慮しな

がら、いい教育もできているので、当面は残し

ましょう、そういったぐらいの、アバウトな計

画のように思えてなりません。 

 そこで、教育長のほうから、最終的には市長

の権限で決めるというお言葉がありましたので、

そこで市長にお伺いをいたしたいと思います。 

 市長は、学校の施設設置の最終決定権者とし

て、この計画を、今後どのように進めていくお

つもりなのか、お伺いをいたしたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 中平議員の質問にお答

えをいたします。 

 今後、どのように、再編計画含めて進めてい

くのかということの質問でございますが、先ほ

ど、教育長も触れましたとおり、西部ゾーン、

いわゆる錦地区より以西に当たる地域を対象に

した高台整備としまして、大深浦地区にありま

す西部木材センターの裏の山林原野、約６ヘク

タールの計画を推進しております。 

 現状といたしましては、昨年、本年と、地区

説明会及び地権者説明会を開催し、計画につき

ましては、おおむね御理解を得られましたので、

現在は戸別訪問による具体的な用地交渉に着手

した状況でございます。 
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 なお、翌２６年度につきましては、造成に関

する測量実施計画業務を発注し、計画説明、整

備計画の確定を行うとともに、用地の購入を積

極的に行ってまいりたい、このように考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 市長、申しわけないん

ですが、もう一度、確認をしたいと思います。 

 その大深浦の、現在、購入に向けて取り組ん

でいる土地が、咸陽小学校と大島小学校の新た

な学校の予定地となる可能性がある、そのよう

に理解してよろしいんでしょうか。 

 その点について、まずお伺いしたいと思いま

す。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほど、答弁の中で、大深浦地区と申し上げ

ましたが、小深浦地区より以西ということでご

ざいます。 

 現在、西部地区の高台の造成している目的等

については、特定した形にはなっておりません

けれども、当然、ここに公共施設等の移転等も

含めまして、防災対策、津波対策として、全体

的な方向の中で進めているというところでござ

います。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 市長、質問は、防災の

関係の話じゃなくて、咸陽小学校と大島小学校

の新たな学校として、建設する予定地となり得

るのかと。可能性ですが、そういった質問です

ので、答弁よろしくお願いをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 当然のことでございますけれども、この小深

浦の高台の整備、その６ヘクタールの内訳とい

たしましては、給食センター、あるいは小中学

校用地、そして保育園、防災用地、こういうも

のを計画をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 続けて質問をさせてい

ただきます。 

 そういったところで、話が進んでいるという

ことであれば、もう少し、明確に学校のほうの

再編計画のほうにも、もう少し明確に、そこの

あたりが反映されるような内容になってもよか

ったのかなというふうにも思いますが、それは、

それぞれ考え方というか、もっていく手順もあ

ると思いますので、その点については、これ以

上は申しません。 

 そして、再編計画の中では、一つ、宿毛小学

校について見たときに、宿毛小学校については、

高台に移転することが望ましいと、今計画でな

っております。高台に移転することが望ましい。

しかし、先ほども触れましたが、既に宿毛小学

校用地の高台整備については、今現在、市長、

もう取りかかっておられますよね、当然ね。予

算も通ってますし。 

 市長にとりましては、今さら望ましいと言わ

れるまでもなく、既に学校施設設置の最終決定

者として、決定をして取り組んでいる、そうい

った事業だということになると思います。 

 そこで、市長にお伺いをいたしますが、宿毛

小学校の高台移設はもとより、先ほどありまし

た大島小学校、そして咸陽小学校含めまして、

浸水する学校全て高台整備をし、移転する考え

というふうに、ただいま言ったと思いますが、

その点について、間違いはないかということで、

再度、質問をしておきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 
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 小中学校につきましては、東日本の大きな津

波、ああいうことの教訓の中で、高台にあるほ

うが望ましいわけでございまして、全ての、そ

のような対象地域においては、今後、高台を目

指して進めていくべきだというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） ９番、質問を続けさせ

ていただきます。 

 高台を目指してやるということですので、そ

の考え方には、再編計画が出た今もその前も変

わりはないというふうに理解をいたしました。 

 最後に、今計画の中を見ると、小中一貫教育

の文字が見当たりません。前回の計画では、た

しか表看板として、小中一貫教育、そして小中

連携をうたっていたと思いますが、この点につ

いては、今回、計画の中に見当たりませんが、

現在、どういうふうな形になっているのか、教

育長にお伺いをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 議員御指摘のように、前回の計画におきまし

ては、特に東ゾーンにおきまして、３校の校舎

が、いずれも未耐震施設であったという状況を

加味する中で、山奈小学校と平田小学校を統合

した学校と、東中学校を同一敷地内に建設し、

小中一貫教育を取り組んでいくという計画であ

りました。 

 しかしながら、現状におきましては、前計画

の策定時に懸案であった東部３校の学校施設の

耐震性の確保について、山奈小学校、東中学校

の校舎については、既に耐震化を完了しており

まして、平田小学校の校舎につきましても、間

もなく工事に取りかかろうとしております。 

 また、未耐震施設として残る東中学校の体育

館につきましても、平成２７年度中の耐震化に

向け、現在、耐震２次診断を実施しているとこ

ろでございます。 

 今回の再編計画におきましては、耐震化とい

う懸案事項が解決できる見込みとなったことと、

今後の児童数の推移予測や、保護者の御意見等

から判断をいたしまして、平田小学校と山奈小

学校については、当面の間、存続していくこと

としております。 

 また、本再編計画においては、小中一貫教育

についての記載はございませんけれども、同一

敷地内に小学校、中学校の校舎を建設すること

だけが小中一貫教育ではございません。現状に

おいては、小中一貫教育を進める上での小中連

携教育、そのことについて、各中学校校区で取

り組みを進めているところでございますし、校

長会と連携をいたしまして、視察等も行ってお

ります。 

 また、よりよい教育効果の高い方向を研究し

ておるところでございます。 

 今後におきましては、引き続き、研究を重ね

まして、対策を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） ９番、質問を続けさせ

ていただきます。 

 小中一貫教育といいますか、小中連携につい

て、理解できました。ぜひ、小学校と中学校、

本当に連携するような取り組みというのを、目

にすることもよくありますので、今後も取り組

んでいただきたい、そのように思います。 

 そして、この再編計画についてなんですが、

今回の質問を通じて、どこの部分が問題という

と、僕としては、問題と捉えているんですが、

問題で、そしてどうして、これからしていかな

ければいけないのかというのが、少し、お互い

見えたんじゃないかなと思います。 
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 ぜひ、スピーディーに、そしてまた保護者と

か地域の方々も巻き込んで、一緒にこの問題に

ついて取り組んでいっていただきたい、そのよ

うに思っておりますので、よろしくお願いをい

たします。 

 それでは、続きまして、保育園の統廃合につ

いて、質問をさせていただきます。 

 昨年９月の一般質問において、宿毛市は行政

改革大綱改革プランに基づいて、一小学校区に

一保育園を基本に、小学校の再編計画とあわせ

て検討しているようだが、小中学校再編計画が

頓挫していることによって、保育園の再編計画

も一緒につぶれてしまっているのではないか、

危惧をしている。 

 この際、小学校とは切り離した計画を立てて、

一日も早く、浸水エリア内の保育園を高台に移

すべきではないかと、私は質問をさせていただ

いております。 

 そのときに、市長から、重大なことなので、

見直しも含めまして、検討していくと、そうい

った答弁をいただいておりますが、あれから６

カ月がたった今、保育園再編について、統合、

高台移設などの現在の状況を、市長にお伺いを

いたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 議員の御指摘のとおり、保育園の統廃合につ

きましては、小学校の再編計画にあわせ、一小

学校区に一保育園を基本に取り組んできたとこ

ろでございます。 

 現時点におきましては、小筑紫小学校区にあ

ります小筑紫、みなみ両保育園の旧田ノ浦小学

校跡地への新築移転、並びに平成２７年度開園

に向けた準備作業以外には、残念ながら、昨年

９月からの大きな進展は見られません。 

 今後も引き続き、関係者の御理解が得られる

よう、取り組んでまいりたいと、このように思

っております。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 続けて質問をさせてい

ただきます。 

 南地区の保育園以外は進んでいないという御

答弁でありました。 

 ここに、少し古い新聞の記事を持ってこさせ

ていただきました。これは、まだ私が議長当時

でありましたが、平成２４年９月２０日に、宿

毛市役所に咸陽保育園の保護者ら約１０人が来

られたという記事であります。 

 この記事を見ますと、当時、私も議長をして

おりまして、市長とお話をした後に、議長室の

ほうにもあがってきていただいて、こういった

お話をさせていただいたと、議会でも取り組ん

でいただきたいというお話を保護者から聞いて

おりますので、よく覚えておりますが、ここの

記事の中にも、高台移設は絶対必要と、沖本市

長は何度も繰り返したということであります。 

 これからも、かなり年月がたっていると思い

ます。私も議長をおりてから一般質問をさせて

もらってますが、それから何年もたった今、ま

だ進んでいないというのは、少し時間がかかり

過ぎているのではないかなというふうに思いま

す。 

 一日も早く、浸水エリア内にある保育園とい

うことで、当然、咸陽保育園、それから中央保

育園、少し上にあがりますが二ノ宮保育園のほ

うも、新しい浸水マップでの、浸水されるんじ

ゃないかというふうに言われてますので、ここ、

そして公立ではありませんが、大島、そして宿

毛保育園、この保育園が、現在、津波被害が想

定されております。 

 ここを一日も早く、再編も含めた高台移設、

これが求められている状況であります。 

 そこで、先ほど、小中学校の再編計画につい

て、質問をさせていただきましたが、この浸水
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エリアの学校は、高台用地次第でどうなるかま

だわからない、そういった計画であります。 

 先ほど言いましたが、高台の用地次第で統合

するかもしれないし、統合しないかもしれない、

そういった状況であります。 

 そういった中で、一小学校区に一保育園を基

本とした保育園の統合ということは、もう余り

考えていてもいけないのではないか、そのよう

に思いますが、現在の市長のお考えをお伺いし

たいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 咸陽保育園の、平成２４年の陳情に来られた

ということ以降のことについて、質問で触れら

れましたけれども、その後、小筑紫の保育園の

統合であるとか、あるいはみなみ保育園の耐震

化であるとか、二ノ宮との関係を含めて、さま

ざまな形で、この浸水対策等については、計画

的にやってきた部分もございます。 

 そうした中で、現在としては、子供たちの健

やかな育ちや成長を考えた場合に、保育所や小

学校、中学校の地域性というものも、容易に切

り離せない要件であると考えまして、先ほど申

し上げましたように、一小学校区に一保育園を

基本に、保育園の統廃合については取り組んで

きたところでございました。 

 しかし、先ほどから議員御指摘のように、津

波浸水域に立地する保育所につきましては、保

育園児の安全確保の観点、そういう点から、ま

た新たな小中学校再編計画や防災対策に伴う高

台の整備状況を踏まえる中で、来年度、平成２

６年度から具体的な方向性を検討していきたい、

このように踏み出してみたいというふうに思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） ９番中平富宏君。 

○９番（中平富宏君） 市長のほうから、来年

度から具体的な方向性を示すというか、まずは

計画に入るのだと思いますが、そういったお言

葉もありましたので、期待をしておきたいと思

います。 

 昨日、日曜日の高知新聞に、被災３県で仮設、

間借りの学校、これ小・中・高だと思いますが、

間借りの学校が８６校で、大変厳しい学習環境

が続いてあるという、そういった記事が載って

おりました。 

 震災からあしたで３年を迎えようとしており

ます。そういった中で、私たちの住むこの宿毛

は、南海地震が必ず、近い将来、襲ってくると

言われております。 

 また、歴史的に見ても、必ずやってくる、残

念なことですが、必ずやってくる地震でありま

す。そういった地震が来たときに、子供たちが

一人も命を落とすことなく、そしてその後も、

学習がしっかりと、安心して受けれることがで

きる、ちょうど震災が起きたときに、小学校だ

ったから、中学校だったからといって、学習が

できずにそのまま大人になっていく。そういっ

たような環境をつくってはいけないんです。 

 だから、今、私たち大人がそういった環境を、

今、整えようとして、国も頑張っているような

ことを、自分は理解をしております。 

 どうか市長、そして教育長、力を発揮してい

ただいて、一歩でも二歩でも前進させていただ

きたい、そのようにお願いをし、そういったこ

とを期待をして、私の一般質問を終わりたいと

思います。 

 ありがとうございました。 

○副議長（岡﨑利久君） 

 この際、１０分間休憩いたします。 

午後 １時５５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時０５分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 
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 ７番、松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） ７番、松浦でございま

す。 

 ２０１１年３月１１日に発生しました東日本

大震災から、早いもので丸３年が経過をいたし

ました。現在、国をあげて、全力で復興、復旧

の努力はされておりますが、まだまだ大変厳し

い状況にあります。また、大震災により、福島

第一原発の事故が発生をし、放射能汚染問題は

さらに深刻であります。いまだに原発の事故の

原因すら究明されてないばかりか、放射能によ

る健康被害を免れるために、多くの方々が全国

各地で避難生活を余儀なくされておるのが現状

であります。 

 この大震災により犠牲となられた方、並びに

震災関連により犠牲となられた方に、心からお

悔やみを申し上げますとともに、被災された

方々にお見舞いを申し上げます。一刻も早く復

興、復旧が進み、避難生活をされておる方々が、

それぞれの故郷で震災前の生活が、取り戻せる

ようになることを強く御祈念申し上げるところ

でございます。 

 それでは、通告いたしております内容につい

て、一般質問を行います。 

 まず、初めは、介護給付金の不正受給問題に

ついてであります。 

 私は、介護給付金の不正受給問題に対し、宿

毛市の対応について、大変疑問を抱く中で、こ

れまでも何回か質問なり質疑をいたしてまいり

ました。 

 そして、午前中は、同僚であります山上議員

が質問いたしておりましたが、同じ内容であり

まして、重複する部分があろうかと思いますけ

れども、私なりに質問をしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 本題に入ります前にお伺いいたします。 

 市長は、常日ごろ、市民が主役の、市民目線

に立ち、公平公正で、明るい宿毛市をつくりま

す。そして、市民の声を大切にしながら、そう

した市民の声を市政に生かしてまいりますと言

われております。 

 この問題については、昨年の第１回定例会で

も、私は同様の質問をさせていただきましたが、

こうした市長の政治姿勢は、今でも変わりはあ

りませんか。まずお伺いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ７番、松浦議員の一般

質問にお答えいたします。 

 私が市長に就任以来、常に市民目線で公正公

平に、宿毛市に住んでよかったと市民の皆さん

から、心から喜んでいただけるようなまちづく

りを目指して、市政に取り組んでまいりました。 

 そして、そのために、市民の声に真摯に耳を

傾け、何事にも積極的に取り組んでいくという

基本姿勢には、現在も全く変わりはございませ

ん。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） ただいま市長から、基

本的な考え方について答弁がいただけました。 

 そこで、沖本市長の言われる公正公平、市民

の声を大事にする、そのような視点から、次の

質問に入りたいと思います。 

 まず、宿毛市の介護保険事業所が介護給付金

を不正に受給していた問題は、市民の中で、大

変大きな問題となっております。 

 この問題についての対応について、当時の中

西市長は、事件は悪質ではなく、単純なミスが

ほとんどで、組織的で作為的ではなかったので、

市長として、公正、適正に判断する中で、違反

請求となった給付金や加算金を、合わせて８２

万５，０４０円だけを岸本グループに返還を求

めました。 

 この判断について、多くの市民から届く声は、
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宿毛市の介護保険財政に加算金を含めると、２，

３００万もの多額の損失を与えたのではないか。

宿毛市だけ、なぜ他の市や町と違う判断をした

のか。他の市や町は、裁判をしてまで、給付金

の返還を求める判断をしたのに、宿毛市はなぜ

と、疑義を感じるとの声でありました。 

 普通の市民であれば、このような疑問を感じ

るのは当然であります。 

 先ほど、答弁されましたように、市民の声を

大切にしながら、市政運営を行っていくという

沖本市長であります。市民感覚としてある、不

正の手段で給付金を支給したものであれば、当

然、返還を求めるべきであると考えるのは、し

ごく普通のことではないでしょうか。 

 こうした市民の率直な疑問、市民の声に対し、

どのように答えるのか、お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 市民の声にどう応えるのかについての質問で

ございます。 

 当時の宿毛市議会におかれましても、市民の

皆様のさまざまな意見を反映しつつ、議論をい

ただき、議決されたもの、このように認識をし

ております。 

 不正に受給したものにつきましては、当然、

返還をしていただくものでございます。 

 山上議員の一般質問でもお答えしましたよう

に、当該事業者の不当利益の範囲を判断するに

当たり、サービス提供の対価としての報酬に着

目して、実質的に判断をし、事務処理が適正に

行われていなかったサービスについては、結果

的に不正に請求が行われたということになりま

すので、その不正請求分の給付費に加算金を加

えた額の返還を請求したものでございまして、

当時の判断の中にも、市民の声が、私は生かさ

れていたというふうに判断をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 沖本市長、あの当時の

判断の中で、市民の声が生かされておったとい

うふうにお答えをされました。 

 当然、市民の声が生かされておるのであれば、

こういう結果になってなかったんではないかな

と、私は思います。この点、もう一度、答弁お

願いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私が判断をしたということについては、当然

ながら、議会の議決が必要な形での和解をした

わけでございますので、このような手続上、市

民の代表である議会の皆さんの、そして市民の

意見として、議決行為が行われたことに対して

の、私の考えでございまして、このことの措置、

方法について、よかったのか悪かったのかとい

うことについては、いろんな判断があることだ

と。 

 しかし、現実に今、とるべき方向というのは、

限られた形になっているという中での、現在の

私の判断でございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 次は、介護保険事業者

に対する指導・監査をする中で、行政上の措置

の標準化ということがうたわれておりますけれ

ども、この行政上の措置の標準化とはどういう

ことなのかについて、御説明を求めたいと思い

ます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 行政上の措置の標準化

について、お答えをいたします。 

 平成２０年５月２１日付の全国介護保険指導

監督担当者会議の資料に、行政上の措置の標準

化がうたわれております。 

 これは、地域間、その他において格差が生じ
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ないように、行政処分を実施する際には、関係

自治体と十分に情報共有を図り、密接な連携の

もとに対応することが求められているものです。 

 混乱を避けるため、統一された考え方に基づ

いて実施することが必要なことではありますが、

これは必ずしも、一つの意向に全て倣うという

ものではなく、状況に応じた判断をしていかな

ければならない場合もある、このように考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、市長の地域間のば

らつきがあってはならないというような部分で

ありますけれども、私の持っている資料の中で

は、各自治体担当者ごとに、判断にばらつきが

あることが認められる。いわゆる、そういう面

で、一つの介護保険法のもとで、今回の場合に

は、三原村を入れますと６市町村、介護保険法

と介護事業所の関係で、該当するのが、六つの

市町村があるわけですけれども、それぞれ違う

という、判断にばらつきが出てきているという

現象があるわけで、地域間ではなしに、自治体

間のばらつきがあるということで、このことに

ついては、標準化を、指導監査する場合に、そ

してまた行政上の処分をする場合に、統一的な

対応をすべきであるということでありまして、

措置の標準化を見ると、厚生省の出した見解か

ら見ると、市町村間にばらつきがあるのが現実

でありますので、そこらあたり、そういうふう

に私は理解をいたしておるところでございます。 

 次に、大月町を初め、四万十市、黒潮町、愛

南町の４市町は、裁判を起こす審議を行ってき

ましたけれども、このたび、全ての市や町は、

事業者側の和解案を受け、和解が成立をいたし

ました。 

 午前中に山上議員も触れましたけれども、手

元に和解案の、大月町の部分があるわけでござ

いますけれども、この中で、岸本グループは、

大月町に対して介護給付費を不正に利得したも

のであるので、支払いをする義務があります。 

 そして、その内容が悪質である場合に課せら

れる４０％の加算金についても、支払う義務が

あることを、はっきりと認めております。 

 このように、これまでの宿毛市の判断を覆す

内容であります。 

 法治国家の我が国において、裁判所に提訴し、

争われた事案について、一定、和解という形で

ありますが、新たな判断を出された場合には、

当然、そのことを受け入れ、これまでの判断を

再考して、宿毛市としても岸本グループに対し

て、不正利得した額と加算金合わせて２，４２

５万円のうち、既に返還をいたしております８

２万５，０４０円を引いた２，３１７万５，３

８５円については、返還すべきではないかと考

えておりましたけれども、午前中の山上議員へ

の答弁の中で、既に宿毛市との間で和解が成立

しているとの見解であり、また民法６９６条の

規定に限り、これ以上、岸本グループに対して

は請求ができないという市の見解であります。 

 しかし、今なお、市民の中には、なぜという

部分があるわけでございます。この市長の政治

方針からして、このことについて、なぜという

この市民の声に対して、もう少し明確に、わか

りやすく、御説明をお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 その返還を新たな形での請求はしない、また

できないということについては、山上議員の質

問に対しても、この場で詳しく説明はさせてい

ただいたと思っておりますけれども、松浦議員

言われましたように、市民の皆さんがこのこと

の内容等について、まだまだ十分、納得してい

ない方がおられるということも承知しておりま

す。 
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 そのような点で、今後、市民に対して、どの

ように説明することができるのか、このことに

ついても、庁内でもまたいろんな関係のところ

とも連携、情報を得ながら、市民の皆さんに説

明していく、そういう方向について、検討して

いきたいというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 説明責任については、

十分果たしていただきたいというふうに思いま

す。消えた年金問題ではございませんけれども、

宿毛市の介護保険財政に多額の損失を与えたと

いうことについて、本当に市民の皆さんの、先

ほども言いましたけれども、まだまだ腹の中に

入っておりませんので、そういった面で説明責

任を十分果たしていただきたいというふうに思

います。 

 次には、沖の島診療所の診療体制について、

お伺いいたします。 

 現在の沖の島へき地診療所は、医師ひとりが

常駐し、合わせて２名の看護師の体制で診療所

業務を行っております。御案内のとおりです。 

 医師が常駐しているおかげで、島民の医療に

対する不安を和らげ、なおかつ島で生活する上

で、大変、重要な役割を果たしております。 

 しかし、平成２６年度から沖の島診療所にお

ける医師の派遣体制が変わるとのことで、島民

は大変大きな不安を抱いております。 

 このことについては、去る１月３１日に、高

知県の担当者から、島民に対して説明があった

ようであります。 

 そこで、まず、平成２６年度から医師の派遣

体制はどのように変わるのか、お示しをいただ

きたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 沖の島診療所の診療体

制について、お答えをいたします。 

 平成２６年度から、沖の島へき地診療所にお

ける医師の派遣体制、どのように変わるのかと

いうことでございますが、まず、沖の島へき地

診療所に赴任する医師については、高知県、そ

して市町村、高知諸診医会により組織しており

ます高知県へき地医療協議会から、自治医科大

学の医師を中心とした派遣を受けることにより、

これを確保しております。 

 しかし、高知県へき地医療協議会の医師の人

事を行う県の担当課より、県下の医師不足、偏

在が深刻な問題となっている中、協議会の登録

医師の離脱等により、来年度は沖の島へき地診

療所の医師については、常駐ではなく、大月病

院、幡多けんみん病院から２日ごとに医師が交

代して派遣される制度への変更が示されており

ます。 

 現在の週４日の診療日を確保する中、月曜、

火曜は大月病院から、水曜、木曜日には、幡多

けんみん病院より、それぞれ医師が交代に派遣

され、診療を行うこととなります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 次は、島民への説明会

について、お伺いいたしますが、参加をしてい

た島民の受けとめ方は、高知県の方針を説明す

るとの姿勢であり、決まったから仕方がないこ

とであるとのことで、まさに結論ありきの姿勢

に対して、強い不満を募らせています。 

 また、平成２６年度から大きく変更しようと

している沖の島診療所の体制について、高知県

からの内示があったと思うんですけれども、内

示があった時点で、島民へ事前に説明をし、宿

毛市としては、高知県のこうした方針を受けて、

島民の不安を少しでも和らげるためにも、島民

と一緒になって対応策を検討し、高知県に対し

て、要求すべきは要求していく姿勢がなかった

のか、非常に残念であります。 
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 当日の説明会に、市長も参加しておったよう

でございます。こうした島民の声に対して、ど

のように思っておるのか、市長の所見をお伺い

いたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 高知県からの来年度の沖の島診療所医師の配

置にかかるこの話については、昨年の１２月に

受けております。 

 高知県へき地医療協議会の登録医師が少なく

なることと、沖の島赴任の医師は、常駐の場合、

ひとりで離島である沖の島全体の医療を担うこ

とから、臨床経験の浅い医師の配置ではできず、

また一定の経験年数のある医師については、経

験年数の浅い医師の指導にも当たらなければな

らないことから、限られた医師数の中で、沖の

島の医療を、今後も継続的に実施していくため

の措置として、やむを得ない、このような説明

でございました。 

 私としては、当然、沖の島の医療体制を維持

し、住民の安心を確保するために、離島という

条件の沖の島については、常駐医師の配置を強

く、その当時、要望いたしました。 

 医師の人事を行う高知県としては、各市町村、

医療機関とのヒアリングを踏まえて、決定して

いくとのことでありました。 

 その後、ことしになり、一定の具体案が県か

ら再度示されたことを受け、これを第一報とし

て、沖の島地区住民にとって重要な案件である

ことから、全体に対する説明会として、１月３

１日に開催したものであります。 

 先ほども申しましたように、私としましても、

沖の島の医療が、住民にとって安心を確保でき

るものにしなければならない、そういう思いが

強くあります。 

 これからも、住民からの意見や要望を受けな

がら、県への要望をしてまいりたい、このよう

に思っております。 

 私もこの１月３１日の説明会にも、先ほどお

話ございましたように出席をさせていただきま

した。島民の皆さん、大変多くの皆さんが集ま

っていただいて、島の人たちの医療に対する不

安な思いというのは寄せられておりました。 

 しかし、そこにおいても、県の関係者も含め

て、これから、さらにまた説明をしていきます

けれども、新たな医療体制を構築することだと

か、いろんな形の中で、今後、対応していくと

いう方向の中に、相当な方々も理解、納得して

いただいたというふうな部分も、出席した私と

しては、感じ取った次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、市長の答弁の中で、

参加された方については、一定の理解を得られ

ているんじゃないかというふうな、市長として

の感じ取り方であったかと思いますけれども、

私としては、本当に島民の命に係る、このよう

な大変重要な事案について、たった１回だけの

説明で、「説明は終わります。県からはちゃん

と島民に説明をいたしました。説明責任はこれ

で終わりです」という態度でおるのかどうか。 

 本当に、十分説明がしきれたのか、理解しき

れたのか、大変疑問に思うところでございます。 

 そういう面で、２６年４月１日といえば、も

う２５年度ないわけですけれども、今後も、島

民に対して説明をしていく用意はあるのかない

のか。あるかないか、お答えを願います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 来年度の沖の島へき地診療所の運営体制につ

きましては、１月３１日の説明会において、具

体の診療日や時間、緊急時の連絡方法など、決

定次第、お知らせさせていただくことになって

はおります。 
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 今後の説明会等の開催につきましては、当日

の説明会でも意見をお聞きしましたけれども、

必要なら県の担当者にも出席を求め、直接、住

民の声を聞いていただくことも必要と考えてお

ります。 

 また、新たな体制により、発生するふぐあい、

あるいは御意見、御要望などをお聞きしてまい

りたい、このように考えておりますので、今後

も住民との会議を開催する必要性がある、この

ように考えております。 

 いずれにしましても、来年度の診療体制につ

いては、沖の島の島民の皆様には、御理解と御

協力をお願いしたい、このように考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） ぜひ、今後の、島民と

連携をとりながら、先ほど言いましたように、

県に対しては要望すべきは要望する、そういう

姿勢で臨んでいただきたいというふうに思いま

す。 

 今、市長、るる、何点か答弁をいただきまし

たけれども、つまりのところ、医師不足が根本

的な原因であるというふうに言われました。 

 私ごとになりますけれども、幡多希望の家を

運営しておりますけれども、ここの医師の確保

についても、頭を悩ましておるのが実態でござ

います。 

 高知県は日本一の長寿県構想を掲げ、取り組

みを行っておりますが、医師不足ということが

原因で、特にへき地と言われる中山間地や離島

と、高知市を中心とする地域とで、地域間格差

が生じることは、真の意味での長寿県構想であ

るかどうか、疑わざるを得ません。 

 これまでも、医師の確保対策について、質問

をしてきた経緯がありますが、沖の島という離

島を抱える宿毛市としても、医師の確保対策は

本当に重要な課題であります。 

 これまでも、介護保険課を中心にしながら、

宿毛市としての努力はされておることは、十分

承知しておりますけれども、宿毛市独自として、

どのような取り組みをしておるのか、お伺いい

たします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 沖の島の医師の確保に

つきましては、これまでへき地医療協議会へ加

入し、県と医師会との連携により、自治医科大

卒業生を中心とした医師の配置を確保してまい

りました。 

 私も、高知等で開催されるこのような若いお

医者さん方々の会にも出て、ぜひとも沖の島に

赴任していただきたい、こういう形で、個人的

にも、そういう会の中で要望してきた経緯もあ

りましたけれども、このような沖の島離島の状

況というのは、このようなへき地医療協議会に

入っている医師の皆さん方は、十分、わかって

いただいているのではないかというふうには思

っております。 

 しかしまた、１月３１日の沖の島での説明会

でも話しましたけれども、このような現在の状

況を踏まえて、今後、宿毛市のホームページ等

で、医師の募集について、どのような形ででき

るのか、単独に宿毛市だけで募集という形にも、

なかなか連携をとった形でないと、一方的な形

でもできないと思いますので、さまざまな機関

と県と、このような会と連携をとりながら、宿

毛市としても、募集について考えていきたいと

いうふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） ありがとうございます。 

 いずれにしても、２６年度から、現状と違う

診療体制になるということで、島民の不安、そ

してまた与える影響、非常に大きいものがあろ
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うかと思いますので、ぜひとも今後の取り組み

等につきましても、島民と十分話し合いもしな

がら、対応していただきたいということを強く

求めて、これに関する質問は終わります。違い

ます、もう１点。済みません。 

 次は、診療所体制の充実策、今まで言われま

した、私のほうからも言いました、島民の不安

を解消するために、一つの提案として、質問を

させていただきます。 

 診療所体制の充実策について、お伺いをいた

します。 

 市民の命と健康を守るために、医療体制を充

実していくことは、宿毛市全体でも、大変、重

要な課題ではありますが、診療所が一つしかな

く、しかも厳しい生活環境のもとで暮らしてお

ります沖の島の島民にとっては、なおさら重要

な問題であります。 

 現在の沖の島における診療体制は、先ほど申

し上げましたように、１名の医師と２名の看護

師で行っております。当然、看護師は宿毛市の

職員でありますので、土曜、日曜、祝日は休日

となっております。そういうことで、土曜、日

曜、祝日には、診療所には誰もおらない状況で

あります。 

 こうした状態は、島民にとって大変不安であ

り、本土では考えられない、深刻な問題であり

ます。 

 そこで、島で生活している方々から届く声は、

何とか２人の看護師、土曜日、日曜日、祝日に

ついては、それぞれ交互に配置することで、何

とか現状の打開を解消していただきたいという

思いであります。 

 この問題につきましては、毎年、沖の島開発

促進協議会からの島民の声を受けて、宿毛市に

対し、強く要望をいたしておるところでござい

ます。 

 そこで、土曜、日曜、祝日における看護師の

配置について、市長の所見をお伺いをいたしま

す。 

 また、配置することが、島民の要求でありま

す、配置をしていただきたいという声でありま

すけれども、配置をすることができないとすれ

ば、そこの理由はどこにあるのか、あわせて市

長の所見をお伺いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 新たな体制のもとで、島民の皆さんの不安を

解消するということの中で、具体的な提案もし

ていただきながら、質問していただいたわけで

ございますけれども。 

 今後の新体制に移るということの中で、まず、

夜間の医師が不在となる日がふえるということ

になるわけでございますけれども、現在も、沖

の島診療所に設置しております画像伝送システ

ムを、今後はさらに活用することを考えており

ます。 

 診療行為は、今までの診療行為は医師でなけ

ればできずに、薬の処方も医師の管理下でなけ

ればできないとされておりますけれども、県が

四国厚生支局に確認したところ、緊急時には、

テレビ電話での遠隔による医師の見立てにより、

看護師が薬の処方を行うことも、また通常、医

師の管理下で看護婦が処置できる行為について

は可能だということについても聞いております

ので、今後、このような体制を充実すること、

あるいは、今後は沖の島にあるヘリポート、こ

こも利活用をして、さらに訓練をしていくとい

うことの中で、体制については、充実してまい

りたい、そういう部分もございます。 

 先ほど、提案ございました土曜日、休日にお

ける看護師の配置についての質問で、提案でご

ざいましたけれども、この日の看護師の勤務に

つきましては、沖の島診療所配置の看護師が２

名という少数であることから、交代勤務として
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も、その頻度は高く、職員にかかる負担も大き

くなります。 

 また、これまで医師の不在時には、診療行為

や薬の処方はできないことからも、土日、祝日

の勤務体制をとっておらず、看護師は診療所へ

の電話が転送される携帯電話を常に持って、緊

急搬送の対応が行える体制をとっております。 

 今後、画像伝送システムにおける遠隔の診療

が、緊急時には可能であること、先ほど言った

ようにわかりましたけれども、職員の負担にか

かる、労使に関係する問題があることでござい

ますから、現状では困難ではないかというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、市長のほうから、

施設の整備を充実していくという答弁はいただ

きましたけれども、その機械類を扱う方が、土

曜日、日曜日にはおらんということなんです。 

 そういう面で、土曜、日曜等の部分について、

交互に配置をすることができないんかなという

提案でございます。 

 宿毛市、交代制勤務ということでありますけ

れども、宿毛市の職員の勤務実態を見た場合、

これが適当かどうかわかりませんけれども、千

寿園での介護の職場や、市営定期船の職員、そ

してまた、消防署の現業職員、図書館も一部、

交代制の勤務を強いております。 

 そういう面で、それこそ本土で生活、勤務す

るのと、離島であるがゆえの中で生活、職員と

して勤務する場に、大きな、実態としては差が

あるんではないかなという思いもいたしますけ

れども、どうしても島民の不安を少しでも和ら

げる一つの方法として、ぜひこの問題について

は、真剣に考えていただきたいというふうに思

います。 

 再度、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 確かに画像伝送システム等におきましても、

看護師さんがいなければできないということは

事実でございますけれども、ただ火曜日の夜で

あるとか、あるいはいろんな都合によって、お

医者さんが来られない場合等についても、こう

いうときには、非常に役に立つ形にもなるので

はないかというふうに思っております。 

 この土日につきましては、労使間、いわゆる

職員組合との合意も含めまして、いろんな、こ

れからそのことの、我々としてもお願いしたい

という気持ちはあっても、なかなかそれだけで

できない、非常に勤務の状況等、複雑な対応の

中で、これを決めていかなければならないとい

うことがございますので、全体の職員数の確保

であるとかいうことも含めまして、現状では、

非常に厳しいんじゃないかというふうにお答え

をさせていただきました。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 相手がある話でもござ

います。そしてまた、職員の労働条件にかかわ

る部分も含まれますので、職員組合との話も必

要かなという思いがいたしますけれども、私と

しては、そういう強い思いを持って提案をいた

しますので、ぜひ今後の課題として検討してい

ただくよう、強く求めておきます。 

 次は、ＰＭ２．５の対策について、お伺いを

いたします。 

 ことしも中国の北京市内を含む広い範囲で、

深刻な大気汚染が発生しており、大きな問題と

なっております。その主な原因は、ＰＭ２．５

であると言われております。 

 北京市内の濃度は、高いときで日本の環境基

準の１０倍を超えるレベルであります。昼間で

も先が見えない状況である様子が、テレビで放
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送をされております。 

 先日、上海を訪れた同僚の山戸議員からも、

こうした現地のひどい状況について、環境汚染

の状況についてお話を伺いいたしました。 

 これほどまでに高い濃度となった主な原因は、

この国の厳しい寒波で、暖房用の石炭の使用量

が非常にふえたことによるものと言われており

ます。このため、多くの子供たちがぜんそくを

起こすなどして、病院が大変混雑している様子

も報道されております。 

 このような状況を受けて、現地の日本大使館

では、現地で生活している企業の駐在員やその

家族を対象に、説明会を開催し、注意を呼びか

けているとのことでありました。 

 ＰＭ２．５は、冬の西高東低となる気圧配置

により、北西の季節風が吹くことにより、大陸

から偏西風に乗って日本に飛来してきており、

福岡県など九州を初め、全国各地で環境省が定

めた暫定指針であります１立方メートル当たり

７０マイクログラムを超える数量が飛来してい

るとのことでありまして、連日のように、テレ

ビや新聞で報道されております。この暫定指針

で示された量を超えた場合の行動の目安として

は、不要不急の外出や、屋外での激しい運動は

できるだけ減らすことが望まれておるとのこと

であります。 

 実際に、保育園児が散歩を諦め、屋内で保育

をする様子も報道されております。季節風の強

い宿毛市でも、他人事ではないと思います。 

 ＰＭ２．５は、大きさが２．５マイクロメー

トル以下で、髪の毛の細さの３０分の１程度し

かない、非常に小さな粒子であると言われてお

ります。 

 このため、これを吸い込むと、人間の健康へ

の影響が懸念をされておるとのことであります。 

 そして、今の時期は、黄砂の飛来や花粉の飛

散によるアレルギー問題が大変深刻な時期と重

なりますので、特に不安をおぼえております。 

 このように、ＰＭ２．５の問題は、市民の健

康や日常生活に与える影響は大きいものがある

と考えますが、ＰＭ２．５が市民の健康に及ぼ

す影響について、どのようなことが考えられる

のか、詳しくお伺いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 環境省によりますと、微小粒子状物質、ＰＭ

２．５は、粒子の大きさが非常に小さい、髪の

毛の太さの３０分の１ということでございます。 

 そのために、肺の奥深くまで入りやすく、ぜ

んそくや気管支炎などの呼吸器系疾患への影響

のほか、肺がんのリスクの上昇や、循環器系へ

の影響も懸念されています。 

 この健康への影響は、ＰＭ２．５がさまざま

な成分で構成されるとともに、地域や季節、気

象条件などによって、その組成が変動すること

や、曝露期間の長短、健康な成人と呼吸器系や

循環器系疾患のある者、小児、あるいは高齢者

等では、この曝露に対する影響にも大きな幅が

存在する、このことが考えられておりまして、

研究が進められておりますが、具体的なことに

ついては、解明されていないのが現状でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、市長のほうから、

体に与える影響について、詳しい研究がされて

おらないというようなことでありますけれども、

いずれにしても、アレルギー疾患等のある方に

ついては、大変大きな問題である。そのことに

ついては、一定、統一をされた見解ではなかろ

うかというふうに思います。 

 そこで、宿毛市において、このＰＭ２．５の

濃度の測定体制といいますか、それはどのよう

になっているのか、お伺いをいたします。 
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 新聞等で見ると、太い都市でありましょうか、

福岡市では幾ら、仙台では幾らというふうな数

字が出ておりますけれども、こうした弱小の市

の中ではどうなっているのか、お伺いをいたし

ます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 ＰＭ２．５などのような大気汚染については、

県や中核市等の事務でありまして、宿毛市単独

での測定は行っておりませんが、高知県が４カ

所、高知市が１カ所、場所としては安芸市、高

知市、いの町、須崎市、四万十市に測定機器を

設置し、毎時間ごとの平均値を公表しておりま

す。 

 この数値は、高知県のホームページで随時確

認できます。また、ＮＨＫのテレビ放送でも、

全国レベルではございますが、データ放送によ

って、随時、飛散レベルが確認できます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） ありがとうございまし

た。 

 今、県で４カ所、本市に一番近いところでは

四万十市ですか、そういうところで測定をし、

それをホームページに載せておるということで

ありますけれども、もしそういう基準を超える

ような飛散状況であれば、直ちに四万十市と宿

毛市、距離的にはほとんどない、同じような状

況であろうかと思いますが、もし、仮の話をし

てもあれですけれども、そういう標準値を超え

るような飛来があるというデータがあれば、市

民に当然、注意を喚起するための情報を、そう

いった情報を市民にお知らせするということが

求められると思いますけれども、そこらあたり

について、どのように考えておるのかお伺いい

たします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 国の微小粒子状物質に関する注意喚起のため

の暫定的な指針、これに基づき、高知県が微小

粒子状物質、ＰＭ２．５に関する注意喚起に関

する要綱を定め、県内の測定箇所のデータや、

近隣県の情報などから、１日平均値が１立方メ

ートル当たり７０マイクログラムを超えると予

想される場合に、高知県から報道機関や市町村

などへ注意喚起情報が発信されます。 

 既に教育委員会及び福祉事務所における市内

各小中学校、保育所への連絡報告体制は整って

おります。防災無線やフェイスブック、広報車

等による周知を、今後、実施してまいりたいと

考えております。 

 なお、この注意喚起情報が発信されますと、

市民の皆様には、不要不急の外出や、屋外での

長時間の激しい運動をできるだけ減らす。 

 また、２としまして、屋内においても、換気

や窓の開閉を必要最小限にするなど、外気の侵

入を少なくし、吸入を減らす。 

 そして、３点目として、呼吸器系や循環器系

疾患のある方、小児や高齢者等は、体調に応じ

て、より慎重に行動されることが望まれる。 

 以上のことにつきまして、気をつけていただ

きますよう、お願いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 県の連絡体制、そして

また宿毛市における教育機関、保育機関等への

情報の提供体制は整っておると、そしてまた、

県から発令された場合には、行政無線でお知ら

せをするということがわかりました。 

 そういう面で、本当にきょうは健康の問題を

主にしよるわけですけれども、ぜひそういう観

点で、対応をしっかりとして、正しい情報を市

民に提起していくということで、お願いをいた

したいと思います。 
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 次は、きょう最後の質問になりますけれども、

はり・灸・マッサージ・指圧などの施術費用に

ついての補助制度を創設をすべきではないかと

いう観点から、質問をさせていただきます。 

 先日、市内のお年寄りの方からお電話をいた

だきました。その方は、ひとり暮らしで、しか

も年金だけで生活をいたしておりまして、どう

しても年をとると、医療費がかかったり、そし

てまた、はりやマッサージ、指圧にかかる機会

もふえて、大変、生活実態としては厳しいとい

うお話の中で、宿毛市の周りの市や町を見れば、

一定の補助制度があるが、宿毛市はどうなって

ますかというお話をいただきました。 

 そこで、私なりに調べてみますと、四万十市、

土佐清水市では、補助要綱を定めて行っており

ますし、愛媛県の愛南町では、条例をつくって、

こういう方々に対して、一定の補助をいたして

おります。 

 詳しく補助内容を見ても、それぞれ７０歳以

上であるとか、６５歳以上であるとか、そして

また、身体障害者手帳何級を持っておる方とか、

いろいろ、それぞれの市と町とでは、内容は異

なりますけれども、基本的には、１回１，００

０円を補助するように決められております。 

 そういうことを受けまして、宿毛市としても、

こうしたお年寄りの声に耳を傾けていただき、

ぜひこういう制度を導入していただきたいとい

う思いで、質問をいたすところでございます。 

 人に優しい市政をしていこうとする沖本市長

でございますので、ぜひこの問題について、答

弁をお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） はり・灸・指圧・マッ

サージなどの施術費用に対する補助制度の創設

についての御質問でございます。 

 はり・灸・指圧・マッサージによる健康増進

への効果、効用について、否定するところでは

ございません。個別の助成ということは、現在

のところは考えておりませんが、お年寄りの皆

様の暮らしには、健康増進には、非常に役に立

つ、そういう状況もあろうかと思います。 

 私も初めて、こういう形での質問をいただき

ましたので、他市町村の実施状況等について研

究する中で、勉強してまいりたい、このように、

現段階ではお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） 今、市長答弁をされま

したように、愛南町の条例の目的、そしてまた

四万十市、土佐清水市が補助事業を行おうとす

る目的は、それぞれ、三つとも基本的な、同じ

部分がございます。 

 今、市長が言われますように、市民の健康保

持、及び推進を図るために補助をするというこ

とで、またそのはり・灸をできる施設ですけれ

ども、それも愛南町のほうでは、愛南町全体、

宇和島市とでありましたけれども、今回、改正

で宿毛市の施設についても、利用した場合には、

補助するというふうに、改正をされたようであ

ります。 

 宿毛市がつくる場合には、ぜひ、愛南町の施

設、私も何回か行ったことあるんですけれども、

愛南町の施設でやったこともございます。そこ

らあたりも頭の中にはめていただきたいと思い

ます。 

 いずれにせよ、こうしたお年寄りの皆さんが、

本当に切なる思いで、ほかの市町村はやってい

るのに、何でという思いがあるわけでございま

す。ぜひ、それぞれの今、研究をするという立

場で言われましたけれども、本当に真剣に考え

ていただきたいというふうに思います。 

 ここにそれぞれの市や町の補助金の交付状況

を私なりに調べておりますけれども、ほぼ、ど
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の市町村も２００万円ぐらい、年間の補助金の

交付状況でございます。 

 そういうことでありますので、お年寄りの声

に傾けていただきたいというふうに思いますが、

この点について、再度、市長の答弁を求めます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 各市町村のさまざまな福祉や教育等に対して

の助成制度、それぞれカラーのある形で、ある

ものは他市にないものもありますし、それぞれ

差があるのも、また事実でございますけれども、

宿毛市としては、このようなものはやっており

ませんけれども、ほかにもいろんな助成制度、

すぐれたものは、前の答弁でもお答えしました

けれども、ございます。 

 そういう点もございますので、そういうこと

を前提としながら、宿毛市がしなければいけな

いということではなくて、やはり他市町村がや

ってきた実績もあるはずですから、そのような

ところの内容もお聞きする中で、勉強して対応

していきたいというふうにお答えをさせていた

だきます。 

 今後もよろしくお願いします。 

○議長（今城誠司君） ７番松浦英夫君。 

○７番（松浦英夫君） なかなか扉がかたいよ

うで、答えがあれですけれども、ぜひ、市長の

基本とする思い、市民の思いを寄せながら施政

を行うという基本的な部分がございます。 

 そうした、これから研究をするという部分で

ございますので、ぜひ、皆さん方ともお話をす

る機会もあろうかと思います。ぜひ、率直な生

活実態を、話を聞く中で、こういう制度も、ぜ

ひ取り入れていただくために努力をしていただ

きたいと。 

 きょうのところは、ゼロ回答ではないわけで

すけれども、今後、それぞれの市町村の実態等

も把握していくということでありますので、ぜ

ひよろしくお願いを申し上げまして、一般質問

を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時０７分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（今城誠司君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） おはようございます。 

 きょうは３月１１日、あの日から３年が過ぎ

ました。今なお避難生活を余儀なくされている

方々が２７万人にものぼる現在、今、ここで、

私がどのように哀悼の言葉を述べ、激励の言葉

を発したとしても、全てがむなしく、そらぞら

しいものになってしまう、そんな思いでいっぱ

いです。 

 言葉にならない心の音を、どのように行動を

通じてあらわしていくのか、そのことを今、自

問するところでもあります。 

 本日、当議会においても、午後、大震災の発

生の時刻に合わせて黙禱をささげることになっ

ています。 

 それでは、私の一般質問に入らせていただき

ます。 

 まず、１問目なんですけれども、電算システ

ムについてお尋ねいたしたいと思います。 

 平成２３年９月定例会の際に、私は、業務継

続計画について質問をいたしました。市庁舎の

安全性が見込めない中で、震災等の被害によっ

て、電算システム、特にサーバーやその保存シ

ステムが破壊されれば、市の保有する膨大な量

の情報が失われることになり、その後の業務に

大きな支障を来すことになりはしないかという

ことで、市の保有し、活用している市民の電算

情報を、どのように守るのかといった趣旨の質

問であったわけです。 

 当時の中西市長も、この問題に関しては、私

同様、大きな危機感を抱いておられたこともあ

り、早急な対策として、平成２３年度から、シ

ステム業者の提供するクラウド型システムへの

移行を開始され、今日に及んでいるわけです。 

 インターネットで検索してみますと、四万十

市、宿毛市、越知町、大月町、日高村、奈半利

町、馬路村の計７市町村が、株式会社高知電子

計算センター・ＫＣＣの提供するシステムに加

入していることになっていました。 

 このシステムを利用することで、７市町村は、

市庁舎へ業務システムを独自に導入していた従

来と比べ、災害時の業務継続性の向上、法改正

に基づくシステム変更への柔軟、迅速な対応が

可能になるほか、共通したサービスを利用する

ことから、ＩＴコストの低減が図られるという

ことで、先ほど述べました９月議会における私

の一般質問の際の業務継続性に関する懸念は、

ほぼ解消、ないしは大幅に軽減されたこととな

り、執行部の迅速な対応について、高く評価申

し上げる次第です。 

 さて、そこで質問なのですが、こんなことを

今さら、殊さら一般質問でやらなくても、委員

会などの審議で十分やれるじゃないかと、そう

いうふうに言われるかもしれませんが、今の宿

毛市の電算機能がどうなっているのか、市民に

広く知っていただくという意味で、あえて取り

上げさせていただきます。どうかよろしくお願

いします。 

 先ほど引用しましたインターネットの説明文、

ＩＴコストについて、共通したサービスを利用

することから、コストの削減が図れるとされて

いるこの部分、以前の状態、つまり独自のサー

バーを利用していたころと比較して、どれだけ

のコスト削減になっているものなのか。 

 もちろん社会の動きの中で、電算システムを

利用した情報管理や、情報業務の内容も変化し

ていることなどで、単純には比較できない部分

がおありかとは思いますが、わかる範囲で結構
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ですので、お教え願います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） おはようございます。

３番、山戸議員の一般質問にお答えをいたしま

す。 

 まず、初めに、電算システムについての質問

をいただきました。議員御指摘のように、宿毛

市では、平成２３年度より段階的に業務システ

ムのクラウド型システムへの移行を開始し、２

５年度までに住民記録システムを初めとする２

２の業務システムの移行が完了しております。 

 これら２２のクラウド型システムを含む宿毛

市の業務システムの、平成２６年度の運用経費

につきましては、老朽化に伴うシステム用パソ

コンの更新費用も含めて、３，７０７万６，０

００円を見込んでおります。 

 これに対して、クラウド型システムへの移行

前の運用経費は、システム用パソコンのリース

料と合わせて、年間４，６９０万８，０００円

となっており、クラウド型システム移行前と比

較して、年間９８３万３，０００円の運用経費

が削減されております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 事前にお聞きしたとこ

ろでは、このクラウド型システムの使用料は、

総務費の中の使用料及び賃貸料など、電算シス

テム使用料として計上されているということで

したが、それを見ますと、平成２４年度の当初

予算では、１，８４２万２，０００円、同じく

２５年度は、２，３８５万９，０００円、これ

はクラウド型に移行してからのあれなんですけ

れども、２６年度、つまり今議会提出の議案書

によりますと、２，９２５万８，０００円とい

うことで、年度を追って、約５４０万円程度の

割合で額が増加しています。 

 これは、このクラウド型システムを使ってな

される業務の量、つまりシステムへの依存度と

いうか、移行済みの分というか、預ける情報の

量が増加しているために、卑近な例に例えれば、

使う部屋の間取りが広がった分、家賃が加算さ

れるようにして、増加したものと判断してよろ

しいのでしょうか。 

 もしそうだとするなら、この使用料の増加は、

一体、いつごろ、幾らぐらいでとまるのか、そ

の点についてお尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 次に、電算システムの今後のコストの見通し

についての質問でございますが、電算システム

使用料が年度を追って増加している理由につい

てですけれども、御指摘のとおり、クラウド型

システムへ移行した業務システムの数が、平成

２４年度から平成２５年度にかけて増加したこ

とが主な理由であります。 

 先ほどの答弁の中でも御説明させていただき

ましたけれども、業務システムのクラウド型シ

ステムへの移行については、平成２３年度から、

段階的に実施しており、具体的に申しますと、

平成２４年４月に、五つのシステム移行が完了、

その後、平成２５年７月から１２月にかけて、

１７のシステムの移行が完了しております。 

 したがって、平成２４年度は、五つのシステ

ムの年間使用料、平成２５年度は、五つのシス

テムの年間使用料と１７のシステムの年度途中

からの使用料、そして２６年度は、２２のシス

テムの年間使用料が発生することとなり、結果

として、年度を追って、クラウド型システム使

用料が増加することとなっております。 

 なお、２３年度にクラウド型システムへの移

行対策としていた業務システムは、平成２５年

度をもって、全て移行が完了しましたので、ク

ラウド型システム使用料の増加は、平成２６年

度をもって、一旦終了することとなります。 
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 しかしながら、移行が完了した２２のシステ

ム以外にも、学校給食費管理、財務会計、給与

会計、人事管理などの業務システムがあり、災

害時における業務継続の観点から、これらの業

務システムについても、災害対策を実施してい

く必要がありますので、システムに関する技術

の動向や、財政状況を踏まえながら、クラウド

型システムへの移行も含め、引き続き検討して

まいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 電算関連の事業は、こ

れ以外にもさまざまな分野で、委託料などの形

で計上されることが多いのですが、素人目には、

一種のブラックボックスのようなもので、その

費用について、なぜそういう額になるのか、わ

かりにくい面があります。 

 場合によっては、相手方、つまり業者側の言

いなりになってしまう可能性がありはしないか。

特に、このようなシステムを一括的に委ねた形

の、事業者への依存度の高い状態ともなると、

時として、特定の事業者による独占状態になっ

てしまって、その事業者からの申し出に従う以

外に選択の余地はない、そんなことになりはし

ないか、気になるわけです。 

 市として、このクラウド型システムのための

経費や、電算関連の経費が適正なものであるか

どうかの判断を、どのように下しているのか。

言いかえれば、どのような形で、経費の適正化

のための手段を講じているのか、その点につい

てお尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 次に、電算コストの妥

当性の確保手段についての御質問でございます。 

 電算関連の経費については、業者が提出した

見積もり価格が適正なものかどうかを判断する

ための積算基準が確立されていないために、中

小規模の自治体が、外部の事業者の協力なしに

経費を積算することは、非常に困難な状況であ

ります。 

 そういった状況の中で、宿毛市としては、可

能な限り、多くの事業者から見積書、積算書を

収集することで、経費の妥当性を判断し、電算

関連経費の適正化に努めています。 

 しかしながら、ライセンスの問題などのため、

システム導入した後は、他の事業者へ保守など

の委託ができない状況があります。このため、

クラウド型システムへの移行など、システム導

入後、継続して運用経費が発生するものについ

ては、システムの導入及び運用に係る総合的な

経費を比較した上で、発注する業者の選定を行

っています。 

 今後も、新たなシステムの導入や、システム

の移行に際しましては、外部から、より多くの

情報を収集し、情報管理部門や、システムを利

用する業務部門、財政部門等、庁内のさまざま

な意見を取り入れながら、電算関連経費の適正

化に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 総務省、２４年３月発

行の自治体クラウドの導入に関する調査研究報

告書に従えば、長期間契約に起因する課題とい

うタイトルで、一般的にクラウドを利用する際

には、機器の保守期限を気にする必要がないこ

とから、自庁設置所有型に比べて、長期間の契

約とするケースが多く見受けられるとあるので

すが、本市のＫＣＣとの契約期間は、どのよう

に設定されているものか、お尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 クラウド型システム使用契約の契約期間につ

きましては、１年間としており、年度ごとに使

用契約を締結しております。 
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 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 私が今言いました総務

省の報告書では、今言いました文書に引き続い

て、長期契約にすることで、費用の圧縮や調達

手続の効率化が見込まれる。一方で、契約中の

委託内容の見直しが困難になったり、契約中に

法制度変更により、不用となった機能について

も、費用の支払いが継続したり、といった課題

が発生することが想定されると。当市の場合は

違うのかもしれませんが。 

 また、サービスの品質が悪い場合でも、契約

解除の費用が発生するため、契約期間中は、品

質の悪いサービスを受け続けなければならない

というリスクも考えられる。 

 そのため、こうした課題にも留意しつつ、こ

れまでシステム移行の阻害要因となっていた手

間やコストが、今後、削減されていくことによ

って、たとえ短い契約期間でも、クラウドを乗

りかえられる等、地方公共団体の自由な選択が

可能となる環境を構築していくことが望まれる

と記載されているのですが、これだけでは、た

とえ本市のような１年契約という短期の契約で

あったとしても、地方公共団体の自由な選択が

可能となる環境を、誰が構築していくのか、全

く不明瞭この上ない状態です。 

 総務省が問題を指摘しただけで、そのままに

しておくとも思えないので、今後、何らかの対

策が講じられるものと期待するしかないのです

が、先ほどの経費の適正化に対する質問の御答

弁からは、どうもその取り組み、その工夫のや

り方が、宿毛市独自での取り組み、あるいは各

自治体レベルでの経費の適正化のための努力と

いう印象が残ります。 

 自治体側が主体的にクラウドサービスを提供

する業者との経費や、サービス内容の適正化の

折衝を行うためには、やはり加入自治体の共同

体というか、いうならば、顧客側の組合的な体

制をつくり上げることによって、この自治体ク

ラウドシステムの一方の主人公、つまり対等な

業者と張り合えるイコールパートナーとして、

対等の立場でものを申していくことが不可欠だ

ろうと思われます。 

 冒頭に述べましたＫＣＣのクラウドシステム

に加入しているのは七つの団体。その後、加入

がふえるかどうか、それはこれからのことでし

ょうけれども、加入自治体による協議会のよう

なものは存在するのでしょうか。その点につい

てお尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 現在、本市の契約している業者のクラウド型

システムを利用している自治体による協議会、

こういうものはありませんが、各利用自治体の

担当者と、適宜、情報を共有しながら、経費の

適正化に資する情報を収集、提供しております。 

 また、宿毛市では、南国市、土佐市等、県内

の１２の自治体によって構成される高知県電算

研究会に加入しており、本市の契約している業

者以外のクラウド型システムを利用する自治体

とも、情報を共有しております。 

 今後も、他の自治体との情報共有を継続する

とともに、連携も検討しながら、経費の適正化

に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 冒頭申し上げたとおり、

素人目には、得体のしれない、ブラックボック

スとしか思えないこの電算システムという機能。

その機能を、業者の言いなりにはさせない。対

等な立場に立って使いこなしていく。 

 業者に対して、適正な価格やサービス内容の

提供を、強く迫っていく、そういう姿勢を貫い

ていくためにも、顧客の共同体としての連携を、
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一層強めていかれることを期待して、この件に

関する質問を終了いたします。 

 続きまして、木質バイオマス関連事業につい

て、お尋ねいたします。 

 いつまでたっても、着工の気配がないという

ことで、平田の工業団地での木質バイオマス関

連事業について、心配していたのですが、既に

起工式も終わり、工事に着工している様子に、

一種安堵というか、やれやれという、そんな感

じがしています。 

 この木質バイオマス事業の発電とあわせて行

われる木質ペレットの製造に関して、昨年の９

月議会における私の質問の際には、木質ペレッ

トボイラーの導入に対する補助事業の拡充など、

利活用についても、国や県に対して要望してま

いりたいと、市長から御答弁いただくとともに、

１２月議会では、早速、木質資源利用促進事業

費補助金として、木質ペレットだきボイラーの

導入補助を行ったほか、木材破砕機等への補助

という形で、事業費が計上されました。 

 これらの事業は、今後の木質バイオマス事業

の展開をにらんだ一種の土壌づくりというか、

事業展開を想定した上のアクションと考えてよ

ろしいのでしょうか。 

 １２月議会に提出された新規事業調査表では、

これら二つの事業について、宿毛市で整備が計

画されている木質バイオマス発電施設の運営を

後押しするためにも、重要な位置づけである、

云々と記載されていますので、改めて聞くまで

もないことなのでありましょうが、今後とも、

ここも同じような事業の導入による後押しを考

えておられるかどうかを含めて、質問いたしま

す。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 木質バイオマス関連事業の質問についてでご

ざいますが、この木質バイオマス事業につきま

しては、行政方針でも申しましたとおり、地域

の林業振興や、新たな雇用の創出にも、私自身

も大きな期待を寄せているところでございます。 

 本事業におきましては、発電用の原材料の確

保、安定供給体制の整備、また木質ペレットの

需要の拡大が必要不可欠でございます。 

 そのために、質問議員が言われますように、

１２月議会におきまして、燃料の供給施設装置

として、木材破砕機とグラップルを、またペレ

ットの利用促進を目的として、木質ペレットボ

イラーの導入への補助を、宿毛市木質資源事業

促進事業として、予算化させていただいたとこ

ろでございます。 

 この木質ペレットボイラーの導入につきまし

ては、本市でも、初めての導入になり、周囲か

らの注目も高いとお聞きしますので、この導入

事例をきっかけにいたしまして、園芸ハウスや

水産加工施設などへの木質ペレットボイラーの

導入について、国、県の補助事業を活用して、

支援をしてまいりたいと考えております。 

 また、発電用の原材料の確保には、皆伐によ

る木材供給量の底上げも、避けて通れないと考

えておりますので、平成２６年度当初予算にお

きまして、皆伐後の植栽等の再造林への市補助

金の上乗せ、国が６８、県が２２、宿毛市が１

０％となっておりますが、県下市町村では２番

目となる植栽後の下刈りへの市補助金の上乗せ

について、計上させていただいておりまして、

県下でもトップクラスとなる再造林への支援に

より、原材料の確保にも取り組んでまいりたい、

このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 市長のこの事業に寄せ

る期待の大きさと、事業の長期的な安定のため

の裾野づくりに対する姿勢がよく伝わってくる

答弁であったと思うのですが、この木質バイオ
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マス事業、発電とペレットの製造という事業は、

原料となる木材の供給、木材開発という一方の

事業抜きには成り立たない。 

 発電等の事業と、原料となる木材の開発供給

等の事業は、いわば車の両輪のようなもので、

両方がうまく回ってこそ、成果が上がるが、か

み合わなければ、目も当てられない。 

 そうして、せっかくの運営を後押しするとい

う位置づけの施策も、これがうまく回らないこ

とには、その効果は全く小さなものになってし

まう。 

 そういう関係にあることは、これは衆目の一

致するところだろうと思うのですが、さてこの

両者、両輪をつなぐ車軸となる最大の要因と思

われる原材料の買取価格、いまだに目鼻がつか

ずにいると聞いていますが、どのような状況な

のか、お尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 本地域における発電事業の原材料につきまし

ては、森林から伐採された原木が、一度、チッ

プ工場などに搬入され、その後、発電事業者の

施設へ搬入されることとなりますが、原木の買

取価格については、これまでも高知県、幡多６

カ市町村、発電事業者、チップ加工業者、そし

て幡多管内森林組合で構成されている組織、こ

れを幡多地域木質バイオマス利用施設等整備に

関する勉強会で協議をしてまいりましたが、質

問議員が言われるように、現在のところ、定ま

っておりません。 

 そのため、早期に原木の買取価格が定まるよ

う、発電事業者と森林組合との調整を、高知県

が入って行うとお聞きいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） どうも、この価格の問

題に関しては、発電等の事業者と、林業関係者

との間に、双方の思惑ばかりが先行する形で、

まともな議論がなされていない。何ともぎくし

ゃくした関係になっているような印象が、私に

はあります。 

 ただいまの御答弁では、買取価格の調整を、

県が入って行うということでしたが、昨年３月

議会での私の質問に、市長は、事業者と各関連

機関、行政等が綿密に連携を取り合い、事業を

推進していくことが大変重要であるとして、幡

多の林業に関係する国、県、各市町村、森林組

合、造林関係者等で構成される協議会もあり、

幡多地域が一体となって、バイオマス事業を推

進していけるよう、取り組んでいきたいと、非

常に心強い御答弁をいただきました。 

 それが、これまた、ただいまの御答弁にあり

ました幡多地域木質バイオマス利用施設等整備

に関する勉強会というレベルだとするなら、こ

んなことで大丈夫なのかと、心配にもなってま

いります。 

 確かにことは民間の事業であって、公的機関

である自治体があれこれ言えることではない部

分がある。しかしながら、県は、この事業のた

めに、多額の補助金を出している事業遂行上の

責任がある上に、宿毛市としては、事業の展開

される所在地として、その効果を最大限に引き

出していくことが期待されている。 

 また、近隣の市町村においても、木材の供給、

開発という面で、これは決して人ごとで済ませ

られることではない。 

 先ほど、引用いたしました３月議会での市長

答弁の中にある幡多の林業に関する協議体、こ

の事業を円滑に進めるために、今後、どのよう

な協議をなされるおつもりなのか、お尋ねいた

します。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 木質バイオマス事業の検討につきましては、
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現在、先ほど申し上げましたように、県や各市

町村、森林組合、チップ加工業者等で勉強会を

開催しており、その場で価格の協議、そして原

木の安定供給やチップ加工体制の強化、そして

原木及びチップのコスト検討などを行うことと

しておりますが、原木の買取価格が決まってい

ないことから、残念ながら、深い議論には至っ

ておりません。 

 昨年の３月議会で答弁させていただきました

国、県、各市町村、森林組合等で構成されてお

ります組織の幡多流域林業活性化センターにつ

きましては、このたび、３月１４日をもって、

事務局が西土佐村森林組合から、宿毛市森林組

合へ変更となる予定になっており、今後におき

ましては、新しい事務局体制のもとで、木質バ

イオマスも含めて、川上から川下まで、また民

有林から国有林まで、広く地域全体の林業振興

についての協議、取り組みが進められるものと

考えております。 

 先ほど御指摘いただきました県や市の役割に

ついてでございますけれども、我々としても、

さまざまな角度から、いろんな局面に応じて、

話し合いの中に、仲介と申しますか、対応して

まいっておりますけれども、要は、当事者同士

の話し合い、これがつかなければ決着がつかな

いということでございますので、可能な限りの、

客観的な状況等について、支援をしながら、合

意に至る方向で、県と連携をしながら取り組ん

でいるということでございますので、その辺の

現状について、御理解をいただきたい。 

 しかし、どうしてもこれは締結していただか

なければいけないことですから、今後、今年度

中には事業も進めるということになっておりま

すので、可能な限りの、我々としての支援はし

ていかなければいけない。そういう点で、非常

に重要なことだと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 今後、木質バイオマス

事業の展開を考えると、どうしても国、県、関

連市町村の足並みをそろえた、行政的な取り組

みが不可欠になってくる。そういうことは、確

かだろうと思うんですが、せっかくのこの事業、

成果を十分に、地域に還元していくためにも、

幡多広域の自治体レベルの結束を、一層強めて

推進されることを期待して、この件の質問を終

わります。 

 続きまして、３番目に、住民票の閲覧制限と

本人通知制度について、お尋ねしたいと思いま

す。 

 過日もまた、ストーカー殺人と思われる痛ま

しい事件が発生いたしました。 

 群馬県館林市の駐車場で、２６歳の女性が、

拳銃で撃たれ、死亡し、その数日後に、容疑者

であった栃木県栃木市の３９歳の男性が、同県

鹿沼市の山中で、拳銃自殺をしたこの事件。 

 ２０１２年１１月に、逗子市で発生したスト

ーカー殺人事件と、容疑者がいずれも自殺して

いる点を含めて、非常によく似た事件であると

思うのですが。被害に遭われた女性は、逗子市

の例では、結婚して姓も変わり、住所も変わっ

ていた。また、今回の群馬県の事件では、警察

の勧めに従って、住所を栃木県から群馬県に移

し、容疑者のストーカー行為から逃れようとし

ていた。 

 その中で、両被害者ともに、個人情報が加害

者に漏れることのないように、市役所に住民票

の閲覧制限の申請を行っていたことが伝えられ

ています。 

 今回の栃木県と群馬県にまたがる殺人事件で

は、容疑者がどのようにして被害者の居住地の

情報を入手したのか、これから解明されること

になろうかとは思うのですが、逗子市の事件に

関しては、探偵業者が介在して、結果的には、
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逗子市役所から被害者の個人情報を入手した。

そのことは、本年１月２４日に、逗子市長が記

者会見して明らかになっています。 

 さて、そこでお尋ねしたいのですが、住民票

の閲覧制限、どのような手続によって、どのよ

うに行われるものなのか、申請の方法と、市役

所内部では、その閲覧制限の申請は、どのよう

なシステムに、どのような形で記録され、活用

されるのかについて、お尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市では、配偶者からの暴力、ストーカー

被害、児童虐待、及びこれらに準ずる行為の被

害者について、住民基本台帳事務処理要領に基

づき、被害者の申し出により、加害者等からの

住民基本台帳の閲覧や、住民票、戸籍附票の写

しの交付について、拒否する等の制限を設ける

支援を行っております。 

 申請の方法としましては、市民課に被害者か

ら支援措置の実施を求める旨の申し出があった

場合に、支援措置対象者が相談した警察署等の

公的機関に意見を聴取するなどして、支援措置

の必要性の確認を行います。 

 確認後、結果を支援措置対象者に連絡すると

同時に、市民課内の住民基本台帳システム、戸

籍システムに登録することで、被害者の住所を

探索することを防止し、保護を行っています。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 逗子市の事件では、介

在した探偵業者が、まずガス会社のコールセン

ターに電話して、被害者女性の配偶者の名前を

聞き出し、その後、その配偶者になりすまして

逗子市役所に電話した。逗子市役所では、税務

課のパソコンに、被害者にかかわる情報の閲覧

記録が残されていることから、誰が、どの程度、

情報の漏えいにかかわったかまでは明確になら

ないまでも、市役所から個人情報の不正取得が

なされたことは明白であるとして、愛知、神奈

川の両県警は、その探偵業者を偽計業務妨害容

疑で、この１月２４日に再逮捕し、起訴したこ

とが報道されています。 

 ここで問題となる点が、大きく２点浮かび上

がってくるんですが、まず、第一に、戸籍を直

接扱う部署での閲覧制限は機能しても、その他

の、例えば逗子市における税務課などのように、

福祉、年金、介護等々、個人情報を扱う各課、

各部署が存在する。そういう各課、各部署との

連動ができていない状態ならば、その閲覧制限

が機能しないケースが生じる可能性が高くなり

ます。 

 市民課では拒否されても、ほかの課でなら聞

き出せる、そんなことになりかねない。 

 宿毛市では、先ほどの質問でお答えいただい

た、手続によってなされた住民票の閲覧制限の

情報が、どのような形で庁内各課、各部署と共

有されているのか、その点についてお尋ねいた

します。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 住民票の閲覧制限情報の庁内各課、各部署と

の共有についてでございますが、市民課内の住

民基本台帳システムに登録をすると、各所に設

置されている住民基本台帳システムにおいても、

住民票発行抑止対象者であることが確認できる

仕様となっております。 

 さらに、関連部署への支援措置対象者の通知、

取り扱いの注意点について、市民課から各部署

へ周知しており、加害者等に情報が漏れないよ

う、取り扱いには十分な注意を払っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） もう１点。先ほど２点

あると申し上げましたが、電話によるなりすま
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しの問題です。 

 これは、インターネット記事からの引用です

が、ある探偵は、自治体は甘い。個人情報を扱

っているという当事者意識が低いと言い放った。 

 また、ある自治体では、電話で税金の問い合

わせがあれば、名前と生年月日が正しければ、

本人か家族と判断する。少し厳しく押すと、情

報を出してしまうことがある。職員が困る話し

方があると、ある探偵は笑った、などと書かれ

ていました。 

 悪質なプロを相手に立ち向かわなくてはなら

ない職員の皆様方の御苦労、もちろん電話によ

る問い合わせが、そのような悪質業者ばかりで

はない中で、どのようにこの問題に対処なさっ

ておられるのか、公的な基準などの点も含めて、

お尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市としての、このようなことに対しての、

独自の対応マニュアルは作成していませんが、

宿毛市個人情報保護条例等に基づいて、市民の

皆さんの個人情報を漏えいすることのないよう、

適切に対応をしています。 

 また、個人情報の取り扱いについての研修も

実施し、不正が疑われるような、そのような電

話等による問い合わせがありましたら、上司へ

相談、報告するなど、組織として対応できるよ

う、取り組んでいます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 組織として対応できる

よう取り組んでいると、心強い御答弁で安心し

ました。 

 けれども、逗子市の幹部は、当初、制限がか

かっていれば、誰にも教えないのが原則、通常

では考えられない。あり得ないと答えていまし

た。それでも漏れた。 

 どうかくれぐれも、当市においてはそういう

ことのないように、一層の御留意をと、強くお

願い申し上げます。 

 やはり、不正な取得のアクセスに対するガー

ドのかたい市役所、実質的な業務の上での個人

情報管理のシステムや、職員意識の徹底と同時

に、あの市役所からの不正取得は無理だと、探

偵業者などが頭から敬遠してかかるような状況

をどうつくっていくのかが問題だろうと思われ

ます。 

 私は、昨年の９月議会において、戸籍情報の

不正取得で起訴され、関与者全員の有罪判決が

確定したプライム事件の裁判の中で、ある業者

の発したとされる言葉を引用しました。 

 それは、本人通知制度を採用している市町村

からは、戸籍や住民票は取るなと、グループ内

部で申し合わせをしていた。そういうことが、

名古屋地裁での裁判で明らかになっているとい

う点なのですが、この本人通知制度の持つ一面

での予防効果が、よくわかる実例であると考え

ます。 

 市長はその際、私の質問への答弁で、今後、

本人への通知制度の導入に向けて検討をしてい

きたいと考えております、とお答えなさってお

られるのですが、その後、どのように御検討い

ただいているのか、導入に向けた動きがどうな

っているのか、お尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 本人通知制度につきましては、９月の議会で

も質問がありまして、制度の導入について、検

討していきたい、このようにお答えをしており

ました。 

 現在、既に当該制度を導入している市町村の

事例を参考に、戸籍または住民基本台帳システ

ムに、既に搭載されている機能の利活用、運用

上の問題点等を十分に検討しているところです。 
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 今後、制度の実施に向け、要綱等の制定につ

いて、宿毛市人権行政推進本部会において協議

し、平成２６年度中の実施を目指していきたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） これまた心強い御答弁

で、深く感謝いたします。 

 以前の私の質問の際に、市民への周知に関し

て、新たな人員配置が必要など、課題がある旨、

御答弁がありましたが、埼玉県熊谷市では、制

度の普及と、登録者拡大のため、制度の趣旨と

登録申込書を両面印刷したチラシを作成し、こ

の２月の市の広報と一緒に、全戸に配布を行っ

た。 

 その結果、２０１０年６月１日の導入以来、

この１月末まで８９６人だった登録者数が、２

月１９日現在では１，７５１人と、倍増したと

されています。 

 また、同様の成果が越谷市でも伝えられるな

ど、先行事例には事欠かないのが実情です。 

 今後の進展を御期待し、私の一般質問を終わ

ります。 

 ありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時４７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５７分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） ６番、野々下昌文で

ございます。先ほどの山戸さんのお話もありま

したけれども、３年まえの本日３月１１日、本

市議会では、委員会開会日でありました。地震

との報道に、テレビに映し出される、今まで見

たことのない津波の映像にくぎづけになり、立

ちつくしたことを、きのうのことのように思い

出します。 

 この震災で、死者・行方不明者１万８，００

０人以上、２６万７，０００人が、いまだ避難

生活を強いられているという報道があります。 

 月並みではありますが、亡くなられた皆様に、

心からの哀悼の意をささげるとともに、２６万

７，０００人の、いまだ避難生活を強いられて

いる皆様に、心からお見舞いを申し上げる次第

であります。 

 それでは、議長にお許しをいただきましたの

で、通告に従いまして、一般質問を行います。 

 まず、初めに地域防災計画についてでありま

す。 

 昨年の６月議会において、地域や各分野にお

ける防災を検討する上で、大事な方向性であり、

市民の命を守るための指針となる地域防災計画

策定について、質問をいたしました。 

 市長からは、国の防災会議の被害想定が大幅

な見直しとなり、資料収集や事項確認、また高

知県地域防災計画とも整合性を図りながら、秋

ごろの完成をめどに取り組んでいるとの答弁を

いただきましたが、いまだ示されておりません。 

 あらゆる分野で取り組みのおくれが懸念をさ

れます。おくれているからといって、その分、

災害は待ってくれるわけではありませんが、こ

のいつ起こるかわからない災害に対し、せめて

もの対策案はあるのか。その後の進捗状況はど

のようになっているのか、まずお伺いをいたし

ます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ６番、野々下議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 まず、最初の質問の地域防災計画についてで

ございますけれども、南海トラフ巨大地震の新

想定を受け、全面的な見直しに取り組んでいる
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ところでございます。 

 進捗状況につきましては、整合性をとる必要

のあります県計画の修正がおくれており、完成

が来年度となるようでございますので、本市の

計画は、県計画の修正を待たず、本年度中に完

成させたいと考えておりまして、来年度県計画

の修正版が完成しましたら、再度、本市の計画

を修正し、整合性を図ってまいります。 

 なお、本年度中には、本計画の実施計画とも

いえる業務継続計画や、職員初動マニュアル、

避難所運営マニュアルをあわせて作成し、地域

防災計画を、より実効性のあるものにしていき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 今の市長の答弁では、

今年度内、３月末までには、暫定的な本市の計

画を立て、また４月以降は県の防災計画と整合

性をとりながら、完成させていくという答弁で

ございました。 

 間もなくできるということですので、これ以

上、質問はいたしません。 

 次に、被災者支援システムについてでありま

す。 

 以前から、何回か提案をしてまいりました被

災者支援システムについてでありますが、昨年

の夏はゲリラ豪雨、経験のない大雨、予測でき

ない竜巻、大型台風、そしてことしの冬は、予

測できない大雪と、全国的に自然災害が頻発し

ており、安心安全に対する市民の関心が、より

一層、高くなっております。 

 幸いにも、本市は大きな災害にはならずにき

ておりますが、本市がもし大規模な自然災害に

見舞われたとき、直ちに被災者を救護、救援、

そして迅速かつ的確な普及復興作業を行ってい

くことは可能なのか、各自治体には、大きな責

任があります。 

 また、私たち議員も、市民の命、暮らし、財

産を守るために、でき得る限りのことは考え、

声を上げていく必要があろうかと、大事だと思

っております。 

 昨年の６月議会において、再度の提案に対し、

市長からは、導入を検討していたが、専門性が

高く、導入には至っていないが、今年度中には、

試験的に取り入れて、実証実験を行いたいとの

答弁でございました。 

 その結果はどうだったのか、お伺いをいたし

ます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 被災者支援システムについての質問ですけれ

ども、議員御存じのように、被災者支援システ

ムとは、災害発生時、被災者に対する支援業務

を円滑に行うため、阪神・淡路大震災を経験し

た西宮市において開発されたもので、現在、財

団法人地方自治情報センターにより、全国の地

方自治体へ無償で公開、提供されているもので

ございます。 

 本システムにつきましては、本年度、試験的

に危機管理職員が、インターネットによる各機

能を体験操作し、入力方法や操作性などの確認

を行いましたが、業務継続計画などが完成して

いない段階で、実証試験を行っても、システム

の有効性を十分に判断できないという結論に至

りました。 

 そのため、本年度完成予定の業務継続計画を、

ともに来年度以降、被災者支援の具体的実務を

明確にする中で、御指摘の被災者支援システム

を初め、現在、本市で使用している基幹システ

ムの活用ができないかなど、さまざまな観点か

ら、また他自治体の事例も参考にしながら、シ

ステムの構築に向けて、取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 本市の業務継続計画

が完成してから、市の基幹計画と、また支援シ

ステム、２種類の中から選んでいくということ

でございますが、本市にとって、使い勝手がよ

く、被災後の復旧復興がスムーズにいくもので

あれば、どちらでもよいと思います。 

 私が初めて被災者支援システムを紹介したの

は、平成２３年６月議会でありましたが、当時、

このシステムを導入していたのは、全国で３０

０自治体ほどでございましたが、今は９００自

治体ほど取り入れておりまして、徳島県や岐阜

県、１００％の状況でございます。 

 また、先ほど市長言われました西宮情報セン

ターに問い合わせてみますと、特段の専門家が

いなくてもできるという説明や、具体的なやり

方は教えてくれるということでありますので、

またそういう問い合わせもしてみていただきた

いと思います。 

 続いて、３番目、防災拠点となる高台造成の

進捗状況についてでございます。 

 昨年１０月１５日、執行部より萩原の高台調

査の進捗状況について説明がございました。現

在、市内業者により、測量を行っておりまして、

９月初旬にボーリング調査を発注して、１１月

中にはボーリングが終了し、平成２６年１月に

は実施計画が完了する予定であると。まだ土地

の地権者の確定ができていない中で、調査と並

行して進んでいると、大変な状況であるという

ことを、説明をいただきました。 

 そこで、まず、萩原地区の高台についてです

が、現在では、ボーリングによる地質調査も終

了していると思いますが、その調査結果につい

てお伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 高台造成の地質調査の結果についての質問で

ございますが、このたびのボーリング調査は、

さきの１月末をもって完了いたしました。 

 まず、造成に際し、盛り土を予定する箇所周

辺に３本、調整池予定箇所周辺に１本の、計４

本のボーリングを行い、地下水位の把握や、地

質分布、基盤岩振動等のデータを取得し、各種

の物性試験、サンプリングも行いました。 

 その結果は、簡単に申しますと、想定以上に

粘性土層が深く、さらに地下水位も高く、基盤

岩位置も低いという結果となっております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 今の御答弁によりま

すと、基盤岩振動ですか、岩盤も低い位置にあ

って、軟弱層があるということですが、ここに

１０メートルを超える盛り土を行っていくとい

うことですので、しっかりとした地盤改良を行

った上で、継続作業を行っていただきたいと思

います。 

 次に、用地測量。現在、用地測量、地権者の

確定作業の段階に入っていることだと思います

が、この進捗状況について、お伺いをいたしま

す。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 萩原地区の用地測量の進捗状況につきまして

は、本年１月に契約を締結し、２６年度夏の完

了をめどに、造成予定地の権利者特定作業を、

法務局所蔵の切り図による予備調査を行ってい

る段階です。 

 今後につきましては、特に特定が困難な山林

部の地権者特定のため、関係権利者に現地確認

を依頼し、切り図か連続図の作成を行い、境界

確定、地籍測量を行ってまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 
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○６番（野々下昌文君） 答弁によりますと、

造成予定地の地権者の確定作業は、２６年度の

完了を目指して、取り組んでいる最中であると

の答弁でありますが、この対象となる地域での

説明会が、何回か行われたと思いますが、造成

予定地域の皆さんの反応といいますか、どのよ

うな意見が出たのか、どのような意見を持って

おられるのか、その開催状況についてお伺いを

いたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 萩原、与市明地区への説明会は、先日の２月

１９日、同じく２月２８日に、地区別に２回の

説明会を行いました。 

 その際、多数御参加いただきました関係者の

皆様の御意見を簡単に申しますと、高台の必要

性については承知しているが、高台に至る道路、

取りつけ道路に関して、さまざまな御意見をい

ただきました。 

 高台整備や、道路が設置されることにより、

雨水排水に対する懸念の声が多数にのぼり、さ

らに道路周辺となる家屋からは、路面勾配に伴

う宅地との段差が生じ、景観が悪化する、不便

になるのでは等々の貴重な意見をいただきまし

た。 

 このことからも、アクセス道路の計画に際し

ては、いただきました御意見を反映すべく検討

を重ね、次回の説明会の開催に際しては、さら

に広く御理解いただけるよう、努めてまいりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） ２月に入ってから２

回の説明会を行って、多く参加者があって、い

ろいろな意見をいただいたということですが、

そこで、私たちも経験があるんですが、気をつ

けていかなくてはいけないのは、どんな立派な

工事をしたとしても、必ず不利益をこうむる人

たち、地域というのは、必ずあります。 

 そういうところから、いろんな問題が出てき

ますので、より一層、そういう人たち、そうい

う地域に関しては、丁寧な対応、説明をしてい

ただきたいと思います。 

 また、アクセス道の話もあったということで

すが、宿毛小学校が移転となれば、低学年の子

供たちの通学路であり、また、市民の有事の際

の避難路ともなるわけですので、十分な、心配

りのあるアクセス道を考えていただきたいと思

います。 

 次に、１月末の完成予定であった実施設計の

業務についてですが、これ完成しているのかど

うか。完成していなければ、おくれている理由

と完成時期について、お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 高台実施計画委託の進捗状況についてでござ

いますけれども、現在、設計に関する高台の位

置、形状、高さ、平地部及び切土、盛り土、調

整池等、主要な施設の配置につきましては、ほ

ぼ完了しておりまして、残業務としましては、

関係２地区の意向を受けた上での取りつけ道路

の概略説明、及び路線測量となっております。 

 もし、詳しい答弁が必要でしたならば、関係

者のほうに、担当者のほうに答弁させますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 今、残務作業として、

２地区の意向を受けて、取りつけ道路の調整が

残っている段階であるという話だと思いますが、

高台調整に関する今後のスケジュールについて、

お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 萩原地区高台移転に関する今後のスケジュー
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ルはということでございますけれども、先ほど、

お答えしてきた部分と重複をいたします。 

 実施設計を完了後、本年の秋ごろをめどに、

土地の境界確定、地籍測量を完了したいと考え

ております。 

 また、造成工事に着手する時期につきまして

は、用地取得完了後となりますので、今、申し

上げることはできません。 

 しかしながら、早期着工を目指し、起業地に

関する地籍測量が終わり次第、不動産鑑定評価

を経た後、権利者に対する説明会を行い、土地

建物に関する個別交渉に取り組んでまいりたい、

このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 地権者も確定してい

ない中で、大変な作業だと思いますが、頑張っ

ていただきたいと思います。 

 それでは、昨日の中平議員の質問とも重なり

ますが、同じく高台の移転地となっております

小深浦の西地域の防災拠点としての高台整備に

関してですが、昨日の市長の答弁では、西地域

の片島小学校や中学校、咸陽小学校の移転候補

地にもなり得る高台であるとの答弁がありまし

た。 

 この地域は、国土調査が済んでおり、萩原地

区よりスムーズに進むんではないかと考えます

が、今後のスケジュールについてお伺いいたし

ます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 小深浦地区の高台造成の今後のスケジュール

についてでございますが、先日、中平議員も答

弁で触れましたけれども、現在、戸別訪問によ

る用地交渉に着手したところでございます。 

 平成２６年度におきましては、引き続き、用

地交渉を行ってまいりますが、買収の状況に合

わせて、具体的なスケジュールを策定してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） いずれにしましても、

この二つの高台とも、津波浸水地域の学校の移

転の予定があるということですので、大変な作

業でありますけれども、全力で取り組んでいた

だきたいと思います。 

 この高台の質問については、以上で終わりた

いと思います。 

 次の、臨時福祉給付金、臨時特例給付金への

取り組みについてでございます。 

 これは、５．５兆円規模の経済対策を実施す

るための２０１３年度補正予算が、６日の夜、

参議院本会議で与党両党の賛成多数で可決成立

をいたしました。 

 この中に、４月からの消費税が８％に引き上

げられることによりまして、所得の低い人ほど

負担が重くなるという、逆進性に対する負担軽

減策として、低所得者向けの臨時福祉給付金、

また子育て世帯向けの臨時特例給付金、また消

費税による住宅の買い控えなどを防ぐための住

まい給付金などが含まれております。 

 特に、臨時福祉給付金については、税務当局

以外では、課税情報の守秘義務がありまして、

対象世帯に確実に通知できないという問題も指

摘されておりましたが、実施主体は市町村であ

り、受け取るには申請手続が必要となります。 

 この対象者には、きちんと周知をしてあげな

くてはいけないことだと思いますが、本市とし

ては、どのような方法で周知徹底を図っていく

のか、お伺いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 御質問の給付金につきましては、平成２６年

４月１日からの消費税率の引き上げに伴い、低
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所得者や子育て世帯等への負担の影響を緩和す

るための臨時的な措置として、住まい給付金、

臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金、

通称、子育て臨時給付金の名称で、一定の要件

のもとに、給付措置されるものです。 

 これらの制度の概要につきまして、簡単にで

すけれども、説明を申し上げます。 

 １点目の住まい給付金についてですが、この

給付金は、消費税率の引き上げによる住宅取得

者の負担緩和を目的として支給されるもので、

住宅ローン減税の拡充による負担軽減効果が、

十分に及ばない一定以下の収入層に対して、住

宅ローン減税と合わせて負担の軽減を図るもの

です。 

 ２点目の臨時福祉給付費につきましては、消

費税率の引き上げに際し、低所得者に与える負

担の影響を考慮し、支給されるもので、支給対

象者は平成２６年１月１日の基準日において、

住民基本台帳に記録されており、平成２６年度

分の市町村民税が課税されていない者から、市

町村民税が課税されている者の扶養親族等や、

生活保護制度内で対応される被保護者等を除い

た者です。 

 給付額は、支給対象者１人につき１万円で、

支給対象者のうち、老齢基礎年金や、児童扶養

手当等の一定の年金や、手当等の受給者は、１

人につき５，０００円の加算措置がございます。 

 ３点目の子育て臨時給付金につきましては、

臨時給付金と同様、消費税増税に伴う子育て世

帯への影響を緩和するために支給されるもので、

支給対象者は、平成２６年１月１日の基準日に

おいて、平成２６年１月分の児童手当の受給者

で、平成２５年の所得が児童手当の所得制限額

に満たない者です。 

 給付額は、対象児童１人につき１万円で、支

給対象者の平成２６年１月分の児童手当の対象

となる児童から、臨時福祉給付金の対象者や、

生活保護制度内で対応される被保護者等を除い

た者となります。 

 いずれも、市民に関係の深い制度となってお

りますが、住まい給付金につきましては、全国

に設置される住まい給付金申請窓口、または住

まい給付金事務局への受け付けとなっておりま

すので、宿毛市独自の制度周知は考えておりま

せんが、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特

例給付金につきましては、宿毛市において、平

成２６年度に申請を受け付け、支給を行う必要

がありますので、現在、準備を進めているとこ

ろでございます。 

 野々下議員がおっしゃいますように、この制

度を実施することが国で決まってから、制度の

概略が市に知らせるまでの期間が短かったこと、

また、制度設計が不十分な点もあり、制度の周

知がおくれている状況です。 

 制度の概略については、市のホームページに

掲載していますが、申請時期や書類の内容など

の詳細は未定であるため、詳しい内容を広報で

きていません。詳細が決まりましたら、市のホ

ームページ及び広報への掲載はもちろん、内容、

手続方法などを、順次お知らせする予定として

おります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 周知方法がまだ決ま

っていないということですが、決まり次第、速

やかに広報、お知らせのほう、よろしくお願い

をしておきたいと思います。 

 また、この臨時福祉給付金の対象者は、単身

者の場合、課税対象の被扶養となっていないこ

とが条件となっております。子供さんの扶養に

なっていては、もらえませんよということなん

ですが、先ほど、市長の答弁の中にもありまし

た。この確認が、他市町村に子供さんがいたり

する場合、また子供さんたちが勝手に扶養にし
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ていたりすると、これに適用されなくなります。 

 お金が給付された後で、税業務の中で被扶養

ということがわかるというこということ、そう

いう可能性もあろうかと思いますが。 

 つまり、支給をした後、お金を返していただ

かなくてはいけないことも、発生し得る可能性

もありますが、その場合の対応について、お伺

いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 再質問でございますけれども、臨時給付金等

の支給基準日が、平成２６年１月１日となって

おり、その時点で市民税非課税であった場合に

は、給付金の支給対象者となりますが、支給後

に税情報の修正等により、課税されることにな

ったり、課税世帯で扶養されている状況になっ

た場合には、支給対象者ではなくなるために、

支給済みの給付金は、市に返還していただくこ

とになります。 

 また、給付金の申請書において、支給後に、

要件に該当しないことが判明した場合の給付金

の返還については、申請者の同意を得るという

こととしております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 申請者の同意を得て、

返していただくということですが、多くの自治

体では、６月ごろからの申請受け付けというこ

とになっておりますが、本市ではいつごろから

受け付けが開始になるのかお伺いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 臨時福祉給付金も、子育て臨時給付金も、市

民税の課税、非課税の確定が、支給事務の重要

な要件となっています。 

 現在、税務課が申告相談を受けており、６月

には市民税の課税、非課税の賦課業務のめどが

つきますので、７月以降に準備が整い次第、申

請の受け付けを開始したいと考えています。 

 申請受け付けの２カ月ほど前から、パンフレ

ット等で制度の周知や、申請期間など、広報活

動を行い、申告漏れがないよう、取り組んでま

いりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） ７月ごろから申請受

け付けになるということですが、漏れないよう

に周知徹底のほう、よろしくお願いしたいと思

います。 

 この問題、最後に関連質問として、最近聞い

た話ですが、通告もしてないわけですが、心配

な話ですのでお聞きをしておきたいのですが。 

 他市町村では、臨時福祉給付金、また特例給

付金、対策、専属的な部署を構えて対応してい

るところもございます。 

 四万十市では職員２名、臨時職員４名、計６

名で、専属の部署で対応していく。 

 また、土佐清水市では、３名の専属の職員を

構える。 

 本市でも、これ特例給付金、また福祉給付金、

合わせると１万件近い件数になろうかと思いま

す。このままの体制で、通常の福祉事務所の業

務に支障を来すことはないのか、これは大丈夫

なのか、お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 この制度により、現在の職員の体制で対応が

できるのかという内容の質問でもあろうかと思

いますけれども、また、先ほども答弁いたしま

したように、制度設計等が不十分な点もありま

して、市としても、それに対応する職員体制と

いうのは、現段階では、正職員を新たにそこに

増員するとかいうこと等については、考えてお

りませんけれども、いずれにしても、そのよう
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な必要性は迫ってくる。 

 やはり、配置の増強をするということについ

ては、いろんな形で対応しなければいけない、

そういうときが必ず来るのではないかなという

思いもしてます。 

 そういう形の中で、具体的な事務内容が明確

になっていく中で、そういう体制についても、

市民に対して迷惑がかからないような対応をし

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） いずれにしましても、

両方に市長の差し支えのないような取り組みを、

万全の対策でよろしくお願いをしたいと思いま

す。 

 以上で、給付金については終わります。 

 次に、地域包括ケアシステムに向けての具体

的な取り組みということで、質問をいたします。 

 団塊の世代が７５歳以上となり、高齢化で、

医療や介護が爆発的に増える２０２５年問題の

解決策の一つとして示されているのが、この地

域包括ケアシステムであります。 

 現在、２０１２年４月からの第５期の介護保

険事業が実施されているところでございますが、

その柱となるのは、地域包括ケアシステムの確

立ということでありますが、このシステムとい

うのは、年を重ねる中で、必要となる医療、介

護、生活支援などのサービスを、住みなれた地

域で総合的に受けられて、生涯にわたって、安

心して暮らせる仕組みのことでありますが、主

に在宅の要介護、高齢者が２４時間３６５日を

通し、３０分以内に駆けつけられる日常生活圏

で、介護、医療、生活支援などの各種サービス

を受けることができるようにするのが、この地

域包括ケアシステムのねらいであり、高齢者の

生活を地域で支える仕組みであります。 

 その中で質問ですが、団塊の世代の皆さんが

高齢者年齢に進む中で、予防医療、また予防介

護等にあわせて、地域包括在宅ケアも非常に大

事になってくると思います。 

 私の友人に、病院から退院した後、体が自由

に動かないということもあって、通院によるリ

ハビリも、家でのリハビリも、次第にやめてし

まいまして、どんどん症状が悪化していったケ

ースがありました。 

 そのときに、医療、また介護の在宅のケアが、

非常に必要性を痛感をいたしました。そこで、

本市での地域包括ケアシステムにおける医療、

介護の連携について、お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 地域包括ケアシステムにおける、医療と介護

の連携についての質問でございます。 

 先ほど、議員の質問もありましたように、地

域包括ケアシステムとは、団塊の世代が７５歳

以上となる２０２５年をめどに、重度な要介護

状態となっても、住みなれた地域で、自分らし

い暮らしを、人生の最後まで続けることができ

るよう、住まい、医療、介護予防、生活支援が

一体的に提供される体制の構築を実現すること

であり、宿毛市でも第５期宿毛市介護保険事業

計画において、基本理念として位置づけ、推進

しているところでございます。 

 在宅生活を継続していくためにも、医療情報

を取り入れた、適正なケアプランを作成する必

要があるなど、医療と介護の連携は、欠かすこ

とのできないものです。 

 本市でも、第５期宿毛市介護保険事業計画に

基づき、地域包括支援センターの機能強化を行

い、当センターを中心として、平成２３年２月

より、医療機関在宅支援、居宅支援事業所等連

携協議会を立ち上げており、現在、２カ月ごと

に研修や、事例の検討会を開催し、顔の見える

関係性の構築、介護関係者の医療分野の知識の



 

－ 78 － 

充実、これを図るなど、在宅生活を支える医療

と介護の連携強化に努める取り組みを推進して

おります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 在宅の医療、介護の

連携強化に取り組んでいるということですが、

地域における医師不足という根本的な問題もご

ざいます。本市独自の体制、独自でつくり上げ

るケアシステムの体制をつくり上げていってい

ただきたいと思います。 

 そこで計画されている地域包括ケアシステム

の構築に向けて、本市においては、どこが中心

的な役割を担っていくのか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 地域包括ケアシステムの構築に向けて、どこ

が中心的な役割を担うのかということでござい

ます。 

 国から示されております地域包括ケアシステ

ム構築に向けた取り組みにおいては、在宅医療、

介護の連携推進、また認知症施策の推進、また

地域ケア会議の充実、さらに生活支援、介護予

防の充実等を、地域支援事業に位置づけ、地域

包括支援センターを中心に実施するとなってお

ります。 

 当市も機能強化した地域包括支援センターを

中心とした体制づくり、これを考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 現在、支援センター

を中心に、システムを構築していくということ

でございます。 

 次の、２４時間対応の定期巡回、随時対応型

訪問介護、看護サービスが、今後、地域包括ケ

アシステムの中の中核部分を見直す仕組みとし

て期待をされていますが、本市での取り組みに

ついてお伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 質問のありました２４時間対応の定期巡回、

随時対応型訪問介護、看護サービスは、重度者

を初めとした要介護高齢者の在宅生活を支える

ため、日中、夜間を通じて訪問介護と訪問看護

が密接に連携しながら、定期巡回型訪問を行う

ものです。 

 このサービスには、事業所の人員増加を含め

た体制強化が不可欠となってまいります。宿毛

市におきましては、市内の一事業者が、夜間訪

問の実施に向けた検討を開始しておりますので、

現在、実施している日常生活圏域ニーズ調査の

結果も踏まえ、今後、事業者と実現に向けた協

議を実施してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） このケアシステムの

一番大事な部分なのですが、この２４時間対応

というのは、どこの地域に行っても事業者がい

ないというのが実情でありまして、今、市内の

業者が夜間訪問実施に向けた協議をしていただ

いているということでは、非常に大事なことだ

と思います。 

 この実現に向けた取り組みを、サポートをよ

ろしくお願いをしたいと思います。 

 次に、認知症対策についてですが、先ほども

答弁がありましたけれども、地域包括ケアシス

テムの構築に向けた地域支援事業の充実に中に

は、認知症対策の推進も含まれております。 

 要介護高齢者の多くは、認知症であり、その

数は、今後もさらに増加をしていくと思われま

す。 

 初期の認知症は、適切な介護サービスを受け

なければ、重症化を防げないと指摘をされてお
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ります。 

 厚生労働省の研究班の調査では、２０１２年

時点で６５歳の高齢者のうち、認知症の人は推

計１５％、約４６２万人いるとされております。 

 また、認知症になる可能性のある軽度の認知

障害の高齢者も、約４００万人とされます。 

 これは、６５歳以上の４人の１人が認知症と、

その予備軍となる計算であると発表されており

ます。 

 本市として、認知症対策、特に認知症患者を

抱える家族への取り組みというのはどのように

考えているのか、お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 認知症対策はということでございますけれど

も、本市におきましても、６５歳以上の高齢者

へ、実施しました生活機能に関する調査におい

て、約３割の方が認知機能の低下を自覚してい

ること。また、ケアマネジャーへの調査により、

各介護度における認知症の割合が、約２割を占

めていることからも、認知症施策の必要性を強

く認識しているところでございます。 

 本市の認知症対策への取り組み状況としまし

ては、昨年度より認知症高齢者の介護をしてい

る家族を対象とした、認知の人と家族の集いを

結成し、気持ちの分かち合いや、認知症の方へ

の対応について、勉強会等を行っております。 

 また、認知症知識の普及啓発では、市内４カ

所で開催している健康相談事業においても、精

神科医による講話を実施しており、来年度以降

も継続することとしております。 

 また、認知症について正しく理解し、認知症

の人や家族を支援する、応援者となる認知症サ

ポーターの養成講座を、来年度より市内６カ所

程度で開催を予定しており、地域での支援者を

ふやしていく計画としております。 

 今後、迎える超高齢化社会においては、ます

ます認知症高齢者の増加が見込まれる中、地域

での生活を支えるために、早期から認知症に対

して、適切に支援が提供できる体制の確保に努

めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 私の家にも、９７歳

になる母親と同居しておりまして、認知症は、

さほど重くはないんですが、よく忘れ物をしま

す。 

 時には、ボイラーがついたままで、１日お湯

が出ていたり、ガスがついたままであったり、

ストーブがついたまま散歩に行ったり、はたで

支える側というのは、非常に、そういう軽い状

態でも、非常に大変でございます。 

 それでも、家族は大変でありますので、家族

へのケア。今、言われたように、サポーター制

度ですね、そういうことを充実をしていってい

ただきたいと思います。 

 続いて、次の質問ですが、高齢者の社会参加

の推進、住民参加の介護予防活動についてです

が、地域包括ケアシステムや、医療や介護など、

専門家以外にも、地域などから幅広い支援がか

かせないということですが、ボランティアなど

高齢者の社会参加の推進や、住民主体の介護予

防活動は、どのような事業をイメージをしてい

るのか。また、ボランティアの参加といっても、

理想はよくわかりますが、ボランティアはなか

なかふえないのじゃないかという心配がありま

す。その点、どのように考えておられるのか、

お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 地域包括ケアシステムの実現には、住みなれ

た地域では、多様なサービスが、高齢者に提供

されることが大切で、より身近な地域で、地域

力、住民力が発揮され、地域で支え合う互助、
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共助の精神が重要となってまいります。 

 第５期宿毛介護保険事業計画期間中には、健

康相談事業を通じて、住民全体で介護予防活動

の推進を行う自主グループが、市内で６カ所誕

生しております。 

 また、老人クラブ活動は市内３５クラブで、

地域元気クラブ活動は、市内２９地区で、それ

ぞれ高齢者の生きがい活動や、楽しみの場とし

て、地域力を生かした活動が実施されており、

さまざまなボランティア活動にも参画していた

だいております。 

 現在、第６期宿毛市介護保険事業計画策定に

向けて、６５歳以上の約６，３００人の人を対

象として実施している日常生活圏域ニーズ調査

の中で、社会参加や介護予防、また住んでいる

地域のボランティア活動に関する質問が含まれ

ておりますので、今後、本調査の結果を踏まえ、

より身近な地域で、住民力を生かした介護予防

活動や、ボランティア活動につながる取り組み

となるように、努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 老人クラブが３５、

地域元気クラブが２９あって、皆さんにはさま

ざまなボランティアに参加をしていただいてい

るというお話でございました。 

 市内の多くの地域で、そういう取り組みがで

きるようなサポートをしていっていただきたい

と思います。 

 以上で、認知症について、終わりたいと思い

ます。 

 最後の質問になりますが、図書館運営につい

てということでございます。 

 本年１月１６日でしたか、私たち、改革クラ

ブと未来の２会派で、合同で、オープンから半

年で来館者数５０万人を突破したという、ＴＳ

ＵＴＡＹＡで知られるカルチュアコンビニエン

スクラブを指定管理者として、図書カードにＴ

ポイントカードを導入したり、スターバックス

カフェを併設したりと、これまでの公立図書館

のイメージを覆す図書館として、注目を集めて

おります、佐賀県の武雄市の武雄図書館に政務

調査に行ってまいりました。 

 大変、衝撃を受けて帰ってきたわけですが、

本市は、あのような取り組みができるとは思い

ませんけれども、少しでも本市の図書館にプラ

スになればとの思いで、２点ほど教育長に提案

をしたいと思います。 

 １点目ですが、雑誌スポンサー制度について

ということですが、最近、多くの人に、来館し

てもらおうと、工夫を凝らした、いろいろな図

書館が全国に広がってきております。 

 例えば、コンビニエンスストアと連携をして、

２４時間、いつでも図書の受け取り、返却ので

きるサービス等を実施している所沢市や、先ほ

どお話しした武雄市の取り組みなど、独自のア

イデアで図書館の魅力を増す、そういう取り組

みをしている自治体が、全国に大変多くなって

きております。 

 この独自のアイデアの一つに、近年、企業、

団体、または個人が図書館の所蔵する雑誌の購

入代金の全部、また一部を負担して、その見返

りとして、スポンサー名の掲示や、広告の掲載

を行う雑誌スポンサー制度というものがござい

ます。 

 具体的には、雑誌の購入費をスポンサーに負

担をしてもらい、かわりに雑誌最新号のカバー、

透明のカバーなんですが、その表面にスポンサ

ー名、裏面に、全面に広告を載せるという仕組

みであります。 

 図書購入費の新たな財源を確保しつつ、また

地元企業のＰＲや、市民サービスの向上にもつ

ながる、有効な施策として、注目を今、されて

おります。 
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 全国でも相当な図書館で取り入れております。

この雑誌スポンサー制度は、平成２０年７月に

岐阜県の岐南町というところの図書館が、職員

の発案で導入をいたしまして、初めて取り入れ

て、それ以来、自治体の財政難のあおりを受け

て、予算確保に苦しむ公立図書館で、その導入

の動きが広がってきております。 

 図書館、市民にとって生涯学習の重要な拠点

でありますとともに、情報を得る貴重な場であ

り、特に雑誌類においては、市民にとっては貴

重な情報入手源であり、図書館には欠かせない

資料分といえますが、その雑誌の財源確保に有

効である雑誌スポンサー制度について、本市に

おいて導入を検討したらいかがでしょうか、所

見を教育長にお伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 御提案の制度につきましては、近年、関東、

それから中部地方等を中心に、全国の公共図書

館で雑誌コーナーの充実、それからサービス向

上を目的に導入する傾向にあります。 

 現在のところ、県内の図書館で導入している

ところはございません。 

 御提案をいただきました雑誌スポンサー制度

を活用することで、スポンサーに年間の雑誌購

入費を負担していただければ、その分の資料費

をほかの資料の購入に充てることができますし、

より多くの市民の皆様のニーズにお応えできる

可能性があると。市民サービスの向上にもつな

がると思います。 

 財政事情が大変厳しいですので、坂本図書館

といたしましても、本制度の活用につきまして

は、検討をしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） ぜひ活用、検討をし

て、勉強して、取り入れていただきたいと思い

ます。少しでも図書館のためになるように、よ

ろしくお願いをいたします。 

 ２点目でございます。読書通帳についてとい

うことでございます。 

 ある雑誌に、昨年の９月、富山県の立山町に、

公立の図書館としては、全国でも５例目となる

読書通帳システムを導入したという記事が載っ

ておりましたので、調べてみました。 

 すると、自動貸し出し機を使って借りた本の

データが、併設された読書通帳機に送信をされ、

通帳を挿入すると、本の題名と貸出日が記帳さ

れるというもので、自分がどんな本を読んだか、

今までずっと読んできたかわかるシステムにな

っておりました。 

 しかし、システム費用が２００万円を超える

ということで、立山町では、システムや通帳の

費用は、地元のロータリークラブや銀行からの

寄附で賄っておりましたので、少し宿毛市向き

ではないのかなということも感じましたので、

もう少し調べてみました。 

 そうすると、広島市では、貯金通帳をモデル

にした読書貯金通帳というものがあり、両面見

開きの冊子には、読んだ本のタイトルや感想、

満足度のチェック欄などを設けて、借りた本人

が書き込むというシステムになっておりました。 

 ここにインターネットでダウンロードできる

んですが、これは子供版の読書通帳でありまし

て、一番左に借りた日、それから本の題名、感

想。星三つありまして、よかったのか、普通だ

ったのか、本当によかったのかという、こうい

う形でつけれるような通帳がありました。これ

は子供版であります。大人のやつは、もっとシ

ンプルなやつが２種類ありました。 

 こういうこともあり、また滋賀県の甲賀市で

は、子供読書通帳というのがありまして、これ

は「見習い忍者のたぬ吉くん」というキャラク

ターを設けまして、本を読んで、修行を積んで、



 

－ 82 － 

一人前の忍者になっていくというストーリー仕

立てとなっておりまして、学校の図書室や市内

の図書館、家にある本など、読み終えたら１冊

ごとに読んだ本の題名と、一言記入し、市内の

図書館にその通帳を持っていくと、読んだ本１

冊につき１個、判を押してもらえると。 

 その判を５０個集めると、特製のしおりがも

らえまして、このしおりは忍者の免許皆伝書に

なっておると。読書忍者になったあかしがもら

えるというようなストーリーのものがありまし

て、なかなかおもしろいものでありました。 

 このように、本を好きになってもらえるよう

な、動機づけになるような取り組みとして行っ

ている自治体も、全国に多くございます。 

 本市においても、読書通帳の導入を検討した

らということを、教育長にお伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 読書推進運動が全国的に実施をされておりま

すし、宿毛市内の小中学校におきましても、い

ろいろな工夫はされております。 

 坂本図書館といたしましても、図書館内での

展示、それから読書講座、読み聞かせ、それか

ら赤ちゃんと保護者に絵本を介して、心の触れ

合いを呼びかけていく、そういう事業のことを

ブックスタート事業と申しますが、そのブック

スタート事業、それから学校訪問読み聞かせ、

そういうものをボランティアの皆様のお力をお

かりしながら、読書推進に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 また、学校との連携、協力ということで、団

体貸し出しを実施する中で、児童生徒の読書推

進にも取り組んでおります。 

 読書通帳の導入につきましては、自分で読ん

だ本を利用者が通帳に記入をし、履歴を残すこ

とで、本を読む楽しみもふえますし、再読にも

つながり、友人等に自分の本を紹介できること

など、読書推進につながるものと思われます。 

 高知県内では、導入している公共図書館はな

いようでございますが、全国的には多くの図書

館が取り組んでおりまして、坂本図書館といた

しましても、読書通帳の導入につきましては、

小学校、中学校との連携も含めまして、今後、

検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 小中合わせて検討し

ていっていただけるということでございますの

で、ぜひよろしくお願いをいたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（今城誠司君） この際、午後１時２０

分まで休憩いたします。 

午前１１時５８分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時２０分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ５番、通告に従いまし

て一般質問をいたします。 

 まず、初めに、中心市街地活性化計画の現状

についてお伺いをいたします。 

 平成２６年度の行政方針の表明を何度か読み

ましたが、中心市街地に関する文字・言葉が全

然出てきません。 

 平成２４年度・平成２５年度の行政方針の表

明には、「商工業について」ということで、

「中心市街地の構築に向けた基本計画の策定を

目指し、安全安心、安全でにぎわいのあるまち

づくりの推進に努めてまいります」との文章が

あります。 

 今回、中心市街地に関することが触れられて

いないと感じていますが、市長の考えについて、

お伺いをいたしたいと思います。 
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○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ５番、岡﨑議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 まず、中心市街地活性化計画の現状について

ということの質問でございますけれども、中心

市街地活性化計画の策定につきましては、平成

２６年度の行政方針に、言葉としては触れてお

りませんが、決して市街地の活性化の推進をし

ないということではございません。 

 この計画策定につきましては、現在、中心市

街地活性化協議会において、より具体的、かつ

実現可能な事業の特定作業を行う中で、基本計

画案を煮詰めているところでありますが、特に

計画の中で、大きなウエートを占める商業地域

の活性化について、商業者みずからの実現性の

ある、具体的な提案がないことなどから、計画

はなかなか煮詰まらない現実があります。 

 景観に配慮した道路整備など、市としてでき

ることは取り組んでおりますが、計画策定には、

かなりの時間を要することから、今回の行政方

針には、言葉としては触れていませんけれども、

今後の基本計画の策定を目指し、安全安心で、

にぎわいのあるまちづくりの推進に努めてまい

ります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ただいま市長の答弁の

中でありましたことについて、再質問させてい

ただきます。 

 商業地域の活性化、確かに、今、現状、なか

なか商業地域、あそこに２つ振興組合がござい

ますけれども、人口の減少等々について、なか

なか活性化ができない方向性にあるということ

は、僕自身もよく存じておりますけれども、そ

の中で、かなりの時間を、中心市街地活性化策

定に向けて、かなりの時間を要するというふう

に、今、市長のほうが答弁をされましたけれど

も、このかなりの時間というのは、大体どの程

度ですか。５年後、１０年、２０年。このかな

りの時間について、ちょっと御質問したいと思

いますが、よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 かなりの時間という形でお答えさせていただ

きましたけれども、そのかなりの時間を要する

というのは、商業地域の活性化について、商業

者みずからの、実現性のある、具体的な提案が

ないということから、計画がなかなか煮詰まら

ないというところに起因しているわけでござい

まして、こうした方々の商業者の皆さんが、積

極的な提案をしていただく、そういう形の中で

は、その速度というのは、早くなる、当然なが

ら、状況の中でのお答えとさせていただきまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） 商業者からの計画がな

いということで、よく理解できましたので、あ

りがとうございます。 

 次に、現在、水道通りの中央線の整備をして

おりますが、以前に具体的なタイムスケジュー

ルをお聞きしたわけでございますが、そのとき

に、平成２５年度完成に向けて、取り組んでま

いりたいと考えております、との答弁をいただ

きました。 

 完成時期について、お伺いをいたしたいと存

じます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 現在、行っている中央線の水路整備につきま

しては、改良を行う農業用水、排水路構造物の

下に配管するＮＴＴ、四国電力等の電線管理者

との地中埋設管の管理、そして施工等に関する

協定協議に不測の時間を要したために、本年度
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内の完成が見込めなくなりましたので、水路の

完成は翌年度に繰り越しを行う予定でございま

す。 

 そういう点で、２５年度完成は難しい、そう

いう状況でございます。 

 また、景観に配慮した道路空間高質化事業と

しての中央線全体の整備につきましては、２７

年度の完成を目標に、整備を進める予定として

おります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ありがとうございます。 

 できれば、不測の時間を要する事態が起こっ

たということでございますので、そこも含めて

早目の完成を目指していっていただきたい、そ

のように思っております。 

 次に、高知銀行の跡地利用についてお伺いを

いたしたいと存じます。 

 以前、質問をしましたときに、小野 梓記念

公園の環境美化に努めるとともに、暫定的措置

として、砕石などを敷きながら行うなど、利便

性の向上を図りたいとの答弁をいただきました。 

 小野 梓記念公園については、新たに整備を

されていますし、高知銀行跡地についても整地

化され、砕石が敷かれている状況にあります。 

 その点については、一定、評価をするもので

すが、今後、高知銀行の跡地の利活用を、どの

ように考えているのか、お伺いいたしたいと思

います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 高知銀行跡地につきましては、中心市街地活

性化基本計画案においても、小野 梓公園とと

もに、中心市街地のシンボルとして、緑と水と

草花があふれる憩いの場として、位置づけられ

ております。 

 砕石等、一定のそのような形の整備はしてお

りますけれども、今後の利活用につきましては、

この中心市街地活性化協議会において協議を重

ね、よりよい利活用を考えてまいります。 

 現在のところ、このような答弁にさせていた

だきたいと思います。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ありがとうございます。 

 今、中心市街地活性化協議会で、利活用につ

いては考えていっていただきたいというような

答弁をいただきました。 

 私も、中心市街地活性化協議会の一メンバー

でございますけれども、市長の思いとして、あ

そこの高知銀行跡地には、どういうものがあれ

ば、中心市街地、今後、住民の利便性等々を考

えた中でよいのかというのは、端的に答弁でき

るところで構いませんけれども、答弁していた

だければと思っております。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 現在の高知銀行の跡地については、跡地とと

もに、あの一画が想定されるというか、そうい

う事業の方向性になっているわけでして、その

辺の土地のことについても、まだ明確に整理が

ついてないという状況にもございますので、ま

だまだ不透明なところはありますけれども、私

としては、あそこの、まさにここに書かれてい

るように、緑と水と草花あふれるという形の場

所として位置づけられておりますので、大きな

木などを植えるということについては、市街地

の中で難しいと思いますけれども、あそこに、

例えばバラの花であったり、草花、そういうも

のが植栽されて、市民の憩いの場所となる。あ

るいは、そこに買い物に来られた人たちがくつ

ろぎの場所になる。そして、隣の小野 梓公園

のほうは、若干、整備しましたけれども、そう

いうものとの一体的な形の中で、寄贈していた

だいたほうから見ても、喜んでいただけるよう
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な、また今後の方向性については、一定、小松

製作所の中にある日本の花を、花の会というの

があるんですけれども、そこの皆さんも、一定、

絵を描いてみたいという意向も聞いておるんで

すけれども、なかなか土地との関係を含めて、

まだ煮詰まっていないので、こういう絵を描い

てくださいということも、まだなかなかお願い

ができないという、そういう状況にあることも

事実でございますけれども、できるだけ早く、

この辺の、中央線のそういう整備と連携する中

で、まちの活性化を目指して、計画どおり進め

てまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） 市長、どうもありがと

うございました。とても詳しい説明をいただき

まして、満足をしておりますので、どうぞ早期

に利活用のほう、していっていただきたいと、

そのように思っております。 

 次に、小野 梓記念公園に接すると申します

か、真丁のアーケードがあります。大分、老朽

化も進んでいると思いますが、その周辺に住む

市民の安全安心、地震が起こったときに倒壊し

て、道路がふさがれてしまう可能性もあります。 

 市として、何か対応ができないかどうか、お

伺いをいたしたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 真丁アーケードにつきましては、昭和５２年

に設置してから、既に３７年が経過しており、

議員御指摘のとおり、老朽化が進んでおります。 

 このことは、真丁商店街振興組合としても懸

念しており、現在、国の商店街まちづくり事業

などの補助事業を活用し、アーケードの撤去等

ができないか、協議をしているところでありま

す。 

 今後、真丁商店街振興組合内で意見集約をし、

事業を実施するとなれば、市としては、国等の

補助事業を活用する中で、支援してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） どうもありがとうござ

います。 

 市としても支援していくということでござい

ますので、よろしくお願いいたしたいと思いま

す。 

 それでは、今後の中心市街地活性化について、

少しお伺いをいたしたいと思います。 

 平成２５年１２月１１日に、内閣官房地域活

性化統合事務局より、中心市街地活性化推進委

員会から、中心市街地活性化に向けた制度運用

の方向性という報告書が発表をされております。 

 その中で、平成１８年８月に、現行の中心市

街地の活性化に関する法律が施行されてから７

年が経過をし、全国１１７市において、基本計

画が策定され、関係各省が連携して、活性化に

取り組んできたところであるが、中心市街地は

依然として厳しい状況におかれている、との現

状評価がされております。 

 基本的な方向性として、地方自治体の役割は、

目指すべき中心市街地のあり方の共有や、各取

り組みを総括、コーデイネートし、中心市街地

活性化のイニシアチブを発揮し、地域の特色を

生かしたビジョンを策定し、事業を計画的、着

実に実施するとのことでありますが、その点に

ついて、市長のお考えをお伺いいたしたいと思

います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 中心市街地の活性化につきましては、活性化

協議会の総意として、行政に対する強い要請が

ございました。過去の旧法における活性化計画

の頓挫を受けて、新たな計画策定においては、
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まず、行政がやる気を見せ、汗をかく、こうい

うことでございました。 

 その要請に応えるべく、先行可能なハード事

業に、宿毛市としては着手をいたしました。 

 無電柱化など、景観に配慮した中央線、これ

は水道通りの整備ですけれども、さらに安全安

心のまちづくりとして、市道土居の後線の避難

道の位置づけによる拡張整備、さらには避難場

所としての忠霊塔の整備、これを実施しており

ます。 

 今後につきましては、中心市街地活性化計画

の実現に向けて、御指摘のありました理念の共

有や取り組みの総括、コーデイネート、さらに

はイニシアチブを発揮し、地域の特色を生かし

たビジョンを策定するために、市ができること

はできる限りやってまいりたい、このように考

えておりますし、これまで以上に、宿毛商工会

議所及び中心市街地活性化協議会と連携を強化

し、中心市街地の活性化に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） 御答弁ありがとうござ

います。 

 今、市長より、市ができる範囲において、で

きることはしていきたいということで御答弁を

いただきました。まことにありがとうございま

す。 

 中心市街地活性化については、市長のリーダ

ーシップも問われるところがあるかと思います

ので、市長の、今後、将来的なビジョンを含め

て、中心市街地活性化に向けての取り組みの中

で、そのビジョン等を、また明らかにしていっ

ていただいたらなと、そのように思っておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたしたいと思

います。 

 次に、宿毛市駅東地区土地区画整理事業の保

留地の処分について、お伺いをいたしたいと思

います。 

 この宿毛市駅東地区土地区画整理事業は、平

成９年に土佐くろしお鉄道宿毛線が開通するに

伴い、地区に隣接している宿毛駅前地区内に宿

毛駅が開設され、宿毛市の玄関口となり、宿毛

市の顔となる宿毛駅周辺地区において、都市計

画道路を初めとする公園、水路などの公共施設

の整備、改善を行い、計画的な市街地の誘導に

より、新たな魅力ある都心の形成と、良好な都

市環境整備を実施する位置づけにすることを目

的として、事業実施に至ったものでありますが、

そこで質問をさせていただきたいと思います。 

 平成２４年９月議会で質問したときに、保留

地は２７区画残っておりましたけれども、質問

したときから数えると、１年６カ月ほど経過を

していますが、現状として、保留地は何区画売

れて、残りは何区画になったのか、お伺いをい

たしたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 大変残念なことではございますが、以前、答

弁して以来、現在まで、売却の実績はございま

せん。 

 残りの区画についても、２７区画のままでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） 再質問をいたします。 

 １年６カ月たって２７区画、前と比べて売れ

てないという状況にあるということでお伺いを

いたしました。 

 そこで、宿毛市のホームページを見てみます

と、土地分譲情報というのがありまして、そこ

を見てみますと、宿毛東団地２０区画と、宿毛

駅東地区１３区画の情報があります。 

 宿毛東団地の情報を見ると、譲渡予定額が掲

載されていて、土地の坪当たりの単価と、総額
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がわかりやすく表示をされているわけです。 

 宿毛駅東地区の保留地については、そのよう

な表示がありません。宿毛駅東地区の保留地に

ついても、同じような表示、土地当たりの、坪

当たりの単価と、総額を表示すべきではないか

と考えますが、市長の考えをお伺いいたしたい

と思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 御指摘にありました、わかりやすくという観

点からも、処分価格の掲載はできるだけ早く、

未売却２７区画の保留地について、ホームペー

ジに掲載していきたい、このように考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ありがとうございます。

早急にホームページのほうに掲載をお願いした

いと思います。 

 次に、平成２０年に不動産鑑定士の鑑定を受

けてから、保留地について５年以上経過してい

るわけですけれども、近年の土地の状況等を考

えると、土地価格の見直し、再鑑定をすべきで

はないかと考えますが、市長のお考えをお伺い

いたしたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 保留地処分価格の見直しについての質問でご

ざいます。 

 議員の御指摘のとおり、平成２０年６月に不

動産鑑定士による評価額の提示を受けました。 

 この際、北工区４区画の保留地につきまして

は、工事未完了ということもあり、鑑定評価額

が出ておりませんでした。この４区画につきま

しては、平成２２年１２月に鑑定評価を行いま

したが、この時点で、２０年次に行った各地の

評価と、ほぼ同様となっていたために、おおむ

ね５年をめどに、見直しを行っている処分価格

を据え置いておりました。 

 区画整理という事業の趣旨を加味した上で、

適正な価格について、平成２６年、評価委員会

に諮ってまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） 今の答弁の中で、平成

２６年度以降に評議委員会で話し合いをして、

不動産鑑定を入れるかどうかの話し合いをする

という話だったと思いますけれども、現在、宿

毛駅東地区周辺の土地、国が競売をしていると

ころがございますけれども、そこの坪単価が、

かなり安く売られている状況下にありますので、

そのことも加味しながら、再鑑定のほうをして

いただければなと思っておりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 最後に、保留地の賃貸について、お伺いをい

たしたいと思います。 

 以前、質問したときに、市長は、保留地の賃

貸については、進めていく方向で検討してまい

りたいという答弁をしていただいたわけですが、

その後、どのように検討されたのか、お伺いを

いたしたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 以前の定例会で答弁しました保留地の賃貸に

つきましては、担当課とも検討を行いました。 

 他の自治体に関しても、組合施工による賃貸

の例はあるものの、市施工による保留地の直接

的な賃貸に関する事例はございませんでした。 

 例えば、保留地管理組合とか、保留地管理会

社等の第三セク設立等を伴いますと。宿毛市と

しましては、１年に満たない、短期的な賃貸、

または常時、移動可能な建築物の設置は、実際

に行っておりますが、長期にわたる定期借地権

等による賃貸契約につきましては、相手方の事
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情や、予期できない事象による信用問題等、非

常に高いリスクを伴うため、現段階では、困難

であると言わざるを得ません。 

 このことからも、賃貸に関しましては、短期

限定とし、当面は価格の見直しによる早期処分

を優先してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ありがとうございます。 

 今、市長のほうから、市のほうでは、今、定

期借地権のリスク等々、今までそういう、行っ

た市がないということでございましたけれども、

ここは、一歩足を進めていただきまして、定期

借地権として、土地をお貸しする方法はとれな

いかどうかと、私自身考えていました。 

 そうすれば、建物についても、固定資産税の

税収も期待できるわけですし、土地についても、

賃料が入るということを考えてみましたけれど

も、それが定期借地権をすることによるリスク

等を考えた場合に、どうなるのか。そういうと

ころは、もう一度、再度、検討をしていただき

たい、そのように思っております。 

 最後に、早期処分に努めたいということでご

ざいましたけれども、一番初めの質問に戻って

恐縮ではございますが、１年６カ月経過した後、

まだ２７区画自体売れてない状況ですよね。そ

れで、早期処分を図るというのは、どのような

方法で早期に処分を図っていくつもりであるの

か、市長のお考えがあればお伺いいたしたいと

思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 なかなか売れていない土地を、早期処分とい

う形でお答えはしましたけれども、とにかく気

持ちとしては、ここを早く処分をしたいという

思いもありますし、当面は価格の見直しという

ことについても、考えていかなければいけない

課題になる可能性もございますので、その辺も

判断をしながら、早期にという形でお答えをさ

せていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ありがとうございまし

た。 

 なかなか、今の経済状況を考えると、早期処

分というのは、なかなか難しいことがございま

す。だから、市のホームページを使いながら、

広報紙を使いながら、周知活動に努めていって

いただきたいなと、そのように思っております。 

 いろいろ質問しましたけれども、全てにおい

て了解いたしましたので、以上で私の一般質問

のほうは終わらさせていただきます。 

 ありがとうございます。 

○議長（今城誠司君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 １時４９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時００分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、一般質問を

行う前に、東日本大震災で亡くなられた皆様の

御冥福をお祈り申し上げるとともに、３月４日

に開会いたしましたこの議会、本当に皆さんに

御迷惑をかけました。 

 私、インフルエンザと知らずに出席をしたも

ので、執行部、議員の皆さんにうつらないかと

思って、本当に心配したんですが、うつってな

くて、本当によかったと思っております。 

 ただ、中にはうつってもらったほうがよかっ

たと思う人が、ひょっと、いたかもしれません

けれども。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問をさ
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せていただきます。 

 平成２６年も３月になり、桜の便りが聞こえ

てくる季節になりました。小中学校を初め、高

校では、卒業式や進学、就職に大変忙しい季節

になり、宿毛市においても、執行部より、平成

２６年度の当初予算が提出され、また市長より、

行政方針の表明がありました。 

 それに基づいて、今回、議員１１名が一般質

問に立ち、熱弁が繰り広げられています。 

 それでは、１回目の質問に移ります。 

 沖本市長が就任いたしまして２年が過ぎまし

た。その間も、宿毛市の人口は年々減少し、過

去の宿毛町が見えてきました。 

 なかなか人口の減少に歯どめができませんが、

今こそ、国の厚い支援を探して、官民が一体と

なって、宿毛市のためにチャレンジをしなくて

はいけないと思っております。 

 宿毛市の市長として、５年後、１０年後の宿

毛市のために、市長のふるさとに対する熱い思

いを語っていただきたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） １０番、浦尻議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 ５年後、１０年後の宿毛市について、熱い思

いを述べよとの質問もいただきました。 

 議員御承知のように、御指摘のように、我が

国の長期にわたる景気の低迷等々、比例して、

本市の人口は、さまざまな取り組みを実施して

いるにもかかわらず、減少を続け、特に子供を

産み、育てる若年層の都市部への流出が、人口

減少にさらに拍車をかけているのが現状でござ

います。 

 この１０年間で、約２，８００人も減少をし

ておりまして、この２年間でも、４６９名が減

少をしているというのが現実でございます。 

 こうした中で、国においては、一昨年末に政

権与党に復帰した自民党と公明党の連立政権が、

デフレ経済から脱却を目指して、経済政策を強

力に推進し、輸出産業を中心に、景気の回復が

見られております。 

 また、好調な経済をさらに持続可能なものと

していくために、平成２５年度補正予算に５兆

円を超える予算を計上するとともに、平成２６

年度予算においても、戦後最大規模の予算編成

を行うなど、強力に経済体制を推進することと

しております。 

 本市としましても、議員の御指摘のように、

国のさまざまな支援策等を積極的に活用する中

で、一次産業の振興や、防災対策、さらには若

年層が定住し、安心して子育てや教育を行うこ

とができる環境づくりなど、将来にわたって、

宿毛市が飛躍、発展できるように取り組みたい

と考えております。 

 少し長くなりますけれども、しかしながら、

こうした国の政策あった中でも、実際は、戦後

のあの高度成長期に、地方の人口というものは、

どんどん減り続けていったのも現実でありまし

て、やはり市としての独自の対策等についても、

強力に推進していかなければならないのではな

いかというふうに考えております。 

 日本全体の人口の減少が進んで、高齢化がこ

れからもさらに進むこと、これは確実でござい

ます。 

 こうした中で、宿毛市の行政の役割は、こう

した現実を受けとめて、過疎や高齢化が進んだ

としても、人口が減っても、この流れをいかに

穏やかにし、宿毛市に住んでいる皆さんの暮ら

しを支援していくこと、このことが私は大きな

役割があるというふうに思っております。 

 この人口減少を少しでも抑えることが、大き

な課題でもございます。昨日の質問にもござい

ましたけれども、人口の減少を食いとめる、こ

の対策は、政策展開の中でも大きな柱にすべき

だとの提案もいただきました。 
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 人口がふえる事業の展開、振興策、これを常

に念頭に、取り組んでまいります。 

 こうした中で、宿毛市の５年後、１０年後の

姿、そういうものについては、宿毛市としては、

平成２３年から始まった宿毛市振興計画にうた

われております、やはり市民の所得を確保する

ために、働く場所の確保が最重要課題であると

思っております。 

 中でも、地方の特性を生かした一次産業や、

加工産業の活性化が必要と思います。 

 高知県の産業振興計画を取り入れて、集落営

農で、地域の特質を、特徴を生かした農産物の

開発、漁業の水揚げの拡大と水産物加工、林業

では、木質バイオマス関連事業や、林業関係者

への支援、さらには観光振興やスポーツ施設を

利用した各種大会の開催などでの入込客の拡大、

宿毛湾港を生かす取り組みなど、行政方針の中

でも述べましたように、可能な限りの施策を展

開をしてまいります。 

 教育や福祉についても、さらに充実したもの

を目指していきたいと思っておりますけれども、

そうした中での、宿毛市の５年後、１０年後の

そういう方向について少しお話しますと、例え

ば、中山間地域では、各集落で集落営農組織を

立ち上げて、農業の集約をしながら、多様な農

産物を生産し、加工施設もつくるなどして、雇

用の安定や収入の安定を図って、地区の圃場の

維持や、神祭などの地域の行事も維持して、将

来につなげる、そしてその経営の中には林業も

組み入れて、木質バイオマス関連の事業の直接

雇用のほか、伐採や運搬、植林、下刈りなど、

関連する従業者をふやして、人口減少を少なく

していく。そして、その地域でも、高齢者も、

子供たちとともに暮らせる地域づくり、こうい

うものが、私は将来に実現していくような取り

組みをしていかなければならないと思っており

ます。 

 市内のかんきつ農家では、ブンタンやコナツ、

ナオシチなど、精力的に事業を展開するなどし

て、多くの事業者には後継者が育ち、元気な地

域が、現在もずっと継続しております。 

 こうした農業も、多くの地域で、農村におい

ても、実現をしていきたい、このように思って

おります。 

 漁業においては、豊かな宿毛湾を生かす中で、

浦尻議員の組合長をされているすくも湾漁協の

事業との連携をいただきながら、現実的な事業

を支援して、宿毛湾の魚のブランド化を図り、

広く販路を拡大して、後継者の確保を図ってい

きたい。より、そうした一次産業の振興をして、

村々がにぎわっていく、そういう、私は地域づ

くりを目指していかなければならないというふ

うに思っております。 

 さらには、安全対策も当然ですけれども、地

震や津波対策、これについても高台の早期の完

成を目指していきますし、避難場所の確保や、

あるいは市街地の地盤沈降対策事業、こういう

ものも展開が始まっているというふうに思って

おります。 

 教育においては、各学校で、生徒数は減って

いくわけですけれども、その中でも、高い学力

と、そうした個人個人の体力のある、スポーツ

の盛んな学校、生徒を、私は育てていくのでは

ないかというふうに期待をいたしております。 

 保育においても、津波浸水地域の保育園は、

地域との合意形成の中で、高台に移転し、乳幼

児がより安心して、そこで生活ができるような、

私はそういう地域づくりについても、大きく進

んでいるのではないか、このように考えており

ます。 

 しかしながら、こういう取り組みをした中で

も、不透明なＴＰＰの交渉であるとか、さまざ

まな国の政策の中で、あるいは医療や保健制度、

こうした制度そのものが、私たちの地方での暮
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らしに非常に大きく影響してきますので、不透

明な部分はたくさんあると思いますけれども、

こうした中でも、市民の暮らしを守っていく、

その立場を明確にした地域づくりが行われてい

る方向へ向けて、私は実現しているのではない

かと思っております。 

 そうした中でも、５年後、１０年後には、イ

ンフラの整備という点でも、高速道路、これは

８の字ネットワークも、できるだけ早く完成す

る形になるというふうに思っております。そう

なってくると、ここの幡多地域というのは、非

常に多くの地域外からの皆さんの入り込みがふ

えると思います。 

 そうしたときには、やはりここの産業の振興

にも大きくつなげますし、そして、今、宿毛市

が目指しているスポーツにおける入込客、そし

て地域の産業を起こすということの振興の中で

も、非常に大きく、役に立っていきますので、

運動施設、このようなものも、もっともっと拡

充しながら、地域の皆さんのスポーツを楽しん

でいただく方もふえる中で、市内外のキャンプ

も、合宿型がさらにふえて、ここで泊りながら、

交流人口が拡大していく、そういう形の、私は

地域を実現をしたい。 

 そういうところを思いながら、今の行政を進

めているところでございます。 

 まだまだたくさん関連し合うし、１０年、２

０年後の夢と希望を抱きながら、私としても、

行政に携わっているわけでございますけれども、

これも、やはり皆さんと議会とも一緒になり、

市民と皆さんとも、さまざまなところで共有し

合いながら、地域のボランティアを行っている

皆さん方と、本当に温かい地域づくり、元気な

地域づくり、これをこれからの人口が少なくな

っていく中でも、ここで暮らし続け、子供たち

を育て続けていくことのできる、年寄りはここ

で看取られていく、私はそういう地域を目指し

ていきたい、このように思っておりますので。 

 少し長くなりましたけれども、答弁とさせて

いただきます。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問を行

います。 

 長々と答弁ありがとうございました。 

 私が思っていたよりか、結構言ってくれまし

たねという感じもあるんですが。 

 やはり、市長の思いがやはり課長に伝わらな

いと、市長ひとりが思うても、空中で言うだけ

になりますので。 

 今回、再質問の中で、市長と、海のゾーン、

山のゾーン、まちのゾーンの討論会をしても、

なかなか前へ、二人がぶつかり合いしても、先

の話ですので。 

 ただ、５年後、１０年後。１０年後、課長誰

もいないと思いますので。議員もどれだけ減っ

ているかわからないんですけれども、退職はし

ているんですが。 

 一つ提案として、市長にお願いしたいのは、

５年、１０年後までに、やるべきことを先にや

っていただきたい。 

 それは、まず、私の提案は、今、市長が課長

とともに、庁議を行っていると思うんです、週

に１回。 

 私は、四半期に１回、庁議をしていただきた

い。それは、朝の庁議じゃなくて、午後５時半

から、課長は４万１，０００円の手当が入って

ますので、残業手当はありませんので、その中

で四半期の予算執行、各担当課の問題点、今後、

宿毛市の経済はどうなるのだとか。 

 例えば、私がよく関連している産業振興課、

水産部門では、四半期にどれぐらいの水揚げが

あって、どれだけの魚が宿毛から販売されてい

るのか、場所はどこなのか、単価はどうなのか、

去年との比較はどうとか、８％の消費税で漁民
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はどうなっているとか、そういう形の会議をす

るような、課長が発表して、ほかの課長が質問

攻めにする。市長、教育長、副市長もおるんで

すけれども、そうやって、宿毛市の経済、税務

課の徴収率とか、いろんなものもありますけれ

ども、そういう形で、やはり四半期に１回は幹

部を集めて、市長はそういう形の会議をして、

みんなが問題を共有して、新たな年がだんだん

近づいてくる、みんなが高齢化になる、宿毛市

のために、やはり市の職員になった以上、市長

の頭脳として、課長が頑張っていただけないと。

ただ口頭で、いろんな産業振興計画、２３年に

つくりました、読みました。絵に描いた餅が結

構ありました。 

 本当にそれじゃあだめなもので、ぜひ市長の、

トップの判断で、そういうふうな四半期に１回

の庁議をしていただきたいと思いますが、市長

の考えを伺います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 市の行政体制の方針決定等に係る庁内論議に

ついての御提案をいただきました。 

 庁議で四半期に１回、５時以降、各課との連

携の中で、その共有を図るという会議をすべき

ではないかという御提案でございました。 

 現在、御承知かもしれませんけれども、市長、

副市長、企画、総務課長は、毎日８時半から幹

部会をやって、重要な問題等についての情報を

共有しています。 

 そして、毎週月曜日には、同じ時刻に教育長

も交えまして、そのような１週間のいろんな確

認であるとか、情報の共有を図っている。そし

て、庁議については、２週間に１回実施をして

おります。 

 そして、そのほかの係長会議であるとか、補

佐会議であるとか、そういう形のものも、会議

を開きながら、情報の共有、あるいは具体的な

提案等、自由活発に議論をしているというふう

に私は思っておりますけれども、やはり、それ

は当然ながら、完全ではないということはある

と思います。 

 やはり浦尻議員御指摘のように、時間をかけ

た論議、これも必要ではないかなというふうに

思っております。 

 そうした中で、こういう形が四半期になるの

か、あるいはまた、別の、そういう期間として

は、また別な形になるのかを含めまして、庁内

でもこのような形で議論を深めていく、共有し

ていくことを強めていくには、どういうことが

いいのかということを、もう一度、持ち帰りな

がら、きょうの議論もいただきながら、幹部の

中で話を進めてまいりたいというふうに思って

おります。 

 いずれにしても、大きな課題はありますけれ

ども、それを一遍に解決することは当然無理で

す。今、できることを、言われましたように、

着実に進めていくことが、全体として、物事が

進むし、地域の振興につながるというふうに認

識しておりますので、一つ一つの事業を大切に

しながら、そのことをまた、職員の皆さんと共

有を図りながら、進めていく方針を、これから

も確認してまいりたいと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問を行

います。 

 市長から、いろいろ意見も聞きました。ぜひ、

市長、私はやるべきだと思います。 

 やはり、民間の場合は、１年の利益によって、

職員のボーナスとか、そういうもののカットも

ありますので、四半期で見えてます、どういう

ふうな状態なのか。 

 市役所のほうは、赤字になってボーナスカッ

トとか、なかなかならないんですけれども。だ
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から、そういうふうに、危機感を持った中で動

くことによって、問題を共有する。同じ課長も

転勤をする。そういう中で、市も同じ課長なん

かが転勤をするんですが、やはりよその課は領

海侵犯を犯しませんよとかいうんじゃなくて、

よその課が持っているいろんな部分とか、問題

を共有しながら、市役所の職員になった以上、

宿毛市のために働く、そういう基本を持って、

ぜひ今の私の提案を、トップの市長がやるとい

えばできるんですよ。 

 だけど、今、私の提案で、ぜひやるべきだけ

と思った課長がおれば、この課長は、本当に人

材は財産の「財」なんです。だけど、こんなこ

とできるわけないやないかと思う課長がひょっ

とおったら、その人材は罪の「罪」なんですわ。 

 最初の、やるべきだと思ったら課長がおれば、

来年４月には市会議員の選挙もありますので、

課長をやめて市会議員に立候補して、宿毛市の

ためにやるとか、そういうふうな思いの課長が、

中におったらいいなと思っております。 

 ぜひ、市長、本当の話、これからいろんな中

で、ぜひやってください。 

 そしたら、次に移ります。 

 次は、国土調査の早急な実施について、質問

に移ります。 

 昨年の７月に、議長に宛てた陳情が届きまし

た。 

 森林組合より、早急な地籍調査の実施につい

て、森林の境界を確認できるものが老齢化し、

境界確認のままならない状態である。少しでも

境界確認ができるものが存在している現在、早

急な地籍調査が必要である。森林管理制度を利

用して、都会に住んでいても、宿毛市に帰れば、

自分の所有林の所在、面積、樹齢がわかる仕組

みの陳情でありました。 

 ９月議会で、全会一致で採択をいたしました。

その後、執行部として、どのように考えている

のか、市長の考えを伺いたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 国土調査の早急な実施についてということで

ございますけれども、本市の全ての山間部にお

きまして、土地所有者の高齢化や、地元離れ等

によりまして、山林の境界確認は、より一層、

困難な状況であることは承知しております。 

 御質問にあった陳情書を受け、以後、具体的

な山林境界の問題点等、森林組合との意見交換

もさせていただきながら、協議、検討を進めて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問を行

います。 

 今、市長のほうから、やっているいう話を聞

きましたので、私、そこまで知らなかったもの

で。 

 ただ、市長、できるだけ早くしないと、先ほ

ど言ったように、年齢も高齢化してますし、本

当に大変な状態になると思います。 

 やるいうのはわかるんですけれども、例えば

都市計画、こういう部分をやるには、市長のほ

うで計画書を出して、何年から何年の間に終わ

るぐらいの、やはり計画書が、普通、要ると思

いますわ。ただ、ずるずるべったりやるんじゃ

なくて、やはりそういうふうに、計画書なんか

は恐らくないと思いますので、今後は、市長の

ほうに計画書を提出して、よりちゃんとした形

で、早目にできるようにお願いしたいと思いま

すが、市長の考えはどうですかね。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 この国土調査につきましては、当然のことな

がら、その実施しているところについては、計

画的に実施はしているわけでございますけれど
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も、今後、未実施のところについては、その年

度も限ってというところまでは困難かもしれま

せんけれども、やはり長期的な方向の中で、進

めていかなきゃいけない。 

 しかし、長期的といっても、そんなにゆっく

りしておれる状況ではないということも承知し

ております。その辺において、国の新たな制度

の展開であるとか、いろんな状況の変化もある

中でやっていく形でないと、例えば１０年後ま

でにはできますとかいうことの約束は、正直言

いまして、とてもできるような状況ではないと。

私の、それはまだ協議してない中での判断です

けれども、非常に膨大な量が残っておりますし、

境界確定にも時間がかかる、事務も大変なもの

がある。 

 そういうことも勘案をしながら、事業計画、

将来に向けての方向性は出していくべきじゃな

いかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問をい

たします。 

 今、ここに市長、宿毛市の市有林の地図があ

ります。これは、宿毛市は結構、山を持ってい

ます、お金はありませんが。 

 実際、宿毛市の市有林の面積、台帳は８２３

万７，０５８平米、実測６８９万５，８５７平

米、差額１３４万１，０００平米が、実測と帳

簿と合いません。宿毛市だけで。 

 １３４万１，０００平米といいますと、先ほ

ど聞いたんですけれども、１３４ヘクタール、

これは大きい数字が合うてません。だから、宿

毛市の行政でさえ、そういう状態なもんで、で

きるだけ早く、ちゃんとするような形で、市長

を中心として、なかなかしんどいかもしれませ

んけれども、森林組合と協議をしながら、前へ

進むことによって、都会で働く宿毛市出身のメ

ンバー、土地はこっち、山もこっちで持ってま

すが、安心して自分の財産が管理できる、そう

いう仕組みを、沖本市長を中心としてつくって

いただきたいと思います。 

 それと同じく、次に移るんですけれども、こ

れも国調なんです。 

 次に、津波浸水地域の調査について、お伺い

します。 

 ことしの行政方針の中で、国土調査事業につ

きましては、平成２６年度も、引き続き、山奈

町の現地確認による筆界調査などを推進します

と載っています。 

 また、平成２６年度以降、調査箇所の追加も

視野に、積極的に検討し、市民の財産の保全、

土地の利活用の促進に努めてまいります、とな

っていますが、なぜ山奈地区なのか、その理由

を聞かせていただきたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 なぜ山奈町なのかということでございますが、

本市の国土調査事業は、昭和５７年に、藻津地

区からスタートし、順次、東へ調査区域を拡大

し、平成６年度には、高規格道路、中村宿毛道

路延伸に伴い、事業のスムーズな進捗を図るこ

とを目的に、和田から平田町方面へと国道５６

号線に沿って調査を進めてまいりました。 

 本事業は、隣接する土地所有者において、土

地境界等を１筆ごとに確認していただくもので

あり、調査実施に際しては、測量工程において、

国土地理院が設置する測量基準点が必要になり

ます。 

 しかしながら、この測量基準点が市内全域に

おいて少ない現状にあり、新規に測量基準点を

設置するためには、国土地理院へ要望し、設置

利用可能となるまで、最短でも３年程度を要し

ます。 

 このことからも、隣接する地域を順次、計画
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的に進めていくことが、最も効率的かつ効果的

であると考え、平成２３年度には、国道沿い、

四万十市との市町村境界まで調査を進め、以後、

これまでの調査実施区域の北側に位置しており

ます山奈町山田、馬場住、竹部、西竹石地区と、

西へ向け、順次調査を進めているところでござ

います。 

 事業計画に当たっては、計画的な基準点設置

要望、及び公図と現地との整合性等、各地域ご

との課題を精査しつつ、事前準備、調査をしっ

かりと行い、事業の拡大に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 このような事情から、山奈町で実施している

のが現状でございます。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問を行

います。 

 今、市長の答弁で、大体わかりました。 

 私は山奈地区を反対しているわけではありま

せん。私は、先ほどの行政方針にあったように、

２６年度以降は、調査箇所の追加も視野に、積

極的に検討し、市民の財産の保全をするという

ことで出てます。 

 なぜ私がそういうふうに話をしたかというと、

確かに国調、難しいと思います。基準点とか、

こういう本があるんですけれども、基準点の測

量とか。ただ、私が心配しているのは、大月町

なんかも出ているんですが、海岸通りを結構や

っているんですわ。 

 それは、なぜかというと、もし今、津波が来

たときに、国調が入ってないと、境がわからな

い場所が、もし津波にのまれたとき、災害復旧

の工事ができないんですわ。だから、公共事業

の円滑な実施とか、いろんな部分によって、ど

うしてもやってないと、津波が来ても、宿毛市

は後回しですよ。大月、清水のほうが先に工事

に入りますよという形になるんですわ。 

 だから、調べてみると、大島を中心として、

小筑紫町、ぐるっと栄喜まで、海側にほとんど

ないんです。だから、今後、難しいのはわかる

んですが、やはり国調、９５％、お金が戻って

くると、５％の出費と思うんですけれども、こ

れぐらいの補助率がいいものを、できるだけ利

用して、危機管理課でも、今後はやはり津波避

難道、避難所、いろんな部分が、今後、予算化

されてくるでしょう。そしたら、都市建設課と

タイアップして、都市建設課は国調、そういう

形でいつ来るかわからない津波でも、１番怖い、

１０年後に来るんだったら、それまでにどれだ

け整備ができるのか。それは、危機管理課だけ

でできない、そして総務課、例えば今では都市

建とか、いろんな部分で協力しながらやってい

かないと、はっきり言っておくれています。 

 今、高知県、１，０００億ぐらいの、津波の

関係の予算を使いました。そのうち、宿毛市が

何％かは、私は知らないんですけれども、恐ら

く少ないです。 

 私が言いたいのは、できるだけよその地域に

負けない、宿毛市の頭脳の課長のメンバー、ト

ップの市長のメンバー、そのメンバーが宿毛市

の市民の生命を一人でも多く助ける方法、そう

いう部分で検討していただきたいと思います。 

 それについて、市長が何か答弁できればお願

いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 確かに、浦尻議員が心配されるように、東日

本大震災でああいう規模の津波が想定される、

この宿毛市の海岸地域、そういうところの復旧

復興にとっては、このような国土調査をしてい

るかしてないかというのは、大きな問題といい

ますか、判断することになると思うんですけれ

ども。 

 現在、宿毛市でも、藻津から片島にかけては、
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ずっと終わっております。大島からあと松田川

の河口から南線のほうが、まだやってないとい

う状況でございまして、ぜひともそういう方向

に向けて、かじも切っていかなきゃいけないと

いうのは、事実でございます。 

 山林地域は、面積は広く、国調が一度にでき

る可能性はあるわけで、例えば、四万十市なん

かが、一定、エリアが地域的に広く、国土調査

しているというのは、西土佐地域が１００％い

けるということなんかもありまして、非常に比

較して、パーセントが近いという形にはなって、

多いという形にはなっているんですけれども、

実際、四万十市地域なんかでは、まだまだそう

いう調査が行われてないところもたくさんある

とかいう形の中で、非常におくれた取り組みと

いうのが、宿毛市も四万十市も、他市のことを

いうあれではございませんけれども、そういう、

似たような事例もございます。 

 そういう点で、できるだけ、そのような事業

については、重視してまいらなきゃいかんとい

う認識はもっておりますので、先ほど言いまし

たような、基準点を、計画的に早く要望をして、

事業に取りかかれるようなことが必要でござい

ますので、そのようなところを、国土地理院と

の、その辺の状況、要望が、３年たてば見直し

もできるのかどうなのかということについても、

私もまだ、ちょっと掌握していないんですけれ

ども、できるだけそのような形の中でも力を入

れていきたいというふうに思っております。 

 また、さらに、宿毛市としても、次に、山奈

地区が終われば、できれば今度、高速道路の宿

毛市、愛南町間の事業が、これから実施してい

く方向で要望しておりますけれども、そういう

事業についても、円滑に進むような、そういう

形の国土調査も考えていかなきゃいかんという

こともございます。 

 その辺のところも考慮しながら、全体の計画

も練っていかなきゃいかんというふうに思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） 浦尻和伸君の質問の途

中ですが、議事の都合により、この際、２時４

５分まで休憩いたします。 

午後 ２時３６分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４４分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 この際、議長より報告いたします。 

 本日、東日本大震災の発生から３年目を迎え

るに当たり、政府主催による東日本大震災３周

年追悼式がとり行われております。 

 この式典においては、地震発生時の午後２時

４６分より、震災により犠牲となられた方々に

対し、哀悼の意を表し、心からの御冥福をお祈

りするため、１分間の黙禱がささげられること

になっております。 

 本市議会といたしましても、これに合わせ、

１分間の黙禱を行いたいと思いますので、本日

御出席の皆様方におかれましても、御賛同賜り

ますようお願いいたします。 

○事務局長（岩本昌彦君） ただいまより１分

間の黙禱を行います。 

 皆様、御起立をお願いします。 

 黙禱。 

（黙  禱） 

○事務局長（岩本昌彦君） 黙禱を終わります。 

 皆様、御着席ください。 

○議長（今城誠司君） 浦尻和伸君の一般質問

を継続いたします。 

 １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、先ほど、市

長のほうから答弁をいただきました。津波浸水

地域の国調のほうも、市長もみずから力をあげ

てやっていくという答弁をいただきましたので、
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次に移りたいと思います。 

 次は、危機管理課の防災センターへの移設に

ついての質問にいたします。 

 今回の行政方針にうたわれています、条例で

定めた宿毛消防庁舎に併設しました防災センタ

ーにつきましては、昨年５月の稼働以来、緊急

救命講習会や、防災研修会の開催など、多くの

方が活用していただいており、今後も地域の防

災拠点としての機能を果たしてまいりたいと考

えています、となっています。 

 昨年、私の一般質問で、危機管理課は総務課

の中におかず、防災センターに設置すべきでな

いかとの質問に対して、今後、防災行政無線の

デジタル化に移行するタイミングで、再検討す

るとの答弁をいただきました。 

 今回、防災無線の部分が出てきましたので、

再検討について、市長のほうから答弁をいただ

きたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 危機管理課を防災センターへ移設することに

ついて、今後、検討するのかということの質問

でございますけれども、現在、危機管理課は、

避難路、避難場所等のハード整備とともに、各

種計画作成や、避難行動要支援者対策等のソフ

ト対策に関する取り組みを、関係各課と連携を

図りながら、進めているところでございます。 

 このような状況に加えまして、現行の防災行

政無線の設備が本庁舎にあることなどから、現

段階では、本庁舎に置いておくことが最良であ

ると考えております。 

 しかしながら、昨年の３月議会の一般質問で

お答えしましたとおり、今後、防災行政無線を

デジタル化へ移行するタイミングで検討したい、

このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問をい

たします。 

 ただいま市長から答弁をいただきました。検

討するという答えです。ぜひ、市長、私たちの

思いは、やはり市民一人一人の生命を守る、そ

れが危機管理課だと、私は思っております。防

災センターに条例ができてますので、そこに、

危機管理課に消防署員も入り、地域の自主防災

とで協力しながら、例えば、危機管理課の職員

が、朝８時半に、私は来なくてもいいと思いま

す。午後の出勤でも、夜、地域にお邪魔して、

本当に津波の部分とか、危険の部分を皆さんと

協議しながら、一つ一つ階段を登っていって、

本当に黒潮町なんかも、「一人も人を殺さな

い」というようなキャッチフレーズで動いてい

ますので、我々宿毛市も、海を持った地域です

ので、本当に宿毛湾の津波が結構大きくなる可

能性が高いですので、今後、危機管理課を中心

として、宿毛市の防災が、本当によりすぐれた、

レベルの高い防災の危機管理課になっていただ

きたいと思います。 

 再質問はいたしませんので、どうかよろしく

お願いいたします。 

 次に、最後に、宿毛市の住宅建設に対する助

成について、伺いたいと思います。 

 今、若者たちは、家を建てるのは津波の心配

がない高台に家を建てています。１２月議会で、

市道認定をいたしました朝日ニュータウンも、

あっという間に新築の家が建ちました。 

 今回調べたところ、四万十市では、地元の材

を、１坪に対して０．４立法の材を使い、地元

の建築業者であれば、最大１５０万円の補助が

あります。そのほか、高知県梼原町、仁淀川町、

四万十町、津野町も助成があります。なぜ宿毛

市には助成がないのか。今後、助成をするのか

しないのか、市長のお考えを伺いたいと思いま

す。 
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○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 住宅建設に対する助成についての質問でござ

います。 

 地元産材の住宅建設に対する助成事業につき

ましては、県内の市町村では、質問議員が言わ

れますように、四万十市、梼原町、仁淀川町、

四万十町、津野町。また、高知県が県産材の利

用促進を目的として実施しております、地元産

材の活用による住宅への助成事業は、地域の林

業振興の一環として、一定の成果はあるものと

認識をしておりますが、他市町村の実績等も調

査いたしましたが、多額の単独予算も必要なこ

とから、財政状況の厳しい中では、振興策全て

を実施することは限界もあり、御提言をいただ

きました助成事業につきましては、現段階時点

での実施は困難であると考えております。 

 地元産材の利用につきましては、市では宿毛

市産材利用促進方針を定めておりますので、市

が整備する公共建築物や、公共土木工事におい

て、率先して木材を利用することにより、市産

材の利用の促進を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） 再質問をいたします。 

 市長のほうから、なかなか今、厳しい話を聞

きました。ちょっとデータを見てみますと、四

万十市は、四万十市産材利用促進事業、去年２

５年度、３９件、５，５００万が入ってます。

国のお金が入ってますので、そういう形で、い

ろんなところにも出ているんですが、今回、土

佐清水市が当初予算で６００万の予算を組みま

した。 

 やはり、土佐清水市も、若者たちが小さな子

供を抱えて生活するのに、親が近くの家でやっ

たら、土地なんかも安いんですが、やはり命を

守るために、高台に新築の家を建てます。 

 そこに、清水のほうも、なかなか予算がない

んですが、それでも市民の税金で動いている市

役所ですので、少しでもそこにお金を投入する

いう形で、少ないながら、６００万円の当初予

算を、清水は出しました。 

 我々宿毛市も、やはり多額なお金をいっぱい

出せというんじゃないんですけれども、国のお

金が２分の１入ってますので、そこに宿毛市の

ほうも、やはり沖本市政の色もつけて、津波イ

コール危機管理課とか、都市建もあるんですが、

そういう形で、少しでも当初予算で今回出てな

かっても、６月補正、９月補正もある中で、一

つ一つ市の広報に対してでも、宿毛市はこうい

うことをしているんだぞというような形で、ぜ

ひ検討をしていただきたいと思います。 

 再度、市長の考えを伺いたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 このような制度につきましては、近隣の市町

村等が実施しているところがある中で、宿毛市

としても、同様に実施したい、そういう気持ち

は本当に高いものを持っているわけですけれど

も、個人に対しての助成ということ等もある中

で、もう少し時間をいただいて、それが市産材

の利活用について、どのような形で大きく役に

立っているのかどうなのか、他市町村の例等も、

もう少し調べさせていただいて、私の頭の中に

も入れる中で、市として共有した判断のもとに、

検討してまいりたい。 

 浅木議員の前回の質問に対しても、検討をし

たいというところはお答えをさせていただいた

んですけれども、ぜひとも、私としても、その

ような、今後の林業の振興という点から考えて

も、他の施策とあわせて実施したいという気持

ちは持っておりますが、もう少し時間をいただ

いて、検討する形の中で、御了解をいただきた
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いというふうに思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） １０番、再質問をい

たします。 

 ぜひ、市長、検討を、本気で検討してくださ

い。 

 私も、いろんな、別の仕事柄、大月町なんか

に結構行くんですが、国調の、大月町の海側は、

ほとんどできたかなというところもあるんです

けれども。市長も知っていると思うんですけれ

ども、大月町、結構、海抜５０メートル、高い

場所にあります。 

 そういった大月町は見てのとおり、風力のあ

る芳ノ澤周辺とか、内平、大駄馬とか、この辺

は国費というのは余り使ってないんですけれど

も、すごい広い場所があるんですわ。 

 例えば、大手の造成するところが来て、そこ

に新築の家を建てる場所を造成したら、簡単に

できるんですわ。そこに宿毛市のベッドタウン

をつくられると、宿毛市のアパートで住んでい

るメンバーが、子供たちの生命を守るためには、

その場所に行って、学校が統合された、大きな

学校、小中学校もある、塾もある。そうなった

ときに、道は国道で走れる。新たに大月から三

原に抜ける、高規格の道が抜ける。そうなった

ときに、工業団地にもそっちから行ける。 

 そういうふうに、将来わかりませんけれども、

宿毛市も前へ向いて動いてないと、三原の村長

が、人口をふやすいうので、宿毛市の人口取ら

れますよ。 

 そういうことはないとは思いますけれども、

ぜひ前向きな対応をして、若者たちの家に、少

しでも宿毛市の税金をあげて、建築の、大工さ

んのほうが仕事ができるようにしていただきた

いと思います。 

 それについて、市長は答弁ないですかね。あ

るんやったら、答弁いただきます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私も、市長として、近隣市町村とはいろんな

施策で連携をしながら、例えば、昨年実施しま

したような、幡多博という取り組みなんかも一

緒にやりましたし、産業振興等でも、連携をし

ながら、現在は、この６カ市町村が、私として

は非常に連携のとれた取り組みをしていると。

また、これからもさらに進めることができる状

況にあるというふうに判断をいたしております。 

 そのような点からも、ぜひともいろんな施策

等については、それぞれの財政状況を基盤にし

ながら、他市町村と連携をしながら、お互いが

この地域で、そういう大きな取り組みになるよ

う、いろんな事業が展開できるよう、考えてい

るところでございますので、そのような助成等

についても、他の分野もいっぱいあります。 

 例えば、宿毛市では、さっきもお答えしまし

たけれども、中学校までの医療費の助成等はや

っておりますし、給食なんかも、ずっと前から

やってます。そんな点におきましては、他市町

村に決して劣るものではない、すばらしい施策

の展開をしております。 

 さまざまな部分によっては、濃淡があるわけ

でございますけれども、そのようなところも、

我々としては、全体を比較しながら、そしてで

きるだけ調整がとれたような形も含めて、情報

交換もしながら、取り組んでいきたい。 

 私としても、そういう平準化した形の行政の

方向には、当然ながらかじを切っていきたいと

いうふうに思っておりますので、その辺の気持

ちを十分察していただいて、御了解をいただけ

たらというふうに思います。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） １０番浦尻和伸君。 

○１０番（浦尻和伸君） 答弁ありがとうござ
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いました。 

 課長の思いが市長に伝わり、市長の思いが課

長に伝わり、そしてその思いが一つになって、

議会にぶつかってくる。議会は議会で、討論し

ながら決定をしていく、それが宿毛市の市民の

ためになるような仕組みがたくさんできて、そ

ういう形で、ぜひ沖本市長、折り返しになりま

したので、どうかよろしくお願いいたしまして、

一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時０２分 延会 
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平成２６年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第４号 

 

１ 議事日程 

    第９日（平成２６年３月１２日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 一般質問 

   第２ 議案第３７号及び議案第３８号 

      議案第３７号 宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につ 

             いて 

      議案第３８号 宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 

   日程第２ 議案第３７号及び議案第３８号 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
安 澤 伸 一 君 
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   土 木 課 長  岡 崎 匡 介 君 
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   水 道 課 長  川 島 義 之 君 
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増 田 全 英 君 
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午前１０時００分 開議 

○副議長（岡﨑利久君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） １１番、一般質問を

行います。 

 ３月１２日、きょうは東日本大震災から一夜

明けて、自分たちの見た景色というのが、すご

く変わった、非常に衝撃を受けた日でもありま

す。後でそれに関する質問もありますので、き

ょうは厳かにいきたいというふうに思います。 

 それでは、まず、１点目の質問からいきます。 

 奥谷 博絵画展の実施に向けた取り組みにつ

いてということで、お聞きをいたします。 

 月曜日に、山上議員のほうから、宿毛のお宝

の有効活用ということで質問がありましたが、

私も、このことについて、少し重複はするとは

思いますが、お聞きをしたいと思います。 

 ２６年度が宿毛市制６０周年に当たるという

ことで、記念事業の一環で、奥谷 博先生の絵

画展を開く予定であるということになっており

ますが、宿毛市が所蔵する絵画の点数について

は２４点ということでお聞きをいたしましたの

で、この展示会がどのような形で行われるのか

について、まずお聞きをして、次の質問に移り

たいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） おはようございます。

１１番、寺田議員の一般質問にお答えいたしま

す。 

 市制６０周年を記念しての奥谷先生の絵画展

示につきましては、山上議員の御質問でもお答

えいたしましたけれども、現在、実施日につき

ましては、調整中でありますが、平成２６年の

７月下旬から８月上旬の期間のうちで、１週間

程度の展示ができればと考えております。 

 また、現在、宿毛市が２４点の絵画を有して

おりますので、その絵画を文教センター多目的

ホールにて展示し、市民の方々に奥谷先生の絵

画をごらんいただくように考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 ７月の下旬から１週間程度、多目的で行うと

いうことですが、以前、この奥谷先生の絵画を

展示会、個展という形で、多分、やったことが

あるわけですが、そのときに、やはり空調管理

であったり、展示するボードといいますか、展

示の壁に当たるところが、やはり強度がある程

度必要であるというようなことで、１５０万程

度の出費がかかったのではないかというふうに

記憶をしておりますが、今回もその展示の壁、

宿毛市が持っている、市展等に使われる展示用

のボードで対応できるのか、またどこかの展示

室のようなところからお借りしてやるのかにつ

いて、計画がはっきりしていればお願いをした

いと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたしますけれ

ども、この内容の詳細等につきましては、生涯

学習課の担当のほうからお答えいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（桑原 一君） 寺田議員の一

般質問にお答えしたいと思います。 

 現在の６０周年記念の奥谷 博先生の絵画展

ですけれども、前回、文教センターの１０周年

記念のときには、議員御指摘のように、業者に

委託をいたしまして、展示のパネルをお借りし

て実施をしておりましたが、今回につきまして
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は、現在、文教センターが保有しておりますパ

ネルでの展示が可能ではないかということで進

めておりますので、奥谷先生から、最終の御承

諾はいただいていない点があるんですけれども、

現在は既存の文教センターのパネルで展示を考

えております。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 現在、宿毛市が持っ

ているパネルでということですので、そういう

形でできれば、よりカジュアルな格好で、市民

も見れるんじゃないかというふうに思いますの

で、ぜひそういう形になればいいなというふう

に思います。 

 また、この奥谷 博先生、宿毛高校の出身に

なるんですが、この議場にも宿毛高校出身の職

員の方、また議員の方が多数おられると思いま

すが、私もその宿毛高校の出身であります。 

 その宿毛高校が、本年、２６年度、創立７０

周年を迎えるということで、１１月１日に記念

事業をやろうということで、今、計画が進んで

おります。 

 同窓生の中には、いろいろと著名な方もおり

ますが、奥谷 博先生の絵を、ぜひこの１１月

に帰ってくる皆様にも見ていただけないかとい

うことで、市長のほうにも、ある方が相談もし

ているというような話も聞いたことがあるんで

すが、この宿毛高校の、１１月１日に同時開催

というのは無理かもしれませんが、何らかの形

で、この７０周年とリンクした形で、この絵を

皆様にお見せする機会ができるかできないか、

そのような形が可能性としてあるのかないのか

について、市長にお聞きをしたいというふうに

思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほどもお答えいたしましたように、市制６

０周年記念としての絵画展につきましては、平

成２６年７月下旬から８月の上旬の時期のうち、

１週間程度の展示というふうにお答えいたしま

した。 

 宿毛高校の皆さんの記念イベントが、先ほど、

初めてお聞きしましたけれども、１１月１日に

開催されるという予定をしているということで

ございますけれども、市制６０周年記念イベン

トとは別の時期に、同様な展示を実施すること

は困難ではないかなというふうには考えていま

すが、ただ、今後、どのような形で連携ができ

るのか、詰めた中で協力できることは、当然な

がら協力してまいりたい、このように考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） これからどういう形

で協力できるのかについて、検討していきたい

ということですので、８月の中旬になる予定で

すが、宿毛高校、同窓会の総会も予定されてお

りますので、そこらあたりとの共同開催という

か、できればまた、そういうことも考慮に入れ、

またできれば３階の歴史館の展示室があります

ので、あこに１１月の１日前後に、ふだんより

も多目に展示をするとか、そういうようなこと

も考えていただければ、また帰ってこられた方

が、歴史館を多く訪れる機会にもなるんじゃな

いか。宿毛市の展示物も、同時に見て行ってい

ただける機会になるんじゃないかというふうに

思いますので、御検討を願いたいと思います。 

 この絵画展についての質問は、以上にいたし

ます。 

 次に、消防団員の処遇改善と、団組織の装備

の充実について、質問をさせていただきます。 

 国におきましては、昨年の１２月に、消防団

を中核とした地域防災力の充実強化に関する法

律の成立を踏まえて、国費及び地方財政措置の
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いずれについても、大幅な拡充をしております。 

 そこで、宿毛市の消防団員に対する報酬及び

出動手当の現状と、近隣市町村との比較につい

ては、どのようになっているのかについて、ま

ずお聞きをしたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 他の県下の中の比較をということですけれど

も、そうした中で、宿毛市としてはどうなって

いるかということで、お答えさせていただきま

すと、団員報酬につきましては、県内２６団体

とも、年額報酬としておりまして、支払い方法

に違いはございません。 

 また、団長から団員まで、全ての役職の平均

報酬額は、上は９万３，１４３円を最高に、最

低は３万２，３４０円となっておりまして、宿

毛市は県内で上位から７番目の７万５７１円と

なっております。 

 また、出動手当を支給してない団体は、土佐

市、四万十市、宿毛市、中芸広域連合消防本部

の４団体となっています。 

 当市では、出動手当は支給いたしておりませ

んが、年額報酬に反映されている、このように

考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 出動手当は出してな

いが、全体的なバランスでいくと、宿毛市は県

内でもそんなに団員報酬を、比べてみたら低い

ほうではないということでございますので、こ

れは多ければ多いほどいいわけですが、なかな

か財政上も、４９８名ですか、団員がおります

ので、これ全てあげていくと、結構な金額にな

りますので、今の現状をできるだけ下げないよ

うに、努力をしていただきたいというふうに思

いますが。 

 一歩、団の中を見ますと、団員の後継者不足、

それに加えて高齢化で苦慮しておる団組織もか

なりあるというふうに思うんですが、地方公務

員の消防団への加入促進を積極的に取り組むよ

うにいうことで、総務大臣のほうから、全ての

公共団体の長に対して、書簡が送付されている

というふうに聞いておりますが、このことにつ

いて、市長はどのように認識しておるかについ

て、お聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 続いて、この消防団員の定数等の関係でござ

いますけれども、寺田議員も御存じのとおり、

宿毛市では退団者が、後任の団員が決まってか

ら退団をする、こういう形を、各分団がとって

おり、現在、条例の定数４９８名を、これを満

たしております。 

 宿毛市としましては、平成１９年１月５日の

総務省消防庁から、地方公務員の消防団への入

団促進について通知がなされておりますけれど

も、定数が満たされております現時点において

は、市職員を消防団員に入団させる、このこと

については、現在は考えておりません。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 現在は４９８名満た

されているので、地方公務員、職員を消防団員

ということは考えないということですが、これ

から先、どのような形で推移してくるかわかり

ませんし、この人員を今後も維持していくとな

れば、例えば、田舎のほうに行くと、若い者が

いないと。市の職員しかいないということにな

れば、その人たちには、やはりトップのほうか

ら加入促進もしていくということは考えていっ

ていただきたいというふうに思います。 

 次に、この消防団の装備について。これにつ

いても、国のほうは充実していきなさいよとい

うことで、通達がきているというふうに思いま
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すが、今後、どのような装備を考えておられる

のかについて、御質問をいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 装備品の充実については、入団時に活動服の

上下と帽子、かっぱ及び長靴を個人に支給し、

防寒具、安全靴、ヘルメット、防寒及び安全性

の高い手袋など、各分団に配備しております。 

 また、ライフジャケット、トランシーバーを

各分団に、今年度及び２６年度で整備するよう

にしております。 

 宿毛市は、他市町村に比べて消防団のそうい

う装備も含めた、非常に充実した体制で現在も

きているわけでございますけれども、今後も計

画的に、あらゆる制度を活用しながら、可能な

限り、災害に備え、多くの装備品を整備してま

いりたい、このように考えています。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） これからも装備を充

実していきたいという、心強い市長の答弁をい

ただきましたので、余り言いたくはないですが、

トランシーバー、先ほど申されました。以前も、

各運搬車等に配備をされたトランシーバーがあ

ったわけですが、これ、私が消防団員のときに

もありましたけれども、非常に出力が弱かった

ということもあるとは思うんですが、ポンプの

回っているところで聞いたりすると、聞き取れ

ない。どっちかというと、筒先から中継を経て、

大声で言ったほうがわかりやすいぐらいの感度

のトランシーバーでした。 

 できればそういうことのないように、しっか

りとした消防活動ができるようなトランシーバ

ーを配備していただければというふうに思いま

す。 

 そして、これは先日のニュースの中で言って

いたんですが、県内の７団体ぐらいだったと思

うんですが、消防団員の避難マニュアルを作成

していると。また、今、ほかの団については、

作成中であるというふうに言っていたと思うん

ですが、宿毛市においては、その中に名前が出

てなかったので、まだ津波が来るといわれたと

きの避難マニュアルと思うんですが、これにつ

いては、どのような形になっているのか、現在。 

 また、もしわからなければ、後で教えていた

だければいいんですが、このマニュアルについ

て、市長の考え方だけでもいいですが、多くの

海岸沿いの消防団を抱えている市町村について

は、まずは命が大切である。高台へ逃げろとい

うのが、方向性というふうにも聞いております

が、市長としてはどのように考えているのかに

ついて、まずお聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 災害時における、特にこの大津波等の発生時

に、消防団員のとるべき対応についての市長の

考えはということでございますけれども、私も

東日本大震災のあのような教訓の中から、やは

り消防団員、これは自分の命を守ってこそ、初

めて周りの人たち、対象となる人たちの命や財

産を守ることができるわけですので、そのよう

な、時間的なこととも、若干は考慮するところ

もあると思いますけれども、やはり市民ととも

に避難をするということが、非常に大きな要素

になろうかというふうに思います。 

 その避難マニュアルにつきましては、宿毛市

のほうも具体的な形で、マニュアルは作成済み

ということでございます。 

 また、もし詳細な形があれば、その機会のと

きに発表させていただきたいというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） すぐ、こういう突然
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の質問にもお返事をいただいてありがとうござ

いました。 

 作成済みということですので、消防団員もこ

れに周知徹底して、まずは自分の命を守る。災

害がおさまったときには、また市民のために活

躍をしていただくということで、これからもま

すます士気を高めていっていただきたいという

ふうに思います。 

 消防団に関する質問は以上にしまして、次に、

フルマラソン実施への取り組みについて、お聞

きをいたします。 

 まず、最初にフルマラソンに決定した経過に

ついて。これは昨年の１２月議会で、私の質問

に対して、市長は１２月２日に決定をしました

ということで答弁をしていただきました。 

 その後、出てきた検討会の１１月１９日の中

に、議事録の中には、ある委員の中から、市長

が決定したんだから、皆さん、拍手をしましょ

うよということで、拍手を促したというような

くだりがあるんですが、市長は、このことにつ

いて、もう一度聞きますが、決断をしたのはい

つですか。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 昨年の第４回議会でお答えいたしましたよう

に、平成２５年１１月１９日に開催しました、

新たな競技の実施に向けた第１回検討会におき

まして、マラソンを業務分担することにより、

実施する方向での話し合いがあり、そのような

組織ができて、実施できるのであれば、マラソ

ンをやる方向で話を進めるべきではないかとの

意見も、その時、私は述べましたけれども。そ

の後、平成２５年１２月２日に開催した第２回

の検討会において、運営体制について、役割分

担を明確にする方向性の確認ができましたので、

マラソン大会の実施について、判断をしたもの

でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 １１月１９日だろうが１２月２日だろうが、

本当は大した、日数的な違いじゃないんです。 

 私が聞きたいのはそれから後のことでして、

それからまた３カ月余りたつんですが、ちょう

ど今ぐらいですよね、市長がいろいろな問題が

あるので、フルマラソンを中止をするという表

明をしたのが、多分、３月議会であったという

ふうに思うんですが、それから１年がたって、

この問題、いろんな問題を解決する解決策とい

うのは、見つかったんでしょうか。そこをお聞

きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 １２月議会後の第３回の検討委員会を経て、

先月末、フルマラソン大会の準備委員会を発足

いたしました。 

 この準備委員会は、市民総参加型のフルマラ

ソン大会の実現を目指して、市内２１の団体に

御参加をいただき、発足をいたしました。 

 それぞれができるところで協力をし、支え合

ってつくり上げていく大会を目指してスタート

いたしましたので、花へんろマラソン開催時の

課題の一つであった運営体制につきましては、

参加団体を中心に、業務分担し、各団体が責任

を持って運営に携わっていく形としております。 

 また、もう一つの大きな課題でありました開

催時期の問題につきましては、準備委員会の中

で、平成２７年４月に開催するとしております

けれども、開催と出ておりますけれども、具体

的な日程につきましては、今後、実行委員会組

織が設立後に決定をさせていただく予定です。 

 このように、これまでの課題であった運営体

制、開催時期についてのめどがつきつつありま

すので、今後は実行委員会を設立し、大会実現
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に向け、具体的に進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 実行委員会の設立に当たりましては、準備委

員会に御参加いただいている団体から、さらに

協力団体をふやし、多くの団体に御参加をいた

だく中で、おのおのの負担を軽減をし、持続可

能な大会としていきたいと考えております。 

 皆様の一層の御協力を、御理解をお願いをい

たしたいというふうに思っております。 

 前回の花へんろマラソンをやめるという経過

の中で、市民団体の皆さんや、さまざまな話も

聞いていく中で、検討委員会を立ち上げ、準備

委員会を立ち上げ、そして今後、実行委員会の

方向へという形で、今、進めているところでご

ざいます。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 先月末に準備委員会

を立ち上げたということですので、まだ会合は

１回程度しか、多分、開いてないんですよね。 

 まだ中身が、２７年４月開催ぐらいまで、話

が決まったということで、２１団体がそこには

参加しているということですが、市の職員組合

等の団体というか、市の職員組合であったり、

職員がその中に加わっているのか。また、この

やめるという決断をしたのが、３月末に人事異

動の時期であり、市の職員がなかなかかかわり

にくいということが大きな理由の一つになって

いたと思うんですが、４月であれば、市の職員

はどのような形でかかわれるのかについて、検

討されていればお返事をいただきたいと思いま

す。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 現在までのフルマラソンを実施するという形

の中で、職員組合としての、皆さんとそのこと

についての話し合いはしておりませんけれども、

それぞれ生涯学習課等を通じながら、通じなが

らと申しますか、生涯学習課を中心にしながら、

この大会についてのさまざまな総括をしながら、

準備をしてきております。 

 そうした中で、非常に大きな課題であった時

期と、その組織体制、このことについて大きく

改善していく方向性が出ましたので、職員が、

４月になれば非常に動きやすい、そういう形も

当然出てくる、そういうことの中で、４月に向

けて開催をという方向になっております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ちょっとわかりにく

かったですけれども。 

 ４月になれば、職員は動きやすくなるという

ような話を、今、されましたが、３月には定期

異動があって、４月１日付の定期異動ですよね。

そうすると、職員は、新たな職場に移ってすぐ、

仕事も覚えなければいけない時期に、新たにマ

ラソンのお手伝いもしなければならない、これ

本当に大丈夫なのかなということも感じました。 

 これが市長の言われるように、その問題が解

消されているのであれば、これはその時期に向

けてやればいいんですが、そこの部分、やっぱ

りしっかりと、今までは特に職員の皆さんの、

それこそ絶大な協力のもとに開催をされていた

というふうに、自分たちも見ていましたので、

特にそこの部分はクリアにしていないと、継続

的な運営っていうのはできないんじゃないかと

いうふうに思いますので、これに対して、市長

のお考えがあれば、再度言っていただきたいわ

けですが。 

 先ほど、開催時期については、お聞きをいた

しましたが、この予定のコースについては、ど

のような考えを持っているのかについて、お聞

きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 
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○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほど、職員の異動という形の中で、議員か

ら質問があったので、そのような時期について

の課題の話に、答弁になったんですけれども。 

 それだけではなくて、３月開催ということに

なると、今までの、当初議会もある、そういう

諸準備等もある。さまざまなところが、この時

期の開催における課題であったというふうに考

えておりまして、そういう点から、４月になれ

ば、そういう形の中では、職員の動き方が違う

という形で答弁をさせていただきました。 

 コースにつきまして、あるいはまた、フルコ

ースだけなのか、あるいはほかのものも組み入

れていくのかとかいうことについては、今後、

実行委員会の中で話し合っていくということと

しておりまして、また、そのような形での具体

的なところは決まっておりません。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） コースについては、

まだ未定ということでありますが、橋上線を走

る、これまで４回走った。５回計画して、１回

は震災のために中止をしたわけですが、４回し

たコースは、一応、全部、公式に距離をはかり、

マーカーを打っておりますので、すぐ計測して、

多分、これまた公認をとるのであれば、再公認

という形を申請しなければいけないわけでしょ

うが、その公認の申請も、そんなに時間と労力

はかからないと思います。 

 ただ、違うコースになると、これ、最初から

の作業になりますので、これに対しても、かな

りな金額がかかってくるというふうに思います。 

 私は、このコースでなければいけないという

ことで聞いているわけじゃないんですが、市民

の中には、もう橋上線を走るのだから、応援を

するのは当然ではないかというような意見も、

私のところに言ってくる人もおりましたので、

あえて聞かせていただきましたが。 

 現在、市長の考えの中をお聞かせさせてもろ

たらいいわけですが、コースについて、どのよ

うなコースを市長は考えているのかについて、

お聞かせを願いたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） コースについての市長

の考えということです。 

 実際、準備委員会との中で、出席していく中

で、例えば海岸線を走って、だるま夕日だとか、

例えばですけれども、いろんな意見が、多様な

意見が出てます。まちの中を走って、もっと多

様な人たちと接点があったらいいんじゃないか

と。 

 ただ、はっきりしているのは、芳奈の総合運

動公園を出発として、そこをゴールにするとい

うのが大前提ということなんですけれども、そ

ういう意見が出ていった中で、私はまだ決まっ

てないという話をしたんですけれども。 

 先ほど言われたような、コースの関係ござい

ますので、私としては、現在のコースがいいん

じゃないかという考えは持ってますけれども、

決してこれにしばって提案をするという考えは

持ってないということでございますので、御理

解をいただきたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 市長の中には、今ま

で、使用したコースというのも、大きな選択肢

の一つにあるようですので、そういうのであれ

ば、できるだけ早く、沿線の地域の方等とも話

をしながら、清掃の方法であったり、応援の仕

方であったりということを、話を詰めていただ

きたいというふうに思います。 

 これを最後にしたいと思うんですが、答弁に

よってはわかりませんがね。 

 実行委員会を近いうちに立ち上げたいという

ことですので、実行委員会を開催するのであれ
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ば、当然として予算措置がなされてないと動き

ませんよね。 

 来年の４月ということになれば、来年度、２

６年度中のできるだけ早い時期に、決めるもの

は決めて、参加者を募集しなければならない。

どういう形でするかは、また実行委員会のほう

で話を詰めていくと思うんですが、この予算措

置が年度当初予算に出てきてない。市長として

は、１２月に開催を決定した事項が、今回の行

政方針にも、１行も出てきてない。予算措置も

全然されてないということは、どういうことで

すか。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほど、答弁させていただきましたように、

現在、準備会組織を立ち上げをいただきまして、

大会を実行できる、組織化に向けた取り組みを

進めているところでありまして、今回は実行で

きる組織化の内容を優先に取り組みを進めてお

りますので、今後、具体的にどのような形で、

どのような予算が伴う大会とするかまでの内容

には、まだ至っておりません。 

 新年度になり、すぐ支出が伴う作業が見込ま

れていないために、実行委員会組織を立ち上げ

た後、具体的な実施内容を検討して、その後、

予算化を図ってまいりたい、このように考えて

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ちょっと再質問させ

ていただきます。 

 組織を決めた後っていうことは、実行委員会

を立ち上げた後という形になりますよね、それ

であれば。早くても６月の議会、定例会で言え

ば６月議会になるわけですよ。それ以前にする

とすれば、早いうちに臨時議会を開いて決めて

いかなければいけない。 

 多分、１回目のマラソンを開催するときに、

何もないところからのスタートやったと思うん

ですが、かなり早い時期から予算組みをして、

進めていたというふうに記憶をしているんです

が、幾らこれまでの４回、５回のノウハウがあ

るとはいえ、新たに名称もかえてスタートをす

るということであれば、できるだけ早く進めて

いくべきであると思うし、本来ならば、今年度

の行政方針にも、こういう形でマラソンを進め

て、つくっていこうやということは言うべきじ

ゃったがやないかというふうに思いますが、こ

のことについて、市長の考えをお聞きいたしま

す。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 やっぱり予算化していくためには、議会に対

しても、きちんと内容等も説明できる、そうい

うものを準備してかからなければ、予算化とい

う形は、当初予算では困難ではないかというふ

うに判断をして、当初予算への予算化はしてお

りませんけれども、先ほど言いましたように、

寺田議員も指摘されましたように、相当の、こ

の大会を実施していくノウハウは持ってます。 

 そういう点で、私は、今から実行委員会を立

ち上げて、そしてそこの中で、具体化できると

ころから具体化して、そして予算化をしていく。

そして、来年の４月ごろ実施するという形には、

間に合うというふうな確信も持っておりますの

で、間に合うという判断をいたしましたので、

より慎重に論議を、議会の皆さんとともに、そ

の内容を含めまして、確認していただいた後に、

本当に全力で取り組みを進めていきたい、そう

いう思いでこのような予算化をしていないとい

うことについては、そのような理由でございま

す。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 
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○１１番（寺田公一君） ノウハウはかなり持

っているということですが、多分、そのノウハ

ウの多くは、市の職員が持っていると思うんで

すよ。 

 市長が言われるように、今から詰めていくと

いうことですが、本当ならば、１２月議会が終

わってから、１月、２月の間に、集中的に議論

をして、今議会までにかなりな詰めを行って、

３月当初に予算を出し、また行政方針の中にう

たい込んでいくのが、本来の姿ではないかとい

うふうに思いますが、できるだけ早く、開催に

ついて、皆さんにお示しをできるものをつくっ

ていただきたいということをお願いして、これ

に対する質問は終わります。 

 次に、産業振興課の組織の充実と職員の配置

についてをお聞きをいたします。 

 今申しましたことは、市長が選挙当時の大き

な柱であったというふうに思います。私も大き

く期待をしておりましたが、市長は、現在の状

況、２年間たちましたが、産業振興課の充実は

図られているというふうにお考えですか。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私が就任以降、産業振興課のそのような体制

はどうなっているのかという質問でございます

けれども、私は、寺田議員御指摘ございました

ように、この１次産業を中心とする地域の産業

の活性化、これが非常に大きな課題と受けとめ

ておりますので、この取り組みについては、ず

っと重視してまいっております。 

 そのために、特に産業振興課の中に林業の関

係者を、県のほうから派遣していただく、非常

に、これから木質バイオマス発電等もそうです

けれども、今後の林業振興というのが、１次産

業の振興の中で、非常に宿毛市の特質を生かし、

その連携をしながら進めていく中で、非常に重

要であるという認識をいたしましたので、この

ような専門的な県の職員の配置もして、今、全

力で頑張っていただいているというところでご

ざいます。 

 そのような点を含めまして、全体としての職

員数は、１名はふえておりますけれども、他の

農業、漁業にしても、その取り組みについては、

さらにスキルアップした取り組みをして、職員

としてやっているというふうに、私は判断をし

ております。 

 ただ、まだまだこれからの課題があります。

新しい体制になって、実際、私が職員の配置を

して、まだ実際はそのような林業の関係も含め

まして１年でございますので、今後もその取り

組みをさらに進めていかなきゃいかんというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 道半ばということな

んでしょうかね。職員数も１名しかふえてない。 

 今までより１名ふえたという言い方もあるか

もしれませんが、ここは水産課と農林課を一つ

にして、産業振興課にして、事業課というか、

事業関係を土木のほうに移した関係もあって、

その人員がどのようにふえたかというのは、僕

もよくわからないんですが、少なくとも一人は

ふえたということで、これが県からの派遣職員

である、交流人事で来た派遣職員であるという

ふうに、多分、市長は考えているんでしょうが。

この県との交流人事によって来ている職員の任

期はいつまでなのか。また、今後、この充実に

対して、市長はどのような考え方を持っている

のかについて、お聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 交流職員の任期は、平成２５年度からの２年

間ですけれども、事業の進捗状況等により、最

長で３年として、１年の期間の延長を行う場合
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があります。 

 今後も充実してまいりたい、このように考え

ております。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） これからも充実をさ

せていく、県との連携も、これまで以上にとっ

ていくという形で、林業だけにかかわらず、農

業、水産業も、宿毛市の基幹産業ですので、こ

れを推進していく、振興していくということは、

宿毛市にとっては大きな仕事であると思います

ので、これからも力を注いでいただきたいとい

うことをお願いして、このことについては、も

うこれ以上、聞きません。 

 次に、職員採用と臨時職員の採用について、

お聞きをいたします。 

 まず、本年度の退職職員の数と、退職予定で

すね。退職予定の職員数と採用予定の職員数に

ついてお聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 平成２５年度末の退職予定者数は１４名で、

平成２６年度新規採用予定者数は６名となって

おります。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） １４名退職して６名

採用ということで、半分弱、半数弱ということ

になるわけですが、３月の宿毛広報に、臨時職

員登録の募集という部分がありました。これは

市長が出してますので、よくわかっていると思

うんですが。 

 これまでも、同様のものが出されていたのか。

私、保育士の登録をお願いするというのは聞い

たことがあるんですが、臨時職員、一般職も含

めての臨時職員の登録というのは、今まで見た

ことがなかったような気がするんですが、これ

は、今までも行っていたのか。同様のものがあ

ったのかどうかについて、お聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 以前は行っていなかったということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 今までなかったとい

うことですので、これも去年の３月議会か６月

議会で、私は市長に、昨年度、職員採用が一般

職で１５名ぐらいでしたかね、あったときに、

一度にごっそり採用するのじゃなくて、何年か

に振り分けて、平準化したほうがいいんじゃな

いかなということで質問をしたときに、市長は、

基本的には、正規職員で運営する市政運営が私

の考えやということで答弁をされたというふう

に思います。 

 実際、今年度のこれだけを見れば、１４名や

めて６名採用ということ、これ、単純にこれだ

けを見たら、去年の市長の答弁はうそになりま

すよね。 

 今回のこの採用の仕方、また市長が言われて

いた、正規職員による行政運営を行っていきた

いということとの、整合性をお示し願いたいと

思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私がうそをついたという形での質問をいただ

きましたけれども、決してそのような形で、意

図的にしたものではございません。 

 当然のことながら、新しい事情の中で、時間

の経過の中で、新しい事業の中で、方向性とい

うのは、また変わる場合があるというふうに判

断をします。 

 特に今回の場合は、後で質問していただく形

になっておりますけれども、千寿園の管理者制

度の移行も視野に入れて、非常に厳しい状況で
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ありますけれども、決断を、そのような方向で

しているという形の中で、このような数字にな

っているということでございますので、よろし

くお願いいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） そういうことであれ

ば、千寿園の話は、また後でしますが、指定管

理に移行する過渡期として、臨時職員による運

営を行わなくてはいけないというふうに、私に

は聞こえましたので、そのことによって臨時職

員の登録をお願いしたということですよね。 

 であれば、臨時職員の採用期間というのが、

まちまちになると思うんですが、この正規職員

を雇わない、臨時職員の採用期間というのは、

どのような形で考えておりますか。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 当然、臨時職員に関しましては、雇用に対し

て、臨時職員の雇用をする中での規定がござい

ますので、それを遵守しながら、ローテーショ

ンを組んでいく形にしなければいけないという

ふうに思っています。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 規定の中で雇ってい

くということですが、臨時職員は、それぞれい

つまでという採用期間を決めて採用してますよ

ね。 

 これが、よくいわれるのが、病休であったり

産休、育休で休まれる職員がいる。その休まれ

る期間というのは、ある程度、申告されて期間

が決められている。この休まれる方の採用期間

というのは、途中で変更されるということがあ

るわけですか。その部分について、ちょっとお

聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 非常に細かなところま

での質問になっているわけですけれども、１年

ということに規定しているということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 答弁が食い違ってま

すので、もう一度聞きますが、職員が休む場合

に、休む職員の、休む期間が途中で変わること

があるんですかという質問をさせていただいた

んで、臨時職員の採用期間が１年かどうかとい

うことを聞きたいわけじゃないので、もう一度

お願いします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 このような人事のことでございますので、所

管のほうからお答えをいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（山下哲郎君） 総務課長、寺田議

員の御質問にお答えします。 

 育休の期間は、最長で現在では３年まで延長

することができます。 

 また、保育だとか育児の環境が整えば、長く

出しておっても、短く変更することもできます。

いずれも可能でございます。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 途中で変更も可能だ

と。当然、病休もそうですよね。病気がよくな

れば、職員は出てこれるわけですから、当然、

職場復帰していただくというのが、原則的にそ

うだと思うんです。 

 であれば、臨時職員というのは、市長との臨

時契約になるんですか。辞令をいただいて、職

場に来ているということになるというふうに思

うんですが、期間を決めて採用するわけですよ

ね。 
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 例えば、１年契約で来ていると。途中で職員

が復帰した場合、その臨時職員の立場というの

はどうなりますか。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 このことの答弁についても、総務課長のほう

からお答えをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（山下哲郎君） 寺田議員の再質問

にお答えします。 

 臨時職員はあくまで臨時職員でありまして、

正規職員の足りないところを補っていただくと

いうことが原則でございますので、いろいろ身

分の関係等があって、不利益をこうむっていた

だくことがあるかもしれませんけれども、やは

り正規職員の許されておる期間の変更だとか、

病気の快復の状況だとか、あるいはまた延長も

あるわけですけれども、それらを補っていただ

く形ですので、そこはやむを得ないところがあ

るのではないかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） これ、長々やるつも

りもないんですが、募集を、登録制をこれから

とって、臨時職員を採用しようということです

ので、そういうことも想定としてありますよと

いうことは、前もって職員に登録される方に通

知をしておくべきじゃないかというふうに思い

ましたので、ここであえて聞かせていただきま

した。 

 できるだけ、宿毛市にいい職員が来て、また

仕事ができる、力をふるえるような環境をつく

っていただきたいというふうに思います。 

 次に、千寿園の指定管理移行について、お聞

きをいたします。 

 千寿園を指定管理者による運営にしていこう

ということで、これは行政方針の中にもうたっ

ております。 

 これから、どのようなスケジュールで指定管

理に移していこうというふうに考えているのか、

まずこれについてお聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 千寿園の指定管理移行へのスケジュールとい

うことでございますけれども、本年度、民間視

点の意見を聞く運営検討協議会での経営診断で

は、指定管理者制度導入が望ましいという提言

があり、私としても、千寿園の運営は指定管理

者制度による運営が最も適していると判断をい

たしました。 

 御質問の、今後の指定管理移行のスケジュー

ルとしては、平成２９年度をめどに移行してい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 平成２９年度からの

移行ということで、今年度というか、２６年度

から３年間をかけて、移行に向けて取り組んで

いくということでしょうが、現在のこの職員の

中で、正規職員と臨時職員というのがあると思

うんですが、これをどのような形で、先ほどの

臨時職員と正規職員の話のところでも、市長は、

このところで、千寿園の指定管理への移行があ

るので、この職員を採用、なかなか正規職員と

しての採用をふやせないというような答弁でし

たので、この正規職員が、現在、どれくらいお

って、それをどのような形で一般職、またそう

いう職種のところに異動させていこうとしてい

るのか。それによって、市の職員の数がどのよ

うに変化していくのかについて、お聞きをいた

します。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 千寿園の職員の配置状

況等についての質問でございますけれども、現
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在、正規職員が３４名、臨時職員が２０名、パ

ートが２名、合計５６名です。 

 そのうち、介護の正規職員は１９名、この体

制となっております。移行という形になれば、

職員は指定管理の移行時に、希望者は職種転換

などにより、市職員として、全員受け入れのた

め、複数年にわたって移行をしたい、このよう

に考えております。 

 そして、若干、人数的なことになりますけれ

ども、介護職員の場合には、ユニットが８つあ

るために、ユニットリーダー各１人の合計８名

と、生活相談員１人の合計９名、これは正規職

員が必要という、そういう決められた数字がご

ざいますので、このような人数の方々を移行し

ていくという形の中で、時間も必要であり、職

員との、組合との連携も深めながら、相談もし

ながら、進めていかなければならないというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 正規職員３４名で、

そのうち介護職員が１９名、そのうちの９名が

正規職員でなければならないということを、今、

説明を受けましたので、あと１０名程度が、今

のままでいけば、順次、移行していく人なのか

なと思いもって聞きますが。 

 この介護職員であったり、事務職であったり

というのを、市の市長部局に、例えば異動させ

るということになれば、その部分については、

介護職員であったり、事務職を千寿園で、臨時

職員で対応していく。臨時職員がだんだんふえ

ていって、最終的に２８年度末で市の営業が終

わる。 

 ただ、入園者がいる。８０名近い入園者が、

常時、そこにいるわけですが、その人たちに不

利益が起こらない。また、トラブルが起きない

ような運営の仕方というのが、果たしてできる

のかどうか、非常に心配ですが、その移行につ

いては、タイムスケジュールの中でしっかりと

指導ができる体制はとれると、市長はお考えで

すか。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 職員の移行等について、若干、お答えさせて

いただきますと、ユニットリーダー１名、ユニ

ットに必ず正規職員が必要ですから、最低限、

その人たちは、その施設に、その時期にはおい

ておかなきゃいかん。それが、移行するときに

は、この９人が同時に移行するという形に、最

終的には移行して、そこを指定管理者の皆さん

にお願いをするという、とるための最低限の人

数の異動が、最終的にはこの人数を異動してな

りますよと。 

 それまでに、計画的にいろんな調理師さんで

あるとか、事務の人であるとかいうのを、順次、

受け入れていく、そういうのを時間も要すると。 

 職員の採用についても、この辺を考慮しなが

ら、来年度からそんなに退職者もおりませんの

で、今回、相当の人数が退職されるというとこ

ろを判断をしないと、なかなか、さらにこれが

５年も６年も７年もという、先になる可能性も

あるために、判断をしたというのが、私の先ほ

どの質問の、職員採用の件でありました。 

 そして、御心配されている、私も心配のとこ

ろあるんですけれども、入園者への影響、これ

については、絶対に影響がないように、きちん

とした連携の中で、スムーズに移行できる、そ

ういう方向は、今後、具体的な検討の中で進め

ていかなければいけないというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） できるだけないよう

にお願いしたいと思いますが。できるだけじゃ
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なくて、絶対にないようにしていただきたいと

思いますが、その職員を、千寿園の職員から一

般職にする場合、そのままの採用では、異動だ

けではいけないというふうに思うんですが、ど

のような形、また採用試験をするのであれば採

用試験をするという形で答えていただければい

いわけですが、どのような形を考えております

か。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） その答えについては、

詳しい形での認識がありますので、総務課長の

ほうからお答えをさせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○副議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（山下哲郎君） 総務課長、寺田議

員の質問にお答えいたします。 

 採用試験は、職種が違いますので、行わなけ

ればなりません。 

 内容については、どのような形の試験でも、

任命権者である市長に任されておりますので、

何らかの試験を行うということで御理解をいた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 質問項目、あと１項目ありますので、もうそ

ろそろ時間も押し迫ってきましたので、次に移

りたいと思います。 

 まず、新たな小中学校の再編計画についてお

聞きしますが、まず、この問題については、月

曜日、中平議員も聞きましたが、私としては、

今までの平成１７年、１９年、２２年に出され

た再編計画と比べると、大きくトーンダウンし

たように思えるわけですが、見直された点につ

いて、まず教育長にお聞きをしたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） おはようございます。

寺田議員の一般質問にお答えをいたします。 

 寺田議員におきましては、いつも学校教育に

注目をいただきまして、本当にありがとうござ

います。 

 今回の再編計画で見直した点についてとの御

質問でございますが、まず、前回の再編計画の

見直しから、今日までの大きな状況の変化とい

たしましては、御承知のように、東日本大震災

がありました。 

 震災によりまして、教育委員会としましても、

子供たちの安全、安心のため、まず未耐震の学

校施設の耐震性について、早期に確保しなけれ

ばならないと考えておりまして、現在、耐震化

の取り組みを進めているところでございます。 

 また、震災以降、宿毛市におきましても、津

波浸水予測が見直されまして、より厳しい予測

となってまいりました。 

 このような状況を踏まえまして、教育委員会

といたしましても、平成２２年に見直した再編

計画を、再度、見直すべきと考えまして、今年

度、保護者と意見交換会をして、宿毛市教育審

議会に諮問をする中で答申をいただき、今回の

再編計画を見直した次第でございます。 

 今回の再編計画において、大きく変わった点

といたしましては、まず、１点目には、津波の

浸水が予想される学校において、子供たちの安

全を守る観点から、高台へ移転することが望ま

しいという点があります。しかしながら、先日、

中平議員にもお答えしましたように、現状にお

いては、高台の確保ができていないということ

から、現時点で具体的な計画を明記することが

なかなか困難でありますし、今回の計画では、

前回までの計画でお示しをしてきました学校建

築等計画表は、お示しはしておりません。 

 一方、津波の心配がない東部、それから橋上

地区におきましても、先ほど申し上げましたよ
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うに、耐震化の計画を見直しましたことと、小

規模においても、現状では一定の教育効果が上

がっていることから、橋上中学校を除いて、当

面の間は現在の学校配置で存続をする計画にな

っております。 

 橋上中学校については、今後の予測を見たと

きに、平成３６年には、各学年、残念ながら一

人ずつになってしまいますので、その際には、

統合がやむを得ないのではないかと考えて、計

画にもそのように明記をさせていただいており

ます。 

 議員がおっしゃいますように、トーンダウン

をしたのではないかということにつきましては、

私としましては、子供たちの安全安心、それか

ら教育効果の点から、より現状に即した計画に

なっていると考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 トーンダウンはしてないと。より踏み込んで

見直しをしたというふうに、教育長言われまし

た。 

 そこで、これは昨日の新聞ですか、出ており

ました。 

 これは多分、中平議員に対する質問の答弁で

はなくて、出たのかなというふうにも思います

が、見出しは教育長も御存じのように、浸水域

の学校は高台へということで、大きな見出しが

出ております。 

 その中で、高台移転の対象は、小筑紫、咸陽、

大島、宿毛の４小という形で書かれております。

これを見たある市民から、小筑紫は２年、３年

ほど前に建てた学校だが、あの学校も高台移転

するのかということで御質問を受けました。僕

も、月曜日に聞いていた中で、そのようには聞

いてなかったと思うので、再度ここでお聞きを

いたしますが。 

 小筑紫小学校も高台へ移転をするという計画

でよろしいんですか。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 小筑紫小学校も含めて、浸水地域にございま

すので、浸水地域として、小筑紫小学校もその

中に入っていると、そういう感覚で、小筑紫小

学校が入っていたものと思いますが、議員もお

っしゃいましたように、小筑紫地区には、適切

な高台も今のところございませんし、新築をし

て間もない、耐震化は十分にできている学校で

すので、今のところは、小筑紫小・中の生徒の

皆さんの安全については、高台に早期に避難す

るという方向で、指導をお願いしているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 現在のところ、移転

は考えていないということですので、この新聞

発表に対して、訂正を求めるのか、それとも、

どういう形になるかわからないんですが、教育

委員会としての、小筑紫小学校に対する考え方

については、しっかりと市民にお示しをしない

と、これだけを見ると、子供たち、特に小筑紫

小学校へ通っている子供たちの保護者、または

地域の人については、小筑紫も高台移転になる

んだなという判断をすると思いますので、しっ

かりとした対応をお願いしたいと思います。 

 次に、これもきのうの野々下議員への質問で、

市長のほうが答弁として、萩原の高台移転につ

いて、進入路の関係で非常に作業がおくれてい

るような話があったと思います。 

 これは、それこそ何のために高台に移るのか

といえば、宿毛小学校をいち早く高台に移す、

それの候補地が萩原であるということで進めて

いるというふうに思うんですが、基本設計が、

現在の基本設計をして、その用地に対する基本
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設計はできているんじゃないかというふうに思

いますが、この点については、市長のほうに聞

いたほうがいいんじゃないかと思うんですが、

現在、萩原地区への基本設計、どのようになっ

ているのかについてお聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたしますが、

具体的な計画等については、所管のほうからお

答えをいたします。 

 以上です。 

○副議長（岡﨑利久君） 都市建設課長補佐。 

○都市建設課長補佐（平井建一君） 都市建設

課長補佐、ただいまの御質問にお答えします。 

 先日、お話しした件でございますが、現在、

取りつけ道路を住民の方と具体的に、幅員であ

ったり、高さに関して協議を行っているという

状況でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 道路の高さであった

りということで、地元と協議をしているという

ことですが、市長、防災面であったり、国土強

靭化であったりということで、国は急いで作業

をしなさいということで、予算も大幅に増額し

て、作業を急がせているわけですよね。 

 取りつけ道路は、僕は後からでもできるんじ

ゃないかというふうに思うんですよ。できるだ

け高台の用地を早く手当をして、移転ができる

方策をとるというのが大事やと思うんですが、

この点についてだけ、市長にお聞きをいたしま

す。 

○副議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほどの答弁ですけれども、決して取りつけ

道路等のことで、大きく問題が発生していると

いうことではなくて、それによって、延びそう

だとかどうとかではなくて、今、それの設計等

について、どうするかを住民に知らせて、いろ

んな意見が出てきているという状況でございま

すので、どちらが先だとかいう形ではなくて、

一体的な形で、私は進めて、急いで、早急に取

り組んでいるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 鋭意取り組んでいる

ということですが、できれば専従職員でもおい

て、この高台移転に向けて、積極的に、一日で

も早く交渉が終わるように、また造成が進めれ

るように、取り組んでいただきたいというふう

に思います。 

 もうこれ以上、今回、時間もありませんので、

聞きません。 

 最後になると思いますが、スクールバスにつ

いてお聞きをいたします。 

 これ、私、橋上地域のスクールバスだけじゃ

なくて、市内に小筑紫地区、沖の島もスクール

バスがあるわけですが、この中で、私の子供も

行っている関係で、文書が来てびっくりしたわ

けですが、去年度からスクールバスを利用の児

童に対して、申請書の提出を求めておりますが、

そもそもスクールバスっていうのは、私は教育

の一環であって、スクールバスに乗った時点か

ら教育であるというふうに認識をしておりまし

たが、教育委員会としては、スクールバスに対

する認識というのは、どのように認識している

のかについて、まずお聞きをいたします。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 スクールバスに乗ることが教育の一環ではな

いかという御質問でございますが、確かにそう

いう面もあると認識はしておりますけれども、

スクールバスに乗ることそのものは、乗車マナ

ーであるとか、ルールを守ることであるとか、

そういうふうな社会教育の一環であるのではな

いかというふうにも考えております。 
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 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 社会教育ですね。そ

ういう社会常識の一部ではありますよね。 

 そこで、特に橋上地区の中でも、楠山、坂本

地区という地域は、スクールバスに乗らなけれ

ば通学できない区域にあります。当然のごとく、

学校の統廃合で、坂本小学校であったり楠山小

学校、中学校というのがなくなるときに、地域

住民との話の中で、スクールバスを動かしたり、

当時は、宇和バスが動いておりましたので、宇

和バスに教育委員会が定期券を発行して乗って

いたりということで対応していたわけですが、

宇和バスが廃止された後は、スクールバスに乗

せていくということですが、これ、申請書をと

らなければいけないんでしょうか。 

 私は、そこまでする必要があるのかというの

を、すごく感じるんですが、もし申請書を出さ

なければ、当然、許可書も発行しませんし、乗

れない形になりますよね。このことについて、

教育長はどのようにお考えですか。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 スクールバスの利用については、議員が御指

摘のように、本当に学校に行くのに便利の悪い、

あるいは通学距離の長い、そういう子供たちの

ために運行しているわけでございますが、利用

申請のことにつきまして、その申請につきまし

ては、宿毛市のスクールバスでは、一律に宿毛

市内のスクールバス利用者にお願いをしている

ものでございます。 

 利用許可の出ていない児童がスクールバスに

乗車することにつきましては、運行に支障がな

い範囲内で乗車することは可能であると考えて

おりますけれども、事故等の緊急事態の連絡体

制を整えるためにも、保護者の方にその提出を

お願いするものでございますので、その点につ

いては、御理解をお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○副議長（岡﨑利久君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 事故等の対応という

ことであれば、学校であったり、運行業者とい

うのが対応するべきであって、子供たちが、保

護者が対応できませんよね。 

 そこは、やはりそこに住む、地域に住む人た

ちのことも考えていただきたいなというふうに

思います。 

 これはなかなか理解しにくいところが多いの

で、スクールバスの運行についてというよりも、

私は、橋上中学校の中で、今、校区外に通学す

る子供たちがかなりいます。それは、橋上地域

であったり、平野地域であったりという、どち

らかといえば、宿毛市街地に近いところの子供

たちが多いわけですが、今言ったように、遠い

ところの子供たちは、行きたくても行けないと

いう現状があります。 

 教育委員会は、校区外通学について、許可を

出しておりますが、そのことによって、橋上中

学校の生徒数は予定よりも少ない生徒数になっ

てしまっている。 

 これは、教育長、先ほど再編のところで、３

６年度までは、想定であれば一人じゃなくて、

何人かの生徒になるということですが、中から

崩れていっているんですよ。教育委員会が許可

を出すことによって。 

 そのことについて、最後に教育長の考えをお

聞きをしたいと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えいたします。 

 教育委員会といたしましては、区域内就学が

基本であることには変わりはございません。来

年度、橋上中学校の新入生が１名になってしま

っているということは、決して、橋上中学校の

教育内容を保護者の方が否定するものではなく
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て、あくまでも保護者の判断によりまして、他

の方が校区外へ進学を選択をしたということで

ございます。 

 いつも申し上げておりますとおり、橋上中学

校では、クラブ活動が限定されてしまう、そう

いうふうなふぐあいはありますけれども、それ

以外の教育活動であるとか文化活動であるとか、

そういうことにおいては、他の学校では味わえ

ないと思います。 

○副議長（岡﨑利久君） 寺田公一議員に申し

上げます。 

 寺田公一議員の一般質問の時間は既に９０分

に及びましたので、会議規則第５７条の規定に

より、発言を禁止いたします。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

午前１１時３１分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時００分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 一般質問の前に、３．

１１の大震災でお亡くなりになった方々の御冥

福を祈り、また里を離れた人たちの、一日も早

いふるさとへの復帰を祈念します。 

 それでは、１３番、一般質問をします。 

 肺炎球菌予防接種について。 

 １２月の議会終了後、ある病院で顔見知りの

高齢者の女性の方から、「濵田さん、他の市町

村では、肺炎の予防注射に半額の助成をしてい

るそうですが」と声をかけられました。「どう

して宿毛市では助成がないのですか。テレビで

も宣伝しているのに」と、尋ねられました。 

 すぐさま市のほうに電話で尋ねてみますと、

宿毛市では、肺炎球菌の補助はありませんとの

返事でした。 

 女性の方に、どのくらいかかるのですかとお

聞きしますと、「約８，０００円ぐらいかかり

ます」との返事でした。「１１月にもインフル

エンザの注射で、１，０００円支払いしました。 

 私たちのような年金生活者では、なかなかの

出費です。肺炎の注射は、１回の注射で約四、

五年は効果があるそうです。他の市町村並みに、

半額、４，０００円ぐらいの補助はできないも

のか、ぜひ宿毛市にも、多くの市町村並みに助

成できるものではないか」と尋ねられました。

「担当課に電話をしてみましたところ、宿毛で

は助成がないので、他の市町村並みに話をつけ

ておきます」という返事をいたしました。 

 そして、２月の終わりごろ、高齢者の女性の

方が私の店に見えられたので、担当課に、市長

にも話してありますと話しますと、そしたら、

ぜひ電話をして確かめてくださいという話でご

ざいました。 

 それで問い合わせると、当初予算に計上する

との話を聞き、相手の女性に話しますと、大変

喜ばれ、そして年をとると物忘れが早く、補助

金が出ることさえ忘れてしまうようなので、何

かよい周知方法を考えてくださいとのことです。 

 また、対象者はいかほどですか、市長にお尋

ねします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） １３番、濵田議員の一

般質問にお答えをいたします。 

 来年度より、新規で実施いたします高齢者肺

炎球菌ワクチン接種助成事業でございますが、

市民の皆様への周知の方法としましては、広報

すくもへの掲載、地区の回覧文書、病院にポス

ターを掲示していただくなどのほか、各地区で

の保健師の相談事業や、家庭への訪問活動を通

じて、多くの方へ直接、周知を図ってまいりた

いと考えております。 

 また、その事業の対象者につきましては、宿

毛市内在住の７０歳以上の方として、約５，５
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００人おられるんですけれども、そのうちの約

２０％、１，１００人程度の受診を見込んでお

ります。 

 補助額につきましては、約８，０００円の接

種費用の半額程度である４，０００円を補助す

ることとしております。 

 なお、当事業の財源としましては、高知県後

期高齢者医療保険広域連合及び高知県の補助金

も活用して、実施することとしております。 

 高齢者の肺炎や感染症の予防を図り、健康保

持、増進につなげてまいりたい、このように考

えています。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 再質問いたします。 

 大体わかりましたけれども、肺炎は日本人の

死因の第３位を占めているそうであります。そ

して、高齢者の方が、そのうち９５％の人が病

気にかかるそうです。 

 肺炎による細菌にはいろんな種類があります

が、高齢者の肺炎の原因で最も多く、重症化し

やすいものが肺炎球菌です。 

 そこで、予防接種への助成以外に、何らかの

対策を考えていないか。今、大体、市長に聞き

ましたけれども、これでもう一つ何かあれば、

ほかのことで、市長が答えることがあれば、お

答えをお願いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 何かということでござ

いますけれども、お答えをいたします。 

 高齢者の肺炎の予防に的を絞ったことではご

ざいませんが、現在、各地区で実施している相

談事業や、いきいき１００歳体操などを通じて、

個々に、健康に関する注意喚起に努めておりま

す。 

 肺炎球菌ワクチン接種がより普及し、多くの

方が肺炎を予防することができれば、罹患者か

らの感染も減少させることが期待されます。 

 今後におきましては、肺炎球菌ワクチンを、

より多くの方に受けていただけるよう、周知に

力を入れてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 大体わかりました。 

 誤嚥肺炎予防方法の周知について、お尋ねし

ます。 

 多くの肺炎が、細菌やウイルスによって発症

するのに対して、誤嚥肺炎は異物によって起こ

ります。 

 通常、肺には私たちが呼吸したときの空気が

気管を通して送られ、酸素を取り込みます。そ

ういうものが、気管に入りますと、反射的に激

しくせき込み、気管から異物が出ますが、年を

とると体力が劣り、異物を気管の外に出すこと

が不可能でございます。 

 また、高齢者の方が肺炎にかかりますと、あ

っという間に命を落としてしまう場合があり、

死亡順位も、ここ１０年ほど、第３位と高どま

りしております。そこで、宿毛市の広報に、誤

嚥肺炎の予防方法など、連載してはいかがなも

のか。 

 例えば、食事のとき、一口目が一番、誤嚥肺

炎を起こしやすいとのことです。食べる前に唾

液を二、三度のみ込み、練習をしてからものを

口に入れるようにしましょうとか、また、食事

の後、すぐに横にならないようにしましょうと

か、そういうことを、健康欄コーナーなどをつ

くってはいかがなものでしょうか、市長にお尋

ねします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 広報すくもに、健康に関するコーナーをつく

ってはどうかとの質問でございます。 

 これまでにも、広報すくもには、予防接種や
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認知症の早期発見など、健康に関する情報を掲

載してまいりました。今後も、その中で、病気

予防に関する記事や、季節や時期に応じた健康

管理についての記事など、高齢者に関心のある

情報の掲載を充実させるとともに、誰にでも、

わかりやすい情報の提供に努めてまいりたい、

このように思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 大変よくわかりまし

た。 

 それでは、健康コーナーをできる限りつくっ

て、１２回あるわけですかね、広報は。それに、

夏なら夏、秋なら秋というんじゃなくて、１カ

月ごとと、１２月まで、いろいろなことを連載

していただければと、そのように思っておりま

す。 

 それでは、次の質問に入らせていただきます。 

 津波に強い学校整備について。 

 文科省有識者会議報告書が２月２８日の各新

聞に掲載されていました。学校敷地の標高や、

海岸からの距離、周辺の建物の立地状況を勘案

し、三つのパターンに分けて津波対策をしてい

ました。 

 １番目が、校舎屋上に浸水するおそれがあり、

近くには避難する高台やビルがない学校につい

ては、高台移転や校舎の高層化が必要であると

ありますが、市長並びに教育長にお伺いします。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 校舎の屋上に、津波

が浸水するおそれがある場合と、そうでないと

ころがありますね。この場合は、近くに避難す

る場所がないときには、高層ビルで対応せよと

かいう、校舎も、そういうことになっておりま

すが、市長はその点について、どのように考え

ますか。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 質問の学校施設整備方針につきましては、正

式に通知された改訂指針ではなく、内容や財政

支援方法が出されておりませんので、その点は

御理解いただきたいと思いますけれども、御質

問のあった校舎の屋上まで浸水するおそれがあ

り、近くに避難できる高台や高層ビルがない学

校については、高台移転や校舎の高層化が必要

とのことについては、私としても、そのとおり

であると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 確かに避難場所とし

て、学校が浸水する場合には、それはそのとお

りであると、私も思っております。 

 しかし、宿毛の場合は、津波が到着するまで、

約４０分あります。そして、児童生徒が、安全

な忠霊塔まで行くのに、約１０分ぐらいで行け

ると思うんです。そうすれば、私は、あえて萩

原まで行かなくても、それで対応できるんでは

ないかと、そのように思っております。 

 また、高知新聞によりますと、これは抜粋し

たんですけれども、鉄筋コンクリートの建物で、

１５メートルまでは波に大丈夫だそうです。 

 今、宿毛の場合は、大体、６メートルちょっ

とぐらいですよ。それやったら、一応、そこで

難を逃れるのではないかと、私はそのように考

えておりますが、市長並びに教育長の見解をお

願いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛小学校の例を出していただきながら、質

問をいただきましたけれども、浸水しないと想

定される学校は、屋上や上層階への屋外避難階

段を整備するよう、求めていること等について、

どのように考えるかということも関連すること

ではないかと思うんですけれども。 
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 確かに津波対策を考えた場合に、そういった

ことも、津波から身を守る一つの手段ではある

というふうに思っております。 

 しかしながら、議員も御承知のように、災害

からの安全確保について、１００％安全という

ものはございません。今までの想定を大きく覆

したといったことがある事例からいえば、この

東日本大震災、まさにそのとおりであるという

ふうに思っております。 

 当然ながら、学校は子供たちが教育活動を行

う場であり、学校における子供たちの安全性の

可能性を１００％に近づけることが、学校設置

者としての市長の責務でもあると考えておりま

す。 

 学校施設について、近くの高台に避難場所が

ある場合、高台に避難することとしており、子

供たちも市民も、学校屋上を避難場所としてい

ません。 

 しかしながら、場合によっては、高齢者や障

害者の皆さんなどが避難場所へ避難できないと

判断された場合、これを利用することを拒むも

のではございません。そのような位置づけでお

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 今議会のいろいろな議員の方々からの御質問

にもお答えいたしましたように、私といたしま

しても、市長同様、そのとおりであるというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 次へ進みます。 

 想定される津波が来て、校舎屋上まで浸水さ

れない学校では、上層部への階段設置を、文科

省では進めていますが、宿毛市はどのように考

えておりますか。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 宿毛市においては、学校施設の近くに、高台

避難場所があるというところが全てでございま

すので、現在、そのように、校舎を上層まで整

備するとか、避難場所とするとかいうことにつ

いては、考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） それから、学校は避

難場所として、児童生徒や教職員だけでなく、

地域住民の避難場所として利用できるようにす

ると、そういうくだりがありますが、それはど

ういうように思いますか。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほどもお答えをいたしましたけれども、近

くに高台避難場所がある場合、これはそのよう

な市民の皆さんも、教職員も生徒も含めて、１

００％の安全を確保するということには、少し、

いろんな形の中で問題がございますので、高台

に避難をしていただくということを、さまざま

な対応をしておりまして、ただ、先ほどもお答

えしましたように、いろんな事態の中で、市民

の皆さんがその理由の中で、学校施設に避難し

たいということについて、我々がそれを拒んで、

してはいけないということをすべきでもないと

思っております。それはその人の個人の判断で、

さまざまな事態の中に、対応することではない

かなというふうに思っていますが、我々行政の

立場としては、安全な高台へお願いをしたい、

このように判断をいたしております。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 一応、地域住民、特

にお年寄りの方が望んでいるのは、高台までは

よう逃げないと、そういう話が街の中では蔓延

しています。 
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 それで、どうしてでも学校までたどり着けれ

ば、手を差し伸べてもらえると。そのかわり、

高台のほうに行くと、スロープがなかなか難し

いと、そういうような話で、でき得れば、どう

してももう一度、こういうような指針も出たん

だから、そこを考えてくれないかというお話が、

お年寄りの方々の希望でございます。 

 それについて、もう一度、市長の答弁をお願

いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 再三、お答えはいたし

ておりますけれども、そこを避難場所として整

備するということはいたしておりません。 

 それは、先ほど言いましたように、近くに高

台があるからです。 

 しかし、時と場合、時期的なもの、季節的な

もの、その日の昼間だとか夜だとか、雨だとか、

嵐だとか、そういうさまざまな事態、想定でき

ないことがございます。 

 そういうときに、この学校施設に避難をした

い、そういう障害者の皆さんや、本当にお年寄

りの皆さんが、そういう場合に遭遇した場合に

は、私はその人の判断で、学校に限らず、避難

施設でなってない場所も含めて、私は、いち早

く、まず可能なところへ避難をしていただくと

いうことでありまして、決してこれを拒否する

という形を取っているわけじゃないということ

を、まちの皆さん方にもわかっていただきたい。 

 １００％ということを我々は目指しているわ

けですから、命を守るという対応の中には、ま

ず、高台といっているわけでございまして、そ

の辺のところを、それぞれしんしゃくしていた

だいて、市民の皆さんにも、議員のほうからも

説明もしていただきたいというふうに思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） それから、前に一度

行った宮城県の亘理町なんですけれども、これ

は海岸端に荒浜中学校、そして亘理小中学校で

すか、３校あって、一応、３校とも波をかぶっ

ているわけです。 

 それで、１校当たり、大体５００人近くの人

が学校に避難して、１人のけがもなく、全員助

かっていると、そういう前例もあります。 

 そこで、どうしてもお年寄りの方たちは、山

は嫌だと。市長が言うのはわかりますよ。私な

んかも、そら１メートルでも高い高台のほうが

いいことはわかっています。しかし、そこによ

う逃げないという年寄りが大分おるわけです。 

 この間も、一応、忠霊塔のスロープ、避難場

所として、電動の車イスで行ったらしいです。

そしたら、空回りしてから、よう登らなかった

と。そういうような実例もあります。 

 しかし、学校やったら、下まで行けば、階段

やから、手をもってあげてもらえるというよう

な報告も来てます。 

 それで、やはり皆、年をとっていくんです。

そして、ことし小学校の人は、小学生などが避

難、最初は３０分かかったと。それが、２回目

は１５分で行った。そして３回目は１０分切っ

ていったと。そういうように、徐々に、訓練す

れば早く行けます。しかし、年寄りは、半年先

になったらよう歩かんようになっている人なん

かも多いです。 

 そして、津波なんか、もし仮に地震がきて、

電柱が倒れたときには、車で搬送することもで

きません。そういう中で、なるべく近くのとこ

ろに、そういう避難もできる学校をつくってく

れというのが、まちの人たちの、特にお年寄り

の方々の希望でございます。 

 そういうことを、もう一度、市長に伝えてく

れという話を、私のところに何回も来てする人

がおります。それはけど、私も当たり前だなと

思っております。 
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 何でかというと、この間まで歩いてきてた人

が、つえをついてきているような状態です。や

はり、そういうような人たちを、行政として、

カバーするべきではないかと私も思って、その

話を聞いております。 

 そういうことでございますので、市長も、で

き得れば、お年寄りの人たちの、耳を傾けてい

ただきたいと、このように思って質問している

わけでございますが、もう一度、できたら質問

をお願いします。もうわかってますけれども。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 濵田議員が市街地に住まわれて、そういう実

際のお年寄りの方々から、そのような要望をい

ただいているというのは、本当にそのとおりだ

と。内容についても、十分、私も理解をいたし

ます。 

 ただ、行政として、責任を持って指定すると

いう形になると、例えば、釜石なんかでは、津

波によって火災が発生してます。そして、そこ

から学校という取り切ったところから、他に逃

げれない人たちは、そこで火災に巻き込まれる

ということ等も、想定外ではない状況もあるわ

けでして、私どもとしては、まず、そういうと

ころを原点として、この避難場所について考え

ているということについては、ひとつ理解して

いただきたい。 

 そして、お年寄りや障害者や、さまざまな地

域の防災避難計画の中で、今後、まだまだ行政

としても、そういう避難計画等をまちの皆さん

とも煮詰めていかなきゃいかん部分はあると思

います。 

 そうしたときに、その学校がどういう形で、

避難場所という形も含めて、どういう形ででき

るかということも含めて、やはり考えなくては

いけない、そういう要支援者、そういう人の対

応については、今の忠霊塔の整備の状況とあわ

せて考えていくべきことではないかなと思って

おりますので、もう少し、その辺は直接、学校

の移転ということとの関係ではなくて、今の建

物をいかに今後利用していくかということで、

少し時間もいただいて、検討する余地も残して

いただきたいというふうに、私は今、思ってい

るところです。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 最後の質問になりま

すけれども、文科省が学校設置、整備指針改訂

への発表以来、何人かの人が私の店に見えられ

て、現在地に残す会を２月２８日でしたか、新

聞発表は。それから３人ほど来られて、はやも

う署名をとる運動を始めたわけでございます。 

 それは、宿毛小学校を現在地に残す会を、そ

の時点で発足したそうです。今、１０人ぐらい

の役員でやってますが、はやから、大分の人が

署名をしてくれているという話も聞いておりま

す。 

 このことについて、市長はどのように思いま

すか。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 市民の皆さんが、どのような形で行動され、

組織されているかということは承知しておりま

せんけれども、私どもが進めている方向につい

て、まだまだ御理解はいただけてない部分があ

るなという認識は持っております、市民の皆さ

んに。 

 しかし、今後、そのようなことについても、

一生懸命、説明をしていく中で、考えていきた

い、このように思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 同じ問題ですが、教

育長に答弁お願いします。 
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○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 私といたしましても、

ただいま市長が申し上げたとおりの考えを持っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） １３番濵田陸紀君。 

○１３番（濵田陸紀君） 大体のことはわかり

ましたけれども、やはり市長も教育長も、まち

の人たちの話も、年寄りの人たちの話も、もう

少し謙虚に聞いてくれということは、必ず伝え

ておいてくれという話でございますので、この

場をもって伝えさせていただきます。 

 それじゃあ、私の一般質問を終わります。 

○議長（今城誠司君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 １時３１分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時４１分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） ８番議員の浅木です。

ただいまから一般質問を行います。 

 この議会最後の質問になりましたが、お疲れ

のところと思いますが、御答弁のほう、よろし

くお願いいたします。 

 日本全土を震撼させた東日本大震災から３年

が過ぎましたが、今も脳裏に焼きついた恐怖は

そのままであります。改めて被災された皆様に

お見舞いを申し上げますとともに、亡くなられ

た方々の御冥福をお祈りいたします。 

 まだ２６万７，０００人もの方が避難生活を

され、９万７，０００人もの方が、仮設住宅暮

らしを余儀なくされている現実があります。 

 政府は、原発の再稼働よりも、福島原発の早

急な放射能対策、震災の全面復興にこそ全力を

注ぐべきだと思います。 

 それでは、通告に従い、進めていきます。 

 １番、国民健康保険についてであります。 

 その１番として、国民健康保険税についてお

尋ねします。 

 国民健康保険税が高過ぎて払えない人がふえ

ているのに、政府は今年度もまた引き上げよう

としています。今年度は、賦課限度額を国保で

４万円引き上げようとしており、それで限度額

は８１万円まではね上がります。 

 国保加入者は、相対的に低収入であり、もう

支払いの限界点を超えています。宿毛市におい

ても、これ以上の引き上げをしないよう求めま

す。 

 国保の支払い財源については、政府が削減し

た国庫負担金を、１９８４年の実績に戻すよう

求めるべきであります。以前の国保会計の総収

入に占める国保負担の割合は、１９８４年に約

５０％でしたが、現在は２５％に半減したこと

が、国保財政を困難にした最大の要因でありま

す。 

 市長は、国に対して、国庫負担を１９８４年

の実績に戻すよう求めるべきであります。 

 その国庫負担を回復するまでは、一般会計か

ら繰り入れしてでも、市民負担の上昇を食いと

めるべきであります。 

 今、全国の市町村国保の５８％は赤字となり、

２０１２年度の一般会計からの繰入総額も、全

国では３，９７９億円にのぼっており、高知県

下の自治体でも、総額６億４，６７０万円とな

っています。お隣の四万十市は、１，９７３万

円、土佐清水市が８５４万円、一般会計から繰

り入れています。市民の国保税負担を少しでも

抑えようとしています。 

 ところが、宿毛市は、国保への法定外繰り入

れはゼロであります。宿毛市でも、他の市町村

のように、一般会計から繰り入れて、国保税の

市民負担を軽減するよう求めます。 



 

－ 127 － 

 このことについて、市長の答弁を求めます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） ８番、浅木議員の一般

質問にお答えをいたします。 

 国民健康保険税の税率につきましては、基本

的には、国保加入者の医療費の伸びに応じて税

率を見直し、税負担が過大にならないように配

慮すべきであり、単に税負担の面だけを捉えて、

他の市町村より高いかどうかを問題にするのは、

合理的な判断を妨げることにも、まず、つなが

ります。 

 また、その税の負担においても、特定の所得

階層に過重な負担とならないよう、負担の公平

に配慮すべきでございます。 

 来年度の税率改正は行いませんが、現在、国

民健康保険制度の基盤強化に関する国と地方の

協議で、社会保障、税一体改革による低所得者

層への財政支援の拡充等について、検討が行わ

れております。 

 国保へのさらなる公費の投入や、その時期に

ついては、不透明でありますので、今後の進捗

状況などを踏まえ、税率改正も視野に入れなが

ら、慎重に、国の動向を見ながら検討を重ねて

いく必要があると考えております。 

 続いて、法定外繰り入れについての質問でご

ざいます。 

 国民健康保険は、法律に基づく一般会計から

の繰入金を除き、保険税収入や国庫支出金によ

り、保険給付費等の費用を補うことを原則とし

た制度でございます。 

 このため、赤字補填のために、一般会計から

法定外繰り入れをするということは、国保加入

者以外の市民の税金から、国保事業の費用が賄

われるという形になります。 

 こうしたことから、安易な一般会計からの繰

り入れは適当ではない、このように判断をいた

しております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、答弁をいただきま

したが、ちょっとはっきりせん部分があったの

で、もう一回聞きます。 

 市長、国に対して、以前、繰り入れていた５

０％、国が繰り入れを減らしたことによって、

国保財政が非常に厳しくなっているというのも、

一つの原因だと。私は、最も大きい原因だと指

摘しているわけです。 

 これは、市長会としても、国に対して、この

繰り入れをふやすように求めているというふう

に、私、聞いているわけですが、そういう面か

ら、今、市長、これを国に求めないというふう

に聞いてしまったんですが、沖本市長はそうい

う考え方なんですか。そのことを確認させてい

ただきます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 国に対する国庫負担の増額等について、市は

どうするのかということの答弁が抜けておりま

したけれども、国に対する国庫負担の増額を要

望することについては、県下でも多くの市町村

が歳入不足となっており、基金の取り崩しや、

繰り上げ充用が強いられ、今後も累積赤字が増

加することが見込まれるなど、危機的な状況に

陥っております。 

 本市としては、この問題は市町村で対応でき

る限界を超えているという認識をしておりまし

て、このように思っているところでございます。 

 政府は、２６年度から２９年度までに、国保

の都道府県化を初めとする重要な医療制度改革

を実施することとしており、国保制度への財政

支援の強化を図るための、さまざまな措置を講

じることとしております。 

 ２６年４月からは、低所得者の保険料負担の

軽減措置の拡充や、中間所得層の方の保険料負
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担の軽減を図るための賦課限度額の引き上げが

実施されております。 

 また、保険者支援制度の拡充により、１，７

００億円の公費が導入される予定となっており

ますが、実施時期は未定であり、現在、国と地

方の場において、国保のより一層の財源基盤の

強化を図るための協議が行われております。 

 ７月をめどに、中間報告が示されることにな

っております。 

 保険者としましては、今後の国の動向を注視

しながら、財政運営を維持していけるよう、取

り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、説明いただきまし

た、今の部分については、広域化の問題と絡ん

できますので、またそこで議論させていただき

ます。 

 次に、低所得者への減免措置についてですが、

収入は低くて、国保料の支払い困難者に減免を

することができることになっています。この実

績がどうなっているかをお尋ねします。 

 法定減免については、厚生労働省は申請に基

づくものではなく、自治体が対象者を自動的に

減額するというふうに答えております。そうい

うことで、進めているんだと思います。 

 しかし、自治体に所得申告をすることを忘れ

ている市民は、低所得でも減免措置を受けるこ

とができません。国保税等の減免を受けたい市

民は、確定申告または市への所得申告をするこ

とを忘れないよう、周知するべきだと思います

が、この点についてお聞きします。 

 また、生活に困窮した市民は、申請減免を受

けることもできます。 

 申請減免は、災害や病気、あるいは失業など

により、大幅に収入減となった場合に、減免の

対象となりますが、これは本人が申請しないと

減免を受けることができません。 

 こうした減免制度を市民に十分に周知し、利

用できるようにするべきではないか、このこと

についてもお尋ねします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 国民健康保険制度には、倒産、解雇などによ

り、離職された方に対して、国民健康保険税を

軽減するという法定軽減措置と、災害等で所得

が皆無、または著しく減少し、納付が困難と認

められる場合には、全額、または一部を免除す

ることができるという条例減免措置があります。 

 条例による減免措置は、支払いを先延ばしに

する徴収猶予や、分割納付等によっても、到底、

納付が困難な場合、その旨、減免申請をしてい

ただきます。 

 具体的には、徴収猶予や分割納付等によって

も、到底、納付が困難な場合、納付期限の７日

前までに減免申請をしていただき、申請者の状

況確認や、預貯金、預金調査等により、客観的

に見て、国保税の支払い能力の有無を判断し、

減免の決定をしております。 

 平成２４年度の条例減免の実績は、申請が１

０件あり、うち減免となったのは１件でござい

ます。 

 また、減免制度の周知につきましては、各納

税義務者への納税通知書の裏面に記載するとと

もに、国保税の納付等の相談があった際には、

そうした減免制度についての詳しい説明をして

おります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 続いて、もう一つの減

免ですが、病院窓口での医療費支払いの減免制

度についても、利用状況はどうなっているのか

お尋ねします。 

 医療費の支払いに窮する被保険者には、窓口
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負担の減免制度、これは国保法４４条の分です

が、これを紹介し、減免を受けられるようにし

てあげるべきであります。 

 市長はどう考えているか、お尋ねします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 次に、医療機関での窓口負担の減免制度の利

用状況ですけれども、宿毛市国民健康保険一部

負担金の徴収猶予、及び減免にかかわる事務取

扱要領を、平成２５年３月２９日に制定をいた

しましたが、平成２５年度の相談件数は、現在

ございません。 

 今後は、被保険者の方に、広報や、国保のし

おりで制度の周知を図っていきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長から答弁いた

だきましたが、せっかくこういう使える制度が

あっても、市民には十分わかってないというこ

とで、利用が進んでいないという状況がありま

す。 

 宿毛市でもそれぞれ、今後も取り組んで、皆

さんに知らせるようにしてほしいんですが、こ

れは宿毛市だけじゃなしに、全体的にそういう

市民の中へ、国民の中へ十分浸透してないとい

う部分があるわけです。 

 これからも、引き続いてそういうものに取り

組んで、減免が受けられるように取り組んでい

ただきたい、こういうふうに求めます。 

 次に、資格証明書と短期保険証の発行につい

てであります。 

 資格証明書や短期保険証にされた人は、病気

になっても病院へ行くことをちゅうちょします。

このため、手おくれで命を落とすことも多々あ

ります。資格証明書の発行は中止し、短期保険

証も、極力、発行しないよう求めます。 

 資格証明書や短期保険証、窓口負担の支払い

が困難など、経済的理由による手おくれ死亡は、

１２年度で５８人ありました。 

 こうした状況を見るときに、こういう保険証

は、普通に使える保険証は手元にないというこ

とで、病気が重症化する、そしてまた、死亡に

もつながるということになっているわけです。 

 こうしたことから、他の自治体では、資格証

明書を発行してない自治体もあるわけです。宿

毛市もそういう方向で考えていただきたい、こ

のことについて、答弁を求めます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 以前から同趣旨の、議員の一般質問に対して、

何度も答弁した経緯がございます。 

 浅木議員の気持ちもわかりますけれども、こ

の資格証明書の交付の取り扱いにつきましては、

国民健康保険法に、国保税を１年以上滞納して

いる世帯に対しては、被保険者証の返還を求め、

資格証明書を発行する、このことが定められて

おります。 

 この法律に基づき、本市は宿毛市国民健康保

険税滞納世帯に係る事務処理要綱及び同要領を

制定して、運用をしております。 

 資格証明書発行の際には、特別の事情の届け

出及び弁明の機会を与え、慎重に対応しており、

万が一、緊急に病院にかかることになった場合

や、入院等で高額な医療費の支払いが困難とな

った場合につきましては、被保険者証交付基準

にのっとり、短期保険証を交付しておりますの

で、資格証明書だから病院にかかれないという

認識はしておりません。 

 今後も、被保険者間の公平性を保つためにも、

資格証明書の発行は必要と考えています。 

 また、短期保険証の発行につきましても、期

限を設けることで、滞納者との面談機会をつく

り、生活の状況や、把握や、個々の状況に応じ
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た納付指導をすることにより、納付につなげて

いく目的がありますので、期限が切れたからと

いって、無条件に期限の延長をすることはでき

ません。 

 資格証明書や短期保険証の発行につきまして

は、決して機械的に処理しているものではなく、

被保険者を取り巻くさまざまな環境の変化に適

用すべく、毎年、被保険者証に保険者証交付基

準を見直して、きめ細かな対応ができるように

しております。 

 今後も、資格証明書、短期保険証の発行につ

きましては、慎重に対応していきたいと考えて

おりますので、どうか御理解をよろしくお願い

をいたします。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 市長は、今の答弁で、

国保法に基づいてやっているということですが、

この国保法の第６７条、この中にはこう書いて

あるわけです。 

 保険給付を受ける権利は、譲り渡し、担保に

供し、または差し押さえることはできないとい

うふうになっています。 

 ある面で見ると、資格証にしてしまうという

ことは、これを差し押さえているのと同じよう

に、私は感じるわけです。また、そういうふう

に法律解釈する人もおるわけです。 

 こういったことで、市民を困らせるというこ

とのないようにということで、さいたま市など

では、資格証を発行しない。発行しないからと

いって、滞納がどんどんふえていくかというた

ら、そうでもない。やはり、それは行政のほう

で、資格証明を発行する以外の方法で、滞納を

なくするように、いろいろ働きかけて納入率を

上げているという状況でございます。 

 そういったことから、資格証明発行以外にも、

ほかにやる努力があるんじゃないかと。 

 なお、私も、これは全面的に否定しているわ

けではないわけです。これも、市長の言うたの

も一つの法律の中ですので。特に悪質なものと

いうふうに、国会でも答弁が出ております。そ

ういう、特に悪質なものに限って、資格証明書

を出すということになると、資格証明書を受け

取った人は、皆、宿毛の受け取っている人は、

皆、悪質なんかと。ひょっとして、今、私の話

を聞くときに、資格証明書にされている人は、

自分は悪質じゃけに、こういうふうに資格証明

にされているんだと、こう考えてしまうかもわ

かりません。 

 国会では、悪質者に対して発行ということに

なっておりますので、そこのところ、もう少し、

どのような基準で発行しているのか、答えてい

ただきたい。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 国保によって、資格証明書を出す人は悪質だ

という表現をされているという質問でございま

したけれども、私、その辺のところは承知はし

ておりません。知っておかなきゃいけないこと

だとも思うんですけれども。 

 宿毛市としては、決して、このような認識は

持っておりません。それぞれの理由のある中で、

納付がおくれている。そういう方が、私はほと

んどだというふうに認識しておりますので、で

きるだけ、このような被保険者の皆さんの、話

し合いをして、面談機会をつくって、相談に応

じて、国保だけじゃなくて、生活保護であると

か、さまざまな助成制度であるとか、そういう

ことも紹介する中で、あるいはまた、納付につ

いても、納付の仕方等について、さまざまなそ

の人の条件にあって、納付しようとするその意

思にある方に対しては、十分、そのような機会

を提供して、その人の都合を最大限重視しなが

ら、生活を守りながら、健康を維持しながら納

付していただく、そういう方法等についても、
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私は相談に乗って、対応しているというふうに

認識しておりますので、その辺については、私

の認識はこのようなところでございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 去年のデータで見ると、

資格証明書を発行しているのは、滞納者の中の

２４．３％に対して発行しているということで、

４人に１人は発行しているというふうになるわ

けですわね。 

 ４人に１人は、宿毛の滞納者は悪質なんかと

いうことになるわけです。 

 なお、この悪質ということの定義ですが、金

があるのに、もう財産もある、貯金もあるのに

払わんと。払いたくても払えないという人と、

あるのに払わんと。何かあって、あるのに払わ

んというのは、また違うと思うんですね。 

 そういう人に対しては、これは私も仕方ない

とは思いますけれども、本当に金が無くなって

しもちょる。払えない人に対して、資格証を発

行するというのは、これは無理な話じゃないか

と思うわけです。 

 この分は、平行線になろうかと思いますが、

市長、今後とも、資格証の発行については、慎

重に対応してもらいたいと、こういうことを求

めます。 

 慎重に対応することを求めて、次の議題にい

きます。 

 次に、無料・低額診療について、お尋ねしま

す。 

 この議会では、初めてでございますので、無

料・低額診療について、ちょっと説明させてい

ただきます。 

 無料・低額診療とは、病院の窓口で払う自己

負担分の医療費を、無料または減額する制度で

あります。 

 治療した病院は、治療費を国保等の保険機関

に請求できますが、無料または減額した患者負

担分の治療費は収納できず、医療機関の損失と

なります。 

 医療機関は、その代償の一部として、法人税

や固定資産税、並びに不動産取得税の減免措置

を受けることができます。 

 無料・低額診療を実施しようとする病院等は、

県へ届け出を行い、知事の許可を得れば実施で

きます。 

 また、医療費の自己負担分を無料または減額

してもらえる患者は、生活保護基準額の１００

ないし１５０％程度の低収入の方しか該当しま

せん。 

 現在、無料・低額診療事業を実施しているの

は、全国では約５００カ所ありますが、高知県

では残念ながら２カ所だけです。この２カ所も、

高知市にある潮江診療所というところと、高知

生協病院の二つだけであります。 

 治療費を払えない生活困窮者の命を救う病院

として、県下で高く評価されています。 

 こうした事業を行うのが、無料・低額診療所

であります。 

 そこで市長にお尋ねします。市民の命を守る

ために、宿毛市にもこうした無料・低額診療事

業を、公的病院等に働きかけ、開設に向けて取

り組みができないか、お伺いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 無料・低額診療事業、先ほど、浅木議員から

説明があったわけでございますけれども、社会

福祉法に基づいて、医療機関が経済的理由等に

より、適切な医療を受けられない方に対して、

無料または低額で診療を行う事業でありまして、

対象者としては、低所得者、要保護者、ホーム

レス、ＤＶ被害者等の生活困難者となっており、

先ほどの質問のように、高知県では、高知市内

２カ所の２施設で事業を行っております。 
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 保険者の立場から言いますと、被保険者には、

国保税をきちんと納付していただき、不公正の

ない、健全な財政運営を行っていけるよう、最

大限、努力していただくことが第一と考えます。 

 また、生活困難者には、医療機関の窓口で払

う一部負担金の減免、徴収猶予を申請できる制

度や、生活保護等の救護措置もあることから、

無料・低額診療事業を受け入れてくれる医療施

設や、まだこれはあれですけれども、調剤薬局

等をつくる働きかけは考えておりませんけれど

も、今後も、社会情勢の変化等も踏まえまして、

高知市及び全国の医療状況等の動向を注視して

まいりたい、このような状況で、現在あるとい

うふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 初めての質問でござい

ますので、まだ考えてないということですが、

先ほども話しましたように、全国では、もう既

にこうした病院が５００カ所もできていると。

なのに、高知県には、そのうちの二つしかない

ということで、いかに取り組みがおくれている

か。 

 今は中央にあるわけですので、私といたしま

しては、幡多のほうにも欲しいということです。

そしてまた、東のほうにもできればいいと。せ

めて三、四カ所できれば、遠方の人が、この近

くで利用できるという面があります。 

 なお、これの認識について、今は余り必要な

い、ほかの制度で何とかなるみたいな、市長の

お話ありましたが、去年の３月の県議会にて、

この無料・低額診療事業を始めてから３年にな

るので、２２５人が診察したということも含め

て、尾﨑知事に、県議会で質問したところ、尾

﨑知事は、生活困窮者に医療を供給するととも

に、受診者を生活保護などのセーフティーネッ

トに適切につないでいく役割も果たしている。

取り組みに敬意を表すということで、この無

料・低額診療所の事業に対して、知事は高く評

価しているという面があります。 

 また、高知市でも、市の行政としても、こう

いった困窮者に対して、ここの病院には手を差

し伸べていくことに対して、高知市は高知市の

財政で、残念ながら、病院のほうは無料・低額

でいっても、処方しても、薬のほうですね、こ

れが、薬局が今、別になってますので、病院じ

ゃないもので、注射やったら無料・低額でいく

けど、薬を、薬局へ行ったときには、３割負担

は３割負担、払わないかんということになって

いるので、薬がもらえないということで、この

分を、高知市は市の財政の中から負担するとい

うことまでして、この無料・低額診療に対して、

後押しをしてくれているわけです。 

 そういった面で、非常にこういう貧しい人、

困窮者に対して、力になっているという面があ

るので、今後、このことをぜひ、お考えいただ

きたい。 

 このことを申し上げて、今後、考えてもらう

ことにいたします。 

 次に、滞納国保税の徴収について、お尋ねし

ます。 

 ２年目を迎えた安倍政権が、生活保護基準額

や、年金支給額を引き下げる一方で、消費税の

８％への引き上げ、介護や医療費の国民負担を

引き上げるなど、国民いじめの暴政につき進ん

でいる中、大企業は内部留保をまたふやし、つ

いに２７０兆円になりました。 

 こうした中、一般国民の生活はますます困窮

を極め、今後はさらに、国保税等の滞納も増加

してくると思われます。 

 一方で、税の徴収は苛烈となり、全国各地で

徴収をめぐって種々の紛争が発生しています。 

 宿毛市においても、こうした事態が発生しな

いことを願って、徴税について、次の点を質問
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します。 

 まず、国保税滞納者に対しては、十分な話し

合いをもち、相手を納得させ、納入してもらう

ことが大事であります。自主納税が困難な場合

の滞納処分については、地方税法、国民健康保

険法の規定にのっとり、処分の詳細は国税徴収

法の定めを準用することになっています。 

 同法の第７５条１項は、生存権的財産、これ

の差し押さえを禁じています。 

 また、同条５号では、営業に欠くことのでき

ない財産の差し押さえ、これも禁止しているわ

けであります。 

 差し押さえ禁止財産といたしましては、滞納

者の最低生活の保障、精神的生活の尊重等の理

由から、一定財源の差し押さえが禁止されてい

ます。 

 例えば、退職年金、老齢年金、普通恩給、休

業手当金及びこれらの性質を有する給付にかか

わる債権等があります。 

 生活保護費や就学援助費、児童扶養手当など、

子供の養育のために給付されたお金も、差し押

さえ禁止財産であります。 

 近年、法で定められた差し押さえ禁止財産に

まで差し押さえをする事例が発生しています。

納税者が違法な差し押さえであることに気づき、

裁判に訴えられ、差し押さえた行政側が敗北し、

賠償金を払った事例もあります。 

 こうしたことから、宿毛市でも、禁止財産を

差し押さえ、市民とのトラブルを発生させない

ためにどうするか、市長のお考えをお聞きしま

す。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 滞納国保税の徴収についての質問でございま

すが、本市及び租税債権管理機構の滞納処分に

つきましては、国税徴収法の規定を遵守し、法

律で差し押さえが禁止されているものは除いて、

差し押さえを行っておりまして、違法な差し押

さえは行っておりません。 

 差し押さえ禁止財産には、どのようなものが

あるかという質問でございますけれども、これ

につきましては、国税徴収法に列挙されており

ます。 

 まず、生活に欠かすことのできない衣服、寝

具、家具、または仕事に欠かすことのできない

道具など、生活していく上で必要となる動産等

の差し押さえは禁止をされております。 

 また、再質問の中でもお答えさせていただき

たいと思いますけれども、質問の趣旨はここま

でではないかと思っておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長答弁いただき

ましたが、私は、前もって言いましたように、

今後こういった、極めて厳しい取り立てという

ものはされるようになってくるというおそれが

多分にあるということから、これを逸脱した、

とにかく取り立てるというふうなことにはなっ

ていかんように。それがまた、市民とトラブル

になると、市民と行政との対立ということにな

ってくるとともに、訴訟ということになると、

また余分な金がかかる。負けたら訴訟費は負担

するということになってくるので、そういうト

ラブルを起こさないような対策、こういうもの

は非常に大事だということで、お話ししたわけ

です。 

 なお、市長の答弁、ちょっと前で話してくれ

ましたが、次に、差し押さえ禁止財産について、

お伺いします。 

 差し押さえ禁止財産、特に絶対的禁止財産、

こういったものもあるわけです。 

 これは、生活に欠くことのできないもの、こ

れは押さえるわけにいかんと。 

 例えば、物品では、最低生活を保障していく
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という立場から、衣類、寝具、調理器具、３カ

月分の食料とか燃料、こういったもの。食うに

困り、たちまちあした困るというような差し押

さえはやらないと。 

 それから、生業維持の保障ですね。農機具、

家畜、漁網、農業関係の手段。先般、どこかで

この農機具を差し押さえて問題になっとったと

ころがあったわけですが、これはこの差し押さ

え禁止財産を理解してない自治体のやったこと

だというふうに、私は思うわけです。 

 そして、文化的生活の保障ということで、仏

壇とか勲章、書籍、こういったものが禁止にな

っております。 

 これはもう物ですので、それぞれわかると思

いますが、今、一番この部分で、物の部分で、

私、心配するのは、車が差し押さえしやすいと

いうことで、いろんな形で、タイヤロックとか、

差し押さえしております。 

 これにつきましても、これでもって、この車

でもって生活をして、生きる人の車を押さえた

ら、そのときから、その人はもう収入がなくな

るということになっていくので、これが、例え

ば行楽とか、そういう仕事以外の、収入を確保

すること以外の目的の車であれば、対象になる

かもわかりませんが、その車で仕事をしよると

いうことになると、差し押さえはすることには

ならんというふうに思いますが、ここの部分に

ついて、もしわかればお聞きしたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 最初に、徴収法のところで説明も申し上げま

したけれども、いわゆる違法な差し押さえ、こ

れはしておりませんし、今後もしません。御指

摘いただいたような、さまざまな生活にかかわ

るものであるとか、土地にかかわるものである

とか、年金にかかわるものであるとか、さまざ

まな規定がありますので、当然のことながら、

このことを遵守した徴収をしてまいります。 

 差し押さえ、いわゆる公売という形になるわ

けですけれども、このような対応をしていきた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 物のうち、市長、貴金

属等をよく差し押さえて、オークションにかけ

ると。これはこれとして、これに逸脱するとい

うことではないし、私が指摘したのは、ややも

するとトラブルになりやすいというのが、今言

うた車です。 

 そういった面から、この車を差し押さえるに

ついても、押さえやすいけん、押さえたという

ことではなしに、それがどういう使われ方をし

とるかということを確認して押さえないと、車

を押さえたことによって、その人の生活が破壊

されてしまうということになる場合もあるとい

うことで、慎重な対応を求めるという面で提起

したわけです。 

 この点、どう考えるかお聞きします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほど来、お答えはさせていただいていると

いうふうに思うんですけれども。車であれ、何

であれ、最後の生活を継続することができなく

なる。著しく生活を窮迫させる、そういうもの

については、公売等、差し押さえ等はいたしま

せん。 

 そのような判断で行っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 私がこだわって話しま

すのは、そういうものをする自治体があって、

トラブルを起こしていますので、こういうこと

がないようにということでお話しているわけで

ございますので、そうむきになって答えなくて
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も。 

 なお、次に、金銭と証券についてお尋ねしま

す。 

 滞納処分を執行することによって、その生活

を著しく急迫させるおそれがあるとき、これは、

差し押さえてはならないということになってい

ます。 

 ところが、お金、特に貯金通帳、これについ

ては、わりかし低額、少ない額でも差し押さえ

しているというところもあるわけです。 

 こういった面から、そのお金がどう使われて

いるのか、確認をしないで押さえると、この人

のたちまちの生活資金、これを押さえてしまえ

ば、その人は生活できなくなるということにな

るわけです。 

 そういった面で、具体的には、給与、それか

ら年金、こういったものの差し押さえ、どうい

う基準に基づいて実施しているかお尋ねします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 先ほどの質問は、いわゆる超過差し押さえ、

あるいは無益な差し押さえ、こういうことにつ

いての質問であろうかと思いますけれども、行

政側に滞納処分の迅速性が求められ、差し押さ

え自体に違法性はないと解されておりますけれ

ども、後日、超過または無益な差し押さえであ

ることが判明すれば、違法な差し押さえとして、

速やかに差し押さえ解除がなされなければなら

ないという形にされております。 

 また、これが超過か無益であるかとの判断は、

差し押さえしようとする時点の対象財産の価額、

あるいは滞納税金の額及び担保権つきの債権額

などを比較検討をします。 

 その結果、一見して明らかに超過、または無

益な差し押さえに該当する場合に、差し押さえ

の解除の対象とされるということにもなってお

りまして、その辺については、慎重な対応を、

特にする必要があるのではないかというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今、市長からお話があ

りましたが、差し押さえしてはならない、無益

な差し押さえだという表現をされましたが、こ

れがわりかしあるんですね。 

 差し押さえしてはならないものを差し押さえ

る。ところが、差し押さえられた人は、そうい

う税法上の知識がないために諦めてしまうと。

それを、専門家にもっていった相談してみたら、

こんなもん差し押さえられてたまるかというこ

とで、弁護士等が入って調査して何したら、市

長がさっきお話ありましたように、問題ある資

産を差し押さえとったということで、行政のほ

うが返還せないかんと。 

 それを返還したくないということで頑張った

場合は、この間みたいに裁判になって、広島高

裁の裁判の結果みたいになってくるわけです。 

 そういった面から、差し押さえをするときに

は、その内容を十分把握して、しなくてはなら

ないということです。 

 特に、国税徴収法７６条、これらにも書いて

ありますが、やはり、どこまでこういう年金、

給与等を差し押さえできるのか。それと、９８

年に出た最高裁判決、これは給付金も口座に入

れば禁止財産ではないというような判決が出さ

れて、これにのって、大分、無理な徴収をして

いたということですが、最近はこういった最高

裁判決、これの中身が非常におかしいというこ

とで、高裁では逆転判決が、別な判決が出てお

ります。 

 特に、それ以降の東京高裁の判決は、当該預

金の原資が年金であると識別できる場合は禁止

されるということで、こういったふうに、明確

にそれが年金だとか、それからこの間、島根で
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ありました児童手当にいたしましても、児童扶

養手当ですね、これにいたしましても、そのお

金が通帳に、それしかないと。ほかのお金、例

えば２０万あるお金の中へそれが、児童扶養手

当も加算されとったというんやったら別やけど、

通帳が空っぽになってと、児童手当だけしかな

いのに、それを差し押さえたということで、こ

れは判決で、これは不当だということになって、

返還命令が出されたわけです。 

 なお、児童手当につきましては、児童手当法

の中で、もともと禁止されているものですので、

これを東京高裁の、通帳へ入ったらかまわんと

いうことで、やってしもたと。 

 こういう間違いを自治体が起こすということ

があるわけです。 

 市民も、行政がやることやけに間違いないか

という判断をするかもわかりませんが、やはり

こういう間違いは起こってくるということです。 

 こういった面から、慎重な対応は必要なとい

うことです。 

 それから、生活保護からは、税金の徴収はし

てはならないというふうになっていることは御

存じだと思いますが、これさえ守られずに、生

活保護から税金を徴収すると。滞納税を徴収す

るというような自治体もあるわけですね。お隣

の豊後高田市です。大分県の。ここでそういう

ようなことがありまして、市長は謝罪して、返

還するようになったということで、こういう間

違いを起こさないような体制、取り組み、それ

をきちっと整えてもらいたい、このことを求め

ます。 

 それと、これの最後に、先ほど話ししたのは、

ここの職員が実行する分ですが、今、宿毛市は

差し押さえする一部の債権については、債権管

理機構へ委託しておりますが、こちらのほうに

対する、宿毛市から委託されたものを、こうい

う間違った方向での差し押さえがないようにし

ていただきたいと。こういう違法な差し押さえ

をすることのないように、債権管理機構のほう

へも、十分、話しておいてもらいたい。このこ

とについて、市長の答弁を求めます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 るる、他市町村等の事例をいただきまして、

御説明もいただいておりますけれども、宿毛市

の徴収につきましては、国税の徴収法の７５条

から７６条、７７条にございます給与や老齢年

金など、社会保障制度に基づく給付については、

法律上定められた計算式に基づいて差し押さえ

禁止金額を算出し、それを除いた差し押さえ可

能金額については、差し押さえる。 

 また、そうした一定の差し押さえ金額につい

ても、最低の生活に支障を及ぼすことになるも

のは、差し押さえが禁止されている。こういう

ことを、まず原則として、原則というか、当然

の法律的根拠として、徴収しておりますので、

他市町村での、るるお話がございましたけれど

も、こういうことがないように、きちっと対応

してまいりたい。 

 そして、債権管理機構に関しても、宿毛市か

らも、当然でございますけれども、広域での取

り組みをしているわけでございまして、非常に

広い、そういう知見に基づいた対応の中で、こ

の徴収がなされているものと我々は判断いたし

ておりますし、我々からも、そのような要望な

り、話し合いには加わっていきたい、このよう

に思っております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今後の徴税について、

債権管理機構も含めて、市長のほうでも間違い

のないようにしていくということでございます

ので、徴税についての質問は終わります。 

 次に、国保運営の広域化についてお尋ねしま
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す。 

 政府は、現在の市町村国保を都道府県単位の

運営にしようとしています。 

 財政難に苦しむ市町村の中には、広域化を歓

迎するところもありますが、広域化によって国

保はますます運営困難、被保険者を苦しめるも

のになっていくと考えられます。 

 こうしたことから、国保の広域化を進めない

ように、私は求めるものであります。 

 国庫負担が削減される中で、都道府県を含め、

地方自治体の負担は増加しています。国保は社

会保障制度であるから、国が制度設計や財政運

営に責任を持つべきで、都道府県への責任転嫁

は許されるものではありません。 

 国保財政の運営は、広域化でさらに困難にな

ります。今、市町村が一般会計から繰り入れて

いる国保支援はできなくなります。 

 後期高齢者医療制度で経験済みのように、県

は国保会計に繰り入れ支援をしないので、保険

料を大幅に引き上げることになります。協会健

保との一元化も見越し、年間上限額を、今回８

１万にすると言ってました。これ、健保のほう

では最高額が９３万になっていますので、これ

に引き上げる、検討しているようであります。 

 また、これから８万近く、１２万近く上がっ

ていくという可能性があるわけです。 

 そしてまた、事業の運営では、今は被保険者

が参加する運営協議会と議会の議論を通じて、

地域の実情に合わせた事業運営方針を決めてい

ますが、それが困難になってきます。 

 市町村が行ってきた減免制度や基準が廃止さ

れ、法定減免を超えた市町村の独自減免もなく

なり、被保険者の負担が増大する可能性が大で

あります。 

 市町村では、地域住民の安全と安心、健康を

守るという本来の役割を失い、県の下請となっ

て、取立業務に追われることになります。 

 こういった事情がありまして、状況がありま

して、私は国保の広域化はするべきではないと。 

 先ほど、市長は、国保の広域化が救いの神み

たいな話をいたしましたが、私はこれは全く反

対だと。広域化によって、ますます困難になる

と思いますが、再度、市長の考えをお伺いいた

します。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） 国保の運営の広域化に

ついての質問をいただきました。 

 本市の国保の財政状況は、長引く景気低迷に

よる税収入の減少や、高齢化社会の進展及び高

度先進医療の普及等に伴う医療費の増大により

まして、依然として大変厳しい運営状況となっ

ております。 

 財政調整基金も底をつき、今年度決算見込み

では、財源不足となる可能性が極めて高く、緊

迫した状況であります。 

 平成２４年度には、税率改正を行い、被保険

者の皆様にも負担をしていただいておりますが、

残念ながら、収支を穴埋めするには至っており

ません。 

 国保は、被保険者の年齢構成、医療費水準が

高い、所得水準が低くく、財政基盤が弱い等、

構造的な問題があり、もはや保険者の努力だけ

では解決できない課題となっております。 

 このような状況の中、国保の都道府県化を初

めとする重要な医療保険制度改革が、平成２９

年度までに実施されることになっております。 

 国保の都道府県化につきましては、国保への

財政支援の拡充によって、構造的な問題を解決

することを、これを前提とした上で、財政運営

などは、都道府県が担うことを基本として、都

道府県、市町村で、適切に役割分担するための

必要な措置を設けるとしています。 

 都道府県への移行に当たっては、国の責任に

おいて、国保の財政制度の抜本的な解決を図る
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施策を、必ず実施していただき、被保険者の理

解を得ながら、制度の円滑な運営を維持するた

めに、都道府県と市町村の連携、協力体制づく

りに、今後取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 市長の答弁では、今の

市町村国保は、このままだったらもたんという

ことで、あたかも広域になって、県レベルにな

ってきたら元気になるというふうなお話でござ

いましたが、そういうふうなものには、なるよ

うな見込みは、私は持てません。 

 今、繰り入れているお金にいたしましても、

現在、各自治体で、先ほども触れましたように、

約４，０００億近い一般財源を法定外繰り入れ

として、各保険が、市町村国保に向けて繰り入

れていきよるわけです。こういったものができ

なくなるんですね。掛金はぽんとはね上がって

くると。国保のですね。 

 この国保税が上がってくるということがいえ

るわけです。 

 なお、今、繰り入れる額を、これをやめさす

ために、この２９年広域化までに整理をさすと

いう面で、例えば国保料の引き上げとか、繰り

入れしなくても、そういう必要なものは徴収し

て、場合によったら、支出を抑えてとんとんに

していけということで、そういう方向での指導

が、国のほうでなされていきよるわけです。 

 ２９年に向けて、その準備が進んでいくとい

うことだと思います。沖本市長は、これをあた

かも２９年に統合になってしもたら、これから

の国保は安泰だというふうに考えているのか、

再度お聞きします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 市長はこのような都道府県化で実施するよう

になれば、保険制度になれば、安泰しているか

のような確認をしているかと、思いを持ってい

るかということでございますが、それはやはり、

安泰ということは、私は思ってませんし、厳し

い状況が続くということには変わりありません

けれども、全国の市長会でも、このような形の

中で、都道府県化を目指しております。 

 そして、国の、とにかく先ほども答弁いたし

ましたけれども、財政制度の抜本的な、この財

政支援、国の責任において、これを実施すると

いうことにしておりまして、消費税等の引き上

げ等の関連の中で、このような財政的な形での、

国の責任も、もっと担っていただける中で、こ

れが制度が改革されていく方向で話が進められ

ているというふうに認識しておりますので、今

後も高齢化、あるいは国保の加入者の皆さんの

減少等で、さまざまな、厳しい局面もあるかも

しれませんが、しかし、現在の市町村単位での

国保制度よりは、より保険という一番大事な、

本当に医療を確保していくと、担保していくと

いうことの、皆保険制度を維持していくという

ことの中では、非常に重要な制度でございます

ので、より崩壊しない、安定した土台のある、

私は国保制度を目指すべきであるというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） このことについては、

市長と私とは、全く内容が違いますので、これ

は、もし、私は２９年そうしたくないと、広域

化は食いとめたいということで、いろいろ取り

組んでいるわけですが、市長は広域化に何とか

進めてもらいたいということですが、それは何

年か後に、結果は出てくると思います。どっち

の言うたのが本当やったか、明らかになると思

います。 

 これ以上、ここで言うても、結果は出ません
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ので、おきます。 

 次に、２番目の項目にいきます。 

 次は、みなし寡婦（夫）公助の適用について。

これは、「みなし寡婦（夫）」と書いてあるん

ですが、これは男女含めてということを意味し

ます。 

 このことから、この第２項の議論に入るに当

たって、１点お断りしておきますが、これから

議論の中で使う「寡婦」という言葉について、

そのたびに「寡婦（夫）」こういう聞き方をす

るとおかしくなるので、こういう表現はしない

ですが、寡婦と言った場合に、括弧して夫、こ

れがついている、タイトルと同じだと理解して

お聞きください。 

 まず、この「みなし寡婦（夫）控除」につい

て、説明させていただきます。 

 一般の寡婦（夫）公助、これは皆さん御存じ

のように、結婚後、死別や別離など、何かの利

用でひとり親となった子育て中の親に対して、

所得税法上、一定の所得控除を行い、納税額を

軽減する制度であります。 

 課税所得が減少すれば、保育料や公営住宅料

など、多くの公的負担が軽減され、ひとり親家

庭の家計を支えています。 

 ところが、同じひとり親家庭でも、結婚歴の

ないひとり親家庭については、所得税法上の寡

婦（夫）控除が適用されません。結婚歴がある

ひとり親家庭と比べて、所得税が多額となり、

それが保育料などに連動します。 

 公的な負担金が軒並み高額となり、親と子供

の生活は大きく圧迫されます。特に、子供にと

っては、みずからに責任のない生まれ方によっ

て差別を受け、大切な幼少期を生き延びなけれ

ばなりません。 

 法のもとの平等を説く憲法から見て、所得税

法上の規定は問題があり、日弁連は結婚歴のな

いひとり親にも適用できるように、所得税法の

改正を求める意見書を出しています。 

 未婚であろうと離婚であろうと、そこには次

代を担う子供たちがおり、その子供たちが心身

ともに健やかに生きる権利は、全ての大人たち

が保障しなければならない義務であります。 

 そうした考え方に立つ自治体では、婚歴のな

いひとり親家庭の経済的負担を軽減するため、

法律上の結婚歴がある寡婦（夫）を対象にした

寡婦（夫）控除を、婚歴のないひとり親家庭に

も適用し、保育料など、自治体が徴収する負担

金を軽減しています。 

 このことが、寡婦（夫）公助のみなし適用で

あります。 

 婚姻届を出す前に、相手が死別、あるいは離

別してしまったひとり親への寡婦（夫）控除み

なし適用の実施の自治体は、１９９７年の岡山

市が最初でした。 

 その後、徐々にふえていましたが、昨年１２

月に最高裁決定を受けて、遺産相続についての

民法が改正され、婚姻関係があって生まれた子

供もそうでない子供も、相続分が平等になりま

した。 

 このことを受けて、この４月からは、仙台を

初め、七つの市が新たにみなし適用を実施する

ことになっています。 

 そこで、こうした情勢の中にあって、市長に

お尋ねします。 

 市長は、結婚歴の有無で差別が、格差がつい

ている寡婦（夫）控除の現状について、どのよ

うな所見をお持ちかお伺いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 私も、そのような結婚の有無により、寡婦

（夫）の控除の適用が異なって、格差が生じて

いる現状については、やはり適正に対応すべき

であるというふうに思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 続いて、宿毛市におい

ても、婚歴のないひとり親家庭に、寡婦（夫）

控除のみなし適用をすることを求め、市長のお

考えをお聞きします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えをいたします。 

 税法上の寡婦（夫）控除、これは浅木議員も

言われました、同じ言葉で寡婦（夫）を使わせ

ていただきますけれども、これの控除は、死別

や離別した後、再婚していない者を対象として

おり、同じひとり親であっても、非婚の場合は

対象になりません。 

 また、みなし寡婦（夫）控除の適用について

も規定がなく、非婚の場合に寡婦（夫）とみな

して、寡婦（夫）控除を適用することもできま

す。 

 一方、税法上の適用は、法改正が行われない

限りできませんが、保育料や公営住宅の家賃な

どの公共料金の算定において、寡婦（夫）控除

をみなし適用して減額する自治体も、出てきて

いるのも事実であります。 

 みなし適用の有無につきましては、離婚のひ

とり親と何ら変わりないとする意見や、税法上

の寡婦（夫）の規定に従う、まずは法改正が必

要とする意見など、それぞれの見解があり、今

後、他市町村の状況も勘案する中で、慎重に検

討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 今御答弁をいただきま

した、認識については一致する部分があると思

いますが、先ほどもお話しましたように、去年

の１２月の判決を受けて、ずっと多くの自治体

が、このみなし適用に向けて進んでいくと。 

 このみなし適用もしながら、これで法律をか

えないかんというふうに動かしていくことも一

つの方法ですので、他の自治体でも、これが違

法ならできないと思います。違法じゃないから

みなし適用はできているんだと思います。 

 そういった面から、せめて地方自治体の保育

料、市営住宅の料金、こういったものを含めて、

市が徴収しよる分について、そういう婚歴のな

いひとり親家庭、こういったものについて、で

きるだけ早く実施できるように、これからもい

ろいろな情報を取り寄せて取り組んでいただき

たい、このことを求めて、この項目は終わりま

す。 

 次に、児童虐待についてお尋ねします。 

 子供は家庭の宝であると同時に、将来の社会

を支える国の宝でもあります。ところが、今日

の我が国では、児童虐待がふえ続け、全国では

１９９９年には１万件であったものが、２０１

２年には６万７，０００件になり、約７倍近く

になっています。 

 虐待は、時には子供を死に至らしめることも

あります。また、死に至らなくても、子供の肉

体的、精神的成長に負の影響を与えることは確

実であります。 

 この要因の多くは、社会的な問題であろうと

思われますが、子供の人権を守るためにも、ま

た我が国の健全な担い手を育てるためにも、虐

待防止対策は極めて重要であります。 

 このため、宿毛市行政としても、児童虐待の

根絶にどう取り組むかをお尋ねします。 

 まず、市長にお聞きします。 

 １番目に、市長は、子供の虐待が全国的に多

発している現状をどう捉えているか、お聞きし

ます。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 児童虐待の現状についての市長の認識ですけ

れども、議員がおっしゃるように、児童虐待は

新聞等で報道されない日はないというほどの、
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深刻な状態が続いており、７月に厚生労働省が

発表した平成２４年度の速報値では、全国の児

童相談所が対応した児童虐待の相談件数は６万

６，８０７件で過去最多を更新し、初めて６万

件を突破したとあります。 

 件数の増加につきましては、啓発活動により、

虐待への意識が高まった結果、通告や相談がふ

えたのではないかと、分析もされておりますが、

一方では、児童相談所が相談を受けながら、子

供が死亡した事例もあり、最悪の事態を防ぐ取

り組みの強化が課題になっていると認識をいた

しております。 

 また、児童虐待は子供の心身の成長及び人格

の形成に重大な影響を与えるとともに、次の世

代に引き継がれるおそれもあるので、子供に対

する最も重大な権利侵害であると認識をしてお

り、虐待の発生予防から、虐待を受けた子供の

自立に至るまでの、切れ目のない支援ができる

よう、関係機関が連携した取り組みが重要であ

る、このように認識をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 市長の認識を、今、御

説明いただきましたが、続きまして、宿毛市に

おける虐待の把握対策、虐待の状況を把握する

という対策と、虐待問題、宿毛市においてはど

ういう現状なのか、お聞きします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 児童虐待の把握対策につきましては、１１月

の虐待防止推進月間にあわせて、ポスターの掲

示や児童相談窓口の御案内を、広報でお知らせ

するなど、住民一人一人が虐待を発見した場合

に、通報者となってもらえるような啓発や、宿

毛市民生児童委員協議会の児童部会の皆さんと

意見交換を行うなど、住民の児童虐待に対する

理解や、認識を、意識を高める取り組みに努め

ております。 

 児童虐待問題の現状につきましては、平成２

０年３月に設置しました宿毛市子ども支援ネッ

トワーク委員会の実績について、御説明をいた

しますが、この宿毛市子ども支援ネットワーク

委員会は、児童福祉法第２５条の２第１項に基

づき、虐待などにより、保護者に監護をされる

ことが不適当であると認められる要保護児童、

または保護者の養育を支援することが特に必要

と認められる要支援児童等の適切な保護、また

は支援を図るために、関係機関、関係者により

構成される組織、要保護児童対策地域協議会で

す。 

 この組織は、児童相談所、警察署、社会福祉

協議会、民生児童委員協議会、小・中・高等学

校や、行政各部署を含む全２１機関で構成され

ており、それぞれの機関が持つさまざまな視点

で、虐待の早期発見及び支援体制の強化につな

げているものです。 

 本委員会で支援の対象としている児童数につ

きましては、平成２５年度は、２月末現在で３

１人、うち虐待が２２人、平成２４年度が２９

人、うち虐待が２４人、２３年度が３５人、う

ち虐待が２５人となっております。 

 この数字は、継続しているケースを含みます

ので、新規に受け付けた虐待のケース数のみを、

年度別に申し上げますと、平成２５年２月末現

在で３人、平成２４年度が３人、平成２３年度

が１０人、このようになっております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） どうもありがとうござ

いました。 

 今、御説明いただきましたように、宿毛でも

そういう虐待が発生しているということは把握

されているということですが、政府のほうで、

取り組みを求めている乳児家庭全戸訪問事業と
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いうのがありますが、これらは宿毛でやってい

るかどうか。どういう形でやっているか、お聞

きします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたしますけれ

ども、ちょっと質問項目にございませんでした

ので、その内容等について確認をして、答弁い

たしますので、よろしくお願いします。 

○議長（今城誠司君） 市長。 

○市長（沖本年男君） お答えいたします。 

 ただいまの質問にございました訪問活動は、

実施をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 虐待予防効果の上で、

これは非常に効果が大きいという評価がされて

おります。 

 これも、訪問率を高めることは非常に大事だ

というふうに指摘されておりますので、今後と

も取り組んでいただきたい、このように要請し

ます。 

 それから、教育長にお尋ねします。 

 学校現場において、近年、虐待を把握したこ

とがあるか、まずお聞きします。 

○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 学校現場における虐待の把握件数につきまし

ては、宿毛市子ども支援ネットワーク委員会に

おきまして、小中学生の受理人数でございます

が、２３年度が７件、２４年度は２件、２５年

度２件となっております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） 保育園とか学校現場、

こういうところは虐待を非常に発見しやすい、

こういうところで見つかっていくということが

非常に多いので、特に教育長におかれましては、

学校でそういうことを、アンテナを高くして把

握していただきたい。 

 なお、現在、宿毛市の教育委員会としては、

学校において、虐待の早期発見と虐待の防止対

策をどのように指示しているか、対策を立てて

いるか、このことについてお聞きします。 

○議長（今城誠司君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 虐待だけではなく、多くの悩みや不安を抱え

ている子供たちは、決して少なくありません。 

 そのため、子供たちの様子を少しでも早く把

握する方法として、児童生徒が相談しやすい環

境を整えることはもとより、児童生徒との学校

での日誌や日記のやりとり、あるいは個人面談

などを実施して、悩みや相談を聞く機会をつく

る等の取り組みを、学校現場ではしております。 

 また、今年度より子供たちの人間関係をより

しっかりと把握する方法として、ハイパーＱＵ

というのがございますが、それを実施いたしま

して、気になる児童生徒の把握や、支援の必要

性の把握にも努めております。 

 また、防止対策としましては、学級において、

気になる家庭や児童がいる場合は、学級担任は

家庭訪問を実施して、保護者の相談を受ける中

で、学校に派遣しているスクールカウンセラー

や、教育相談センターに招聘しているスクール

カウンセラーと連携をとりまして、教師とは別

の立場から、保護者に対して支援をする等、虐

待につながらない取り組みをしております。 

 また、教育委員会におきましても、スクール

カウンセラーに相談できる回数をできるだけふ

やして、県の委託事業であるスクールソーシャ

ルワーカー事業、通称ＳＳＷと申しますが、そ

れも活用するなどをしまして、児童生徒や保護

者の支援にも取り組んでいるのが現状でござい

ます。 

 以上でございます。 
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○議長（今城誠司君） ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） どうもありがとうござ

いました。 

 児童虐待防止法ができて今年度で１４年目に

なります。この法の趣旨は、子供の虐待をなく

する、早期発見で対策するということで、虐待

を発見した全ての人に、児童相談所への通報義

務、こういうものを課しているのが特徴です。 

 こういったことから、虐待防止効果を上げて

いるといわれますが、それでも今まで議論して

きましたように、多数の虐待が出ているという

ことです。 

 宿毛市においても、今、それぞれ行政のほう、

教育委員会のほう、対策をお聞きいたしました

が、これからも引き続いて、虐待が発生しない

ように。もし発生した場合は、早期に発見、早

期に対策を立てるということを、これから実施

していただきたいということをお願いいたしま

して、私の質問を終わります。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） これにて一般質問を終

結いたします。 

 日程第２、議案第３７号及び議案第３８号の

２議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） 追加提案をしました議

案につき、提案理由の説明をいたします。 

 議案第３７号は、「宿毛市一般職員の給与に

関する条例等の一部を改正する条例について」

です。 

 内容につきましては、職員給与の給与構造改

革における現給保障制度の廃止及び５５歳を超

える職員の昇給方法を勤務成績に応じた昇給方

法に改正しようとするものです。 

 議案第３８号は、「宿毛市国民健康保険税条

例の一部を改正する条例について」です。 

 内容につきましては、国民健康保険法施行令

の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、

国民健康保険税の後期高齢者支援金等課税額に

係る課税限度額が、現行の１４万円から１６万

円への変更となるなどの課税限度額の引き上げ

及び低所得者に係る保険税軽減の拡充について

改正しようとするものです。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定をいただ

きますようお願い申し上げます。 

○議長（今城誠司君） これにて提案理由の説

明が終わりました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ３時１６分 散会 
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平成２６年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第１０日（平成２６年３月１３日 木曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第３８号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第３８号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  松 本 政 代 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
滝 本   節 君 

   保健介護課長  児 島 厚 臣 君 

   環 境 課 長  佐 藤 恵 介 君 

   人権推進課長  杉 本 裕二郎 君 

   産業振興課長  黒 田   厚 君 

   商工観光課長  朝比奈 淳 司 君 

   土 木 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   都市建設課長  岩 本 克 記 君 

   福祉事務所長  河 原 敏 郎 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 委 員 会 

   委 員 長 
増 田 全 英 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

桑 原   一 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
金 増 信 幸 君 

   千 寿 園 長        山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
嵐     健 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（今城誠司君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第３８号ま

で」の３８議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） おはようございます。 

 本日、私が質疑を行いますのは、議案第３号

別冊、平成２５年度宿毛市一般会計補正予算

（第７号）と、議案第１５号別冊、平成２６年

度宿毛市一般会計予算についてでございます。 

 まず、初めに、議案第１５号別冊、５７ペー

ジ。第２款第１項１５目防災対策費、１５節再

生可能エネルギー等整備工事費７，１００万円

についてであります。 

 この運動公園、平田小学校、山奈小学校に設

置するということですが、この発電量と蓄電池

の寿命について、お伺いをいたします。 

 ２番目に、議案第１５号別冊、６５ページ。

第２款第４項２目１５節ポスター掲示場設置工

事費２２０万円と、同じく３目ポスター掲示板

設置工事費５５０万円。前回と比べて、設置場

所の見直しはあったのか、また何カ所あるのか。 

 ３点目に、議案第１５号別冊、７５ページ。

第３款第２項３目１９節私立保育所運営費、保

育士等処遇改善臨時特例事業費補助金３５０万

円についてであります。 

 この事業内容として、昨年と同じ処遇改善で

ありますが、本日、新聞にも載っておりました

ように、３％の改善になるということですが、

本市の改善率はどうなのか。 

 ４点目として、議案第１５号別冊、１１１ペ

ージ。第８款第４項１目１５節、特殊地下壕対

策工事費８０１万円。場所はどこなのか。なぜ

発泡モルタルを使う必要があるのか。 

 ５番目として、議案第１５号別冊、１２３ペ

ージ。第１０款第２項１目１５節の教室等改修

工事費、１５５万９，０００円の事業内容と、

宿毛市小学校耐震補強等工事費、１億２，５０

０万円と、補正でも載ってますが、議案第３号

別冊の５５ページ、第１０款第２項１目１５節

の宿毛小学校改修工事費２，５００万、合わせ

て、補正と一緒ですが、同じ宿毛小学校の耐震

工事の中身ですので、合わせて１億５，０００

万円の事業内容について、お伺いいたします。 

 それから、６番目として、新規事業等調査表

の３４ページですが、社会資本総合整備事業費、

総事業費７４億円がありまして、その中の本年

度要求分の５，９００万円、予算書のどこに載

っているのか。また事業内容についてお伺いを

いたします。 

○議長（今城誠司君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（楠目健一君） おはようござ

います。危機管理課長、野々下議員の質疑にお

答えします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算の５７ページ、第２款総務費、第１項

総務管理費、１５目防災対策費、１５節工事請

負費の再生可能エネルギー等整備工事費７，１

００万円の計上予算について、御説明いたしま

す。 

 本予算は、国の再生可能エネルギー等導入推

進基金を活用しまして、県が災害に強く環境に

優しい地域づくりを推進するため、平成２５年

度に高知県グリーンニューディール基金、これ

を創設しまして、あわせて公共施設再生可能エ

ネルギー等導入事業を創設したことに伴うもの

で、市町村等が災害時に必要なエネルギーを確

保するために、避難所、防災拠点施設等へ再生

可能エネルギーや蓄電池等を導入することに対
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して、補助が行われるものでございます。 

 これを受けまして、本市としましては、補助

金を活用しまして、幡多地域の防災拠点であり

ます宿毛市総合運動公園、並びに２次避難所と

なります平田小学校及び山奈小学校の３施設に

太陽光発電、及び蓄電池の設備を整備しようと

するものでございます。 

 設備の規模につきましては、発電容量としま

して、運動公園が２０キロワット、両小学校が

それぞれ１０キロワット。また、蓄電池の容量

としまして、運動公園が３２キロワット／アワ

ー、両小学校がそれぞれ１６キロワット／アワ

ーを予定しております。 

 蓄電池の寿命につきましては、１０年程度を

見込んでおります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 選挙管理委員会事務局

長。 

○選挙管理委員会事務局長（嵐 健君） おは

ようございます。選挙管理委員会事務局長、６

番、野々下議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、ページ６５、第２款総務費、第４項

選挙費、２目県議会議員選挙費、１５節工事請

負費におけるポスター掲示用設置工事費の２２

０万円について、前回と比べて設置場所の見直

しはあったのか。また、その場所は何カ所かの

御質問でございますが、平成２４年度の衆議院

選挙のときに見直しを行い、３００カ所から２

５０カ所に変更しております。 

 次に、平成２７年４月に執行予定であります

県議会議員選挙も同様に、２５０カ所を予定し

ております。 

 同じく、ページ６５の第２款総務費、第４項

選挙費、３目市議会議員選挙費、１５節工事請

負費におけるポスター掲示用設置工事費５５０

万円について、前回と比べて設置場所の見直し

はあったのか、またその箇所は何カ所かの御質

問でございますが、市議会議員選挙におきまし

ては、前回同様、２００カ所で見直しはしてお

りませんので、変更はございません。 

 以上であります。 

○議長（今城誠司君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原敏郎君） 福祉事務所長、

６番、野々下議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、ページ７５、第３款民生費、第２項

児童福祉費、３目私立保育所運営費、１９節負

担金補助及び交付金、保育士等処遇改善臨時特

例事業費補助金、３５０万円について御説明し

ます。 

 これにつきましては、課題とされる子育て支

援充実や、待機児童解消のために給与水準が低

いとされる私立保育所における保育士の待遇を

改善して、人材を確保することを目的に、当初

は２５年度限りとした事業でしたが、国が２６

年度も引き続き実施することとしたものです。 

 昨年の９月議会で、同様の趣旨で予算計上を

し、議決をいただいておりますが、各保育職員

に対しましては、昨年末、一時金として支給さ

れております。 

 御質問の給与の改善率でありますが、平成２

５年度の実績見込みで、宿毛保育園が３．６

１％、大島保育園が２．８４％、平均で３．３

２％の改善率となっております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（岩本克記君） おはようござ

います。都市建設課長、６番、野々下議員の質

疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算でございます。ページ１１１ページ、

第８款第４項都市計画費の１目都市計画総務費

の１５節工事請負費の特殊地下壕対策工事費８
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０１万円について、場所はどこなのか。また、

発泡モルタルを使う必要があるのかという御質

問でございますが、まず、場所につきましてで

すが、主に、宇須々木地区の武器弾薬庫等に使

用されております大規模な壕６カ所と、沖の島

母島に２カ所、古屋野に１カ所の合計９カ所が

未対策箇所として残っておりましたけれども、

壕の老朽化や構造が問題等になり、落盤などに

よる危険性が非常に高くなっておりますので、

事故等を未然に防ぐために、今回、予算を計上

させていただいております。 

 また、なぜ発泡モルタルを使う必要があるの

かという御質問でございますが、宿毛市におけ

る特殊地下壕は、一般的に言われます防空壕と

は異なりまして、旧海軍の関連施設目的に設置

された経緯からも、壕自体が深く入り込んだ複

雑な構造になっておりますので、壕内部に充満

するように、一定の強度を与え、壕自体の安定

を図るために、この発泡モルタルを使用するも

のでございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（沢田清隆君） お

はようございます。教育次長兼学校教育課長、

６番、野々下議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、ページ１２３ページ、第１０款教育

費、第２項小学校費、１目学校管理費、１５節

工事請負費の宿毛小学校耐震補強等工事費１億

２，５００万円についてから、まずお答えさせ

ていただきます。 

 耐震補強工事の内訳といたしましては、あく

までも概算ではございますが、耐震補強に係る

ものが５，５００万円、補強に伴うサッシの取

りかえが１，５００万円、屋上防水シートの改

修が１，９００万円、外壁塗装に係るものが１，

６００万円、工事に伴う仮設工事費が２，５０

０万円の合わせて合計１億２，５００万円とな

っております。これは国庫補助対象外の経費で

ございます。 

 あわせて補正に計上させていただいておりま

す、補正第３３号の別冊、５５ページに、今回、

補正をさせていただいておりますが、２，５０

０万円の内訳についても、説明させていただき

ます。 

 ２，５００万円の内訳といたしましては、宿

毛小学校の屋上の柵の改修、これがあくまでも

概算ではございますが、１，１５０万円、家具

の転倒防止に係る工事費用が２５０万円、強化

ガラスへの改修分が１，１００万円、合わせて

２，５００万円となっておりまして、いずれも

国庫補助対象分でございまして、当初予算に計

上し、２６年度分として補助申請を行い、交付

決定を待ちますと、夏休みの工事施工開始に間

に合わない可能性がございますので、国の補助

対象分については、今回、３月補正で計上させ

ていただいたものでございます。 

 それと、御質問のございました教室等改修工

事費１５５万９，０００円でございますが、こ

れにつきましては、松田川小学校のプールの再

塗装工事と、松田川小学校の、同じくトイレの

改修工事費、それと通学路の注意喚起の看板の

設置費になっております。 

 内訳といたしましては、松田川小学校のプー

ルの再塗装が１００万円、トイレの改修工事が

４５万９，０００円、注意喚起の看板が１０万

円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 土木課長。 

○土木課長（岡﨑匡介君） 土木課長、野々下

議員の質疑にお答えいたします。 

 平成２６年度新規事業調査表、ページ３４ペ

ージ。社会資本総合整備事業費（橋梁長寿命化
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修繕）という事業名について、７４億円、それ

から本年度の要求額５，９００万円についての

当初予算への計上についての御質問でございま

す。 

 予算計上につきましては、議案第１５号別冊、

平成２６年度宿毛市一般会計予算、ページ１１

０ページ。第８款土木費、第２項道路橋りょう

費、４目地方道路整備事業費、１３節と１５節

に計上しておりまして、１３節におきましては、

早いうちから橋梁調査を行っておりました大島

北線、大海湊線等の修繕における実施設計、並

びに市道の橋梁は６６橋ございますが、その長

寿命化計画の順番等を決める長寿命化対策の委

託がございまして、その委託。 

 それと、現在、早急に修繕できる箇所であり

ます政所ケ市中原線という、福良にある市道な

んですが、それらにかかる橋梁等についての実

施設計を行うものでございまして、その部分の、

１３節の費用が５，８００万を予定しておりま

す。 

 １５節におきましては、橋梁等で早急に解消

ができる、例えば段差とかの解消のためのオー

バーレイとかの部分について、１００万円を計

上しております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 再質問を行います。 

 議案第１５号別冊、５７ページの再生エネル

ギー等整備工事費ですが、新規の計画表にも、

最低限度の電力量を賄うとなっておりますが、

これは照明だけなのか、また暖房や炊事や、避

難したときに使える電力量、余力があるのか、

お伺いをいたします。 

 それと、新規事業、調査表の３４ページの７

４億、また今年度の５，９００万円についてで

すが、橋梁の工事ということですが、この残り、

宿毛市には３００余りの橋があると思いました

が、今後の優先順位とか、今後の事業スケジュ

ールはあるのかどうか、お伺いをいたします。 

○議長（今城誠司君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（楠目健一君） 危機管理課長、

野々下議員の再質疑にお答えをいたします。 

 再生可能エネルギー等整備工事についての質

疑でございます。 

 本整備によりまして、照明機器、それからパ

ソコンやプリンター等に活用できる程度の電力

が賄えると考えております。 

 なお、電力に余裕がありましたら、暖房器具

についても活用してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 土木課長。 

○土木課長（岡崎匡介君） 土木課長、野々下

議員の再質疑にお答えいたします。 

 長寿命化に伴う橋梁等のスケジュールでござ

いますが、実際に総事業費７４億というふうな

大規模な工事でございまして、今年度、計画策

定を行いまして、タイムスケジュールをつくっ

ていくような形にはなろうかと思います。 

 実際に、この部分を全部やりかえるというふ

うなことになれば、試算で１１３億という費用

がかかることから、経費削減を図るために、修

繕を行っていこうとしているものでございまし

て、長寿命化の策定作業が終わりましたら、工

程とかの御説明は、またできようかと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 再質問をさせていた

だきます。 

 今、再生エネルギーの部分でお聞きしました

けれども、この内容を見ますと、運動公園、平

田小学校、山奈小学校等、東部地域に固まって

いるわけですが、これ浸水しない非浸水地域だ
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からと思うんですが、橋上小学校も浸水しない

地域に入ろうと思います。また、避難場所とな

ろうと思いますが、避難場所となると、橋上小

学校等にも設けたほうが効率的にいいのではな

いかと思いますが、その点についてお伺いをい

たします。 

○議長（今城誠司君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（楠目健一君） 危機管理課長、

野々下議員の再々質疑にお答えをいたします。 

 今回、県予算の枠の中で３施設というふうに

なっておりますけれども、今現在、２次避難所

が３６カ所ございます。ほかの施設にも、電源

施設の導入が必要となってまいりますので、今

後、こういった補助金を利用して整備をしてま

いりたいというふうに考えております。 

 その都度、全部ということはなかなか難しい

と思いますけれども、県の補助金等が許す範囲

内で整備してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ６番野々下昌文君。 

○６番（野々下昌文君） 大変丁寧な答弁をし

ていただきまして、ありがとうございました。 

 以上で質疑を終わります。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） ５番、質疑を行います。 

 私が質疑を行いますのは、議案第３号別冊、

平成２５年度宿毛市一般会計補正予算（第７

号）と、議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛

市一般会計予算についてであります。 

 初めに、議案第３号別冊、平成２５年度宿毛

市一般会計補正予算（第７号）、ページ２４ペ

ージ。第１５款財産収入、第２項財産売払収入、

１目不動産売払収入、１節土地建物等売払収入

の９４５万円についてでございます。売却され

た物件について、どこであるのかお伺いをいた

したいと思います。 

 同じく、ページ２４ページ、第１５款財産収

入、第２項財産売払収入、３目公有林売払収入、

１節公有林売払収入の１６０万８，０００円に

ついてでございますけれども、売却された公有

林については、どこであるのかお伺いをいたし

たいと思います。 

 次に、議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛

市一般会計予算、ページ５１ページ。第２款総

務費、第１項総務管理費、７目企画広報費、１

４節使用料及び賃借料、移住お試し住宅借上料

２４万円と、同じく１８節の備品購入費、お試

し住宅備品購入費１５万円についてでございま

す。 

 借り上げする住宅はどこであるのか、借り上

げの内容とお試し住宅にどのような備品を購入

される予定であるのか、お伺いをいたしたいと

思います。 

 次に、ページ５９ページ、第２款総務費、第

１項総務管理費、１８目ふるさと寄附金費、８

節報償費、報償品１１万円についてでございま

す。この内容と、以前と比較をして、どのよう

に変更されたのか、お伺いをいたしたいと思い

ます。 

 次に、６１ページ、第２款総務費、第２項徴

税費、２目賦課徴収費、１３節委託料、平成２

７年度固定資産税評価替え業務委託料、１，４

４２万４，０００円についてでございます。内

容と内訳について、お伺いいたしたいと思いま

す。 

 次に、１２６ページ、第１０款教育費、第３

項中学校費、１目学校管理費、１５節工事請負

費、消防用設備改修工事費９０万円についてで

ございます。 

 どこの中学校で、どのような消防用の設備を

改修するつもりであるのか、お伺いいたしたい

と思います。 

 最後に、ページ１４２ページ、第１３款諸支
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出金、第１項普通財産取得費、１目土地取得費、

１７節公有財産購入費、宿毛市土地開発公社保

有土地購入費、２億６，４７３万７，０００円

についてでございます。議案にもありましたが、

１億６，３０４万１，１７３円については、宿

毛市平田町戸内の土地２３筆を購入することは

わかりましたが、残り約１億１６９万５，００

０円でどこの土地を購入するのか、お伺いいた

したいと思います。 

○議長（今城誠司君） 総務課長。 

○総務課長（山下哲郎君） 総務課長、岡﨑議

員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２５年度宿毛市一般会

計補正予算（第７号）、ページ２４ページ。 

 第１５款財産収入、第２項財産売払収入、１

目不動産売払収入、１節土地建物売払収入、土

地建物等売払収入９４５万円について、御説明

いたします。 

 この場所はどこかということでございますが、

ここは旧の宿毛消防署、土地１，１６０．９１

平米、これを８８１万９，０００円で。それか

ら、もう１点は、県の宿毛津島線改良工事に伴

いまして、元出井小学校用地１１８．８７平米、

これを６４万１，３４６円で売却したものでご

ざいます。 

 続きまして、議案第１５号別冊、平成２６年

度宿毛市一般会計予算、ページ１４２ページ。 

 第１３款諸支出金、第１項普通財産取得費、

１目土地取得費、１７節公有財産購入費、宿毛

市土地開発公社保有土地購入費。内容につきま

しては、西町の都市計画公共下水道が６，０２

５．８０平米、金額にしまして２億５，４６１

万８５９円。それから、小筑紫の汐田の土地、

これが３，７７７．２１平米、１，０１２万５，

４０１円で、この２件を購入しようとするもの

でございます。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（黒田 厚君） 産業振興課長、

５番、岡﨑議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２５年度宿毛市一般会

計補正予算（第７号）、２４ページ。第１５款

財産収入、第２項財産売払収入、３目公有林売

払収入、１節公有林売払収入の１６０万８，０

００円の質疑にお答えいたします。 

 場所の質問でございますが、本年度、間伐を

実施いたしました平田町黒川の角ヵ峠という山

になります。こちらの間伐材の搬出による売払

収入となっております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、５番議

員の質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、５１ページ。第２款総務費、第１項

総務管理費、７目企画広報費の１４節使用料及

び賃借料の移住お試し住宅借上料２４万円、並

びに、１８節備品購入費１５万円、お試し住宅

備品購入費の内容等でございます。 

 本事業につきましては、地域振興と人口減少

に歯どめをかけるということで、高知県が強力

に推進しております移住促進の取り組みを、本

市でも本年度より進めてまいりたいということ

から、都市部等から宿毛市へ来ていただいて、

宿毛市のよさを一定、御認識いただくために、

住宅を市のほうが借り上げて、１週間から約１

カ月程度、実際に宿毛市で生活をしていただく

と、そういう目的で行おうとするものでござい

ます。 

 住宅につきましては、今現在、どこの住宅を

ということでの決定はいたしておりませんけれ

ども、ある地域からは、その地域の住宅を活用

してほしいという提言も受けております。 

 また、西町の地域振興住宅も空きがございま
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すので、そちらの活用も考えていければという

ふうに考えております。 

 また、備品購入につきましては、最低限、日

常生活ができるということで、冷蔵庫であると

か、ガスこんろ、洗濯機等、そういったものを

想定をいたしております。 

 続きまして、同じく５９ページ、ふるさと寄

附金費の８節報償費１１万円についてでござい

ます。 

 ふるさと寄附金事業制度につきましては、都

市部等で生活されている方々、特に本市の出身

者でありますとか、本市につながりのある方々

が、本市の振興発展のために、寄附金という形

で貢献をしていただくという制度でございます

けれども、これまで、本年３月１日現在ですけ

れども、約６００万円を上回る御寄附をいただ

いております。 

 これまで、御寄附をいただいた方々に対しま

しては、お礼の意味を込めまして、３，０００

円相当の直七ポン酢セットを、礼状に添えてお

送りをさせていただいておりました。 

 ただ、中には１００万円を超える御寄附をい

ただいている方もいらっしゃいます。さらに、

地域の特産品をＰＲするという意味からも、平

成２６年度からは、１０万円未満の御寄附をい

ただいた方については、これまでどおり３，０

００円相当の直七ポン酢を。それから、１０万

円を超える御寄附をいただいた方については、

８，０００円程度の、コナツであるとかブンタ

ン、あるいは海産物等の詰め合わせをお送りを

したいということで、今回、内容を変更しよう

とするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 税務課長補佐。 

○税務課長補佐（田村泰生君） 税務課長補佐、

５番、岡﨑議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、ページ６１ページ。歳出、第２款総

務費、第２項徴税費、２目賦課徴収費、１３節

委託料、平成２７年度固定資産税評価替え業務

委託料１，４４２万４，０００円についてでご

ざいますが、これは３年に１回の評価替えに係

るものでございまして、前回３年前、平成２３

年度の予算計上におきましては、路線価変更業

務、それからシステム等更新業務、それから税

業務システム更新の三つに分けていたものを、

今回、平成２７年度固定資産税評価替え業務と

いうくくりで一つにまとめたものでございます。 

 なお、内訳につきましては、路線価変更業務

につきましては、これは不動産鑑定士に依頼す

るものですけれども、４５６万８，０００円、

それから地図等更新業務ですけれども、これは

地図データ、地図システムのデータを更新する

ものですけれども、これが８７７万６，０００

円。それからもう一つ、最後、税業務システム

更新ですけれども、これは新路線価の課税デー

タを、固定資産税業務システムへ取り込む作業

でございますけれども、これが１０８万円とな

っております。 

 ちなみに、前回、３年前と比べまして、新シ

ステムの移行もあって、重複作業もございまし

て、前回と比べまして、約２００万円ほど減額

となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（今城誠司君） 教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（沢田清隆君） 教

育次長兼学校教育課長、５番、岡﨑議員の質疑

にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、１２６ページ。第１０款教育費、第

３項中学校費、１目学校管理費、１５節工事請

負費の消防用設備改修工事費９０万円の内容に

ついてということで、お答えをさせていただき
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ます。 

 この消防用設備の改修工事の内容といたしま

しては、小筑紫中学校の消防用設備につきまし

て、保守点検業者からの報告により、宿毛消防

署から改善指導があった箇所について、改善工

事を行うもので、小筑紫中学校の職員室にある

受信機の改修工事９０万円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） どうも詳しい説明、あ

りがとうございました。 

 少し再質疑をいたしたいと思います。 

 まず、初めに、ページ５１ページの移住お試

し住宅借り上げについてですけれども、今、担

当課長より、１週間から１カ月の期間、移住予

定の方にここの住宅をお貸しするということで

ございましたけれども、これは無料でお貸しさ

れるのですか。幾らかお金をいただいてお貸し

するのかということについて、１点お伺いいた

したいと思います。 

 次に、ページ５９ページのふるさと寄附金費

の報償品費１１万円についてでございますけれ

ども、これについて、件数的には、何件ぐらい

を予定されて、１１万円を計上しているのかと

いうことと、１０万円未満の方と１０万円以上

の方で、発送される商品が違うということでご

ざいましたけれども、この変更になる前につい

ては、５，０００円以上寄附された方について、

この商品といいますか、そういうものを送られ

ていたと思いますけれども、最低、幾ら以上い

ただかないと、その商品がいただけないかとい

うことがわかりましたら、お伺いいたしたいと

思います。 

 最後の質疑でございますけれども、ページ１

４２ページの宿毛市土地開発公社保有土地につ

いてですけれども、基金が約２億７，０００万

円ほど残っていると思いますけれども、今回、

この基金を取り崩しをしなかった理由と、今後、

この基金をどのように運営していくのか、お伺

いをいたしたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（今城誠司君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、５番議

員の再質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算の５１ページでございますけれども、

移住お試し住宅について、利用者から負担金を

取るのかという御質問でございますけれども、

利用者からはいただく考えは持っておりません。

無料でということでございます。 

 それから、同じく５９ページ、１８目ふるさ

と寄附金費の８節報償費１１万円についてでご

ざいますけれども、一応、算定の根拠といたし

ましては、いわゆる８，０００円相当額を１０

人、それから３，０００円相当額を１０人とい

うことで１１万円を計上させていただいており

ます。 

 それから、ふるさと寄附金制度については、

５，０００円以上の寄附金ということになって

おりますので、３，０００円相当の品について

は、５，０００円以上１０万円未満ということ

で御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 総務課長。 

○総務課長（山下哲郎君） 議案第１５号別冊、

平成２６年度宿毛市一般会計予算の１４２ペー

ジ、岡﨑議員の再質疑にお答えをいたします。 

 基金を廃止しなかった理由ということでござ

いますが、２６年度中に公社は解散の手続に入

る予定にしております。先ほどお答えしました

２件をもちまして、宿毛市の土地開発基金を充

当したものは、全てなくなるということになり

ます。その上で精算もして、解散ということに

なろうと思うんですが。 
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 あと、高知県の先行取得を受けた土地が残っ

ておりますので、それもあわせて県のほうに買

っていただいて、終了という形になろうかと思

います。 

 基金の運用につきましては、充てっぱなしい

うたらあれですけれども、充てたまんまで何年

も経過をしております。 

 それから、本年度までに購入したことにより

まして、基金の充当を解いたものがございまし

て、現金で９２８万８，６３４円ございます。

先ほどお答えしました、１４２ページに載って

おる予算と現金と合計しますと、２億７，４０

２万４，８９４円を基金で持っておるという現

状でございます。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） ５番岡﨑利久君。 

○５番（岡﨑利久君） 大変詳しい説明、あり

がとうございました。 

 以上をもちまして、質疑のほう、終わらせて

いただきます。 

○議長（今城誠司君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時４７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５７分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 私は、議案第２８号

「宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営

に関する規準を定める条例の制定について」、

議案第２９号「宿毛市指定介護予防支援等の事

業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する規準等を定める条例の制定について」、議

案第３０号「宿毛市指定地域密着型サービスの

事業の人員設備及び運営に関する規準を定める

条例の制定について」、議案第３１号「宿毛市

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する規準を定める条例の制定につい

て」、お尋ねいたします。 

 議案第２８号から議案第３１号までは、介護

保険法に規定する規準等について、都道府県ま

たは市町村の条例に委任することを盛り込んだ、

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革

の推進を図るための関係法律の整備に関する法

律」。第３次地方分権一括法が平成２５年６月

７日に成立、同月１４日に公布され、２６年４

月１日から施行されるということで、今回の本

市の条例の制定あるいは改正に至ったというこ

となのですが、これらの条例、この四つの議案

に盛られた条例のそれぞれが、現在、宿毛市の

勧奨するどのような事業体の、どのような事業

に該当するのか、お尋ねいたします。 

 例えば、２８号は、第２８号議案関連の条例

は、どこそこのどの事業といったような形でお

教え願えればありがたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（児島厚臣君） 保健介護課長、

山戸議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第２８号から議案第３１号まで、それぞ

れ介護保険法に規定いたします基準等を定めた

ものとなっております。 

 まず、議案第２８号でございます。「宿毛市

地域包括支援センターの職員及び運営に関する

規準を定める条例の制定」、それと議案第２９

号「宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及

び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する規準等

を定める条例の制定について」、この２議案に

つきましては、国の推進いたします地域主権改

革の一環、いわゆる３次一括法に基づいて、宿
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毛市が条例制定をしなければならないとなった

ものでございます。 

 まず、２８号につきましては、高砂にありま

す地域包括支援センター、そちらの職員数、職

種といった人員等を制定したものでございます。 

 それと、地域包括支援センターは、同時にそ

こが所管します業務の中で、必須事業といたし

まして、包括的支援事業並びに指定介護予防支

援事業、その二つの事業を必須としてやってご

ざいます。つまり、議案第２９号におきまして

は、指定介護予防支援事業者としての包括の人

員基準を、あわせて制定しているものでござい

ます。 

 続きまして、議案第３０号につきましては、

「宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する規準を定める条例の制定

について」、それと議案第３１号「宿毛市指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する規準を定める条例の制定について」。

これは、先の第１次の一括法の際に、市町村条

例として定めておったもので、今回、全部改正

いたすものでございます。 

 これにつきましては、市内に地域密着型とし

て指定をしております認知症対応型共同生活介

護事業所５事業所、いわゆる認知症グループホ

ームと呼ばれる５事業所と、地域密着型特定施

設入居者生活介護事業所１事業者、市内にあり

ますその６事業者を対象とした条例制定となっ

てございます。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 関連でお尋ねいたしま

すが、妙にわかりにくいあれなんで、また委員

会を通じてでも、詳しく、この件については、

またお尋ねしますが。 

 第３０号と第３１号の両議案では、既存の条

例の全部を改正するとなっていますが、これら

二つの条例の全部を改正することによって、従

来とは、どのような相違点ができるのか。また、

該当する事業、実施する事業体、あるいはその

事業のサービスを受ける市民に、この改正によ

って、どのような変化や影響が生じることにな

るのか、その点についてお尋ねいたします。 

○議長（今城誠司君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（児島厚臣君） 保健介護課長、

山戸議員の再質疑にお答えいたします。 

 ３０号と３１号でございますが、昨年、条例

制定した際には、宿毛市内でその事業展開をし

ておりましたサービス事業にのみ、条例を制定

しておりました。 

 今回、一般質問にも質問いただきましたけれ

ども、これから第６期を迎えます介護計画にお

いて、地域包括ケアシステムの構築が重要とな

ってまいりますけれども、そのケアシステムの

構築に基づきまして、新たなサービスが生じる

ことも想定がされておりますので、今回、今現

行で、先ほども言いました認知症対応型共同生

活介護、その認知症グループホームと、地域密

着型特定施設入居者生活介護、その二つのみ、

条例で制定をしておりましたけれども、新たに

定期巡回随時対応型訪問介護及び看護サービス、

夜間対応型訪問介護、小規模多機能型居宅介護、

そういった、今、メニューにございます地域密

着型サービス全てを網羅した形で、全部、改正

をしたものでございます。 

 市民への影響等ですけれども、事業所次第に

はなりますけれども、今あるサービスは変わら

ず、新たな必要があるサービスが受けられるよ

うになるという影響になってくると思われます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） ただ、今回の改正に、

全部の改正によって、新たなサービス、それは
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事業所次第とはいえ、そういうことができる、

拡大したというお話でしたが、続いて、この第

２８号と２９号、先ほど、第３０号と３１号で

したが、の両議案は、改正ではなしに基準を定

めるものとすると記載されていることから、新

たに定められた条例と思われるのですが、これ

らの事業は、これまでそれぞれの条例のタイト

ルにもあるように、包括地域支援センターに関

しては、職員及び運営に関する規準、指定地域

密着型介護予防サービスに関しては、人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法という、つまりこれらの条例の眼目に当たる

部分は、これまでは新たに制定されたことから

考えれば、独自の条例を持たないままになされ

てきたということになるのでしょうか。そうだ

とすれば、これまでは、従来は何を基準に事業

を実施してきたのか、その点についてお尋ねい

たします。 

○議長（今城誠司君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（児島厚臣君） 保健介護課長、

山戸議員の再質疑にお答えいたします。 

 改正以前は、上位法であります厚生労働省令、

その同じ基準に基づきまして、指定をしており

ました。 

 なお、基準内容には、変更はございません。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 厚生労働省令に基づい

て実施してきた、そして基準には変更がないと

いうことでしたので、あれなんですが、先ほど、

３０号と第３１号の両議案についてお尋ねした

のと同じ内容なんですけれども、２８号、２９

号の両議案で提出されている条例の制定によっ

て、基準内容に変更はないということでしたが、

該当する事業体の間に、その事業のサービスを

受ける市民に、どのような変化や影響が生じる

のか。もし生じるとすれば、お答え願います。 

○議長（今城誠司君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（児島厚臣君） 保健介護課長、

山戸議員の再質疑にお答えいたします。 

 ２８号、２９号、先ほども言いました宿毛市

地域包括支援センターに関する条例でございま

す。 

 地域包括支援センターにおきましては、第６

期、それと包括的地域ケアシステムの構築に臨

んで、今現在、人員増を含めた機能強化を図っ

ております。 

 基準内容を十分に満たす形で、機能強化を図

っております。 

 変更になりますと、新たな介護保険法の改正

にも対応すべく、そういった形で機能強化もし

ております。混乱、変化を生じないままに、新

しい体制に対応できるものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） ３番山戸 寛君。 

○３番（山戸 寛君） 前向きに考えておられ

るということで、心強い限りですが、これら４

議案の制定並びに改正のもととなった第３次地

方分権一括法に、題目に掲げられている地域の

自主性及び自立性を高めるための改革の推進を

図るための関係法律の整備ということですので、

宿毛市の独自な取り組みを出していける部分で

は出していって、少しでも市民のためになるよ

うにやっていただくことを期待して、私の質疑

を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） １１番、質疑を行い

ます。 

 私の質疑をいたしますのは、議案第３号別冊、

平成２５年度宿毛市一般会計補正予算（第７

号）と、議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛

市一般会計予算、そして議案第１８号別冊、平
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成２６年度宿毛市定期船事業特別会計予算の３

議案であります。順次、質疑を行います。 

 まず、議案第３号別冊、平成２５年度宿毛市

一般会計補正予算の、ページ５１ページの、第

８款土木費、第５項住宅費、１目住宅管理費の

１９節負担金補助及び交付金の１，６００万円。

説明に空き家再生等推進事業費交付金とありま

すが、この事業内容と交付先について、御説明

を願いたいと思います。 

 続きまして、議案第１５号別冊、平成２６年

度宿毛市一般会計予算の４１ページ。第１９款

諸収入、第５項雑入の６目雑入の中の７節教育

費雑入で、小筑紫小学校太陽光発電売電料とし

て１２万円が計上させておりますが、あこに設

置していた太陽光発電のパネルで、これくらい

の発電量しかないのかについて、まずお聞きを

いたします。 

 次に、ページ５１ページ、第２款第１項７目

１３節の委託料の中で、移住促進事業委託料と

して３９万８，０００円が計上されております。

これは、新規事業の調査表の中で、都営浅草線

を選定して、ポスター掲示を行う等の説明があ

りますが、この浅草線を選定した理由、またＰ

Ｒの期間について、お示し願いたいと思います。 

 次に、５８ページの第２款第１項１７目１８

節の公用車購入費１４０万円、これが新規事業

調査表では、１５６万４，０００円というふう

になっておりますが、金額的な違いがどこから

出てきているかということと、内容で、軽車両

にすることによって、スクールバスというか、

ぐるりんバスの運行をしようということで、こ

れは同じ金額で、１２４ページの第１０款第２

項２目１８節の小学校費の中で、備品購入とし

て同額の１４０万円で軽車両を購入するという

ふうになってますが、これを１０人乗りのマイ

クロバスから軽車両にすることによって、住民

の利用がしにくくなるんじゃないかというふう

に思うんですが、そのことについて御説明を願

いたいと思います。 

 次に、１１４ページ、第８款第５項１目１５

節市営住宅等改修工事費、５，３７３万７，０

００円が計上されておりますが、この内容につ

いてお示しを願いたいと思います。 

 次に、１３３ページの第１０款第４項５目１

３節の委託料で、林邸建造物調査業務委託料と

して１０８万が計上されていますが、この事業

内容を御説明願いたいと思います。 

 次に、１３７ページ、第１０款第５項３目１

９節の負担金補助及び交付金の中で、一番最後

の欄に、スポーツ大会開催補助金として１００

万が計上されております。この事業内容につい

て、御説明を願いたいと思います。 

 最後に、議案第１８号、平成２６年度宿毛市

定期船事業特別会計の８ページ、第１款第１項

１目１３節の委託料の中で、インフルエンザ予

防ワクチン接種として１万８，０００円が計上

されておりますが、これ、船員に対する予防接

種だと思うんですが、これをやるということは、

市内にほかにも千寿園であったり、各保育園、

市の窓口業務等々、市民と接触する機会の多い

部署というのは数多くありますし、特に千寿園

とか保育園というのは、高齢者の方であったり、

ゼロ歳から始まる小さな子供たち、特に病気等

には免疫というか、弱い立場の人が、かなりお

るところもあるのに、何で、あえてこの定期船

に絞って予防接種をしようとするのかについて、

まず御説明を願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（岩本克記君） 都市建設課長、

１１番、寺田議員の質疑にお答えいたします。 

 まず、初めに、議案第３号、２５年度の補正

予算でございます。 

 ページ５１ページ、第８款土木費、第５項１
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目住宅管理費、１９節負担金補助及び交付金の

１，６００万円、空き家再生等推進事業費の交

付金１，６００万についての御質問でございま

す。 

 今回、新たに導入いたしましたこの事業は、

例えば、避難道沿線に老朽化のため倒壊のおそ

れがある家屋の除去や、児童生徒の通学路沿い

にある危険な老朽化空き家などを除去する事業

でございます。それに対する補助金を交付する

事業でありまして、現在、市内の各地区より、

危険な空き家の除去ができないか等々の要望が

あがっております。今回、その費用を計上する

こととしております。 

 交付先ということでございますが、これは補

助金交付要綱に基づきまして、申請者、出され

た個人に交付するものでございます。 

 もう１点目の、議案第１５号別冊、平成２６

年度当初予算でございます。ページ１１４ペー

ジでございます。 

 第８款土木費の第５項１目住宅管理費、１５

節の工事請負費の市営住宅修繕工事費といたし

まして、５，３７３万７，０００円の事業内容

の説明という御質問でございますが、まず、こ

ちらといたしまして、西町地域振興住宅改修費

に４，９００万円、そして市営住宅３団地への

改修費に４７３万７，０００円となっておりま

す。 

 まず、西町振興住宅の改修につきましては、

平成２５年度に改修に関する設計委託料をして

おります。西町振興住宅の１号棟の１階部分８

戸におきまして、現在の１部屋を２部屋に分割

し、高齢者夫婦とか、単身世帯へ向けての改修

を予定しております。 

 当面、平成２６年度は３戸分の６戸に改修す

るために、工事費といたしまして４，９００万

円を計上しております。 

 また、市営住宅の改修につきましては、二ノ

宮第２団地、小森第２団地、橋上団地の改修工

事を予定しております。 

 この団地に関しましても、公営住宅再編計画

の中で、今後も適切な維持保全に努めるよう位

置づけられておりますで、外壁の塗装及び床下

の改修を行い、住宅の長寿命化を図ってまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、１１番

議員の質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、５１ページでございます。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、７目企画

広報費の１３節委託料、移住促進事業委託料３

９万８，０００円についてでございますけれど

も、本事業につきましては、先ほど、岡﨑議員

の御質疑にもお答えしましたように、移住促進

事業を本年度から推進をしていくという中の一

つの一環といたしまして、宿毛市を積極的にＰ

Ｒをしてまいりたいということで、東京の都営

地下鉄浅草線の中に、宿毛市をＰＲする看板、

一応、これは他市の、長野県の松本市のもので、

このようなものを地下鉄の中に、車両の中に掲

示をさせていただいて、ＰＲをさせていただく

ということでございます。 

 なぜ、都営地下鉄浅草線ということでござい

ますけれども、一応、東京のほうのバス、ある

いは電車等の広告代理店、事業を行う企業から

のプレゼンテーションがございまして、我々と

しては、非常に単価的にも安価であるというこ

とも含めて、それから、地下鉄の都営浅草線そ

のものが１日に２００万人以上の利用客がある

といったことから、非常にＰＲ効果があるので

はないかということで、今回、計上させていた

だきました。 

 ＰＲの期間は、４月から来年の３月までの１
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年間を予定いたしております。 

 次に、同じくページ５８ページ、１７目の離

島振興費の中の１８節備品購入費１４０万、公

用車の購入費でございますけれども、新規事業

調査表では１５６万４，０００円であったけれ

ども、予算ベースで１４０万になったのはなぜ

かという御質問、まずございました。 

 これについては、自動車の、我々が希望する

自動車を予算要求をさせていただきました。そ

の際に、議員御指摘のように、教育委員会のス

クールバスについても同様に、あわせて購入す

ると。 

 その軽自動車に変更に至った経緯でございま

すけれども、議員御承知と思いますけれども、

これまで１０人乗りの車が、市営定期船で運搬

ができないという事情がございました。 

 昨年も車検を受けるために、夏休み１カ月間、

バスを走らせることができなかったということ

で、逆に島民の皆さんに大変迷惑をかけていた

ということがございます。そういったことから、

軽自動車を２台体制にすることによって、大人

の島民を含めて、利用者が４名は利用できます

ので、十分、そのニーズに対応できるのではな

いかということで、今回、１４０万円でお願い

をするものでございます。 

 次に、議案第１８号別冊、平成２６年度宿毛

市定期船事業特別会計予算、８ページでござい

ます。 

 第１款事業費、第１項事業費、１目運行費の

１３節委託料、インフルエンザ予防ワクチン接

種委託料として１万８，０００円を計上させて

いただいておりますけれども、この定期船の乗

組員、船員のインフルエンザについて、公費で

こういう形で計上させていただきましたのは、

昨年の２月末から３月にかけまして、現在、定

期船事業は７名の職員で、ローテーションで運

航いたしておりますけれども、昨年の２月末か

ら３月の上旬にかけて、そのうちの６名がイン

フルエンザで就業できなくなった経緯がござい

ます。 

 議員御承知のように、定期船の場合は、その

かわりに私ども一般事務職員が乗り込んで手伝

うということができません。船員でないと操業

できなくなっておりますので、そういったこと

から、非常にマンパワーの確保に苦慮いたした

経過がございます。 

 そういったことから、定期船については、こ

ういう形でも、インフルエンザに、当然かから

ないのが一番なんですけれども、かかっても軽

減ができるような形でやらせていただきたいと。 

 なお、千寿園のほうも同様に、職員のインフ

ルエンザの予防のための経費というのは、予算

に計上させていただいているようでございます

ので、そういうことで御理解いただきたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（沢田清隆君） 教

育次長兼学校教育課長、１１番、寺田議員の質

疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算の４１ページ、歳入でございますが、

第１９款諸収入、第５項雑入、６目雑入、７節

教育費雑入の小筑紫小学校太陽光発電売電料１

２万円について、これくらいしか発電しないの

かということでございますが、この歳入につき

ましては、昨年度の実績に基づきまして、月額

１万円を計上させていただいております。 

 それと、沖の島のスクールバスでございます

が、同じく第１０款教育費、第２項小学校費、

１目学校管理費、１８節備品購入費で、１４０

万円計上させていただいております。 

 説明につきましては、先ほど、企画課長から
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詳しくしていただきましたけれども、教育委員

会といたしましても、平成１６年７月に購入し、

沖の島においてスクールバス並びに沖の島ゆる

りんバスとして使用してきた車両の老朽化のた

めに、国のへき地児童生徒援助費等補助金を活

用いたしまして、新規にスクールバスとして軽

自動車を購入しようとするものでございます。 

 今回の車両購入に当たりましては、企画課と

連携いたしまして、同車種を２台購入すること

で、不測の事故や定員以上の乗車希望など、島

民の移動手段を確保しようとするものでござい

ます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（今城誠司君） 文教センター所長兼生

涯学習課長。 

○文教センター所長兼生涯学習課長（桑原 一

君） 文教センター所長兼生涯学習課長、寺田

議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、ページ１３３ページ。第１０款教育

費、第４項社会教育費、５目歴史館費、１３節

委託料のうちの林邸建造物調査業務委託料１０

８万円についてでございます。 

 これにつきましては、少し林邸の御紹介をさ

せていただいたらと思うんですが、林邸は明治

２２年に建てられており、大臣を３代続けて輩

出した政治家の邸宅らしく、また寺社建設を思

わせる曲線を基調とした屋根や、木彫りの装飾

が施され、内外の銘木を集め、趣向を凝らした

内装も重厚感あふれております。 

 庭園も、土佐の武家づくり独特のしっくい土

塀で囲まれ、歴史的にも建築学的にも土佐を代

表し、宿毛を象徴する建造物でございますが、

近年、経年によりまして劣化が著しい状態にな

っております。 

 また、住まわれて管理をされている方につき

ましても、常時、今現在、住まわれているとい

う状況ではなく、不在の時間もふえているとい

う状況になっておるようです。 

 この林邸については、保存等を含めて、以前

から市民の方々から、さまざまな御意見や署名

活動等も行われておりましたが、今回、先ほど

御紹介をさせていただいたように、林邸の庭園、

土塀も含めて、建設物について、綿密な調査を

行わさせていただきまして、その調査に基づき

まして、図面化を図らせていただきたいと思い

ます。 

 その図面化を図らせていただくことによりま

して、林邸の学術的や歴史的な資料として、保

管をさせていただきたいというふうに考えてお

ります。 

 それから、続きまして、１３７ページですが、

第１０款教育費、第５項保健体育費、３目社会

教育振興費、１９節スポーツ大会開催補助金１

００万円についての事業内容についてですが、

本年度、市長の行政方針にもございましたが、

２６年度からスポーツを活用した交流人口の促

進を図っていきたいということで、そういう取

り組みの一環としまして、現在、宿毛市でも、

宿泊を伴う各種スポーツ大会が行われておりま

す。 

 そういった大会について、宿毛市とか、教育

委員会が主催、共催している以外に、スポーツ

団体さんが独自にやられている大会がございま

して、かなりスポーツ団体さんのほうも、経済

的にも工面をしている面もあるということで、

一定の支援をさせていただいて、その大会を継

続的に宿毛で開催をしていただきたいと。 

 また、日帰り等で現在やってますスポーツ大

会につきましても、一定規模を大きくしていた

だいて、宿泊の伴う大会にできないだろうかと

いうことを考えておりまして、それについても、

一定、支援をすることによって、競技団体さん

のほうが、宿泊を伴う大会にしていただけるの
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ではないかというふうに考えております。 

 そういったもので、スポーツ大会につきまし

て、競技団体さんが独自でやられているものに

ついて、市として補助をさせていただいて、継

続的な大会、新たな大会として、実施をしてい

ただければというふうに思っております。 

 平成２６年度につきましては、一つの大会に

つきまして、一定の宿泊要件を満たせば、上限

として、運営に係る経費１０万円を上限に、負

担をさせていただければと。２６年度について

は、継続、新規も含めて、１０個の大会をめど

に、補助をさせていただこうと思っております。 

 補助要綱につきましては、現在、作成中で、

細部については、決めておりませんが、現在、

平成２５年度から、キャンプ誘致にかかわる支

援をさせていただいておりまして、一つのキャ

ンプにつきまして、延べ２００泊以上のキャン

プを、宿毛市内の施設を使ってキャンプをし、

宿毛の営業してますホテル、旅館等に宿泊され

れば、新規であれば１０万円、継続であれば１

５万円の補助をしておりますので、そういった

キャンプ誘致の基準を照らし合わせて、宿泊の

要件等を決めさせていただければと思っており

ます。 

 ただし、この要綱につきましても、現在、高

知県コンベンション協会さんのほうは、大会に

かかわる経費であったり、宿泊を伴うキャンプ

であれば、一定、支援をしていただいておりま

すので、そういったほかの支援を優先をさせて

いただいて、そういった支援が受けれない大会

について、宿毛市のほうで、新たに大会につい

ては補助を考えさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 説明、ありがとうご

ざいました。 

 何点かについて再質疑をさせていただきます。 

 まず、議案第３号の空き家再生等推進事業費

交付金ですが、これ、避難路に関することもあ

ると思うのですが、宿毛市内全域を対象として

いるのか、また限度額についての説明ができれ

ばお願いをしたいと思います。 

 次に、議案第１５号の一般会計の当初予算で

すが、先ほど、企画課長に１５６万４，０００

円との金額の差はどこからきているのかの説明

をお願いしていたんですが、どうも聞けなかっ

たと思うので、もう一度お願いしたいと思いま

す。 

 次に、同じく１５号の１３３ページの林邸の

建造物調査業務委託料についてですが、これは

平成１６年の第２回定例会で、市民からの陳情

を受けて、継続審査として、最終的には平成１

７年の第１回定例会において委員長報告がされ

ております。 

 そのときにも、歴史的文化的に重要な建造物

であることについては、委員全員に異論はない

ものの、市の厳しい財政状況を考慮すると、安

易に経費を支出することができないということ

で、これは当時も現在も、個人の持ち物であっ

て、それに対して、市が今回、なぜ公費を支出

して調査をしなければいけないかについて、も

う一度、御説明をしていただきたいというふう

に思います。 

 次に、１３７ページのスポーツ大会開催補助

金についてですが、１大会当たり１０万円を上

限として補助したいということですが、これは

当然、市内に宿泊をしてもらうためにというこ

とでと思うので、その宿泊が市内に、全部の参

加者が市内に来る場合、泊る場合、泊まらない

場合ということの規定を設けるのかどうか。 

 また、総数でどれくらいから上の人数の大会

において、補助をしようとするのかについて、

決まってないところではあるとは思いますが、

執行部の考え方をお示し願いたいと思います。 
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 次に、議案第１８号別冊ですが、インフルエ

ンザの予防ワクチンですが、これ課長説明のと

おり、船のスタッフというのは、特別な職種で

あるということはよくわかります。ただ、そん

なことを言えば、寮母であったり、千寿園はや

るように予算計上しているということですが、

保育園の保育士、また市内の各担当課の中でも、

専門的な技術の要る看護師であったり、保健師

であったりという、実際にそういう人と接する

人間というのは、かわりがなかなかとれないと

いうふうに思いますが、そのことについて、も

う一度、御答弁をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（岩本克記君） 都市建設課長、

１１番、寺田議員の再質疑にお答えいたします。 

 補正予算、ページ５１ページの空き家再生等

推進事業の交付金の、市内全域かということと、

限度額は幾らかということでございますが、対

象は市内全域でございます。 

 この事業自体が、いろんな老朽化した今の通

学路等もございますけれども、やはり火災の危

険性が高いということ、地域ぐるみでの防災対

策にも役立つという観点から、今回、やらせて

もろておるわけでございますが、限度額になり

ますけれども、一応、今、要綱につきましては、

策定中でございます。 

 補助事業費２００万、総事業費でかかるとす

れば、２割が個人負担で、補助対象限度額は１

６０万、仮にいうたら１００万の総事業費やっ

たら２０万は個人負担、そして８０万は補助対

象と。その８０万に対して、２分の１が国費、

４分の１が県、４分の１が市と、そうなってお

ります。 

 今、策定中でございますので、限度額何ぼと

いうことは、ちょっと控えさせていただきたい

と思います。例えばの話でこらえていただきた

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、１１番

議員の再質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、５８ページでございますけれども、

公用車の購入費で、予算計上１４０万円、ただ

新規事業調査表で１５６万４，０００円の総額

にかわった理由ということでございますけれど

も、この新規事業調査表については、私どもが

予算要求、財政当局が予算要求する段階での提

出費用で、当然ございます。 

 先ほど申し上げましたけれども、財政当局と

の予算折衝の過程で、同様に教育委員会も同じ

車を買うということで、２台合わせて買うとい

うことで、可能な限り、いわゆる安くというこ

とで、この予算で購入するような努力をせよと

いうお話もいただいた結果、１４０万円を計上

させていただいたということでございますので、

私ども、この１４０万円の範囲内で買うように

努力したいというふうに思っております。 

 それから、議案第１８号別冊、平成２６年度

宿毛市定期船事業特別会計予算の８ページ、１

３節委託料のインフルエンザ予防ワクチン接種

委託料１万８，０００円についてでございます

けれども、議員御指摘もよくわかります。 

 ただ、先ほども御説明申し上げましたけれど

も、例えば私ども一般事務職員であれば、日々

雇用でその代替職員を確保するとか、あるいは

ほかの職員がそこをカバーできる。あるいは、

看護師のような専門職であっても、日々雇用が

できたりということがございますけれども、船

員の場合は、先ほど言いましたように、船員の

資格が要るということと、あわせていろんな、

例えば１日雇っても、１カ月分の船員保険料を

納めなきゃいけない。船員の日々雇用の単価が
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８，５００円、それに食糧手当がついて８，７

００円でございますけれども、８，７００円を

支払うかわりに、４万、５万円の保険料を払っ

ていただかないと。そうなってくると、人がな

かなか確保できないと、そういう部分がござい

ますので、我々としては、船員だけを特別とい

うことではございませんけれども、そういうこ

とで、ぜひともこういう形でやらせていただき

たいということでございますので、御理解いた

だきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（今城誠司君） 文教センター所長兼生

涯学習課長。 

○文教センター所長兼生涯学習課長（桑原 一

君） 寺田議員の再質疑にお答えをさせていた

だきます。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算の１３３ページの林邸建造物調査委託

料１０８万円についての、今までの経過もあり、

林邸についての新たな投資的な部分は、困難で

はないかというような経過もあったということ

で御提示をいただきましたが、確かに、どうい

う事業展開にするかということについては、現

在、御提案をさせていただいているものではご

ざいませんでして、林邸を調査をさせていただ

いて、本当に歴史的価値があるのか、建設的に

価値があるのかという綿密な調査をさせていた

だいて、その調査に基づいて、設計図を描いて

いただくと。 

 それそのものの設計が、林邸そのものが、歴

史的、芸術的に価値があるのかないのかという

資料を、歴史館としては保管をさせていただく

というまでにさせていただいております。 

 これが、次の事業展開につながるものか、つ

ながらないものかというのは、また別でして、

ほかの歴史的な資料として、保管をさせていた

だきたいというふうに思っております。 

 それから、なぜこの時期かということなんで

すが、先ほど、少し触れさせていただいておる

んですけれども、今、実際、住まわれて管理を

されている方が、常時、林邸のほうに住まわれ

てないという現状がございまして、今後ますま

すそのような状況が続けば、林邸そのものが空

き家になって、管理も明確にならない状態にも

なってくる可能性がございますので、現在、ま

だそういう方がいらっしゃいますが、その方に

御承諾をいただきながら、調査業務をさせてい

ただければというふうに考えておりまして、２

６年度に計上をさせていただきました。 

 それから、スポーツ大会についてなんですが、

基準ということなんですが、先ほども少しお話

をさせていただいたんですが、現在、要綱の作

成中でございます。 

 少し、小さな大会にまで支援をさせていただ

くことは、ちょっと財政的には困難かなと思っ

ておりまして、キャンプ誘致が、一つのキャン

プで延べ２００泊のキャンプということで、支

援をさせていただいておりますので、それにつ

いても、一定、２００泊というのが基準になっ

てくるのかなということで、今、考えておりま

すが、そこはまだ調整はさせていただいており

ません。 

 それから、大会参加者の全てを、宿毛のほう

に宿泊をいただければ、それはありがたいんで

すけれども、なかなか宿泊の状況とか、大会規

模にもよって、２００から４００とかいうふう

に、大会規模もいろいろあると思いますので、

全ての参加者に宿毛へ泊っていただくという縛

りは難しいかなと思ってますけれども、一定の、

先ほどの２００泊になるのかどうかは、ちょっ

とまだ別なんですけれども、そういったものを

クリアすれば、支援をさせていただいたらとい

うふうに思っております。 

○議長（今城誠司君） １１番寺田公一君。 
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○１１番（寺田公一君） 丁寧な御説明、あり

がとうございました。 

 ２点ほど再質疑をさせていただきます。 

 まず、林邸の調査についてですが、これ、先

ほどから出てますように、個人の持ち物であっ

てということですので、その権利を有する方の

許可が得られているのかということと、その状

態を調べるのに、現在ある、宿毛歴史館の矢木

君あたりも、今までにもかなり調べて、調査し

ているというふうに認識しているんですが、そ

の調査では足らないのかについて、御説明を願

いたいと思います。 

 ２点目として、スポーツ大会の開催補助金に

ついてですが、これは、私たちが議員として県

外に研修に行く場合に、その訪問市によっては、

今、多くの市で、訪問市に宿泊を伴わないと、

研修を受け入れてくれないというところが多く

あります。 

 これはやっぱり、宿毛市なんかも、この大会

に対しても、当市に宿泊をすることを、大会を

優先するというような要綱を盛り込んでつくる

べきではないかというふうに思いますが、この

点、２点について御説明を願いたいと思います。 

○議長（今城誠司君） 文教センター所長兼生

涯学習課長。 

○文教センター所長兼生涯学習課長（桑原 一

君） 文教センター所長兼生涯学習課長、寺田

議員の再質疑にお答えをさせていただきます。 

 林邸に関してですが、歴史館の学芸員が何度

か訪問をさせていただいて、私が先ほど紹介し

たような内容で、外観的には承諾もさせていた

だいている部分がありますが、それが本当に、

学芸員のみでは、本当に歴史的に価値があるの

か、建築学的に価値があるのかという判断をい

たしかねますので、今回、調査をさせていただ

くものです。 

 それから、最終的な調査の合意をいただいて

いるのかということで、所有者の方に、まだ実

際に、この委託業務をさせていただくのかどう

か、決定はしておりませんので、そういったこ

とで、調査をさせてもらう可能性はありますよ

という程度で、最終的に、そういう調査をして

も構いませんよという正式な合意を、まだいた

だいておりません。 

 それから、スポーツ大会についてですが、可

能な限り、宿毛のほうに宿泊をしていただきた

いというのは、こちらのほうもそういうふうに

考えておりますが、ただ、市の主催であったり、

教育委員会の主催でないものについてまで、競

技団体さんが独自でやられている大会について

まで、そういった縛りができるのかというと、

難しい面もございます。 

 ただ、今回、補助をさせていただく大会であ

れば、極力、競技団体のほうにもそういったお

願いというか、そういったことが網羅できない

かということで、御相談はさせていただきたい

というふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（今城誠司君） １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） 丁寧な御説明、あり

がとうございました。 

 今回、御説明いただいたことを委員会の中で

しっかり審査をして、結論を出していきたいと

思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） 以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号及び議案第２号」については、会
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議規則第３７条第３項の規定により、委員会付

託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号及び議案第２号」につ

いては、委員会付託を省略することに決しまし

た。 

 ただいま議題となっております「議案第３号

から議案第３８号まで」の３６議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれの所管の委員会へ付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、３月１４日及び３月１７

日から３月２０日まで、並びに３月２４日、３

月２５日は休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１４日及び３月１７日から３月

２０日、並びに３月２４日、３月２５日は休会

することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月１４日から３月２５日までの１２日間は

休会し、３月２６日午前１０時より再開いたし

ます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１１時５８分 散会 
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議 案 付 託 表 

                             平成２６年第１回定例会  
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議案第１５号 

議案第１６号 

議案第１７号 

議案第１８号 
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議案第２０号 

議案第２１号 

議案第２２号 

議案第２３号 

議案第２４号 

議案第２５号 

議案第２６号 

議案第２７号 

平成２５年度宿毛市一般会計補正予算について 

平成２５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算につ

いて 

平成２５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算につい

て 

平成２５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

平成２５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算に

ついて 

平成２５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

平成２５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

平成２５年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算につ

いて 

平成２５年度幡多西部介護認定審査会特別会計補正予算につ

いて 

平成２５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

平成２５年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算につ

いて 

平成２５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て 

平成２６年度宿毛市一般会計予算について 

平成２６年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算につい

て 

平成２６年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

平成２６年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

平成２６年度宿毛市水道事業会計予算について 
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総 務 文 教 

常任委員会 

（ ５件） 

議案第３２号 

議案第３３号 

 

議案第３６号 

議案第３７号 

 

議案第３８号 

宿毛市社会教育審議会条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例について 

財産の取得について 

宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

について 

宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（ ６件） 

議案第２８号 

 

議案第２９号 

 

 

議案第３０号 

 

議案第３１号 

 

 

 

議案第３４号 

 

議案第３５号 

 

宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を

定める条例の制定について 

宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準等を定める条例の制定について 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の制定について 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

の制定について 

宿毛市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一部を改正

する条例について 

宿毛市水道事業の利益及び資本剰余金の処分等に関する条例

の一部を改正する条例について 
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平成２６年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第６号 

 

１ 議事日程 

    第２３日（平成２６年３月２６日 水曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第３８号まで 

      （議案第１号及び議案第２号、討論、表決） 

      （議案第３号から議案第３８号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 委員会調査について 

   第３ 議案第３９号 工事請負契約の締結について 

      （議案上程、提案理由の説明、質疑、討論、表決） 

   第４ 議案第４０号 市長の専決処分事項の指定について 

      （議案上程、提案理由の説明、質疑、討論、表決） 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第３８号まで 

   日程第２ 委員会調査について 

   日程第３ 議案第３９号 工事請負契約の締結について 

   日程第４ 議案第４０号 市長の専決処分事項の指定について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 髙 倉 真 弓 君     ２番 山 上 庄 一 君 

   ３番 山 戸   寛 君     ４番 今 城 誠 司 君 

   ５番 岡 﨑 利 久 君     ６番 野々下 昌 文 君 

   ７番 松 浦 英 夫 君     ８番 浅 木   敏 君 

   ９番 中 平 富 宏 君    １０番 浦 尻 和 伸 君 

  １１番 寺 田 公 一 君    １２番 宮 本 有 二 君 

  １３番 濵 田 陸 紀 君    １４番 西 郷 典 生 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        岩 本 昌 彦 君 

   次長兼調査係長  松 本 政 代 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  沖 本 年 男 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
安 澤 伸 一 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        山 下 哲 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税務課長補佐  田 村 泰 生 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
滝 本   節 君 

   保健介護課長  児 島 厚 臣 君 

   環 境 課 長  佐 藤 恵 介 君 

   人権推進課長  杉 本 裕二郎 君 

   産業振興課長  黒 田   厚 君 

   商工観光課長補佐  岩 村 研 治 君 

   土 木 課 長  岡 崎 匡 介 君 

   都市建設課長  岩 本 克 記 君 

   福祉事務所長  河 原 敏 郎 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 委 員 会 

   委 員 長 
増 田 全 英 君 

   教 育 次 長 兼       

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長補佐 河 原 志加子 君 

   学 校 給 食       

   センター所長 
金 増 信 幸 君 

   千 寿 園 長        山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
嵐     健 君 

 



 

－ 171 － 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（今城誠司君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際、議長より報告いたします。 

 地方自治法第１８０条第２項の規定により、

市長の専決処分事項の報告につきましては、お

手元に配付しているとおりであります。 

 日程第１「議案第１号から議案第３８号ま

で」の３８議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号」について討論に入り

ます。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１号は、これに同意することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第２号」について討論に入り

ます。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第２号は、これに同意することに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第２号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより、「議案第３号から議案第３８号ま

で」の３６議案について委員長の報告を求めま

す。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（浅木 敏君） おはよ

うございます。予算決算常任委員長。 

 予算決算常任委員会の結果を報告いたします。 

 本委員会に付託された「議案第３号から議案

第２７号まで」の２５議案について、審査の概

要と結果を報告いたします。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を二つの分科会に分けて、３

月１４日、１７日、１８日、１９日の４日間に

わたり、審議を行いました。 

 その後、３月２４日に意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会の主査の審議結果の

報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、本

委員会に付託された議案２５件につきましては、

原案を適当と認め、可決すべきものと決しまし

た。 

 以下、分科会における主な審査概要について、

御報告いたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 初めに、議案第３号別冊、平成２５年度宿毛

市一般会計補正予算の第２表、繰越明許費でご

ざいます。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、事業名、

南海地震対策整備事業緊急防災減災事業５，１

１０万円、ブロック塀等対策推進補助金８４０

万円、住宅耐震改修事業２，０７９万円につい

てであります。 

 委員から、それぞれの事業の内容はどのよう

になっているかとの質疑があり、執行部からの

各事業の進捗状況についての説明の中で、どの

事業も繰り越しが多額に残っていることが明ら

かになりました。 

 委員からは、相対的に繰越明許が多過ぎるの
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ではないか。工事についても、早期発注するよ

う心掛けていただきたいとの意見が出されまし

た。 

 続いて、議案第１５号別冊、平成２６年度宿

毛市一般会計予算、第１０款教育費、第３項中

学校費、２目教育振興費、１節報酬、英語指導

助手報酬７８４万円についてであります。 

 委員からは、ＡＬＴの配置人員は２６年度２

名で、これまでと変わっていないとのことだが、

実際、２名の英語指導助手だけでは、今、目指

しているグローバルな社会に対応することは困

難ではないのか。宿毛市教育委員会としては、

どのような対策を検討しているかとの質疑があ

りました。 

 これに対して、執行部からは、今のところ、

新しいことについての検討はしていないとの回

答がありました。 

 委員から、早急に予算要求をして、英語指導

助手を増員すべきである。行政視察で訪問した

宮城県登米市の豊里小中学校は、東北で初めて

教育特区として、小中一貫教育を実施して、英

語教育を重点的に行っている。宿毛市でも、こ

のように取り組んでほしい。今後は、予算の増

額を検討してもらいたいとの意見が出され、執

行部からは、検討するとの回答がありました。 

 続いて、第１０款教育費、第５項保健体育費、

３目社会体育振興費、１９節負担金補助及び交

付金、スポーツ大会開催補助金１００万円につ

いてであります。 

 委員からは、補助金支出の基準となる要綱が

定まっていないのに、議会で承認を求めるのは

無理がある。宿泊を伴う大会ということが一つ

の基準になっているのかどうか、明確でない。

宿泊を伴うことが基準なのであれば、宿泊先を

市内に限定すべきであると思うが、このことに

ついて、どう考えているのかとの質疑がありま

した。 

 執行部からは、宿毛市のスポーツ施設等を対

象とした交流人口の拡大に寄与できる大会を目

指したいということが基本にある。そのため、

最も効果のあるのは、宿毛市内の営業施設に宿

泊していただくことであると考える。宿毛市の

営業施設で、一定の宿泊をするということは、

条件をクリアしたものについて補助するという

ことが基本になっている。キャンプ誘致等と同

様に、宿泊を基本に補助対象を決定するとの回

答がありました。 

 次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第１５号別冊、平成２６年度宿毛市一般

会計予算、第２款総務費、第１項総務管理費、

１１目国土調査費、１３節委託料、地籍調査事

業委託料、１，５３３万５，０００円について

であります。 

 これに関連して、委員から、沿岸部の地籍調

査が進んでいない。津波の被害があれば、後の

復興に大きな障害となる。時間がかかるとして

も、早期に取りかかるべきではないかとの質疑

があり、執行部からは、担当者の増員が必要で

あるとの答弁がありました。 

 これに対し、委員からは、もちろん人員をふ

やすことも要望していくべきであるが、それ以

外にどうすれば調査が迅速に進むのかという質

疑があり、執行部からは、国土調査に必要な基

準点の設置は、国土地理院が所管しているが、

そこで予算化されるかどうかということにかか

ってくる。昨年度も要望していたが、査定に上

げられなかった。国の枠が、かなり狭まってい

るが、要望は上げ続けていくとの回答がありま

した。 

 委員からは、早期の調査に向けて、危機管理

課等とも協力しながら、努力してもらいたいと

の意見がありました。 

 続いて、第６款農林水産業費、第２項林業費、
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３目公有林整備事業費、１２節役務費、市有林

整備事業費の３００万４，０００円についてで

あります。 

 委員からは、木質バイオマス発電事業につい

て、原材料を安定的に供給する必要があるが、

市有林を活用する計画があるのかとの質疑があ

り、執行部からは、市有林整備については、市

が率先して計画的に実施していく。木質バイオ

マス発電事業の原材料確保のためには、早期に

育成できる木について研究していく、との回答

がありました。 

 また、委員からは、民間に対しても、きちん

とした計画の必要性を示し、支援を行うべきと

の指摘があり、執行部からは、間伐材に対する

支援は行う。また、自伐林家からの供給体制に

ついても、研究を進めていくとの回答がありま

した。 

 一方で、委員からは、原材料の買入単価が決

まっていないことを危惧する意見もあり、執行

部からは、単価が決まっていないため、供給体

制について、議論が進んでいない面もある。そ

のため、さまざまな情報が錯綜している状況で

あるとの回答がありました。 

 委員からは、積極的に情報収集に努め、正確

な情報を議会にも伝えてもらいたいとの意見が

ありました。 

 次に、議案第１９号別冊、平成２６年度宿毛

市特別養護老人ホーム特別会計予算、第１款総

務費、第１項施設管理費、１目一般管理費、７

節賃金、臨時雇賃金、４，１９３万６，０００

円についてであります。 

 これに関連して、委員からは、３年後をめど

に、千寿園を指定管理者に移行するということ

だが、この間に正規職員が減っていく分を臨時

職員で賄っていくことになると思うが、移行へ

のスケジュールはできているのかとの質疑があ

り、執行部からは平成２６年度中に指定管理者

等に関連する条例の改正を行い、指定管理者の

公募にまでこぎつけたい。現在は、正規職員３

４名であるが、平成２７年度、２８年度の２カ

年で市役所の一般職に移れるような措置をとっ

ていきたいとの回答がありました。 

 これに対し、委員からは、指定管理者になっ

ても、千寿園で介護の仕事を続けたいという職

員はいると思う。そのような希望を持つ職員に

対しては、指定管理者のもとでも、継続できる

ような対策も必要ではないかとの意見や、特に

職員の異動については、細心の注意をはらって、

スムーズに指定管理者に移行できる体制を構築

してもらいたいという意見がありました。 

 以上で、本委員会に付託されました２５議案

についての審査結果の報告を終わります。 

○議長（今城誠司君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（野々下昌文君） 総務

文教常任委員長。 

 本委員会に付託されました５議案についての

審査結果を御報告いたします。 

 議案第３２号は、宿毛市社会教育条例の一部

を改正する条例についてであります。 

 本案は、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に

関する法律の成立により、これまで関係法令で

定められていた事項が、市町村の条例において

制定することになったことから、これまでの国

の基準に準じて、条例を制定及び改正しようと

するものであります。 

 議案第３３号は、宿毛市立体育館の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

 本案は、旧田の浦小学校跡地に小筑紫保育園

を建設することに伴い、田の浦小学校の体育館

を取り壊す必要があるため、項目を削除しよう

とするものであります。 

 議案第３６号は、財産の取得についてであり
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ます。 

 本案は、宿毛市土地開発公社との間で、宿毛

市平田町戸内雁ヶ池南平６２８９番１１外２２

筆、地積８，７９９．７５平方メートルを１億

６，３０４万１，１７３円で取得することにつ

いて、地方自治法第９６条第１項第８号の規定

により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第３７号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 本案は、職員給与の給与構造改革における現

給保障制度の廃止及び５５歳を超える職員の昇

給方法を勤務成績に応じた昇給方法に改正しよ

うとするものであります。 

 議案第３８号は、宿毛市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、国民健康保険法施行令の一部を改正

する政令が公布されたことに伴い、国民健康保

険税の後期高齢者支援金等、支援額にかかわる

課税限度額が現行の１４万円から１６万円へ変

更となるなどの課税限度額の引き上げ及び低所

得者にかかわる保険税軽減の拡充について、改

正しようとするものであります。 

 以上の議案につきましては、担当課から詳し

く説明を受ける中で、慎重に審査した結果、原

案を適当であると認め、全会一致をもって可決

すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました５議案に

ついての御報告を終わります。 

○議長（今城誠司君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（浦尻和伸君） 産業厚

生常任委員長。 

 本委員会に付託されました、議案６件につい

ての審査結果を御報告いたします。 

 議案第２８号は、宿毛市地域包括支援センタ

ーの職員及び運営に関する規準を定める条例の

制定について。 

 議案第２９号は、宿毛市指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する規準等を定める条例の制定について。 

 議案第３０号は、宿毛市指定地域密着型サー

ビス事業の人員、設備及び運営に関する規準を

定める条例の制定について。 

 議案第３１号は、宿毛市指定地域密着型介護

予防サービス事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する規準を

定める条例の制定についての４議案につきまし

ては、地域の自主性及び自立性を高めるための

改革の推進を図るため、関連法律の整備に関す

る法律の成立により、これまで関係法律で定め

られていた事項が、市町村の条例において制定

することになったことから、これまでの国の基

準に準じて、条例を制定及び改正しようとする

ものでございます。 

 このうち、議案第３０号及び議案第３１号は、

介護保険法の一部改正に伴い、平成２４年４月

１日に条例を制定していましたが、その際、宿

毛市内に事業所があるサービスについてのみう

たっていたため、今回、その他のサービスにつ

いても、開始される予定となり、今後、さらに

新たなサービスを提供する事業所があらわれる

可能性も否定できないため、全ての地域密着型

サービスについての条例を制定するため、全部

改正を行うものでございます。 

 議案第３４号は、宿毛市水道事業給水条例の

一部を改正する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

 本案につきましては、本年４月１日から水道

料金体系が変更となりますが、飲料水供給事業

においても、４月１日以降に確定する水道料金

に、３月使用分が含まれている場合、現行の料

金体系を適用する必要があるため、事項を追加
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しようとするものであります。 

 議案第３５号は、宿毛市水道事業の利益及び

資本剰余金の処分等に関する条例の一部を改正

する条例についてであります。 

 本案は、平成２６年度から地方公営企業法施

行令の改正に伴い、条例で制定の必要となった

組入資本金制度を、これまでどおりの取り扱い

とすることについて、改正しようとするもので

ございます。 

 以上、６議案につきましては、担当課から詳

しい説明を受け、慎重に審査をした結果、原案

を適当であると認め、全会一致をもって可決す

べきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案につい

ての報告を終わります。 

○議長（今城誠司君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第３７号ま

で」の３５議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第３７号ま

で」の３５議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（今城誠司君） 全員起立であります。 

 よって「議案第３号から議案第３７号まで」

の３５議案は、原案のとおり可決されました。 

 これより、「議案第３８号」について、討論

に入ります。 

 討論の通告がありますので、発言を許します。 

 ８番浅木 敏君。 

○８番（浅木 敏君） ８番議員の浅木です。

ただいまから、討論を行います。 

 私が討論を行うのは、議案第３８号「宿毛市

国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いて」であります。 

 この議案について、先ほど、総務文教常任委

員長から、原案を可決したとの報告がありまし

たが、私は、この委員長報告に反対する立場か

ら討論いたします。 

 この議案は、委員長報告にもありましたが、

国民健康保険に加入する宿毛市民の国保税課税

の課税限度額を大幅に引き上げる条例改正案で

あります。 

 その内容は、現在、７７万円になっている国

保税の課税限度額を４万円引き上げ、８１万円

にするものであります。 

 引き上げ理由として、低所得者の国保税軽減

のためと説明がありましたが、この説明には重

大な問題点が隠されています。 

 まず、宿毛市におけるこの国保税の最高課税

限度額は、たびたび引き上げられてきました。

２２年度には、６９万円を４万円に引き上げ、

７３万円に。そして、２３年度には、また４万

円引き上げ、７７万円にしました。 

 これをさらに、今回も４万円引き上げ、８１

万円にしようとするものであります。 

 こうした国保税の課税最高限度額の引き上げ

を繰り返しながら、低所得者の国保税は減額さ

れてきたでしょうか。そうではありません。 

 沖本市長が着任した直後の平成２４年度には、

低所得者も含めて、大幅な国保税引き上げが行

われています。このときには、世帯平均で年額
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９，５００円もの引き上げをしています。これ

は、例えば、子供２人を育てている４０代の夫

婦、アパート暮らしで固定資産もなく、年間所

得がわずか２００万円程度しかない世帯でさえ、

年額６万７，２００円引き上げたもので、年総

額では３６万６，０００円もの高額の国保税に

なってしまいました。 

 この議会においても、市民の国保税負担はも

う限界だ。今後は、一般会計から繰り入れても、

引き上げはすべきではないと求めた私の一般質

問に対して、市長は一般会計からの繰り入れは

しない。医療費総額が増加すれば、今後も国保

税は引き上げるという趣旨の答弁をしています。 

 このことから見ると、今後も、宿毛市政は課

税限度額の引き上げと、低所得者を含む市民の

国保税引き上げを、いたちごっこのごとく、果

てしなく続けるということになります。 

 今回の議案説明にあったように、市長は低所

得者の国保税の低減を拡充したいというのであ

れば、その財源は一般会計から繰り入れるべき

であります。 

 この幡多地域の自治体でも、一般質問で紹介

しました四万十市と土佐清水市以外にも、大月

町も年額５，７００万円繰り入れをしています。 

 また、黒潮町も、これまで一般会計から繰り

入れをしていませんでしたが、しかし、この３

月議会で町長は医療費の増加額全額を国保税の

引き上げをすると、町民負担が重過ぎるとの判

断から、一般会計からの繰り入れすることを決

断しました。 

 宿毛市としても、政府に対して、国保全事業

の収入の約２５％にまで引き下げてしまった国

庫支出金を、１９７９年と同率の６４．２％へ

戻すよう求めるとともに、所得増や雇用の拡大

などで、市民の暮らしを向上させ、国保税を払

えるような市民生活を築く政策を進めることが

重要であります。 

 それまでの間は、他の自治体のように、一般

会計から繰り入れでしのぐべきであります。 

 こうしたことから、この議会に提案されてい

る安易な国保税最高限度額の４万円もの引き上

げ条例案には、議会として反対すべきであるこ

とを訴え、皆さんの御賛同を求め、私の討論を

終わります。 

○議長（今城誠司君） 以上で、通告による討

論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第３８号」を採決いたしま

す。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（今城誠司君） 起立多数であります。 

 よって「議案第３８号」は、原案のとおり可

決されました。 

 日程第２、「委員会調査について」を議題と

いたします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 日程第３、議案第３９号を議題といたします。 
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 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） 追加提案いたしました

議案につき、提案理由の説明をいたします。 

 議案第３９号は、工事請負契約の締結につい

てです。 

 内容につきましては、宿毛市総合運動公園陸

上競技場改修工事を実施するに当たり、「長谷

川体育施設株式会社四国営業所」と１億７，１

１４万７，６００円で工事請負契約を締結する

ことについて、地方自治法第９６条第１項第５

号の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定をいただ

きますようお願い申し上げます。 

○議長（今城誠司君） これにて提案理由の説

明は終わりました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前１０時３２分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時３２分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前１０時３２分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５５分 再開 

○議長（今城誠司君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第３９号

は、会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会の付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第３９号」を採決いたしま

す。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（今城誠司君） 全員起立であります。 

 よって、「議案第３９号」は、原案のとおり

可決されました。 

 日程第４、議案第４０号を議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 １１番寺田公一君。 

○１１番（寺田公一君） １１番、ただいま議

題となっております議案第４０号「市長の専決

処分の事項の指定について」、提案理由の説明

をいたします。 

 市長の専決処分の指定とは、地方自治法第１

８０条第１項の規定により、本来、議会が議決

すべき事項について、議会がその議決により、

市長の専決できる事項を指定して、委任するこ

とにより、市長が議会にかわって処分できるよ

うにすることです。 

 現在、幾つかの事項について、市長に専決処

分をする権限を付与しているところであります

が、去る３月４日付で市長より、市が貸し付け

した各種資金の償還に関する訴えの提起、和解

及び調停については、金額の大小にかかわらず、

市長の専決処分事項としてもらいたいとの要請
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文書が提出されました。 

 その理由としましては、本来、本市が実施し

ている住宅新築資金や奨学金等の貸付事業にお

いて、諸所の事情により、資金の償還が滞って

いる方々がおり、このような方々に対して、督

促、催告あるいは家庭訪問の実施などにより、

収納に努めておりますが、それでもなお、納付

いたただけない方がおります。 

 このような未納者への対応として、抵当権に

基づいた競売や、裁判所への提起などの法的措

置をとらざるを得ない場合が、今後、想定され

ていることから、当該事務手続を速やかに行う

ためにも、市が貸し付けした各種資金の償還に

関することについては、市長の専決処分事項と

してもらいたいとのことでありました。 

 これを受けて、議会運営委員会の委員を中心

として、慎重に検討した結果、市長の要請のと

おり、市が貸し付けした各種資金の償還に関す

る訴えの提起、和解及び調停については、金額

の大小にかかわらず、市長の専決処分事項とし

て、新たに指定することで意見が一致いたしま

した。 

 以上で、議案第４０号について、提案理由の

説明を終わります。 

 よろしく御審議の上、御賛同賜りますよう、

お願いをいたします。 

○議長（今城誠司君） これにて提案理由の説

明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（今城誠司君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第４０号」を採決いたしま

す。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（今城誠司君） 全員起立であります。 

 よって、「議案第４０号」は、原案のとおり

可決されました。 

 以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶がありますので、

発言を許します。 

 市長。 

○市長（沖本年男君） 閉会に当たり、御挨拶

を申し上げます。 

 去る３月４日に開会しました今期定例会は、

本日までの２３日間、議員の皆様方におかれま

しては、連日、御熱心に御審議をいただき、御

提案申し上げた３９議案全てを原案どおり御決

定をいただきまして、まことにありがとうござ

います。 

 また、議案第４０号の市長の専決処分事項の

一部を改正する議決につきましては、住宅新築

資金等の貸付金の回収に当たり、今後、訴えの

提起を含めた法的措置が想定されていることか

ら、当該事務の速やかな執行を図るため、地方

自治法第９６条第１項第１２号の規定に基づく

訴えの提起、和解及び調停に関することに、市
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が貸し付けをした各種資金の償還に関すること

を追加していただきました。 

 今後、事務の円滑な遂行ができるものと考え

ており、お礼を申し上げます。 

 今会期中に一般質問や質疑等を通じましてお

寄せいただきました貴重な御意見や御提言につ

きましては、今後、さらに検討を重ねながら、

市政の執行に反映させてまいりたいと考えてお

ります。 

 平成２６年度を迎えるに当たり、市政執行の

基本的な考え方につきましては、行政方針の中

で申し上げましたが、南海地震への対策を初め、

一次産業の振興などにつきまして、財政状況も

考慮しつつ、引き続き、積極的に推進していか

なければならないと考えております。 

 市民並びに議員の皆様方におかれましては、

今後とも、より一層の御指導、御協力を賜りま

すようお願い申し上げますとともに、どうか健

康に御留意をいただき、より一層の御活躍を御

祈念申し上げまして、閉会の挨拶といたします。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（今城誠司君） 以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

 これにて、平成２６年第１回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午前１１時０４分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿  毛 市 議 会 議 長                  今 城 誠 司 

 

 

              宿 毛 市 議 会 副 議 長                  岡 﨑 利 久 

 

 

                          議 員   山 上 庄 一 

 

 

                          議 員   山 戸   寛 
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                               平成２６年３月２４日  

 宿毛市議会議長 今 城 誠 司 殿 

 

                        予算決算常任委員長 浅 木   敏 

 

委員会審査報告書 

 

 本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の規

定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 ３号 平成２５年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ４号 
平成２５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ５号 
平成２５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
平成２５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
平成２５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
平成２５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
平成２５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１０号 
平成２５年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１１号 
平成２５年度幡多西部介護認定審査会特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１２号 
平成２５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１３号 
平成２５年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１４号 
平成２５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 
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議案第１５号 平成２６年度宿毛市一般会計予算について 原案可決 適 当 

議案第１６号 
平成２６年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１７号 
平成２６年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１８号 
平成２６年度宿毛市定期船事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第１９号 
平成２６年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予

算について 
原案可決 適 当 

議案第２０号 
平成２６年度宿毛市学校給食事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２１号 
平成２６年度宿毛市下水道事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２２号 
平成２６年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２３号 
平成２６年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２４号 
平成２６年度宿毛市介護保険事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２５号 
平成２６年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２６号 
平成２６年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２７号 平成２６年度宿毛市水道事業会計予算について 原案可決 適 当 
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                               平成２６年３月１８日  

 宿毛市議会議長 今 城 誠 司 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第３２号 
宿毛市社会教育審議会条例の一部を改正する条例に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第３３号 
宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３６号 財産の所得について 原案可決 適 当 

議案第３７号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３８号 
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて 
原案可決 適 当 
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                               平成２６年３月１９日  

 宿毛市議会議長 今 城 誠 司 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浦 尻 和 伸  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２８号 
宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関す

る基準を定める条例の制定について 
原案可決 適 当 

議案第２９号 

宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効

果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制

定について 

原案可決 適 当 

議案第３０号 
宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例について 
原案可決 適 当 

議案第３１号 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例について 

原案可決 適 当 

議案第３４号 
宿毛市水道事業給水条例の一部を改正する条例の一

部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３５号 
宿毛市水道事業の利益及び資本剰余金の処分等に関

する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 
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                               平成２６年３月１８日  

 宿毛市議会議長 今 城 誠 司 殿 

 

                        総務文教常任委員長 野々下 昌 文  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                               平成２６年３月１９日  

 宿毛市議会議長 今 城 誠 司 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 浦 尻 和 伸  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                               平成２６年３月２４日  

 宿毛市議会議長 今 城 誠 司 殿 

 

                          議会運営委員長 寺 田 公 一  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 

 

 



 

付－1 

 

一 般 質 問 通 告 表 

                           平成２６年第１回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 １番 

 髙倉真弓君 

１ 少子化について（市長、教育長） 

（１）宿毛版「若者サポートステーション」の設置について 

（２）「子育て支援金」の支給について 

（３）他市の進学校に行かなくても確かな学力が身に付く教育の

推進について 

２ 
 ２番 

 山上庄一君 

１ 介護費不正受給問題について（市長） 

 

２ 公共施設の管理状況について（市長） 

 

３ 防犯、防災などに問題のある公共施設について（市長） 

 

４ 空き家等の適正管理の条例について（市長） 

 

５ 宿毛市のお宝の活用について（市長） 

（１）名誉市民の顕彰について 

（２）職員の政策提言について 

 

６ 人口減少防止対策について（市長） 

３ 
 ９番 

 中平富宏君 

１ 正しい地図を活用した教育の推進について（教育長） 

（１）市内小中学校の日本地図の状況について 

（２）正しい地図の掲示について 

 

２ 宿毛市立小中学校再編計画について（市長、教育長） 

（１）学校建築等計画表が添付されていない理由について 

（２）生徒数が３０人未満の中学校の統合について 

（３）津波浸水が予想される学校の高台移転について 

（４）西部ゾーンの高台整備について 

（５）再編計画の実行について 

（６）小中一貫教育について 

 

３ 保育園の統廃合について（市長） 

（１）現在の保育園再編の状況について 

（２）１小学校区に１保育園を基本とした保育園の統合について 
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４ 
 ７番 

 松浦英夫君 

１ 介護給付金の不正受給問題について（市長） 

 

２ 沖の島診療所の診療体制について（市長） 

 

３ ＰＭ２．５対策について（市長） 

 

４ はり・灸・指圧・マッサージの施術費への補助金の創設につ

いて（市長） 

５ 
 ３番 

 山戸 寛君 

１ 電算システムについて（市長） 

（１）コスト削減の度合いについて 

（２）今後のコストの見通しについて 

（３）コストの妥当性の確保手段について 

 

２ 木質バイオマス関連事業について（市長） 

（１）バイオマス関連事業への後押しについて 

（２）木材買い取り価格について 

（３）幡多の林業に関係する協議会における協議について 

 

３ 住民票の閲覧制限と本人通知制度について（市長） 

（１）住民票閲覧制限の申請方法とその運用について 

（２）閲覧制限の共有態勢について 

（３）電話による問い合わせ等への対応について 

（４）本人通知制度について 

６ 
 ６番 

野々下昌文君 

１ 地域防災計画について（市長） 

 

２ 被災者支援システムについて（市長） 

 

３ 防災拠点となる高台造成の進捗状況について（市長） 

 

４ 福祉給付金や臨時特例給付金への取り組みについて（市長） 

 

５ 地域包括ケアシステムについて（市長） 

 

６ 図書館運営について（教育長） 

（１）雑誌スポンサー制度について 

（２）読書通帳の導入について 

７ 
 ５番 

 岡﨑利久君 

１ 中心市街地活性化計画の現状について（市長） 

 

２ 宿毛駅東地区土地区画整理事業の保留地の処分について 

                         （市長） 
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８ 
１０番 

 浦尻和伸君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 

（１）今後５年後、１０年後の宿毛市について 

 

２ 国土調査の早急な実施について（市長） 

（１）山林の調査について 

（２）津波浸水地域の調査について 

 

３ 危機管理課の防災センターへの移設について（市長） 

 

４ 宿毛市の住宅建設に対する助成について（市長） 

９ 
１１番 

 寺田公一君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 

（１）「奥谷博」絵画展の実施に向けた対応について 

（２）消防団員の処遇の改善と団組織の装備の充実について 

（３）フルマラソン実施への取り組みについて 

（４）産業振興課の組織の充実と職員配置について 

（５）職員採用と臨時職員の採用について 

（６）千寿園の指定管理移行へのスケジュールについて 

 

２ 教育行政について（市長、教育長） 

（１）新たな市立小中学校の再編計画について 

（２）スクールバスの運行について 

１０ 
１３番 

 濵田陸紀君 

１ 肺炎球菌の予防対策について（市長） 

 

２ 誤嚥肺炎予防方法の周知について（市長） 

 

３ 津波に強い学校整備に向けた文科省の指針改定について 

                     （市長、教育長） 

１１ 
 ８番 

 浅木 敏君 

１ 国民健康保険について（市長） 

（１）国民健康保険税について 

（２）低所得者への減免措置について 

（３）資格証明と短期保険証の発行について 

（４）無料、低額診療について 

（５）滞納国保税の徴収について 

（６）国保運営の広域化について 

 

２ みなし寡婦（夫）控除の適用について（市長） 

 

３ 児童虐待について（市長、教育長） 
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平成２６年第１回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 
宿毛市名誉市民の選定につき同意を求めること

について 
３月２６日 同  意 

第 ２号 
教育委員会委員の任命につき同意を求めること

について 
３月２６日 同  意 

第 ３号 平成２５年度宿毛市一般会計補正予算について ３月２６日 原案可決 

第 ４号 
平成２５年度宿毛市国民健康保険事業特別会計

補正予算について 
３月２６日 原案可決 

第 ５号 
平成２５年度宿毛市へき地診療事業特別会計補

正予算について 
３月２６日 原案可決 

第 ６号 
平成２５年度宿毛市定期船事業特別会計補正予

算について 
３月２６日 原案可決 

第 ７号 
平成２５年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会

計補正予算について 
３月２６日 原案可決 

第 ８号 
平成２５年度宿毛市学校給食事業特別会計補正

予算について 
３月２６日 原案可決 

第 ９号 
平成２５年度宿毛市下水道事業特別会計補正予

算について 
３月２６日 原案可決 

第１０号 
平成２５年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計

補正予算について 
３月２６日 原案可決 

第１１号 
平成２５年度幡多西部介護認定審査会特別会計

補正予算について 
３月２６日 原案可決 

第１２号 
平成２５年度宿毛市介護保険事業特別会計補正

予算について 
３月２６日 原案可決 

第１３号 
平成２５年度宿毛市土地区画整理事業特別会計

補正予算について 
３月２６日 原案可決 

第１４号 
平成２５年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補

正予算について 
３月２６日 原案可決 

第１５号 平成２６年度宿毛市一般会計予算について ３月２６日 原案可決 

第１６号 
平成２６年度宿毛市国民健康保険事業特別会計

予算について 
３月２６日 原案可決 



 

付－5 

 

第１７号 
平成２６年度宿毛市へき地診療事業特別会計予

算について 
３月２６日 原案可決 

第１８号 
平成２６年度宿毛市定期船事業特別会計予算に

ついて 
３月２６日 原案可決 

第１９号 
平成２６年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会

計予算について 
３月２６日 原案可決 

第２０号 
平成２６年度宿毛市学校給食事業特別会計予算

について 
３月２６日 原案可決 

第２１号 
平成２６年度宿毛市下水道事業特別会計予算に

ついて 
３月２６日 原案可決 

第２２号 
平成２６年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計

予算について 
３月２６日 原案可決 

第２３号 
平成２６年度幡多西部介護認定審査会特別会計

予算について 
３月２６日 原案可決 

第２４号 
平成２６年度宿毛市介護保険事業特別会計予算

について 
３月２６日 原案可決 

第２５号 
平成２６年度宿毛市土地区画整理事業特別会計

予算について 
３月２６日 原案可決 

第２６号 
平成２６年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予

算について 
３月２６日 原案可決 

第２７号 平成２６年度宿毛市水道事業会計予算について ３月２６日 原案可決 

第２８号 
宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に

関する基準を定める条例の制定について 
３月２６日 原案可決 

第２９号 

宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運

営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準等を定

める条例の制定について 

３月２６日 原案可決 

第３０号 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例につい

て 

３月２６日 原案可決 

第３１号 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介

護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例につい

て 

３月２６日 原案可決 

第３２号 
宿毛市社会教育審議会条例の一部を改正する条

例について 
３月２６日 原案可決 

第３３号 
宿毛市立体育館の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について 
３月２６日 原案可決 
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第３４号 
宿毛市水道事業給水条例の一部を改正する条例

の一部を改正する条例について 
３月２６日 原案可決 

第３５号 
宿毛市水道事業の利益及び資本剰余金の処分等

に関する条例の一部を改正する条例について 
３月２６日 原案可決 

第３６号 財産の取得について ３月２６日 原案可決 

第３７号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例について 
３月２６日 原案可決 

第３８号 
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について 
３月２６日 原案可決 

第３９号 工事請負契約の締結について ３月２６日 原案可決 

第４０号 市長の専決処分事項の指定について ３月２６日 原案可決 

 

 


